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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　はいどうも、敗北女王でございます!!




　んー、負けてみてのこの解放感。何も背負う必要のない自由な感じ！　せっかくあにうえからいただいた素敵な贈り物ですもの、骨の髄までしゃぶって差し上げねば礼儀にもとるというものでございます。ようしフリーの休日満喫するぞー！

　あにうえの方はお変わりありませんか？

　無む知ち蒙もう昧まいの集まり、ちっぽけな惑星に張り付く世俗一般にもそろそろわたくしが人の手で、それも単一個人の手で殺害された報はいい加減に伝わっている頃でしょう。それによっていくつかの『流れ』も変化しているとは思います。うふふ、変わってしまった世界はいかがですか？　わたくし、『白き女王』が倒れた世界。まさしくあにうえにとっては理想郷のはずでしょう。

　あら？

　あらあらあら？？？

　もしかしてあにうえは、心のどこかでこう思ってはおりませんか。表層では否定しつつも、深層では期待がございませんか。

　どうせ今回も、どこかで『白き女王』が出てくるのだろう。

　変わってしまった世界を修正するため、最強の中の最強が顔を出すのだろう、と。

　うふふ。そんなあにうえに朗報でございます。




　今回、わたくしは出てきません。




　言葉の意味をどう取ってもらっても結構。ただしわたくしは先に宣告だけしておきます。これはガチでしょうか、それともブラフでございましょうか。ふふ。あにうえの事となると我ながら見境がなくなる性分でございますが、そうですわよね、このところ少々サービスを連発し過ぎました。わたくしがいつでも簡単に出てくると思ったら大間違いでございます。この辺りで、『白き女王』の稀き少しよう性せいについて改めてお勉強していただきましょうか。

　泣いて、叫んで、慟どう哭こくして、願いすがって。

　それでもわたくしが出てこないという当たり前の現実を、今一度しっかりと嚙かみ締しめていただきましょうか、あ・に・う・え？
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　八月三日、午後八時過ぎ。

　トイドリーム35にある超高層マンションの最上階の玄関が今まさに開いたところであった。

「うーい帰ったよー」

　流りゆう暢ちような日本語で、可か憐れんな少女の声が響く。オリヴィア＝ハイランド。一二歳前後の小柄な少女で、長い金髪を二本三つ編みにし、学校の水着をベースに飾り襟やパレオを付け足して何となく外向きの衣服のように見せかけた、奇態な格好が特徴だった。召しよう喚かん師しや依より代しろは自身の認識が世俗一般からかけ離れるごとに見た目も変化していくものだが、彼女の場合はそれ以前に東欧Ｆ国の次期王位継承者でもある。変人が天才と変換されるのは果たして幸運なのか不幸なのか。

　一方で、

「……、」

「あっ、お兄ちゃん！」

　少女にひっつかれていた高校生くらいの少年、城しろ山やま恭きよう介すけは特に何も言わず、広いリビングに入るなり背負った疲れを全部ぶん投げるような格好で大きなソファへと身を投げていた。そのままもう動かない。泥のように眠るとはこの事だ。

　当然、麦わら帽子で夏真っ盛りな一二歳は納得がいかないようで、倒れ込んだ恭きよう介すけの上へと小さな体でそのまま飛びかかった。

　またがってぼすぼすと小さなお尻を上下させながら彼女は言う。

「やだよーまだ遊んでよお！　こんなのじゃ全然足りないっていうか今日はずっとお兄ちゃんのペースだったじゃん！　いーやーだー飛行機の中で決めてたよねお仕事終わったら思う存分遊んでくれる約束だったでしょう!?」

「う、うおお……おおおお……」

「あれだけ人を散々好き放題振り回しておいて、自分の用が済んで満足したらさっさと寝ちゃうとかどんだけ王様なの!?　今日のお兄ちゃん勝手過ぎるよー!!」

　しかし契約中の依代アリスが何をどうやったって『フリーダム』アワード９０３の召しよう喚かん師しはゾンビのような低い声しか搾り出さない。くたばってしまうとはなにごとか。今の彼は日々の仕事に疲れて家族サービスを怠る休日のダメなお父さんと同レベルの腐りっぷりを発揮していた。

「うー」

　ぷくーと小さな頰を膨らませているオリヴィアだったが、ゾンビはゾンビだ。これはもう動かない。そして良くも悪くも少女は好奇心旺盛だった。注意力散漫と言い換えても構わない。辺りをぐるりと見回し、興味のあるものを探し、さっさと次のオモチャを見つけてしまう。

「うにゃっ、お久しぶりだねライガー！」

　腐った肉のカタマリ城しろ山やま恭きよう介すけの上から降りると、金髪二本三つ編みの少女はパッと顔を明るくして体長五メートルの怪物へと両手を挙げて突撃していく。相手は今日だけで四〇キログラムの生肉を───つまり単純計算でオリヴィアの体重以上を───貪むさぼり喰くってきた訳だが、少女の瞳に恐怖の色は全くない。格好だけなら猫みたいに丸まっているホワイトライガーの首っ玉に飛びついて、そのまんま巨大な顔に頰ずりしていく。

「うりうり、うーりー。私がいなくて寂しかったかーライガー？」

　そして五メートルのモンスターをソファ代わりにしている飼い主の召しよう喚かん師し・愛あい歌かが呆あきれたように息を吐いていた。白と緑のしましまビキニはかく語りき。

「……ライガーの尻尾が後ろ足の間にすっぽり収まってんのが分からないのですかこのすっとこどっこい。耳もぺたんと折れてるでしょ、あなたにめっちゃ脅おびえて小さくなっているんですよ……」

「えー、そんな事ないよねー？　私わたし達たちとっても仲良しだよねー？」

　オリヴィアは命知らずにもホワイトライガーの耳をはむはむ甘あま嚙がみしていたが、

「ん？　……ライガー、この獣臭はどういう了見かしら。ちょっと見ない間に足りなくなっているんじゃない？　お風ふ呂ろが」

　ビクッ!?　と体長五メートルが、誰が見ても分かるくらい縦方向に震えた。背中を預けていた愛あい歌かが真下から突き上げられたように跳ね回る。

　そう。毛並の問題で、ネコ科の動物は基本的に水に濡ぬれるのが苦手なのである。イヌ科の雑なシャワーとは話が違う。

「おらー！　ライガーは女の子なんだから身だしなみには気を配らないとダメってあれほど言ったでしょ！　こっち来る、今日は徹底的にゴシゴシするよ!!」

「……完全に人の理屈っていうか、猫に服着せて喜ぶババアみたいになっているのです……。まあライガーちょっと臭かったのは事実ですが……」

　子猫みたいな潤んだ瞳でご主人様を見上げたものの、愛あい歌かの方も乗り気になってしまった事でいよいよ窮地。可哀かわい想そうなくらい小さくなった怪物が首根っこを摑つかまれて誘導され、やたらと広いお風ふ呂ろ場ばへ連行されていく。

「そういやリューお姉ちゃんどうしてる訳？　ここにはご飯を食べに来たんだけども」

「……あの年増はすっかり魂が抜けた顔で『株価が、株価が……』と大変年増らしい独り言を呟つぶやいていましたから、どこかの部屋の隅で年増っぽく丸まっていると思いますよ……」

「えっ、それじゃご飯は!?　お久しぶりにリューお姉ちゃんの中華だと思ってたのに！」

「……透明なラップと冷蔵庫はひきこもりを救う偉大な発明なのです。後は電子レンジも……」

　ちなみにオリヴィアも愛あい歌かも最初から水着なので、いちいち脱衣所で衣服を脱ぐ必要はない。そのまんま浴室の扉を開けると、水死体が浮かんでいた。もう軽めのプールのようなサイズのバスタブの縁に頭を載せ、完全に目が死んだ緑リユウ娘ニヤン藍ランがクラゲみたいに伸びていたのだ。

「か、株価が。私の大事なフロント企業が……」

　白目のババアを無視して水を弾く少女達はシャワーノズルを摑つかむ。

　いよいよ比喩抜きで全身が総毛立ったホワイトライガーへと、オリヴィアと愛あい歌かの二人掛かりで情け容赦なく猛烈な水流を浴びせかけていく。

「うりー、シャワーは気持ち良いだろライガー!!　うりうり!!」

「……冷たっ。これまだ普通の水ですよ……」

　シャンプー、リンス、コンディショナーのボトルに並んで『ネコ科毛並用』が置いてあるのが真のセレブリティ愛あい歌かのクオリティである。ぺこぺこヘッドを押し、敢あえて化学香料を混ぜないどろっとした液体を掌てのひらに溜ためると、愛あい歌かは両手の掌てのひらを合わせて泡立て、そしてびしょ濡ぬれライガーの広大な全身へアタックを仕掛けていく。

　ちなみにこれはホワイトライガーが極限の忍耐を誇るサムライだから血を見ないだけで、相手の生態を無視した思いやりを押し付けた場合、たとえプロの動物飼育員であってもそのまんま食い殺される恐れがある。良い子のみんなは全長五メートル大のケダモノとお風ふ呂ろに入ってもゼッタイ真似まねしない事。

「おっ、ライガーの全身から力が抜けてきた。目もとろんとしてる。ほーらー、やっぱりお風ふ呂ろに言葉なんていらないよねー？」

「……この『どうにでもしてＥＹＥ』は全身メチャクチャにされてもう抵抗する気力もないだけだとは思うのですが、まあライガーが奇麗になるなら私は別にどうでも……」

　極めて適当に呟つぶやきながら、愛あい歌かは目線をよそに振った。

　一人暮らしのひきこもり少女にとってお風ふ呂ろは第二の理想郷だ。金にあかせて好き放題できる関係で、ここも徹底的に改造してある。お風ふ呂ろ場ばなのにエアコン完備で広い湯船はジェット水流装備、頼めば防水の小型冷蔵庫に車輪をつけた防水ロボットが飲み物やアイスを持ってきてくれて、壁一面にはそのまんま巨大な薄型テレビが埋め込んであった。

　もはやリモコンなど必要なく、持ち主の瞳の動きに呼応して電源とチャンネルが切り替えられていく。

「あれ？　何で今頃『七月のベトレイヤーズ』の劇場特報やってんの。まだ日本じゃ公開してなかったんだっけ」

「……欧米人のドヤ顔は大変結構ですが、自慢話としては不発ですよ。私はハリウッド製の全身タイツにさほど興味はありませんので……」

「あーれーはー七月七日に観みないと意味ないのにねーライガー？」

「……興味ねえっつってんだろです……」

　あくまで主人は愛あい歌かなので、パパパパパパッ、と次から次へと高速でチャンネルが切り替わっていく。地上波、衛星、ケーブル、ネット放送全てお構いなし。結果出てきたのはその週のネット動画の再生ランキングをまんま紹介していくだけの、ようはただのまとめサイトだろ素人さんとおんなじ事やって放送作家や演者に給料が別口で発生するのは間違ってんじゃねえのかってくらい毒にも薬にもならないバラエティ番組だった。

　上位ランクはこんなもので埋め尽くされていた。




『南米、サン・カルロス大聖堂でド迫力大爆発！　宗教の皮を被ったアブない粉の本拠地のてっぺんに密売戦車が突き刺さった衝撃映像はこちら!!』




『東欧、スマートギャングをぶっ潰せ!!　謎の白い女神を拝み、自前の闇衛星やステルス戦闘機まで現場に投入した恐怖の犯罪集団の車列が次々吹っ飛んでいく瞬間を見よ!!』




『新世代の国境なき移動型カルト？　世界最大のエアクッション船を使い、陸も海もお構いなしに停泊地を次々と汚染する謎の布教船団とは。真っ二つになって沈められた沈没船に有志ダイバーが突撃敢行!!』




　世界は今日も物騒であった。

　株価が、株価が……という緑リユウ娘ニヤン藍ランのＢＢＡな独り言もとどまるところを知らない。

　ビキニ少女愛あい歌かは軽く息を吐いて、それから疲れ知らずのオリヴィアに声を掛ける。

「……お兄ちゃん達たちはどこまで関わっているのです……？」

「んー、とりあえず『白き女王』が関わっていたトコ全部」

　自分の頰に白い泡をつけている事にも気づかずに五メートルの筋肉の塊を無邪気にゴシゴシしているオリヴィアの声は吞のん気きなものだった。

「ほら、七月の褒ほう美び村むら？　あそこで色々あったじゃん。女王の殺害のおかげであっちこっちの組織、集団、結社、企業、財閥、教団、学派、軍閥……まあ諸々が暴発を始めているらしくて。おかげでお兄ちゃんと一緒に火消しに回る私もへとへとだよー」

「……女王増殖の元凶の一人がいけしゃあしゃあと。つまり古い『白き女王サードスタイル』から新しい『色彩なき童女フオーススタイル』への転換期、なのですか……？」

「単純にそうとも言い切れないんだよねー。アラスカなんかじゃ全ての海産物は生いけ贄にえとなった乙女の血肉から生み出されたものらしくて、大量の女の子を氷の海の下に沈めて水の恵みたる女王の活力を取り戻そうー、なんて話にねじれてたし。でもってそういうのを片っ端からお兄ちゃんがぶっ潰して回ってた」

「……うええ、そりゃまた何ともお兄ちゃんらしい……」

「ぬがー！　今日一日だけで何ヵ国回ったと思う？　正解は日付変更線行ったり来たりしてるから私にも分かりません!!　昔々の格ゲーみたいに世界地図のあっちこっち回ってバトルバトルまたバトルだよ？　しかも全部終わったら思う存分遊んでくれるって約束なのにバタンキューしてくれちゃってさあ！　もおーっ!!」

　ただでさえ『暴発』で世界経済が混乱していく中、良くも悪くも金融市場を支えていた世界の黒幕どもが突如の乱入者によって立て続けに潰されているのだ。こんな突然の乱高下は最先端の自動投資プログラムや専門の金融アナリストにも予測はできまい。それはまあ緑リユウ娘ニヤン藍ランが人ん家ちのお風ふ呂ろでクラゲみたいに漂う羽目になる訳である。

　外はこんな風になっていた。

　だが意外な事に、テレビの中の動画再生数ランキングの第一位がまだ残っていた。

　そこにはこうあった。




『「七月のベトレイヤーズ」、キャストの愚痴が流出か？　スマホで撮影したと思おぼしき謎のロケ弁動画の真相とは!?』




　しばしの沈黙があった。

　明らかに一月遅れの日本公開に合わせたゲリラ的な話題作りの動画がデンデンデデン!!　と派手な効果音付きで垂れ流されている。多分ほんとの隠し撮りなら顔色の悪いヒゲの主演男優の視線がカメラの方を向いている事はないだろう。しかも提供欄には映画の配給会社がまんま名前を連ねていた。この状況でガチの流出動画を面白おかしく取り上げたらその時点でプロデューサーの首が飛んでる。

　やがてどちらともなく少女達は呟つぶやいていた。

「……マジで狂ってんですかこの世界は……？」

「あるいは今日も平和なのかもね」
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　それでは少々時間を戻して、城しろ山やま恭きよう介すけがどうしてお疲れだったのかを見てみよう。







　オーストラリア北端アイアンレンジ、午後五時過ぎ。

「はあ、はあ!!」

　適度にエアコンの効いた執務室で汗びっしょりになった中年の男レオナルド＝パウンズが、荒い息を吐きながら分厚い本棚を引き倒していた。奥の壁にある金庫はダイヤル式だ。何でもかんでもデジタルな時代だが、結局最後に信用できるのは職人の技である事を、その男は経験から理解していた。古風なダイヤルを回して分厚い扉を開け、中のジェラルミンケースを引っ張り出す。これは言ってしまえば地震の時の防災バッグと同じものだ。ただし想定しているのは戦争レベルの人災で、中に詰め込まれているのは偽造のパスポート、海外口座の番号リスト、非常時に警官を丸め込むための現ナマの束が何ヵ国分か、怪しげな取引相手に繫つながる秘密の連絡先を網羅した手帳、世界中の隠れ家の鍵をまとめたキーホルダー、追跡不能な細工を施した携帯電話とノートパソコン、後は表に出せない白い粉の詰め合わせと金属探知機に引っかからないプラスチックの拳銃や実包などなど。……これだけでレオナルドが何を想定してどんな世界に生きているかが伝わってくるというものだった。

　これで犯罪集団『イリーガル』と考える人間は、きっと素直で優しい心の持ち主だ。

　実際には世界の警察『ガバメント』に属する新興組織の一角である。

　まあこの辺りは、中世の修道院の実情がどうだったかを一通り調べてみれば理解できるかもしれない。後悔しかしないと思うからオススメはしないが。

　携帯電話ではなく、暗号強度を補強した無線機に口を寄せて中年男はがなり立てる。

「ケビン!!　使い捨ての召しよう喚かん師しを何セットか見繕って正面を足止めしろ。俺は最終ロックを解いてガスを撒まいたら脱出する。必要なのは金より時間だ、命を消費してでも稼いでおけ!!」

　額に入れて飾っておいた教団のシンボルが斜めにズレ、そして床に落ちてガラスの砕ける音を撒まき散ちらしたが、もはや中年男は気にも留とめない。所詮は広告代理店のデザイナーに任せて人心を掌握する色と形と記号と象徴をいくつか重ねたラクガキに過ぎない。

　レオナルドに信仰心なんていうものはなかった。

　彼はフリマを使えば宗教は作れるという簡単な事実を理解していた。

　ほしいものといらないもの。そこには個人の欲求と不安が全て網羅されている。誰に近づいてどう囁ささやけば奇跡を夢想するようになるか、そのガイドブックが丸ごと転がっている。

　神を信じるようには仕向けられた。

　全財産を放り出すようには仕向けられた。

　自分が死んでも教義が続くようには仕向けられた。

（……後は若い女がセックスすれば世界はまるっと救われるって最後のラインを超えさせるだけで天国が待っていたのに、くそっ、ここで破綻するかよお!?）

　……実際のところ、レオナルドのカリスマ性は本人が言うほど高くない。計画倒れなら微笑ましかったかもしれない。だが度重なる『白き女王』の出現が（一般人は正しく記憶や認識を保持できないとはいえ）不安と表裏一体の人望を集め、その女王の殺害の報によって何かが爆発した。一線を越えてしまったのだ。

　ズズン!!　ドン!!　と執務室全体が……いいや、この本拠地全体が激しく揺さぶられた。ジェラルミンケースを抱えたまま肩から壁にぶつかり、痛みに耐えて中年男はドアを開け放つ。

　待っているのは重苦しい鋼でできた、入り組んだ迷宮。

　ばたばたと足音を立て、優等生な召しよう喚かん師しや依より代しろが表へ飛び出していくところだった。

「……、」

　自然と息を潜めているところからも分かる通り、もはや敵だけでなく味方の精鋭にも見つかりたくない状況だ。レオナルドはこんな所に留まるつもりはない。決死隊は勤勉な連中に任せておいて、とっとと脱出してしまいたい。『教団』にいる若い女の中には是非とも唾をつけておきたい胸や尻の持ち主が何人かいたのだが、残念ながら捨て置くしかないだろう。

　企業でも血統でもなく宗教という形を取っている以上、代表者のレオナルドは絶対に弱いところを見せられない。いかに魅力的な胸や尻の持ち主だろうが、半はん端ぱな状態で連れ回せばいつ夢から覚めるか分からないのだ。脇腹を刺されるのはごめんだった。幸い、方法論自体は正しいと証明された。マニュアルは頭に叩たたき込こんである。ここは涙を吞のんで胸も尻も見送り、新天地へ逃げ切った後に改めてゼロからコミュニティを作り直して『安心』を手に入れるべきだ。

（……そのためには傷のついた古いレコードは不要だ。ここで全部爆破して、痕跡を消す。せっかく出直すんだ、せめてゼロから始めるぞ。借金なんかいらねえ。新しい自分はゼロから作らなくちゃ足を引っ張られる）

　推進力の要となるタービンは表に露出しているが、爆破に必要な鍵のある機関室そのものは奥底だ。遠隔操作の窓口もない。中年男自身のこだわりが足を引っ張る状況だが、もちろん彼はろくでなしなので普通に舌打ちしていた。分厚い鉄てつ扉ぴの先、金属のはらわたのように太いパイプや塊がいくつものたくっている機関室に滑り込むと、プラスでもマイナスでもない、それぞれ形の違う特殊なネジを四つ外してパネルを取り除き、アナログな鍵を差し込んで一六ケタの数字を打ち込んでいく。

　緑のランプが赤に変化したのを確かめ、中年男は満足そうな顔で鍵を抜いた。

　映画やドラマと違って、分かりやすいデジタルカウントなどはない。そもそもレオナルド以外にカウントの存在を知る必要はない。彼を信じてここに残る信者達は爆破の瞬間まで疑問を持たず勤勉に任務を全うしていれば良い。

　時間が来れば各所のスプリンクラーから燃料を気化して作った可燃性ガスが一斉に噴き出し、人も物も全ての痕跡を火花一つで完全に消し去ってくれる。各所に仕掛けた小粒な爆発物が破裂するのではなく、屋内空間全体が巨大な爆弾と化す設計だ。よって撃ち漏らしはありえない。

「ケビン、こっちは終わった！　今からヘリポートに向かう。すぐに出るぞ、先にエンジンを回して温めておけ!!」

　再びの轟ごう音おんと震動が世界を揺さぶった。

　たたらを踏むようにして何とか耐え、機関室を抜け出し、あっちこっちで響く味方の足音に気をつけながら細い金属階段を駆け上がっていく。

　バン!!　と。

　外へ繫つながる鉄てつ扉ぴを体当たりするように開け放つ。

　オーストラリアの突き抜けるような青空と陽ひ射ざし。どっと押し寄せる熱気の渦。北半球と南半球では季節が逆転するとはいえ、そもそもこの港街はハワイやグアムより赤道に近いのだ。だが中年男の目の前いっぱいに広がるのは高層ビルの屋上ではない。ここは全長二〇〇メートルを超える規格外のエアクッション船。足元に大きなバルーンを広げ、空気の力で陸も海もお構いなしに突き進む巨大な船の甲板に取り付けられたヘリポートがレオナルド＝パウンズのゴール地点だったのだ。

「はっ、はっ……」

　荒い息を吐く中年男は、しかし明確なゴールよりもよそへ目をやっていた。思わず眺めずにはいられなかった。

　この世の地獄が広がっていた。




　あるいは、北欧神話に伝わるＯから始まる片目を泉に捧ささげた魔術の王が。

　あるいは、ギリシャ神話に伝わるＰから始まる海を統すべる三又槍の王が。

　あるいは、ケルト神話に伝わるＬから始まる飛び道具を極めた光の王が。

　あるいは、スラブ神話に伝わるＣから始まる死と冥府を束ねる黒の王が。




　エアクッション船の外。

　コンクリートで固められたアイアンレンジ港商業エリア第二ドックに顕現しているのは、いずれも名だたる神しん格かく級きゆう。各おの々おのの神話宗教の中心に立つ恐るべき力を備えた被召物マテリアルの群れであった。別の視点から切り込むなら、レオナルドが様々な手品を用いて人に何を夢想させるべきか、その活いきた資料の宝庫でもあった。

　だが地獄の中心はそこではない。

　それらは斬り伏せられていた。叩たたき潰つぶされていた。へし折られていた。ねじ切られていた。

　ブラッドサイン式召喚儀礼は全てを変えた。

　そう分かっていても、たった一つの存在がここまでの戦果をもたらしたと言って、さて信じる事ができる者はどれだけいるか。

『未み踏とう級きゆう』コスト20、音域低音。

『罪過凶事を射抜き見通す「赤眼」の麗人fa・ao・ab・ei・fj・cib・b・du・a・eif』。

　見た目は東洋に伝わる鬼女が近いだろうか。美しく長い髪を割り裂くように額から二本の角を生やした、オリエンタルな魅力に満たされた女性。はだけた赤の着物にワンピース型の水着に似たインナー。その背後には大小無数の歯車が嚙かみ合あい、機織り機のようにその髪を世界の各所へ導いている。それでいて、全ての判断基準の先に性欲がある中年男でさえ、情欲を抱くのが憚はばかられる神性の持ち主。何しろ万象を予言し常に的確な一撃を放つどころか、そっと伏せられた瞳が開けば強制的に運命を決定づけるとまで言われる存在だ。神話の神々であっても、己の末路が見えなかったり回避できずに吞のみ込こまれる者はざらにいる。『未み踏とう級きゆう』の中でも『大三角』と呼ばれる格別な被召物マテリアルを前にしては、死や戦を司つかさどる神々でさえもその力を発揮する事は許されなかったに違いない。

「出やがった……」

　だが甲板上の中年男がごくりと喉を鳴らして見つめた相手は、『赤の麗人』ですらなかった。

　より正確には、その傍かたわらに立つ少年。

　泰然自若と『大三角』の一角を運用している歴戦の召しよう喚かん師し。




「やっぱり出やがったか、女王極刑!!」




　どれだけの距離が空いていたとしても、目と目が合った瞬間に悟った。

　あの錆さびついた眼光の持ち主は、本物の狂戦士だ。あれは一切の容赦をしない。野生の獣、あるいは顔のない無人機。そんな次元をはるかに超越した、無慈悲そのものを体現したような存在だ。

　もはや一刻の猶予もなかった。

　レオナルド＝パウンズはエアクッション船上部の甲板を走り、余計な重さを押し付けるジェラルミンケースをそこらに放り投げる。あれは脱出後に重宝する社会的な生命線でもあったが、本能で悟っていた。逃げた後の事など心配している場合ではない。逃げる前に殺されてしまっては意味がない。

「ひっ、ひっ、はあ!!」

（ちくしょ、何が『白き女王』だ、最強の中の最強だ、お前が殺されちまったら何の意味もねえだろうが、全部やり直しだ、一から象徴を積み上げなくちゃならねえっ、くそくそくそ、どうすりゃ良いい、遠ざかったぞ、俺の酒池肉林がまた遠ざかった、ここからどうする、せっかく女どもを誘拐したって騒がれない最高のメソッドを完成させたってのに、ああダメだっ頭が回らねえとにかくセックスがしてえっ!!）

　幸い、破格の戦果を誇る召しよう喚かん師しはまだこのエアクッション船に乗り込んでいない。停泊している港の方で真面目な尖せん兵ぺい達たちと戦っている最中だ。人工霊場は強力だが、同時に召しよう喚かん師しと依より代しろを一ヵ所に縫い止めるアンカーとしても機能してしまう。かち合ったら終わりだが、今ならその前に逃げ切れる。

　メインローターを回して待機するヘリコプターはすぐそこだった。

　間に合った。

　極度の緊張から解放されたせいか、今日はまだ鼻から吸ってもいないのに頭のダムがぶっ壊れた。シラフで神の領域に片足突っ込んだ男の脳内で極彩色のイメージが乱舞する。

（そうだこれはチャンスだ、せっかく『白き女王』が負けたんだ、このイベントを使わない手はない、俺とセックスした女に新たな最強の中の最強が宿る、よしこれだ!!　大丈夫、俺は勝ってる、雨は降って地は固まった、細部を詰めたら教義をばら撒まこう、待たされた分焦じらされた分だけセックスしてセックスしてセックスだ!!　あっ、今閃ひらめいた、今度は有名作曲家でも雇ってセックス音おん頭どとか作らせよう。わっしょいわっしょいセックスセックス！　あっはっは勃起が止まらんやっぱり俺は生涯現役最強無敵だァーッッッ!!!!!!）

「ぶはっ!!」

　ヘリに飛びつき、４ドアの自動車のように並ぶ鉄てつ扉ぴの中で、当然のようにお客様待遇の後部ドアへ飛び付いた中年男はほとんど呼吸困難に陥りながらこうがなり立てていた。

「待たせたなケビン、レオナルド様のご到着だ！　我慢の先走りを堪えて出すのを我慢してたのは褒めてやる。もう二度とお前を早漏なんて呼べねえな。ようしすぐに飛べ!!　耐えて耐えて耐えた分だけぶっ飛ばせ！　二人でまたやり直すぞ、ひとまず裸の美女ですし詰めになったプールを目標にしよう。世界で一番幸せな満員電車みたいにな！　しくじったら二人揃そろってシカゴの裏路地に逆戻りだ、お前が女装して獲物を誘い込んでから俺が銃で脅すあの生活にな！　それが嫌ならしっかり働けよ!!」

　しかし返事はなかった。

　もしやご褒ほう美びでも欲しいのかこいつ？　と中年男が眉をひそめたが、そういう訳ではなさそうだった。

　ずるり……と。

　えらく粘ついた音と共に、操縦席に腰掛けていた肉の塊が真横に倒れ込んだ。

　一体何がどうなったのか、ケイレンする人影の顔面ではもう目と鼻と口の位置も分からないくらい赤と黒が乱舞していた。

「えっ、あ？」

　真っ当な危機感を抱く余裕すらなかった。

　疑問しかなかった。

（誰がケビンをっ、あいつ、女王極刑、いや最後に見た時はまだ船に乗り込んでもいなかった、あそこからここまで、伏兵？　違う、ヤバい、このボコボコの陥没痕、似てる、ブラッドサイン、こいつ平たい先端で滅多突きに？　ヤバいヤバい、とにかくヤバい!!　もうこんなの召喚儀礼とかそんなレベルの話じゃあねえッッッ!!!???）

　明確な脅威がすぐそこに迫っているというより、禍まが々まがしい血と肉の塊と同じ空間で同じ空気を吸っていたくない。この時フリマを駆使してカルトをデザインしてきたレオナルド＝パウンズの魂を縛り付けたのは、極めて原始的な忌避感情であった。

　だから、危機を見誤ったのだ。

　とにかくドアに手を掛けてヘリから転げ出ようとした直前の出来事だった。




　それなり以上に分厚いヘリのガラスが薄紙のようにぶち抜かれた。




　容赦なく顔面に迫る、先の平たい突起物。ブラッドサイン。なまじ槍やりのように即死できない事が逆に無慈悲なその一撃を、果たして中年男には視認する事ができたのか。

　ゴッッッ!!!!!!　と。

　一撃で鼻っ柱が潰れた。

　飛びついたドアから引き剝がされるように反対側へ転がり、背中をぶつけて、さらにそこで二発目が飛んでくる。嫌がるように首を振ったところで右の頰骨を砕かれ、あまりの力によって反対側のドアをぶち抜いて贅ぜい肉にくの塊がヘリポートに落ちていく。

「ぶはっ、ぶぎい!?」

　倒れて体を丸めたまま震える手で自分の顔に触れ、すでにありえない形に変形している事実に体の中心からわななく中年男。真横にずれた顎は、もはや上の歯と下の歯が嚙かみ合あわないほどの有り様だった。今この場に鏡がなかったのは、幸か不幸か。イメージの中で、操縦席でケイレンしていたケビンの赤と黒が乱舞する。襲撃者は、女王極刑は容赦をしない。これから自分も料理でも作るように『加工』されていく。

　かつん、と。

　ありえないはずの足音に、中年男の全身がびくりと震える。

　何かがこちらへ回り込んでくる。

（じ、冗談じゃ……）

　やはりいる。何かがいる。ブラッドサイン式で管理される超常すら己の欲望の糧かてとして消化してきた、裏を返せば不謹慎な勉学をひたすら励んできたレオナルドですら予測もつかない方法で、このヘリポートに辿たどり着ついた脅威が確かに存在する。

（……強力なアンカーとして大地に召しよう喚かん師しや依より代しろを縫い止める人工霊場を、こいつ、自分から放棄した？　そんな事すりゃ『未み踏とう級きゆう』を手放し、防護円もなく『神しん格かく級きゆう』の群れの中に放り込まれるってのに、それを無視してここまで上ってきた!?）

　それはもう、数値を見比べて計算できる危機を超えていた。

　幼い子供が暗闇の奥を見据えて脅おびえるような、形のない幽霊と対たい峙じする純粋な恐怖に満ちていた。

「あっ、あぼ。あぼふう……」

　こちらは向こうの事など何も知らないが、向こうはこちらの事を全て知っている。

　まさしく、幽霊。

　血まみれの中年男が『白き女王』の敗北をも利用して次なるカルトを立ち上げようとしていた事も、そこで今度こそ好き放題若い女を食い物にしようとしていた事も、絶対に全部理解している。

　ヒィウン、ヒィウン、と風を切る音がゆったりと聞こえてきた。

　長い長いレプリグラス製の棒切れが、手慰みに回っている音だった。

　今この時に限り、その少年が手にしたブラッドサインは神秘的かつ冒ぼう瀆とく的てきな祭具ではない。この世ならざる者が介入する機会など一切ない、ただ原始的に肉を叩たたいて骨を潰す、無慈悲を極めた人体料理の調理器具に過ぎない。

　呆ぼう然ぜんと、ただ呆ぼう然ぜんと。

　ヘリポートの上に転がる中年男が震える首を動かして見上げると、逆光を背にした幽霊が見えた。錆さびついた目をした狂戦士は確かにこう呟つぶやいた。

「人がせっかく最強に打ち勝ったというのに、好き勝手にねじれていきやがって……」

『フリーダム』アワード９０３、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』。

　積み上げてきた道の全てを自ら否定するような、底冷えのする声で。




「……いい加減にぶっ殺すぞクソカルト」




『女王極刑』がもたらしたのは、新しいアートであった。

　毒々しいペンキを缶ごとぶちまけたようなヘリポートは、まるで赤い三日月でも描いたようだった。その一端に顔面を押し付け、尻を突き出したまま中年の男が小刻みにケイレンしている訳だが、赤と黒のパーカーにジャージを纏まとう錆さびついた瞳をした少年、城しろ山やま恭きよう介すけはそちらに目をやる事もない。

　世界の争いの半分は『白き女王』が関係していて、城しろ山やま恭きよう介すけもまた背中を押してしまった。自分のできる事から問題を解決しようとしても、次から次へと歪ゆがんでいくばかり。

　理不尽と分かっていても。

　いい加減に、苛いら立だちが募る。

　不機嫌そうに肩でブラッドサインを担かつぐ死神の下へ、ぱたぱたと小さな足音が近づいてきた。

「お兄ちゃーん」

　オリヴィア＝ハイランド。

　恭きよう介すけが依より代しろとして契約している少女である。

　彼女は太い鎖を使って斜めにかけた金属製のカバンのようなもの───実際には依より代しろの精神を外から戒めるための、巨大な南なん京きん錠じよう───をガチャガチャ鳴らしながら、血の跳ねた少年へ迷わず飛びついていく。

「私はちょっと疲れました」

「どうやら自爆装置が動いているようだからとっとと船を離れようではないか。教団の移動拠点自体が吹っ飛ぶ事には文句をつける必要もないんだし、解除しなくても構わない訳だが」

「なんか人残ってない？」

「大丈夫、顔中ボコボコにされた教祖様をロープで縛って車で引きずり回せばみんなついてきてくれるよ」

　ふうーん、とオリヴィアは気のない声を出していた。

　知らないおじさんの末路についてはあまり興味がないのかもしれない。

「そんな事よりせっかくオーストラリアまで来たんだし何か食べて行こうぜお兄ちゃん！」

　この血みどろの中でも普通に食欲が湧いている辺りは、ある意味オリヴィアも依より代しろとして完成されている。

「……良いけど、オーストラリアの名物料理って何だっけ？　ここでしか食べられないもの」

「んー？　牛肉とか？？？」

「それは料理ではなく食材の名前ではないか」

　パン！　パパン!!　と、こうしている今も破裂音に似た何かが響き渡っていた。

　オリヴィアを腰にひっつけたまま恭きよう介すけがブラッドサインを振るい、床からすくい上げた小さなボルトやナットを野球のバットでボールを叩たたくように次々と打ち出しているのだ。一度は引き離された港湾内の召しよう喚かん師しや依より代しろ達たちが巻き返しを図る前に、立て続けの『狙撃』にやられて昏こん倒とうしていく。

　地獄の一〇〇〇本ノックで高所から一方的に打撃を与えつつ、恭きよう介すけは片手一つでスマホを操作して、イギリスともアメリカとも違う独特の英語が羅列された主婦のブログを眺めながら、

「なになに、国土の八割以上が広大な砂漠であるオーストラリアでは、先住民の知恵と最先端の栄養学を融合させた虫料理が有名です」

「えっ？」

「ミミズ、イモムシ、アリなど無毒で味にクセがなく、繁殖が容易なものが好まれます。来たる温暖化と人口爆発による食糧難の時代に備え、次世代の高タンパク源として世界中のセレブからも注目されている虫ちゆう食しよくの中でも、特に世界最大で知られるヨロイモグラゴキブリを使ったデザート、ゴキブリケーキはジューサーとオーブンがあれば誰でも簡単に作れるオーストラリア固有の……オリヴィア？　どうしたオリヴィア急に距離を取って、おーい」

「お兄ちゃんはシリアル以外にこだわりのない変態だからこの悩みは分かんないよ！」

　じゃれついている間にも教団の精鋭達に新たな励起手榴弾インセンスグレネードを投げる暇も与えず、遠距離から狙撃で始末していく恭きよう介すけ。

　ふとブログの記事の外に、検索数トップのネットニュースが並んでいるのが見えた。

　そこにはこうあった。




『世界中に夢と希望を与えるトイドリーム社、戦争賛同動画を投稿？　ついに米国と東欧枢軸が激突する白銀資源戦争の幕開けか。豪華客船を改装した移動型ＶＦＸスタジオ、疑惑のミッシングプリンセス号は間もなくトイドリーム35に停泊予定』




「……、」

　ふう、と城しろ山やま恭きよう介すけは息を吐いた。

　ネットの広告欄にもいくつかの方式があるが、こちらは検索数のランク順で決めていくものらしい。縦長、横長、様々なバナーが動画共有サイトの『専用ページ』への誘導一色で埋め尽くされてしまっている。

　いいや。

　こうなってくると、そもそも検索数自体も正しいものなのか。ＤＤｏＳ攻撃などを引き合いに出すまでもなく、大量のアクセスデータを一ヵ所に流し込んでカウンターやＰＶの数字を稼ぐ技術などいくらでもある。

　それにしても。

　今度は小粒なカルト教団どころの騒ぎではない。

　米国、世界最大の超大国。

　あのレベルをもってしても、歪ゆがむ。曲がる。ねじれていく。

　紆う余よ曲きよく折せつあって『白き女王』に土をつけても、それで世界の皆が解放される事はない。むしろ女王が負けたという事実を受け止められず、混乱と恐きよう慌こうが広がっていく方が近い。

　今の今まで強大な引力で良くも悪くも一点に吸い寄せられていた七〇億の人々が、ここで改めてバラバラに動き出す。

　混迷の時代が始まったのだ。

　おそらくこれもその一環だろう。

　トイドリーム社そのものは『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』いずれにも当てはまらない表の国際企業だが、絵本の題材として世界中の神秘にまつわる器物や書物をかき集めていた。『白き女王』に関する情報も、裏の事情を知らずに触れている可能性も否定できない。

　その死や敗北によって、何かの歯車が外れてしまう事だって。

「オリヴィア」

「いいっ、いいっ。私お腹なか全然減ってないし！　世界中どこでも売ってるハンバーガーで構わないし!!　かっ変わらない味って最高だよねっ!?　ねっ!?」

「それならちょうど良かった。次は日本だ」

「……はい？」

「トイドリーム35に停泊する船の形に整えた世界最大のＶＦＸスタジオを狙う訳だが。シーソーみたいに世論を動かして戦争なんかに舵かじを切らせるものか。トイドリーム社で何が起きているかを突き止めようではないか」

　オリヴィアは口をパクパクと動かしたが、言葉もなかった。

　そして恭きよう介すけの目がマジだと知ると、ほとんど涙交じりで喉を震わせる。

「やーだーよー!!　今日だけで何ヵ国回ったと思ってんの？　もうテントでも車中泊でも良いいからここで休もうよお!!」

「民生レプリグラスの超音速機なら二時間だから、向こうでぐっすり眠れるよ」
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「中華がゆうまー」

「あわびがゆうまー」

　Ｃ区画中華街、まだまだ開店前の料理店で容赦なく待ち合わせ。城しろ山やま恭きよう介すけとオリヴィア＝ハイランドに見た目は簡単なようでいて実は超絶面倒な朝食を振る舞いながら、真っ赤な改造チャイナドレスの美女、緑リユウ娘ニヤン藍ランは呆あきれたような息を吐いていた。

　ちなみに彼女のお店は古道具店だ。なのでここは知り合いとはいえ他人様の物件である。

　緑リユウ娘ニヤン藍ランは早くも外からやかましく聞こえてくるセミの鳴き声を耳にしながら、

「……何だか恭きよう介すけちゃん、最近荒々しくなってきたんじゃない。反抗期？」

「リューさんこそ、ほんとは昨日の内に必要な情報を引き出すつもりだったのに、愛あい歌かのマンションの風ふ呂ろ場ばで伸びたままにっちもさっちもいかなかったからここまで予定が遅れたのではないか」

「……うふふ全世界レベルの同時多発乱高下ブラックオーガストの元凶が何を言っているのかしらこいつこの野郎マジでお姉さんが暗器の真髄をカラダに教えてやらないといけないのかしらうふふふふ……」

　なんか俯うつむいて真っ黒な含み笑いが止まらない緑リユウ娘ニヤン藍ランだったが、株とか何とかは恭きよう介すけ達たちの領分ではない。でもって基本的にはデキるお姉さん、こんな時でも茶器をお湯で温める手つきは滑らかなものであった。

　恭きよう介すけは魚介の出汁だしが効いたお粥かゆの中に細かく刻んだ漬物を投入して味にアクセントを加えながら、

「すでに口座へお金は振り込んでいるんだから、その分だけ情報を」

「ええいそんなもの組織全体が被った負債に比べれば焼石に水だと……はあ、まあ良いいわ。とにかく山積みの仕事を一つ一つ消化していきましょう。……ええ混乱こそ裏うら稼か業ぎようのチャンスなのよ、こんな所でくじけてはいけないわ緑リユウ娘ニヤン藍ラン。私はまだ波に乗っているはず……」

　ぶつくさ言いながら、彼女は胸元から小さな手帳を取り出す。

　微妙に左右で肩の高さが合っていないのは、おそらくテーブルの下で長い脚を組んでぶらぶらさせているからだろう。それだけなのに、かえって自堕落な艶なまめかしさが増している。自撮りの写真でも、ほんのわずかな角度の違いで顔の印象は大きく変わる。暗殺者としての挙措が全身に行き渡り、特に意識しなくても華を作るようにできているのだ。

「まず前提として、白銀資源戦争について話をするわね」

「大仰な名前だけど、存在しないものだよね？」

「わざわざ派手な名前を使っているのにも意味があるのよ。ユーロ系ロビー団体にせっつかれた米上院議会がゴリ押ししようとしている、『これから起きる戦争』よ。つまり、万に一つも悪のイメージをつけてはならないって事」

「資源戦争とついているのに？」

「最初はなかったのよ」

　改造チャイナドレスの美女は呆あきれたように息を吐き、頰にかかった長い黒髪を軽く払いながら、

「グローバルシェアリング。資源国から材料を持ち寄ってもらって、先進国の省エネ技術と組み合わせ、最高効率でエネルギーを取り出しましょう。世界はみんなハッピー私もハッピーまさにウィンウィンの関係の究極系です」

　オリヴィアがちょっと困った顔になった。

「私遅れてるのかな。全然聞いた事ない」

「それで正解よ。記者会見の瞬間から全世界植民地化政策の発表会だとして大炎上、たった半日でホワイトハウスの広報サイトから名前が消えた黒歴史の中の黒歴史だから」

「で、お次は政府関係者がトイドリーム社に泣きついたと？」

「女王の殺害からここまでまだ二週間よ、世界の流れって早いわよねえ」

　カツッという硬い音が小さく響いた。

　どうやら緑リユウ娘ニヤン藍ランは誰も見ていないのを良いい事に、テーブルの下で靴を脱いだようだ。

　改造チャイナドレスの美女はリラックスした調子で甘い息を吐いて、

「白銀資源戦争は、大炎上中にネットでつけられたネガティブキャンペーンの名前なの。白銀は東欧の美しい山々の万年雪ね。だけどトイドリーム側は特にこの名前の火消しには走らなかった。無理があるって分かっていたのね。だから、逆に賛同動画の中へ大々的に組み込む事で『すでに拡散してしまった名前』に込められる意味そのものをねじ曲げてしまおうとした」

「全然ダメと全然すごいの使い方みたいな話かな」

「そんなところ。おっかないわよね、みんな戦争反対の想おもいを込めて白銀資源戦争って単語を広めようとしたのに、何も知らない人が今からネットを眺めると、検索件数がまるっと戦争賛同の声にひっくり返って見えちゃうんだから」

　そして人は、多数決に弱い。

『みんな』が言っているのならそれが正しいのでは。

　ラーメン屋の行列やレビューサイトの売り上げ第一位。そんな、目に見える数字に引きずられた事くらい、誰だって経験はあるはずだ。

「繰り返すけどさ」

「うん」

「アメリカが発表してネットが勝手に名づけて……つまり、まだ何も起きていない戦争なんだよね？」

　自分で言いながら、恭きよう介すけは眉をひそめていた。

　今回の問題、その最大のねじれがここにある。

「東欧枢軸。『アメリカの敵』に分かりやすくて大仰な名前がつけられているけど、実際問題、東欧枢軸って大きな箱の中にどんな国が入っているかは誰も分かっていない。ようは、アメリカが攻撃した国や地域が悪の権ごん化げ、東欧枢軸の箱の中に投げ込まれる構図になっている訳だが。順序が狂っているよ、こんなの。魔女狩りだってもう少しきちんとした手順を踏んでいただろうに」

「ま、射殺されたテロリストが本当にテロリストだったかどうかなんて、警察の発表を聞くしかないものね。普通の人にとっては」

　朝食を振る舞ってくれた美女は、巨大な国家や宗教の庇ひ護ご下かの外に自由を求め、結果常にいわれなき糾弾を受けてきた『イリーガル』の重鎮だ。改造チャイナドレスはこういう扱いがまかり通る現実に慣れてしまっているのだろう。

　と、そんな風に思案していた恭きよう介すけの肩がわずかに上がった。

　テーブルの下、右のスネの辺りを柔らかい感触が包んでいる。改めて正面に目をやってみれば、緑リユウ娘ニヤン藍ランがくすくすと微笑ほほえんでいた。

　誰も見ていない死角で、黒いストッキングに包まれた足の裏を使ってちょっかいを出してきたのだ。一体二足歩行のための足をどう使ったらこうなるのか。下から上に、ほとんど巨大な舌で舐なめ上あげられるような感触だった。

「んふ。恭きよう介すけちゃん、そんな顔しなくても大丈夫よ」

「リューさん……。ご飯作ってもらってなかったらこの場でぶん殴っているかもしれないマナー違反だけども」

「うふふふふふ。お姉さんは基本的に上から目線の人なので、無闇に憐あわれまれるのも腹が立つのです。あんまりじめじめしていると、きちんと主導権を握り直しちゃうぞ☆」

「ん？　なになに、二人して何のお話？」

　れんげで中ちゆう華か粥がゆをすくうのに夢中なオリヴィアが首を傾かしげていた。

　テーブルに肩肘をついたまま笑みを絶やさない改造チャイナドレスの美女はそこについては説明せず、流れるように本題へ戻っていく。

「建前としては、東欧枢軸の連中が旧時代の湿し気けった砲弾から還元した化学肥料をじゃぶじゃぶ使った無茶な土壌改良のせいで、貴重な地下資源の結晶が黒ずんで使い物にならなくなるのを食い止めましょう、って感じらしいわよ。ネットで公開されている写真は明らかに捏ねつ造ぞうだから何の信しん憑ぴよう性せいもないけどね」

　緑リユウ娘ニヤン藍ランはテーブル下の暗闘などおくびにも出さずに、涼しい顔で自分の長い黒髪の先を指先でくるくるといじくりつつ、

「今回注目されているのは東欧の巨大な山脈で新しく発見された、珪けい素そベースの鉱脈ね。珪けい素そと言えばレプリグラスの材料だけど、ここで採れる稀き少しよう珪けい素そはカラーダイヤみたいに奇跡の確率で不純物が混じっているらしくて、通常とは全く異なる挙動を取るようなの。これは今の研究室で人工鉱石として再現できるものじゃない」

「つまり」

「ここで採れる稀き少しよう珪けい素そを使わなければ、作れない新型レプリグラスがある。ま、昔っからあるレアアース争奪戦の最先端って考えて」

　東欧の巨大な山脈、という単語が出た辺りからオリヴィアのれんげの動きが止まっていた。

　そう、彼女の出身国であるＦ国もまた、東欧の山奥に位置するのだ。

　束つかの間ま、テーブル下で行われていた改造チャイナドレスの美女のイタズラも止まる。恭きよう介すけはゆっくりと息を吐いて、

「となると、特殊なレプリグラス開発の主導権の奪い合いをするために？」

「言っておくけど、これも恭きよう介すけちゃんが扉を開けたのよ」

　改造チャイナドレスの美女はひらひらと手を振ってから、

「……女王極刑の一件と前後して、褒ほう美び村むら、冥めい乃の河かわ神じん社じやに『白き女王』の似姿が存在する事が明らかになったでしょ。女王をノーリスクで召喚し続ける完全人工物の取得。思えばアザリア＝マゼンタレインが属していたガードオブオナー辺りも掲げていた、ある種の人類の悲願だったはずよ。良いい悪いは別として、ね」

「……、」

「まして今は『白き女王』の敗北が広く世に知れ渡った不安定な時期。女王の存在を再び安定させたいと願う者達の内圧がかつてないほど膨らんでいる情勢よ。完全なる人形を手に入れるためなら、戦争の一つ二つ後押ししても構わない、と考えるくらいにはね」

「それ以前に……ああもう。そもそもレプリグラスが生まれたきっかけ自体、女王の似姿を作ろうとして失敗したなれの果てだった訳だが」

「あら、そんな話もあったかしら。クアッドモータースを抱える米系からすれば、不完全なものを完全にする、くらいの感覚でしかないのかもね」

　実際に東欧の山脈を制圧し、特殊な結晶とレプリグラス技術を結集させたところで、人類最古の浄じよう瑠る璃り方ほう式しき・冥めい乃の河かわ葵あおいに届くかどうかは分からない。優れた兵器設計者でもあるアザリアは新旧の技術を融合してその域に辿たどり着ついたとされているが、今回の件を主導している連中に同じ事ができるかどうかは未知数なのだ。

　緑リユウ娘ニヤン藍ランは何かを思い出したように、

「そういえば、本物の冥めい乃の河かわ葵あおいはどうしているかしら。もちろん褒ほう美び村むらで入れ替わっていた方ではなくて」

「んっ？　葵おばあちゃんの事？　お兄ちゃんのクルーザーでゴロゴロしてなかったっけ。お留守番係とか何とかで。慣れないベッドを見つけて飛び跳ねたり、デッキで日焼けしながら釣つり竿ざお伸ばして海釣りしたり」

　キョトンとした顔のオリヴィアの言う通りだった。

　完全なる女王の似姿、人じん造ぞう依より代しろの冥めい乃の河かわ葵あおい。その存在が露見した時点で世界中の信奉者から狙われるのは予測できたため、恭きよう介すけの方で先んじて手を打っていたのだ。身を守るために一番の方法は分厚い壁で覆って籠ろう城じようするのではなく、そもそも完全に足取りを消してしまう事である。

　よって、女王極刑の混乱に見舞われた者は冥めい乃の河かわ葵あおいには手を出せない。

　やるとすれば、新しく作る事だが、やはりこちらも前述の通り。挑戦したからと言って、必ずしも成功するという確約はどこにもない。

　ただ、できると信じて行動している者達がいる。

　それが問題なのだ。

　俺ならもっとスマートに解決できる。……これは有史以来あらゆる王が頭に浮かべてきた悪魔の囁ささやきだ。だが理想に実力が及ばなければ、弾圧や虐殺などの暴走に変異していく。

「で、そこから繫つながって恭きよう介すけちゃんがトイドリーム35に戻ってきた理由……トイドリーム社についてはこんな感じよ」

　元気に食べる二人を見て自分もお腹なかがすいてきたのか、改造チャイナドレスの美女は細い指先で刻んだ漬物を摘まんで艶なまめかしい舌の上へ乗せながら、

「欧と米は元々強い結びつきがあるから、東欧で起きる白銀資源戦争から身近な友達を守れって考えにもノリノリなの。いいえ、そもそもトイドリーム系の国際再生都市は全世界で幅を利きかせているから、東欧だって飛び地を守るようなものよね」

　このトイドリーム35だって地方財政を外資系企業に丸投げした結果、日本の法律が一部麻ま痺ひしているような状態だ。批判的な勢力からは、金融経済を利用した植民地化だ、ＣＩＡの中継基地だ、などなど色々言われるくらいである。

「つまり、世界中どこで戦争が起きたとしても、アメリカが『直接』巻き込まれたと言い張って『報復行動』を起こせる仕組みを作っている訳だが。もはや同盟国を守るなんていう間接的なお題目も必要とせずに」

「軍は議会で採決を待ってから、えっちらおっちら大部隊を派遣する訳じゃないわ。彼らは、最初から、どこにでもいる。全世界に散らばったトイドリーム系都市を増え過ぎた都会のコンビニみたいに広げて、あっちこっちにメイドインＵＳＡ印の『商品』を置いているってコト。採決イコール即攻撃。おっかない話よね、んおっ!?」

「？」

　突然の奇声に、オリヴィアが眉をひそめていた。

　改造チャイナドレスの美女はわずかに身を折ってぷるぷると小刻みに震えつつ、

「……き、恭きよう介すけちゃん。足を足で迎撃する時は靴を脱ぐのがマナーだとお姉さんは思うの」

「そもそも食事中に人を足蹴にする方が大問題」

　しれっと言い返す恭きよう介すけは、つまり再び絡からみ付つこうとした緑リユウ娘ニヤン藍ランの長い脚をテーブル下で払い、逆に黒いストッキングに包まれた足の甲を軽く踏みつけた訳だ。

　改造チャイナドレスの美女は半ば本気で涙目になりながら恭きよう介すけのスニーカーと床の間から自分の足をそっと抜いて、

「だ、だけど、欧州と違ってアジア圏にとってはそんなに山奥の戦争に関心がない。東欧枢軸なんて言われてもピンとこないし、地球の裏側で起きる混乱なんてリアリティがないのね。だから開戦にも懐疑的な目を向けている有識者は決して少なくないわ。世界中を残らず味方につけてから戦争を始めたい側としては、これは面白くない」

「……リューさん」

「その昔はさくらんぼのヘタを口の中で結べるかどうかが論じられていたけど、多分こっちの方がエキサイティングよね？」

「あれ？　なんか聞き逃した……？　お兄ちゃん、話がどっか飛んでないよね？？？」

　テーブル下の出来事はちょっと説明しがたい。

　やはり相手は『瘦身暗器パーフエクトドラゴン』。ほんの少し注意が逸それた途端に黒いストッキングで包まれた緑リユウ娘ニヤン藍ランの足の指がわきわき動いて、恭きよう介すけのスニーカーから靴くつ紐ひもを引き抜いてしまったのだ。彼女の言った通り、流れるように靴を脱がされてしまう。

「恭きよう介すけちゃんも日本へ立ち寄ったんだから、この辺りのバランス感覚は大体分かるわよね」

　そう。東欧で話がつくなら、恭きよう介すけ達たちもこんな所にはいない。

　ここに来た目的は別にある。

　猫舌なのか、お粥かゆにやられて温かい烏ウー龍ロン茶ちやに手を伸ばしてアツアツ連鎖が止まらないオリヴィアの頭を何となく撫なでながら、恭きよう介すけは切り込んでいく。

「……トイドリーム社は、この街に船を差し向けたって話だった訳だが」

「はい左足もいただきっ。ええ、ミッシングプリンセス号ね。……あの子が聞いたら頭から布ふ団とんを被りそうな名前だわ。ともあれ、船体ベースは地球一周できる世界で四番目に大きな豪華客船よ。最大収容人数は五〇〇〇人くらいだったかしら。サイズで言えばアザリアの船より上よ。その内部にトイドリーム社の稼ぎ頭である巨大なＶＦＸ制作スタジオと放送局を丸ごと抱えている。昔々は映画撮影のため砂漠の真ん中にわざわざ一つの街を造ったって話があったでしょ。そういった映画の街を船の形に折り畳んで、世界の海を自由に渡っているって感じかしらね」

　五〇〇〇人規模で各種の遊興施設が拡充しているとなると、超高層型のリゾートホテルを横に倒して海に浮かべているようなものをイメージしてもまだ足りない。原子力空母だって内部はかなり手狭だ。広々とした空間設計なんかやっていたら際限がなくなってしまう。

「金のなる木を移動拠点にした理由はいくつかあるわ。例えば単純に襲撃が怖いからとか、手がける作品ごとにモチーフとなる舞台そのものまで出向いて生の資料を見ながらＶＦＸ制作するためだとか。後は、通常の放送電波が届かない独裁国へ問答無用で強力な放送電波を叩たたき込こむため、なんてウワサもあるわね」

「となると、警備も厳重か」

「向こうも向こうで熱烈開放アピールのためにトイドリーム35までやってきたんだし、船に入るだけならそんなに難しくないわ。クルーズフェスタ、だったかしらね。夏休みに合わせたキャンペーンで内部見学できるのよ。この国のテレビ局とかも即席のテーマパーク化したりするでしょ、あんな感じ。ただし当然、お祭り騒ぎは表層部分だけで、奥まで踏み込む事はできないけど」

　そこまで言って、緑リユウ娘ニヤン藍ランはわずかに沈黙した。

　改めて彼女は艶なまめかしい唇を動かす。

「……元々トイドリーム社は米国のみならず世界経済全体に関わるから、ミッシングプリンセス号についても国連加盟国が持ち回りで護衛船団を組んでいるの。ただ、どうやら最近ここに私わたし達たちの業界から注力があったようなのよね」

「つまり、僕ぼく達たちと同じ召しよう喚かん師しや依より代しろが張っている可能性もあると？」

「金持ちの豪邸に兵隊の急な出向派遣なんて、私わたし達たち『イリーガル』のロジックなら黒社会のファミリーやギャングとの繫つながりを勘繰るところだけど……トイドリーム社の場合はどうなのかしら。普通に考えればあの超優良企業が黒社会と連携を取るとは思えないけど、今は揺らいだ時代だからねえ」

「……、」

　間違ってはいても、強大な引力によって支えられてきた人々が、今一度バラバラに動き出す混迷の時代。

　言い換えれば、城しろ山やま恭きよう介すけがあんな事をしなければ起こらなかった事態かもしれない。

『白き女王』が最強の座に君臨し続けていれば、全ては丸く収まっていたかもしれない。

　恭きよう介すけと緑リユウ娘ニヤン藍ランはわずかに沈黙する。むぐむぐ、と無邪気にがっついているオリヴィアだけが普通の時間の中にいた。

「東欧枢軸なんて架空の枠組みを用意してまで戦争を始めたい者がいて、そいつがトイドリーム社の背中を押した訳だが。世界中の人間を戦争賛同者で染め上げて、誰にも反対意見を言えない空気を作るために」

「例の議決が成功すれば『表』の世界最強が大手を振って動き出すわ。戦争の歯車がいったん回ったらもう誰にも止められない。そのどこにどれだけ『白き女王』や『色彩なき童女』に振り回されたプロが混じっているかは分からないわね」

「トイドリーム社の戦争賛同動画の詳細は？」

「絵本や動画の映画化とおんなじフォーマットの超高密度ＣＧ映画よ。ほら、海外製で子供向けの……粘土みたいにぐにゃぐにゃ動く３Ｄ作品があるでしょ。あれといくつか役者や実写映像を味付け程度に組み合わせたコラージュって感じかしら。ちなみに内部の開発コードはブルーフィルム」

「ぶるー……」

「あら恭きよう介すけちゃん、名前を聞いただけで語源が分かるとは物知りね」

　くすくすと妖しい笑みを浮かべる緑リユウ娘ニヤン藍ランは、テーブルの下で黒いストッキングに包まれた足の裏を恭きよう介すけの足の甲の上に重ねていた。そのまま、まるでくすぐるようにむにむにと足の指を動かしている。一方、訳が分からずにキョトンとしているのはオリヴィア＝ハイランドだった。

　……ブルーフィルムという言葉だけ聞くと何だかクールでカッコイイイメージがあるかもしれないが、ようは猥わい褻せつな描写を売りにした安っぽい映画の事である。

「ねえお兄ちゃん、つまり何がどういう事？」

「どうなのかしらねえ。何でも知ってる恭きよう介すけちゃんなら全部丁寧に説明してくれそうだけど」

「……リューさん。この辺にしておかないと、どうなっても知らないよ？」

「あら、今までストッキングの事でも気にして手加減でもしてくれていたのかしら。あるいはこれからあちこち伝線させて生脚表に出してやるという宣戦布告かしら」

　難しい顔の恭きよう介すけとにっこり笑顔の緑リユウ娘ニヤン藍ランが、さらにテーブル下で暗闘を繰り広げていく。

　戦争の是非を決定づける世論操作の動画にわざわざこんな名前をつけている事自体に、トイドリームが今回の扇動をどう考えているかが窺うかがえそうなものだ。どう考えても正義感や愛国心には基づいていない。

「公式発表ではブルーフィルムは全四話の予定で、昨日最初の一話目がネットの動画サイトと衛星放送を使って世界中にばら撒まかれたわ。『旧式で使い物にならない砲弾から還元した化学肥料の濫用ですっかり黒ずんだ鉱脈』をデカデカと大映しにしたものがね」

「捏ねつ造ぞうだろう、そもそもＶＦＸ全開なら九八％以上は合成映像ではないか」

「それがそうと分かるには、若干のリテラシーと多数決の数字を突き付けられてもブレない心が必要になってくるわね。……一話一〇分、全部合わせたって一時間もない。たったそれだけのインストール作業で、人類の歴史はかくも壊れていく訳ね」

　改造チャイナドレスの美女は細い指先で自分の唇をなぞりながら、

「現状、実際の世論は四対六。大手シンクタンクの予測では次の二話目で五対五、三話目で六対四、ここで作為的に流行を生むための一定情報量が超過・飽和状態に達して、ラストの四話目の配信が済んだ頃には決定的に戦争賛同へ世界が傾くとされているわね。ああ、アジア圏は先行配信するから実際のリミットはもっと早いかもしれないわよ」

「……自称だけのインテリ層の意見はどうでも良いい訳だが。実際問題、『イリーガル』としての肌感覚は？」

「武器商人が西に東に走り回る程度には信しん憑ぴよう性せいのある話かしら。まあ今のままなら最終的には何がどうなったってアメリカが勝つんだろうけど、負けてる側に武器を供給したって金は稼げる。この場合は、火の粉を浴びて『東欧枢軸だった事にされてしまう小国』ね」

　緑リユウ娘ニヤン藍ランは世の中のルールを完全に無視した事を平然と言ってのけ、

「暴落が予想される当該通貨でなく、純金やダイヤ、国が倒れても価値の変わらない交渉材料に気をつければ成立しちゃうのよ、ビジネス。両軍の天てん秤びんの傾きをできるだけ少なくすれば、それだけ泥沼化してマーケットを持続できる訳だし。まあこの辺はバブル景気と一緒で、どこまで手を突っ込むかのチキンレースと考えてちょうだい。当然、最後の最後まで付き合うとメイドインアメリカの名産品、五・五六ミリの鉛弾をしこたまぶち込まれるわ」

　平和主義者が安全なリビングから叫ぶのは簡単だ。だが実際に現場へ浸透する犯罪集団が具体的なソロバン勘定を始めているという事は、いよいよブルーフィルムが生み出すこの危機は本物と考えて良い。

　誰かが何かをしくじったら戦争が起きる訳ではない。

　黙っていたら戦争が起きる。

「例の戦争賛同動画はトップシークレットで、ミッシングプリンセス号で制作してそのままミッシングプリンセス号の大きなアンテナ塔から配信されているわ。世界最大のネットＴＶ局TD-ch、トイドリームチャンネルってヤツね。途中で第三者を挟まないから、旧来の放送業界関係者にとっては寝耳に水だったらしいわよ。腹いせにマスコミ部署を動かして、どうにかして内部リークを拾い上げようとしているみたいだけど、先行ネタバレの可能性はほぼないと見て良い」

「んえ？　でもリューお姉ちゃん、トイドリーム社ってその船以外にもたくさんのＶＦＸ制作基地を持っているんでしょ」

「第一話はすでに配信されたって言ったわよね。第七世代のトイドリーム映画は人物よりも背景に特徴があるの。単なるハリボテじゃなくて、ＶＲゴーグルつければ実際に中を自由自在に歩き回ってスケボーやテニスを楽しめるくらい作り込んでいるのね。あれはミッシングプリンセス号のメインフレーム、システムアトランティスじゃないと成り立たない」

「あとらんてぃす？　あの、海に沈んだっていう？？？」

「つまり、その気になれば映画一本のために幻の大陸を丸ごと構築しますっていう宣言ね。ま、スパコンの名前なんてどれもこれも自意識過剰なものばっかりだけど。ひぃああっ!?」

「リューお姉ちゃんッ？」

　割と本気の悲鳴にオリヴィアが思わず席から腰を浮かせそうになったが、身を折って渾こん身しんの力で何かに耐えている改造チャイナドレスの美女が片手で制した。

　ふんと恭きよう介すけは鼻から息を吐く。

　テーブル下の暗闘は、黒いストッキングに包まれた足の指をわきわきさせる緑リユウ娘ニヤン藍ランが調子に乗って恭きよう介すけの靴下まで奪おうとしたところで、テーブルの脚に小指をぶつけて大逆転ＫＯ負けが決まったようだ。もちろんそうなるように誘導した少年がいる。

　いかに『瘦身暗器パーフエクトドラゴン』といえど同じ人間、やはりタンスの角でスタン効果の法則は通じるものらしい。テーブルの天板に自分の大きな胸を押し付け、こちらにつむじを見せ、なんか頭を下げているようなポーズで全身をびくんびくんと不規則に震わせながら、どうにかして改造チャイナドレスの美女は声を絞り出していく。

「……き、きょうすーけちぃあーん……」

「どうなっても知らないと警告しておいただろう。早く復活してね」

　ともあれ。

　ミッシングプリンセス号を何とかしない限り、この流れは止められない。

　鳩はと時ど計けいが時報をお知らせする感覚で定期的に動画が配信されていき、一話一〇分で計算されたブルーフィルムによる世論誘導で段階的に世界人口が沸騰していく。誰にも戦争を止められない空気を温めてから、米議会が安心して決を採れば戦争開始だ。『白き女王』の似姿が欲しい、手元に置きたい、不安定な時代のお守りにしたい。それだけの理由で、砲弾やミサイルが飛び交う世界がやってくる。

『白き女王』を倒せば、世の中は平和になると思った。なのに実際の戦火はますます広がる一方だ。

　恭きよう介すけは満腹でもないのに、そっと重たい息を吐いた。

　ようやっと足の小指の痛みから回復したらしい、テーブルから身を起こした緑リユウ娘ニヤン藍ランに向けてこう質問する。

「……実際に始まってしまった場合、推定死亡者数は？」

「あら。そういう計算は恭きよう介すけちゃんの方が得意なんじゃないかしら」

　今度こそ、明確な舌打ちがあった。

　その召しよう喚かん師しはスパコンも必要なく、ただ暗算でこう導き出した。

「開戦から四八時間で概算二五〇万人。九六時間で間接被害も含めて一〇〇〇万人以上。Ｆ国含めて、さらに周辺四つの国が連鎖的に戦火に巻き込まれていくはずだ」

「デジタルな戦争っておっかないわよねえ。人の手でできる殺人の上限を完全に超えているわ」

　スイッチ一つで決行される、度どし難がたい馬鹿どもの乱痴気騒ぎが眼前に迫っている。

　緑リユウ娘ニヤン藍ランは片目を瞑つぶってこう提案してきた。

「必要なものは？」

「対たい召しよう喚かん師し組そ織しき戦せん想そう定ていで、船への侵入と破壊工作に必要なもの全部」




　　　　２




　灼しやく熱ねつの陽ひ射ざしを浴びるミッシングプリンセス号は全長四五〇メートル弱の豪華客船の両脇に、ヤジロベエのようなアームを伸ばしてフロートを付け足したような構造をしていた。上から眺めると、大小三本の細長い棒を平行に並べたような作りに見えるはずだ。余計な浮きを用意しているという事はそれだけ水の抵抗が増して燃料費がかさむ訳だし、港へ下ろすタラップにも工夫が必要になってくるが、その分バランスは安定する。仮に海中を進む魚雷や海面すれすれを飛ぶ対艦ミサイルでどてっ腹に巨大な風穴を空けられても、フロートが無事なら船は沈まなくて済む。

　五階層構造の全高は三〇メートル以上。

　重心が高くなれば船のバランスは悪くなり、横波を浴びての転倒、沈没のリスクも増す。だからこそ左右にフロートを並べて安定性を高めているのだろうが……一日に七〇〇万円以上使う船のディーゼルエンジンを考えれば、普通ならまず不可能な選択だ。この分だとおそらくパナマ運河も利用できないので、地球一周となるとかなりの遠回りになるはずだ。しかしここに仕掛けがある。そもそもこの船は『普通』ではないのだ。

「……流石さすがは原子力エンジン搭載。それはまあ一本三〇〇億円するＶＦＸ制作の最前線なら大量の電力を消費するから必須なんだろうけど、こうも堂々と非核三原則をぶっちぎるとは」

　これは恐ろしい話だが、残念ながら洋の東西など関係なく核大国であるほど原子力に対する危機感が薄い事は歴史が証明してしまっている。お国柄で済ませて良い話ではないはずなのに、だ。

　外資系企業トイドリーム社が地方行政の全てを買収した国際再生都市では、もはや通常の法律は通用しない。まざまざと見せつけられるような有り様だ。

　……ミッシングプリンセス号自体は有名なので、その辺のパンフレットやガイドブックなどにも簡単な図面は掲載されている。緑リユウ娘ニヤン藍ランはもうちょっと深く突っ込んだ、設計士などが使うＣＡＤデータも引っ張り出してくれたが、やはり限界はある。空白の立入禁止区域については自分の目で見て確かめていくしかなかった。

　誰でも知っているようで、実は誰も深い所は知らない。ホワイトハウスのような重要施設をイメージすると、ミッシングプリンセス号の迷宮ぶりを想像しやすいかもしれない。

　恭きよう介すけは機材の最終確認を行いながら、小さな相棒に声を掛けた。

「オリヴィアおいで、行動開始だ」

「んっ」

　岸壁でしゃがみ込んで小さなイソギンチャクにガラスのペレットを与えてから、恭きよう介すけのレプリグラス製ブラッドサインの下端をぐいぐい押し付けていた金髪二本三つ編みの少女がこちらを振り返った。『餌』の取り合いはブラッドサインに軍配が上がったらしい。そのまま恭きよう介すけの方へ跳びかかってきたオリヴィアから恭きよう介すけは長い棒を回収しておく。『林檎の蛇フオスフオロス』はあっという間にとぐろを巻き、ウェイトレスのお盆のような形にまとまっていった。

　そんなオリヴィアの服装はいつもの学校の水着を下地にしたドレスのような格好ではない。まだまだ未成熟な全身のボディラインをぴっちりと浮かばせる、簡易潜水服だ。

「ニンジャだニンジャだ、やっぱり隠おん密みつ行こう動どうはこうでなくちゃねっ」

「はいはい」

「ようし、ヘンテコ動画基地をぶっ潰してＦ国のみんなを守るぞう」

　同じく黒一色となった恭きよう介すけがまたがっているのは、海に浮かぶ水上バイクのような乗り物だった。ただし船体全体が戦闘機の風防キヤノピーのような、流線形の保護カバーで覆われる作りになっている。オリヴィアが恭きよう介すけの前方、言ってしまえば彼の腕の中にすっぽり収まる格好で乗り込むと、真上に跳ね上げていた透明な保護カバーを下ろしていく。

「静穏性重視の密輸モデルだから、エアコンはついていない訳だが。体に異変が出る前に、渡してある水筒でこまめに水分補給しておいてね」

「腋わきとか内うち腿ももとかに冷却シート貼ってあるから大丈夫だよ。うう、むしろ冷えすぎるような……？」

　馬鹿馬鹿しいと思うかもしれないが、何しろ通風孔も冷房もないビニールハウス状態で八月の陽光を浴びるのだ。こんな密閉空間で意識を失っても誰も助けてはくれない。

　女王極刑の一件からオリヴィアを巻き込み続けてしまったのは申し訳ない限りだが、あらゆる被召物マテリアルを超高精度で操る彼女の腕は率直に言って恭きよう介すけとしてもありがたかった。ビヨンデッタとはまた違った意味で、勝手知ったる相手であるのも連携面では非常に大きい。

　抱えるものが増えるほど、過酷な戦いの中で失う確率も跳ね上がっていく。

　いつかは必ず手を切らなければならない、そう分かっているのに。

「ん？　どうしたのお兄ちゃん」

「いや何でも」

　主に『イリーガル』が深夜真っ黒な海の底で人には言えない金品の受け渡しに利用する小型潜水艇を使って、恭きよう介すけ達たちは沖合いを目指す。たとえ水深一メートルであっても、やはり水の中は違う。太陽の光を浴びてキラキラと輝く海面は、目視の警戒網を完全に無効化させてしまう。まるで木陰に入ったように、ぐっと温度も下がったような気がした。

　二キロほど進んだ頃だった。

「あれお兄ちゃん、エンジン切っちゃうの？」

「しっ。護衛艦の近くを潜くぐり抜ぬける時はね。潮の流れが味方してくれる訳だが」

　腐っても『イリーガル』が第一線で使っている小型潜水艇だ。電波を使うレーダーばかりステルスが取り沙汰されているが、音波を使うアクティブソナーだって逸そらしたり吸収したりする事で反射波の感知を阻止できる。

　とはいえ、純粋に海中の物音を収集するパッシブには対応できない。侵入する時は音を立てずに、という幼稚園児でも分かる基本の中の基本がここでまた顔を出してくる。

　幸い、ミッシングプリンセス号そのものは巨大な船体に両翼のフロートまでつけた雑音の塊だ。挙げ句のクルーズフェスタ。イベントだのパーティだので甲板では大音量で音楽を垂れ流し、マイクパフォーマンスが飛び交い、花火まで打ち上げている。防衛網の内側まで切り込み、一定以上目標に近づいてしまえばこちらのものだ。護衛側もミッシングプリンセス号のスクリューが生み出す音紋くらいはサンプリングしているだろうが、それ以外の雑音が大き過ぎるのでは有効に活用できない。今なら騒音に紛れてエンジンを再始動しても見つからない。

　ミッシングプリンセス号の構造そのものも味方になってくれた。

　平行に並ぶ船体とフロートの隙間から浮上してしまえば、長時間置きっ放しにしておいても外の護衛船団から小型潜水艇を見み咎とがめられる心配はない。

　真上に透明な保護カバーを跳ね上げると、八月だというのに涼しさを感じた。やはり急きゆう拵ごしらえの密輸潜水艇の中はそれだけサウナ状態だったのだ。恭きよう介すけは化学繊維のロープで適当に小型潜水艇をフロート側へ係留していく。不安定に揺れる小型潜水艇の中で四苦八苦していたオリヴィアがこんな風に言ってきた。

「どうやって上に上がるの？　日本のニンジャはガマガエルが大好きだって聞いた事ある。両手両足に吸盤つけて壁に張り付くとか？？？」

「多分忍者を勘違いしている訳だが欧米人。もっとシンプルに行こうではないか、人間ロープ一本あればどんな事でも実現できる」

「あっ、それ知ってる！　日本の縛りは文化なんだよねっ!?」

「……今は忙しいけど、後で少々話し合おうではないかオリヴィア」

　真上にロープを投げて船の手すりに絡からめると、小さな少女を背負ったままするすると登っていく。見るだけなら簡単なようだが、ロープは垂直降下だけでもプロの軍人が命を落としかねない危険な技術だ。世の中には映画にできないような命にかかわる凡ミスもたくさんある。まして動力を使わずに垂直以上に反った傾斜をよじ登る方法となると、山岳兵や強襲部隊など特殊養成プログラムにでも参加しない限りまずお目には掛からない。

　背中のオリヴィアが恭きよう介すけの右肩に細い顎を乗せて軽めに頰ずりしたまま、無邪気な声を出していた。

「蜘蛛くもさんだ……。こういうレプリグラスってないのかな？」

「あるんだろうけど、『それしかできない』道具をたくさん抱える余裕はないからね」

　必要な装備一式に子供とはいえ人間一人分の余計な重量まで背負った状態だが、恭きよう介すけはものの一五秒あれば一〇メートル以上の高さを登り切る。競技用の壁でなく実戦レベルで。その速度も驚異的だが、必要に迫られての事でもあった。手足に負担を掛けるクライミングは全般的に短期決戦が求められる。普通は壁面であっても小さな足場やくぼみを見つけては細かく小休憩を繰り返すものだ。壁は大きく広がっていても、この休憩ポイントを飛び飛びに確保できる一筆書きのルートを探すのが大変なのである。一方で今回のつるりとした船の壁は足場がなく、垂直以上にこちらへ反っている。こういったケースでは休憩のチャンスは期待できない。一分以内に登り切って手すりを越える事ができなければ諦めろ、という訳だ。

　上がったのは右舷側の端、サイドデッキのようだった。

　学校の廊下のようにどこまでも直線的な通路が続く中、恭きよう介すけは手すりに絡からまったロープの端を解いて回収すると、漆黒の潜水服の防水ファスナーを下ろす。

　中から出てきたのはいつものパーカーとジャージだ。

　ビニールハウス状態の小型潜水艇を使った割には、さほど汗は出ていない。腋わきや首筋など、主要な血管に寄り添わせる形で冷却シートを貼っておいた恩恵だろうが、本来汗をかくべき場面で汗をかかないというのもそれはそれで危険の兆候だ。過信はできない。

　恭きよう介すけは衣服の内側、各所に貼り付けていた冷却シートを剝がしながら、

「オリヴィア、脱いだのはこっちの袋に入れて。冷却シートも」

「んっ」

　オリヴィアもオリヴィアでぴったり体を覆う潜水服のファスナーに手を掛け、学校の水着や花柄のパレオなどを組み合わせた、丈の短いワンピースのような衣装になろうとするが、

「わたたっ、ん？　なんか引っかかってる？」

「オリヴィア水着の肩かた紐ひもだっ」

　危うく水着の首元辺りからトンネル状に全部見えそうになる金髪二本三つ編みの少女の動きを慌てて押さえにかかる恭きよう介すけ。

　当のオリヴィアはいまいち危機感が理解できていない顔で、体を支えられたまま柔らかい内うち腿ももにあった冷却シートをべりりと剝がしながら、

「お兄ちゃん、最初はどこに向かうの？」

「予定の通りに」

　それこそ学校の教室みたいにずらりと水密扉が並ぶ中、その一つの丸いハンドルに手を掛けながら恭きよう介すけは簡単に答えた。ゴムのパッキンで隙間を埋めた鋼鉄の扉を開け、二人して中に滑り込む。

　景色は一変した。

　ＶＦＸスタジオと放送局を兼ねているのだったか。

　海外ドラマに出てくる、ピカピカに磨かれたウォール街のオフィスといった体裁だった。毛の短い灰色の絨じゆう毯たんに合成樹脂でできた白い壁。天井に等間隔に並んでいる正方形のパネルはＬＥＤ照明だろうか。

　水着同然のオリヴィアが思わず内股になって自分の体を抱いていた。

「うおおっ、体に悪い……。お、お兄ちゃっ、なんかもう冷蔵庫みたいになってるよ……！」

「今日は敢あえてスタミナ食かな。ここでそうめんとか食べたら間違いなく夏バテ直行だ」

　必要以上に冷房の効いた直線通路の両側にはＩＣカード式の電子ロックがついた、番号付きのドアがずらりと並んでいた。企業の会議室のようにも見えるが、こちらは『普通の豪華客船』なら乗客が寝泊まりするための船室に相当するはずだ。

　ただしここは前述の通りマスコミ施設でもあるので、

「ショーン＝ブルドン様に、こっちのドアはマリリン＝ジェーバー様だって！　え、映画の人ひと達たちだ……」

「いわゆる楽屋なんだろうね。元々あった仮眠するための機能を高級ホテル並に拡張している訳だが」

　素っ気なく恭きよう介すけは言いながら、階段を上って上へ。海に浮かぶ船だが、こんな楽屋だけで甲板から数えて三階分は確保してあり、最大で一三〇〇人以上の演者を確保できるはずだ。しかも長期滞在できない人気役者については、屋上のヘリポートからの出入りもできる。

「はえー、はえー……」

「忘れるな、今は馬鹿げた戦争を止めるのが先だ。大体オリヴィアは一国のお姫様なんだから、気後れする必要はないではないか」

「んー、むー？　全然論が繫つながってないよお兄ちゃん。あっ、誰かがきた！」

　途中で警備員と思おぼしき紺色の制服の大男とすれ違ったが、いったん船内に潜り込んでしまえば特に怪しまれる事もない。全身タイツのような潜水服からわざわざ着替えた事にも意味があった訳だ。オリヴィアはやや警戒気味で恭きよう介すけの背中に隠れがちだったが、コワモテからすれば慣れているのだろう。かえって柔和な表情で手を振られてしまった。

（……今のは普通にトイドリーム社の職員、か。誰が一般人で誰が『イリーガル』の兵隊か区別をつけていないというのも問題だね。しばらくは歩行や目配せなどで推測していくしかなさそうだ）

　恭きよう介すけ達たちはさらに別の階段を上り、三階へ。緑リユウ娘ニヤン藍ランから買い取った図面は空白だらけだったが、柱の数、照明器具の配置、エアコンやダクトの通風孔、水道管や蛇口の位置、通信ケーブルなどなど、ヒントはどこにでもある。白骨死体に粘土を貼り付けて生前の目鼻立ちを復元していくように、船の構造をつまびらかにすれば良い。

「となると、まずはここかな」

「どゆこと？」

　たくさん並ぶ深い灰色のドアの一つの前で、恭きよう介すけ達たちは立ち止まる。

　当然、予約が取れていれば小型潜水艇なんていらなかった。しかし恭きよう介すけはパーカーのポケットから十得ナイフのような工具を取り出すと、あっさりと電子ロックの扉を開けてしまう。

「んっ？　今のどうやったのお兄ちゃん。工具なのに？？？」

「良いいから早く」

　ドアを開けてオリヴィアをエスコートし、恭きよう介すけも船室へ滑り込んでいく。

　金髪二本三つ編みの小柄な少女は、普通よりもずっと大きなクイーンサイズのベッドを見つけて全身で飛び込んでいきながら、

「おお。弾むっ、跳ねるっ。これはお兄ちゃんの部屋より良いいベッドだ！　葵あおいおばあちゃん、お留守番なのもったいないな」

「あのクルーザーとこの豪華客船を比べられてもね。……それにしても」

「あれえ？　何でお風呂がガラス張りになってるんだろ」

　……というように、全体的に何とも悪趣味丸出しな船室であった。大きなベッドには枕が二つ、外から丸見えのバスルーム、壁紙や絨じゆう毯たんももちろんピンク、明かりもぼんやりした間接照明、そして必要以上に箱のティッシュ補充数が多い。

　俗に言うレジャールームである。

　一体どんな遊びをする部屋なのかはあんまり深く考えたくもない。

「……リューさんの話によると動画制作のために大型機材をいくつか搬入したという話だから、その分人間の数を減らして重量オーバーを避けようとするだろうとは思っていた訳だが。人ひと気けのない部屋とはつまりこういう事か……」

　そう、手に入れた図面は『完全版』ではなかったのだ！

「えー？　何だか面白そうな部屋じゃない。あはは！　見て見て、お風ふ呂ろの壁が全部鏡になってる！　シャンプーのボトルもたくさんあるっ!!」

「オリヴィア、多分それはシャンプーでもコンディショナーでもない訳だが。ぺこぺこ頭を押して掌てのひらに出さないように」

「んえっ？　何だろうこのゴムでできた卵みたいなの。柔らかいけど……体をごしごしする感じでもなさそうだし、あれ……底に穴が……？」

「オリヴィアそこまでだ」

　呆あきれたように言いながら、恭きよう介すけは先ほどのツールナイフを使って壁紙の切れ目にブレードを差し込んでいく。直線的なラインに沿ってナイフを滑らせていくと、まるで大きなパネルのように壁の一角が外れてしまった。

　恭きよう介すけは壁の中を縦に走っていたケーブルの束から必要なものを選び取り、バッグの中にあった携帯端末と配線を繫つなげていく。

「よし、よし。信号をキャッチ。……やっぱり下からか」

　必要以上に広いガラス張りのバスルームで蛇口をひねったりパネルのボタンを押したり、謎の卵を複数手に取ってお手玉したりしていたオリヴィアがドアから顔を出して、

「ねえお兄ちゃん、それってネット放送設備と屋上の電波塔を繫つなぐ基幹ケーブルなんでしょ？　それちょん切っちゃえば戦争のための動画配信は止まるんじゃないの？」

「できるだろうけど、配信方法を変えたら継続されてしまう訳だが。二本目、三本目を作っているスタジオに直接侵入して、ブルーフィルムとかいう動画を作るコンピュータ、システムアトランティスごと破壊してしまいたい。オリヴィア」

「はいはいっと、またお着替えね」

　バスルームから出てきたオリヴィアが大きなベッドに飛び込み、柔らかく跳ねてからこちらへ転がってきた。カバンの中にはいくつか防水の大きな袋が入っていたが、恭きよう介すけはその中から衣類を収めたものを引っ張り出している。

　一定以上のアワードを獲得した召しよう喚かん師しや依より代しろは、一般人の視界から消えた途端に忘れられてしまう。

　とはいえ、今回のように限られた空間の中で行動する場合は、再度ばったり出くわして記憶が回復されてしまうリスクも完全否定できない。『イリーガル』側の召しよう喚かん師しや依より代しろもいるだろう。こういう時は先人の知恵を借りれば良い。ひったくりや強盗などの中には街中を逃走する際、角を曲がるたびにリバーシブルの上着を着直して印象を変えながら警官を撒まこうとする者も珍しくない。

「ちょっと待ったオリヴィア。何でこの場で着替えようとする」

「だってお兄ちゃん、この部屋ならどこでも一緒でしょ。バスルームだってガラス張りなんだから」

「……、」

「そ、それに、お兄ちゃんになら見られても構わないし……わぷっ!?　ちょ、なにこれお兄ちゃん!?」

　小さな頭の上から薄いベッドシーツを被かぶせられたオリヴィアがハロウィンのオバケみたいな格好でジタバタしている間に、恭きよう介すけもとっとと着替える事にした。

（作業服……は、まだ早いか。タキシード辺りで良いいだろう）

　あまり日頃の生活では縁のない格好だが、タキシードは本来略式の礼服。本式の燕えん尾び服ふくの代用品でしかない。実は蝶ちようネクタイのタキシードは学校の制服のブレザーなどより構造は簡単なのだ。ようやっとオリヴィアがベッドシーツの山のてっぺんから顔を出した頃には、恭きよう介すけは涼しい顔で漆黒の上着に袖を通している。

「あっ！　……最大の見せ場を見逃した。お兄ちゃんは魔法少女か……？」

「世よ迷まい言ごとを言っている暇があったらオリヴィアも行動。ほら、てるてる坊ぼう主ずみたいな格好のままなら誰にも見られずに着替えできるだろう。プールの授業みたいにさ」

「ううー。せっかくのお着替えなのに、何だかすっごく見た目が馬鹿っぽい……」

　ほっぺたを目一杯膨らませたまま、髪を切る前のように頭だけ出したオリヴィアがシーツの中で体をもぞもぞ動かしていた。足元から飾り襟や花柄のパレオが一つずつ落ちていく。シーツの生地が薄いためか、意外とシルエットはそのまんま浮き出ていて結局イロイロ危うい。

　いよいよ水着に手を掛けたのか、華きや奢しやな少女が片足立ちになった時だった。

「（……おっ？　閃ひらめいた。今アクシデントを装よそおって転んだらお兄ちゃんドキリとしてくれるかも。何だったらしがみついちゃったりしても……）」

「オリヴィア」

　不穏な空気を察した恭きよう介すけが釘くぎを刺すと、小さな唇を尖とがらせたオリヴィアの足元からくしゃくしゃになった深い青の水着が落ちた。

　薄いシャンパン色のドレスをベッドシーツの中に引き込みながら、もそもそと着替えを続ける金髪二本三つ編みの少女はこんな風に言ってきた。

「よっと、ほっ。ああっ、もう。後ろのファスナーが……」

「オリヴィア、そこで苦戦するのは少々体が硬過ぎるのではないかな？」

「余計なお世話だよっ」

「まったく、いつもブラとかどうしているんだか」

「ほんとに余計なお世話!!　お兄ちゃん、ちょっとこれ上げてっ、背中のヤツ」

　ばさりとベッドシーツ全体が取り除かれる。すでに薄いシャンパン色のドレス自体は着込んでいるものの、背中のファスナーが開いたままなので何の支えもない。オリヴィアは小さな両手で自分の控え目な胸元を押さえたまま、こちらに背骨や肩けん甲こう骨こつが浮かび上がった白い背中を差し出していた。彼女はミルクのように眩まばゆい肌をほんのり桜色に上気させながら、

「ううー、早くして」

「……それが人にものを頼む態度かな。根っこのところはやっぱりお姫様な訳だが」

　ネックレスに使う細い銀の鎖のように繊細なファスナーを上げてやると、何故なぜだかくすぐったいのを耐えるように背筋をゾクゾクと震わせたオリヴィアが、両目を瞑つぶったまま変な声を出していた。

「んっ……く」

「オリヴィア？」

「何でもないです、（お兄ちゃんの指先が下から上に背筋を撫なでているのだよ）、げふんげふん。とにかくパパッとやっちゃってっ」

　上までしっかり。

　ファスナーが閉まったのを確認すると、顔を赤くしていたオリヴィアが完全にベッドシーツを取り払った。傘の骨のようなパニエを広げてスカートを膝下辺りの高さで大きく膨らませると、飾りボタンで彩られた薄い胸元のフィット感を確かめるためか、その場でぴょこぴょこ小さく跳ねている。

「よし、よし。飛んでも跳ねても大丈夫、ずれたり脱げたりしない。準備完了！」

「オリヴィア、水着からドレスに着替えたはずだが、下着に手を伸ばした様子がない。手袋やストッキングと同じようにきちんとパンツも穿はくように」

「チッ、やっぱり『何もない所でよく転ぶ子』方向に成功の目はないか……」

　不承不承といった様子で袋の中から下着を取り出し、足首に通していくオリヴィア。

「それにしても、調べ物だけですぐ部屋を出ちゃうなんてもったいないな。あっ、これ何だろう？　へえーテイクフリーだって。葵あおいおばあちゃんの分もお土産に持っていこうっと」

　何だか備え付けの歯ブラシや石せつ鹼けんを持って帰っちゃうオバハンみたいになっている。

　恭きよう介すけは恭きよう介すけで必要最低限の装備だけ小さな書類カバンに詰め直し、大きなバッグ本体はこの拠点に置いておく。こうして礼服に着替えた恭きよう介すけとオリヴィアは正々堂々と船内通路へ踏み出していった。

　オリヴィアは逆に王族なので見慣れているのか、清掃用具を詰めたワゴンを押しているメイドなどには目もくれず、

「お兄ちゃん、どこからどう進んでどこを目指すの？」

「信号自体は真下から来ていた訳だが。メインフレームのシステムアトランティスは最下層、水面より深い位置にある窓もない閉鎖区画にあるんだろうね。だけど真正面から順路を辿たどるだけだと、途中で絶対にセキュリティゲートとぶつかってしまう。今はできるだけ悶もん着ちやくを起こしたくないから、ちょっと迂う回かいをしてみようではないか」

「具体的には？」

「いったんここから上を目指す。レストランやモールが広がっている商業エリアなんだけど、スタッフ用の夜食なんかも作っているみたいだからね。食事ワゴン用の小さなエレベーターシャフトを使えば、セキュリティゲートを通らずに最下層へ向かえる訳だが」

　三階構造の演者用控室、そのさらに上が、問題の商業エリアだ。階段を上ってみると、雰囲気としては小こ洒落じやれたショッピングモールに近い。長い通路の左右両側には宝飾店やブティックなどと一緒に和洋中の高級レストランが並ぶ他、頭上は吹き抜けになっており、上も同じように小さな店舗がずらりと並んでいるのが分かる。看板を見る限り、カジノやスポーツジムまで備えているらしい。通路の真ん中では派手にメイクしたピエロやバニーガールがトランプを使った大道芸を見せて行き交う人々の注目を集めていた。

「あっ、ござるだ！」

　オリヴィアが弾んだ声を上げていた。やはりトイドリーム系だからか、ござるザムライや南半球で大人気らしいひつじサーファーなどの着ぐるみもあっちこっちを練り歩いている。

　演者用控室を含めれば、甲板から数えても五階層構造という事になる。まともな設計士なら悲鳴を上げているバランスの悪さだ。それはまあ、左右にヤジロベエのようなフロートが必要になってくるのも頷うなずける。

　吹き抜けのさらに上から、キラキラと揺らめく光が降り注いでいた。

　蛍光灯やＬＥＤ照明とは違う。間に分厚い水の層を挟んだ太陽光だった。ようは屋上に二〇〇メートル以上のプールを用意し、その底を強化ガラスにしているのだろう。

　水着で泳ぐ若い男女のお腹なかを真下から覗のぞき込こむ、何とも不思議なビジュアルにオリヴィアは口を開けて見上げたまま、

「ほえー……。これが世界の映画産業の最先端、トイドリームスターの生活かあ。お金ってあり過ぎても馬鹿みたいに見えるのかもしれないね」

「是非とも趣味は倹約のステキな為政者になっておくれオリヴィア、それがＦ国のためだ。……ちょっと待て、あれはまさか」

「？　どしたのお兄ちゃん」

「いいや、大丈夫。たとえ確定だとしても、特に害はないはず……だ。それにしても、仕事なのか遊びに来ているのか。……あのぽんこつ双子、一体どうしてこんな所で水着に着替えているんだ……？」

「うん？　夏だからじゃない？」

　向こうは多分どんなビジュアルになっているか想像が追い着いていないのだろう。黒髪と金髪のあられもない平泳ぎを下から見上げながら深刻そうな顔をする城しろ山やま恭きよう介すけであった。あれは確かホルターネックビキニと言うのだったか、紐ひもを使ったものではなく布地そのものを首からハの字に引っ掛ける形の特殊なビキニに、さらにパレオで腰回りを守っている。水着が白でパレオが赤なのは巫み女こ装しよう束ぞくを意識しているのかもしれないのだが、さてどうだろう？　変に露出が少ないせいで、あれくらいなら海の家でバイトしているウェイトレスさんなどでも普通にありえそうだ。なので、かえって水着である事を忘れてしまい、その辺の私服のミニスカートを下から覗のぞき込こんでいるような錯覚に陥る。

　と、隣のオリヴィアが恭きよう介すけの右のスネを軽く蹴った。

「おらお兄ちゃん、お仕事中だよ」

「……そう、だよな。真剣な話をしている最中のはずだったんだ。なのにどうして……？」

　が、今は世界の真理について激論を交わしている場合ではなかった。

「本題に入ろう」

「食事ワゴン用のエレベーターシャフトを使って最下層まで降りるんだっけ」

「全部のレストランの厨ちゆう房ぼうから直結するのでは船が穴だらけになってしまう訳だが。ワゴンは一ヵ所に集中させて、共用しているみたいだね」

「夜食を運ぶためのものなんでしょ。太陽はてっぺんにあるから問題ないよね」

「一般のルームサービスは一日中動いているはずだから、シャフトの中を移動している間にすり潰されないよう注意」

「ああでももったいないな、せっかくお兄ちゃんと二人きりなのに。こんな事がなければのんびりウィンドウショッピングしてるのにー」

「オリヴィア離れるなっ」

　と、そんな風に小声で話し合っている時だった。

　ざわついた気配や息遣いと共に、いきなり真横のエスカレーターから携帯電話やミラーレス一眼を手にした大軍が押し寄せてきた。

　先頭で小さな旗を振っているタイトスカートのツアーガイドが、ラッパと鉄砲と組み合わせたような拡声器まで使って羊飼いの真似まね事ごとをしていた。

『ええー、それでは休憩を兼ねてビュッフェスタイルの懇親会に向かわせていただきます。パーティは途中参加の形になりますが、最後に予定されているトイドリーム会長、マイケルアンゼ＝トイドリーム様のご挨拶には十分間に合いますので……』

　あっという間に人の波に吞のまれてしまう。今から流れに逆らって業務用のエレベーターを目指しても悪目立ちにしかならないだろう。

　間一髪でアウトだった。

　妄想まみれでふらつくオリヴィアを捕まえる一手間さえなければ、素直に壁かべ際ぎわに寄って巻き込まれるのを回避できただろう。

「あ、あははー。もう、乗っかる、しかなさそうだね。……お兄ちゃん怒ってるー？」

「……、」

　恭きよう介すけは両目を瞑つぶって重たい息を吐くと、無言のまま両手の人差し指を立てて頭の横にそれぞれ置いた。角が二本も飛び出ちゃうくらいには不機嫌らしい。

　ツアー会社の都合に相乗りさせられて恭きよう介すけ達たちが流されていった先は、船の最後尾だった。

　広い空間が待っていた。三〇メートル四方はあるだろうか。真上はやはり吹き抜けになっており、二階分以上の高さが確保されていた。壁や天井は不自然なくらい白い。パーティ会場だから清潔な印象を、という訳でもないだろう。ここはトイドリームのＶＦＸ映画の最前線。基準となる一色で空間を埋めているところから見れば分かる通り、役者の動きと作り物の映像を組み合わせるための合成スタジオなのだ。

　大勢の人で溢あふれるパーティ会場に足を踏み入れた途端、靴底の感触を受けて恭きよう介すけはわずかに眉を動かした。

　軋きしむ。

（なるほど……）

「あっ、ばいきんぐだー!!」

　オリヴィアがはしゃいだ声を上げていた。ビュッフェと呼べない辺りが可愛かわいらしい。会場は壁かべ際ぎわと中心に様々な料理が並べられ、自由に手に取る事ができる立食スタイルになっていた。この歳としで違和感なくドレスを着込んでいるオリヴィアはパーティ自体なら慣れていそうだが、むしろ一国の王族クラスになるとこういう形は珍しいのかもしれない。毒見係の存在しない、それどころかどこの誰が手を付けるか分からない大皿から自分の料理を自由に選んで盛り付けるなど、軽率な行為とみなされて許されなかったのだろう。

　満漢全席とは似て非なる、たくさんの料理が視界いっぱいを埋め尽くす魅力に子供らしい部分が惹ひかれてしまったのか。オリヴィアは本来の目的をカンッペキに忘れてはふはふ息を洩もらしながら、心の目でしか見えない子犬の尻尾を全力で左右に振っていた。

「あれやりたい、ばいきんぐやりたい、これは自然な形で風景に溶け込むため絶対必要な事だよお兄ちゃんっ」

「人の流れに従ってぐるっと一周回れば会場から出られる訳だが」

「ええー、お兄ちゃんはオトメゴコロが分かってないっ」

「僕は思春期の女子ではないが、これは絶対乙女方向ではないというのは分かる……」

　そもそも恭きよう介すけからすればこの船は潜入先、犯行現場に相当するのだ。一般人に対してはほぼ無敵とはいえ、歯形に唾液、余計な痕跡など残したくもない。

　が、だ。

「あらあ？　そちらにいるのは恭きよう介すけ様とヴィアちゃんでしょうか」

　何とも甘ったるい、なみなみと注いだ蜂蜜を鍋の底が焦げるまで煮詰めたような女性の声が飛んできた。さほど大きくもないのに不思議と人々の雑音を真まっ直すぐ突き抜ける、柔らかくも強制力を持った声色だ。

　そして傍かたわらにいた二本三つ編みのオリヴィアがパッと顔を明るくしてこう言い放った。

　一般の家庭や街中であれば、さして珍しくもない。だが彼女の身分を考えれば、決して無視のできない一言を。




「あれ？　お母さんだ」




　Ｆ国君主、シンセアリア＝ハイランド。

『ガバメント』アワード９１３、『国家と結婚した花嫁ノーブルブライド』。

　思わぬハイレベルな依より代しろの登場に、恭きよう介すけは思わず頭の横に両手の拳を当てていた。もちろん、左右の人差し指を角のように立てて、だ。

　取るに足らない小石から、脱線が始まった。

　率直に、予定のレールから外れていく感覚を彼は否定しなかった。




　　　　３




　年相応の、魅力に溢あふれた女性だった。

　どれくらいかと言われれば、ニューヨークの国連本部で行われていた『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』が軒を連ねる裏の国際会議が一時中断され、他国の政府要人から秘書を通じて『もう少し抑えてもらわなければ、議事の進行に差さし障さわる』と懇願されたという伝説的なエピソードを持つほどだ。

　何も知らない一般人からは、神秘のヴェールの向こうで微笑ほほえむ謎の女性君主。

　全てを知る者からは、美し過ぎる国家元首。

　いくらでも使用人はいるだろうに、腰まである長いウェーブの金髪が特に凝りに凝った編み込みやブローなどの手を加えていないのも、公務では抑えるという一環なのだろう。だが素のままだからこそ、かえって素材の輝きが際きわ立だってしまっているかもしれない。

　雪や氷をイメージしているのか。

　あるいはガラスや水晶か。

　髪や肌は自ら光を放っているように輝きを味方につけ、肩こそ出しているものの全体的にはミントのアイスクリームのように涼しげな青でまとめた露出少な目のロングスカートのドレス。にも拘かかわらず、内側からぐぐっと盛り上げるようなスタイル全体は人体の美を極めたようであった。Ｆ国の王位を引き継ぐ者として王冠を被っているが、違和感など一つもない。こちらは鉄を中心にいくつかの不純物を混ぜた合金とガラス製、王家の見み栄えで民衆の暮らしを圧迫させてはならないという建国当初からの理想を示すためのものらしい。

　六つの地方領を示すガラスの宝珠を、合金の冠たる国の力で束ねる。

　結局のところ、プラチナや巨大なダイヤで着飾るから人は輝くのではない。むしろ体面が怖いから、卑いやしくも金銀財宝で底上げを図ろうとする。逆に本当に美しい女性は、そもそも恐れないのだ。だからこそ制約に縛られず自由なチョイスが可能となる。そしてそうした自信と魅力に溢あふれた人物が身に着ければ、プラスチックやビニールの塊すらも満天の瞬またたきを手に入れる。それでもすっぱいぶどうを貫いて無理矢理あらを探そうとする者が軒並み後で恥をかく事から、毒舌泣かせとまで囁ささやかれるほどの美女であった。

　もしも何も知らない宇宙人が地球人類を図鑑に載せるとしたら、迷わず彼女の写真を使うかもしれない。だが正確にはその判断は誤りだ。Ｆ国君主、シンセアリア＝ハイランドの美はすでに人間の領域から片足外へはみ出している。

　目鼻立ちや肌艶、メリハリの効き過ぎるスタイルなどなど、細かい特徴を挙げればキリがない。しかし、一番の特徴はその両耳だ。

　まるで笹ささの葉はのように薄く長く、外側に向けて伸びていたのだ。

「あら、あら、あら、あら。先ほどまで見なかったのに、どの辺りにいたんでしょう。言ってくれれば共に楽しい時間を過ごせたのに」

　童話の人物。

　絵本の中にしかないようなドレスを、この上なく自然に着こなす淑女。

「ぶー。そんな事言って、お母さんはいつも忙しいんでしょ」

「あなたを乳母に預けていたのには相応の理由があったのですが、まあこれはこれで。やっぱり家族は団だん欒らんが一番ですものねえ」

　大きな胸の前で両手の掌てのひらを合わせ、首から掛けて谷間へ埋もれつつあるロケットをキラリと輝かせ、例の耳をピコピコ揺らしながら、一国の主は柔和な笑みを浮かべて話しかけてきた。こうして見ると、大人の妖よう艶えんさと子供のあどけなさを同居させた、奇妙な雰囲気を持っている事が窺うかがえる。だから皆は無防備に警戒を解き、そして底なしに引き込まれるのかもしれない。

　人外の美に慣れている恭きよう介すけからすると、むしろそこを起点に自分を保てる訳だが。

「パーティも残り三〇分くらいで、皆さんラストのトイドリーム会長のご挨拶を心待ちにしている状態らしいですが、楽しめるだけ楽しみましょう？」

「えっ、もう終わりなの？　私まだ何にも食べてない！」

「うふふ、余計な脂肪をつけて体を硬くしてしまわないよう、牛肉や豚肉の脂身、必要以上の炭水化物は避ける事。それ以外なら母は止めません。せっかくフィギュアの強化プログラムを修得したんですものね。『オーロラの妖精』にはその特技を活いかしてもらわなければ」

　その言葉を耳にした城しろ山やま恭きよう介すけは、無言でちっこいオリヴィアへ目をやった。

　国際規格の軟体少女は静かに視線を逸そらしていた。

「おりーびあー？」

「な、何の事だか分からないよお兄ちゃん……」

「確かほんの少し前に背中のファスナーがどうとか言ってくすぐったそうにしていなかったかなー？　オリヴィア＝ハイラぁぁぁぁぁぁぁぁンド？？？」

　粘着質の老刑事と追及をかわす容疑者に、シンセアリアは口元に手を当ててくすくす微笑ほほえみを浮かべていた。

　契約を切った依より代しろは一般人同様に全ての記憶を忘れる。再び第一線の召しよう喚かん師しや依より代しろと接触しない限り、ありふれた生活を送る事になる。

　かつては必要な時期が来るまで召喚儀礼にまつわる余計なトラブルに巻き込まれないよう乳母に娘の身柄を預けて顔を見せなかったシンセアリアだが、それも『白き女王』の信奉集団ブライズメイドの手でご破算となった。そうなった以上、もう娘に対する愛情を隠す必要もなくなったのだろう。

　せめて良い事が一つくらいあってくれ。

　褒ほう美び村むら山中における女王の殺害については、そう思わざるを得ない。

「そもそも今は見学ツアー、クルーズフェスタの真っ最中なんですよヴィアちゃん。あまり長い時間人を一ヵ所に留とどめないよう、細々と時間を区切っているようです。その代わり、朝昼晩にティータイムまで、数自体はこなす予定らしいですし。今のこれは、ちょっと遅めの朝ご飯。次のランチタイムに期待をしましょう」

　ハイランド王家は代々女性の依より代しろが引き継いでいく。手駒の騎士団の中からより強い召しよう喚かん師しが輩出されるたびに契約を繰り返し、アワード１０００到達のチャンスを棒に振ってまで常に最大のパフォーマンスで国家を防衛してきた。元々依より代しろが再契約を繰り返した場合どのような変化・副作用が生じるかは未知の部分も多いのだが、君主シンセアリアは（あるいは一定ルールで強制的に契約の繰り返しを強要され、人工的に魂を砕かれたイザベルよりも）そのサンプルとしては最大級だ。あまりの契約回数の多さに、すでに人体の構造にも緩やかな変化が起こりつつあり、人外の美にまで手を伸ばしつつある。

　恭きよう介すけは重たい息を吐き、料理の山へ飛び込んでいこうとするオリヴィアの小さな頭をボールみたいに掌てのひら全体で摑つかんで引き止めながら、

「……殿下はどのような理由で今回の表敬を？」

「そんなにかしこまる必要はありませんよ。ヴィアちゃんと結婚すれば恭きよう介すけ様さまも晴れて王家の仲間入りです。こちらについては、今からでも母のように甘えてくださって構いません。うふふ、美人で優しく、ちょっと脇の甘い義理の母くらいの感覚で♪」

　恭きよう介すけはため息をついていた。Ｆ国内戦を解決に導いた功労者を自陣の血統に引き込む事で『王家全体の勝利』という意味を与えたいのかもしれないが、もう確定事項として取り扱っている辺りが何とも支配者といった様子だった。こちらの事情なんぞ何も考えていない……というか、それが下々の者にとっては最高の成り上がり人生だとみなしているので一切の遠慮がない。おそらくシンデレラや白雪姫で万能のジョーカーのように切られる『王家との結婚ハツピーエンド』と同じ感覚なのだろう。

　いいや。

　それ以前の話として、ちょっとだらしない大人の女性の持つ不思議な包容力が苦手なのかもしれない、と恭きよう介すけは自己分析した。

　……『女王の箱庭』で消えていった、あの人を思い出すから。

　シンセアリアは横からくっつく娘の立ち位置を邪魔しない程度に、それでいて着実に恭きよう介すけの胸板へほっそりした手を添えて正面から身を寄せながら、

「（……ああ、ヴィアちゃんが成長するまで待つのがお辛いというお話でしたら、その間は母がお相手を努めて差し上げても構いませんよ？　そう、基本パーフェクトなのにあちこち危なっかしくて放っておけない義理の母が♪）」

「殿下」

「うふふ。この私を眺めてヴィアちゃんの将来性に期待しつつも、もっと正直になってみるのも一つの選択肢という事で。こんな時代になっても複雑極まる家系図や側室制度などが普通にまかり通る王の世界に、世俗の規範を持ち込む必要など特にありませんからね。……おっと、おっかないのがやってきました」

　キョトンとしているオリヴィアの前で、まるで振り子のようにシンセアリアが再び距離を取った直後、群衆をかき分けて新たな人影が踏み込んできた。歳としは恭きよう介すけよりさらに上、女子大生くらいか。肩けん甲こう骨こつに触れる程度の赤毛と細いフレームのメガネが特徴的な、アスリート系の引き締まったスタイルとインテリ系の理知的な空気を違和感なく同居させる文武両道の美女。……なのだが、白いブラウスやワインレッドで長めのタイトスカートの各所に時代錯誤な銀の装甲を装着しているためか、得体のしれない鎧よろいのように見えなくもない。

　外交の現場に顔を出している時点で、腰からＪの字に曲がった銀の杖つえのようなものを下げた騎士はそれなり以上に礼儀作法を学んでいるだろうが、明らかに全部分かった上で恭きよう介すけの鼻先へ金属の関節で覆われた人差し指を突き付けてきた。

「『また』愚ぐ殿でんか傭よう兵へい!!　内戦終結の英雄だか何だか知らぬが、たった一度の功労をねちねちねちねち使い回しおって、恥と身分を知れ愚か者がッ!!」

「あらあらレイチェルちゃん。この流れだと新手の美人局つつもたせになっちゃいますよ。一般の方からはすぐ忘れられてしまうとはいえ、Ｆ国の代表としてここに立つわらわの顔も考えてほしいんですけどねえ？」

「……我が君主よ。それは今、傍はたから見れば金銭詐欺と疑われてしまうほど分かりやすい媚こびをこの馬の骨に売っていたと白状いたしましたか？」

　こほんと咳せき払ばらいしたシンセアリアがあさっての方を向いてしまった。こういう所は親娘ともどもよく似ている。

　このレイチェル＝ワームウッドが依より代しろシンセアリアと組んでいる今の召しよう喚かん師しという訳だ。言ってしまえば、Ｆ国騎士団の中でも最強の座を射止めている、『ガバメント』アワード９１３の持ち主。苦よもぎワームウツド、という黙示録にも名を連ねる古い毒草の名を冠しているところからも推測できる通り、歴史を遡れば騎士そのものではなく、Ｆ国建国時の古き騎士達に手を貸していた魔女の系譜から召喚儀礼の世界に足を突っ込んだのかもしれないが……。

　一方。

　やられっ放しでは収まらないのか。シンセアリアはあさっての方を向いたまんま細い顎に人差し指を当て、必要以上に長い耳をピコピコと揺らしながら、

「うーん。でも恭きよう介すけ様さまは今ヴィアちゃんと契約しているみたいですから、扱い的にはもっとフレンドリーにしてもらいたいのですが。ほらほら同じ王家の者を守る召しよう喚かん師し同士っ」

「その時点ですでに不遜と言っているのです!!　不肖この命の属する騎士団の中にはナンバー二も三もいます、皆が涙を吞のんで契約の機会を譲ってくれた。それを何だもう人様の努力を無視して頭越しに王族直系と契約を結ぶなどとぷんすか……!!」

「でもほら、その辺りは厳しいようですが実力主義なので。レイチェルちゃん、あなたは何だか自分だけは安全地帯にいる口振りですが、あなたも恭きよう介すけ様さま以上に頑張らなくては、わらわはすぐにでもあちらへ契約を乗り換えてしまいますよ？」

「っ」

　びくりと。

　レイチェルの細い肩が[image: 叱]られた子供のように大きく震えた。Ｆ国騎士団の中でこの選定の苛烈さ非情さを知らない者はいない。何しろ共に子を成した実の夫の騎士すらも、最強の座を失った直後に放逐されたくらいなのだから。もちろん愛情がなかった訳ではない。今も胸元では家族三人が寄り添う写真を収めた合金のロケットが輝き、娘のオリヴィアを溺愛しているのだから当然だ。しかし一国を守るために、彼女は己の隣に立つ者に対しては常に最高のパフォーマンスを要求しなくてはならない。国民を守る最後の砦とりでは二番でも三番でもなく、一番でなければ許さない。システムの判断基準に私情を挟むほど、君主は脆ぜい弱じやくにできていないのだ。

　何人もの騎士達が王家の団だん欒らんを引き裂き、両者の溝を広げてきた。

　そしてその最先端にレイチェルがいる。

　心の奥の奥の奥でどう思っているかはさておいて、シンセアリアはそんな女騎士を笑って受け入れた。ならば、次の騎士についても同じように躊ちゆう躇ちよなく迎えるだろう。胸の内にどのような感情が渦巻いていようがお構いなしに、だ。

　だが。

　そんなレイチェル以上に恭きよう介すけは深く俯うつむき、顔全体に暗い影を落としていた。

「（……そういうのほんとよそでやってほしい。僕を当て馬にするのやめてほしい訳だが）」

「（うふふ。レイチェルちゃんは可愛かわいくて有能なんですけど、主立ったライバルを見つけられない人材はすぐに錆さびていくものと経験上学んでおりますので。Ｆ国最強の剣を研ぎ続けるため、恭きよう介すけ様さま、しばし私にご協力くださいませ）」

　……つまり、レイチェルの事は嫌いではないのだ。

　夫の顚てん末まつに対し、真正直に鍛錬を積んで実力を上げてきたレイチェルが引け目を感じる必要は一つもない。仕組みを守ったのは妻で、最強の座を守れなかったのは夫なのだから。当人達の問題に踏み込んで結末を変えられると思う方が、かえって無神経でしかない。

　それどころか、シンセアリアは彼女を公私共に世界中を引っ張り回すくらいには気に入っている。だからこそ、シンセアリアは今の契約を死守したい。決して甘やかす事なく、苛烈なルールの中で。騎士団という枠の中でトップの座をもぎ取ったレイチェルに、そこで立ち止まって欲しくはないのだった。

　ため息ばかりの恭きよう介すけは、

「それで殿下。さんざっぱら話は逸それましたが、いい加減にそろそろ表敬の目的について少しでも話しやがる気は……」

「おいちょっと待て傭よう兵へい、恐れ多くも我が君主に向けて何だその口の利きき方かたは。我々騎士団を頭越しにするなとさんざんさんざんさんざんさんざん口が酸すっぱくなるほど言っているのをもう忘れたのか……？」

　低い声で呟つぶやくレイチェルが、ついに腰の横に差していた杖つえを引き抜いた。

　いいや、その途端に特殊警棒のように伸びた。

　二メートル近い銀の棒はもちろん召喚儀礼に用いるブラッドサイン。形状のモチーフはＪの字の先端で重すぎる鎧よろいを纏まとう敵の騎士達の首や肩に掛けて引きずり倒したり、落馬させるのに使ったとされる、バトルフックか。無価値な装飾よりも確実な成果を選んだ、絶対に敗北の許されない君主の盾らしい一品だと恭きよう介すけは評価する。武器に対するイメージはそのままレイチェルに対するイメージそのもので、率直に言って好感が持てた。

　しかしシンセアリアがため息を共にこう洩もらしてしまう。

「ああ、がっかり」

「うぐっ!?　わ、我が君主よ、そのため息はどのような意図で……」

「がっかり騎士。剣でも槍やりでもなく、ああもう、バトルフックとか。それ、確かハルベルトなど複雑な形状の槍やりを修得できなかった農民達が、反乱を起こす際にお手軽武器として流行はやらせていったものではありませんでしたっけ。つまりＦ国を守る最後の砦とりでって一いつ揆きイズムでスキとかクワとかのお仲間を振り回す事になるんですか？　……ぶっちゃけ泥ッ臭いですわあ……」

「ちっ違います。真に実用的な武器とは無骨に伸びていくものなのです!!」

「うへえ、それって学歴ばっかりでロマンの欠片かけらも理解していない歴史家達が鼻息荒げて語りたがる、鎧よろい兜かぶとを纏まとったフル装備のドツキ合いだと剣や槍やりより棒の先に付けたトゲトゲ鉄球の方が効果的っていうあの理論ですか。なんていうか、はあー。まあそれがどうしても譲れない好みなら止めェませんけどお？　チッ。『白き女王』も殺害されたって耳にしますし、やっぱり世の中は世紀末に入ったんですかねえ……」

「くっくそう、これも全部愚殿のせいだぞ傭よう兵へいッ!!」

　もうなんかヤケクソ気味でレイチェルが因果を無視した内容を叫んでいた。

　大きく伸びたＪの字の金属棒。これだけでは刃や銃と違って『武器』として認識されないのか、パーティ会場にいる普通の人ひと達たちも不思議そうな顔を向けてくるだけだった。マンホールの蓋を開けたり、喫茶店の出入口の上にある合成繊維の簡易屋根を引き出したり、ちょっと専門的な工具とでも思われているのかもしれない。

　そんな折、さらなる試練が勝手にやってくる。

「ふうん。頭越しは困るって事は、じゃあレイチェルがお兄ちゃんのために全部説明してくれるんだねっ。懇切丁寧に分かりやすく！　お兄ちゃんのために!!」

「んぐふうッッッ!?」

　天然なオリヴィアから笑顔で一発どころか念押しで二回ほど脇を刺されて致命傷を負ったレイチェルが体をくの字に折り曲げた。彼女の中で何かが折れたのか、一度は天高く伸びたバトルフックがみるみる縮んでいく。小刻みに震えて耐えようとするがっかり騎士に、こちらは完全に自覚あるワルい笑みと共にシンセアリアが追い討ち、いいや死にきれず戦場でのたうつ臣下へ慈悲の心でもって全力で刺突をかます。もう心の安楽死だ。

「あらあら、それは手間が省けました♪　レイチェルちゃん、あなたは本当に良くできた忠臣です。ではよろしくお願いいたしますね？　これよりあなたの言葉はＦ国君主の言葉、わらわの代わりを名乗り出た以上は汚い言葉などで粗相をしてはなりませんよ」

「……しんせ、ありあ様……」

「しくじった場合は国辱に相当します。ベッドの中で可愛かわいがるなんてレベルの罰では済まなくなりますので、そのように」

　今しれっと母の口からとんでもない一言が飛び出した気がしたが、恭きよう介すけはこの秘密を墓まで持っていく決意を固めた。戦国武将は男色家が多かった、というのは単に好みの問題だけでなく、異性の付き合いだとたった一度の失敗で世継ぎの問題にまで関わるリスクがあったからという説もあるようだが、この君主もしや……？

　理知的なメガネの奥では涙を堪えて、口はへの字に曲げて、アスリートのように引き締まった体全体で震えるレイチェルは渾こん身しんの力を込めて恭きよう介すけの顔を睨にらみつけたまま、

「……我が君主たっての願いだ。断腸の想おもいではあるが、今から愚殿に」

「レイチェルちゃぁん？」

「不肖このわたくしめが誠心誠意ご説明させていただきますっ!!　何なりとご質問を!!」

　ズビシと直立不動の敬礼がやってきてしまった。

　恭きよう介すけは暗あん澹たんたる気持ちで、

「それでは改めて。Ｆ国王家側のあなた達がこの船に乗っている理由をお聞きしたい訳だが。一般人以外の召しよう喚かん師しと依より代しろだとすると……『向こう』のサイドという可能性は？」

　トイドリーム社全体が不自然な動きを見せ、戦争賛同の世論を作るための動画をばら撒まこうとしている。開発コードはブルーフィルム。

　その裏には『白き女王』殺害後の混乱があり、この船にも一般警備の他にプロの召しよう喚かん師し達たちが顔を出している危険性がある……とは、『イリーガル』の緑リユウ娘ニヤン藍ランから聞かされていた。

「……Ｆ国代表に向けて矛盾極まるその発言は我々を試しているのか、相も変わらず不敬だな愚殿は。我が君主のご尊顔さえ曇らなければこの場で即時粛清していたところだ。むしろそれができぬこの命が不ふ甲が斐いない」

　何をどうやったところで地金の部分は直らないのだろう。レイチェルは早速イラついた様子で、腰の横に戻したバトルフックを鎧よろいの指先でトントンと叩たたきながら、

「ふん。ありがたく拝聴しろ駄犬、無知な愚殿に思い出させてやる。トイドリーム社はオリジナルの創作童話の他、既存の絵本や昔話に新たな解釈を与えて映画化する事で安定した莫ばく大だいな富を築き上げてきた。王城や白銀の山々など、我がＦ国の誇る絶景が参考資料として使われてきたのも事実。その審美眼は褒めてやらぬ事もないが、今回のケースだとそれでは困るのだよ」

「ああそうか……」

「今現在トイドリーム社が作っている戦争賛同動画ブルーフィルム、そいつのモチーフにも『砲弾から還元した化学肥料で黒ずんだ鉱脈』などという失笑モノのハッタリの他に、所々Ｆ国の素材が使われている。つまり、かつて国を二分に分けた内戦時の映像だ。あの戦いで散っていった英雄達の魂を思えばこれだけでも業ごう腹はらなのに、今現在誘導されつつある白銀資源戦争の想定舞台は東欧、率直に言えば風向き次第では真っ先に我々のＦ国へ火の粉が降り注ぐ構図となる。東欧枢軸などという訳の分からぬ枠組みに投げ込まれる格好でな」

　吐き捨てるようにレイチェルは呟つぶやいてから、

「いざ戦争が起きれば直接被害はもちろん、周辺国家から大量の難民も流入してくる事だろう。我々の古傷を利用した上で、我々に新たな流血を求める二重に馬鹿げた輩やからがいる。文句なしの国辱だ。実際問題トイドリーム社がどこまで猿回しで操られているかまでは未知数だが、国全体を統括し全国民を守護する我が君主が憂慮なさるのも当然というものであろう」

　当然、心配したからと言っていきなりてっぺんの君主が動く訳もない。

　彼かの女じよ達たちはそもそも国家全体を背負っている。

　恭きよう介すけは合点がいったような顔で、

「その分だと、国が抱えている諜ちよう報ほう機き関かんもすでに動いているか。一通り情報収集を進めた上で、さらに空白の、攻めきれない隙間のスポットを埋めるため外交特権を持つ一国の主が直接踏み込んできた、と。……認識の問題で一般の警備は素通りし、目的の人物の正面に立った時だけ一国の国家元首としての権限をフル活用して尋問を仕掛ける感じで」

「ちょっと待て。訂正を促そうか、傭よう兵へい。正義と秩序を重んじる我がＦ国には正当なる騎士団こそあれ、薄汚れたネズミなど飼ってはおらぬ。あれは古き良き専制君主制の歴史と伝統の厚みを備えた公的機関などではなく、近代の資本主義が勝手に産み落とした民間のシンクタンクに過ぎぬのだ。ふん。学べ、無知で哀れな馬の骨よ。よりにもよって我が君主の前でお耳汚しとなるその失言、勘違いなどという言い訳すら腹立たしい」

　……結局細かい仕組みはどうあれやるべき事はやっているようだが、この辺りは日本の巡視艇や護衛艦を軍艦と呼んではいけないのと似たような、お国の事情が横たわっているのかもしれない。深く言及するのも野暮だろう。

　現代の騎士は腰に片手を当てて、

「我々はてっぺんのトイドリーム会長と直接面談して真意を窺うかがう予定だが、ここに顔を出したという事は愚殿も何か考えがあるのだろう。ふん。傭よう兵へいらしく裏に回るつもりなら、一つだけ情報を共有させてやる」

　整った鼻から息を吐き、忌いま々いましげに言いながらもきっちり職務は果たしてくれるマジメな騎士様は、胸当ての裏から手帳を取り出した。中に挟んであった一枚の写真をこちらへ見せる。

「この命は誉れ高き騎士団の一員として愚殿との繫つながりを公に認める事はできぬ故、現物は渡せぬ。この場でこいつの顔を記憶しろ」

「……記憶も何も、こいつは……」

「ふん、やはり傭よう兵へいは傭よう兵へい。裏街道の方が馴な染じみはあるか」

　鼻で笑いながらレイチェルは写真の真ん中を金属で覆われた指で弾き、

「『イリーガル』アワード９９９、『戦争虐殺者ウオークリミナル』。三大勢力の一角、その頂点に立つ召しよう喚かん師しだ。そして単純に直接殺した人間の数ならぶっちぎりのトップともウワサされている、究極の凶悪犯罪者だな。個人の手で起こした犯罪が戦争と呼ばれるスケールにまで発展するほどの」

「……、」

「なるほど。こうして見れば『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』、愚殿の何もかも真逆を行く召しよう喚かん師しだな」

　そうでもない、とここは心の中だけで否定しておいた。

　どれだけ奇麗ごとを吐いたところで、間接的に殺した人間の数ならおそらく城しろ山やま恭きよう介すけが有史以来最悪の虐殺者だ。『女王の箱庭』を起点に起きた全ての出来事を彼は忘れていない。

　気づいているのかいないのか、レイチェルはこちらの顔を盗み見ながら、

「『白き女王』の美貌やカリスマではなく、単純にその破壊の力に心酔しているタイプだとプロファイルにはあるが、実際にはどうなんだ。ふん。路傍の石の割には妙な経歴を持つ愚殿の事だ、その顔色を見るに、直接かち合った事でもあるのではないか？」

「……まあね」

　短い言葉には、あまりにも重い意味があった。

　その召しよう喚かん師しについては、かつて恭きよう介すけの手で五回ほど闇討ちしているはずだった。しかしそのたびに、ダムから落ちる、廃工場の火災に吞のみ込こまれるなど、恭きよう介すけの予測以上に被害の規模を拡大させて煙けむに巻まいてしまう。結局は消息不明、なので召しよう喚かん師しにとって命より大切な目や腕を奪って強制引退させる事もできない。そして今も世界各地で『犯行せんそう』の再燃が確認されている不気味な存在だった。緑リユウ娘ニヤン藍ランは気づいていないはずがない、と思う。ヤツは改造チャイナドレスの美女とは黒社会に対する考え方がまるで違うし、ひょっとすると黙認されているのかもしれない、と恭きよう介すけは予測を立てていた。

　今回も煙けむに巻まくつもりか。

　あるいは女王の死は、ヤツ自身を最後の最後まで戦わせるほどに揺るがしたか。

『戦争虐殺者ウオークリミナル』が死んでも直らないように、恭きよう介すけもまた変わらない。

「いったんスイッチが入ったら敵味方分け隔てなく殺すので、『イリーガル』全体が組織行動を取れないのが傭よう兵へい、ふん、愚殿にとっての幸いか」

　個人で戦争を起こすとは、つまりそういう事だ。

『イリーガル』の頂点は大軍勢を率いて戦争を仕掛けるのではない。ヤツ本人が戦争という現象であり、手の届くエリア内に存在する全ての生命へ平等に牙を剝むいていくと考えた方が良いい。一度始まってしまえばそこに自軍、敵軍の区別などないのだ。ある意味では『ガバメント』の王だったエルヴァスト＝トイドリームよりも手に負えない。『戦争虐殺者ウオークリミナル』本人には顔を見られている恐れもあるのだが、ヤツ本人が喚わめき散ちらしても『イリーガル』全体が本腰を入れて動かない辺り、普段の言動の怪しさが窺うかがえるというものだ。

　……新旧のリーダー達の代替わりに、恭きよう介すけは静かに苦いものを嚙かみ締しめる。

　過去に『女王の箱庭』を眺めていた三大勢力の長達は、現代の彼らとはまた違った特徴を持つ人間達だった。

『イリーガル』アワード９９９、『戦争虐殺者ウオークリミナル』。

　悪の頂点とは言っても基本的には大統領並に周囲を直属の護衛で固めているが、彼らが内外から決死隊などという名で呼ばれているのも頷うなずける話である。味方の損耗率は文句なしの第一位。狂戦士が目を覚ましたら最後、そこから先はもう自力で生き残るしかない。

　恭きよう介すけ側がわから『イリーガル』の頂点に闇討ちを仕掛けておきながら大々的な報復作戦が展開されないのも、ようは組織全体にとって目の上のたんこぶで、内心では成功を期待されているからかもしれない。

　レイチェルも恭きよう介すけに対してか破綻者に対してか、とにかく半ば呆あきれた調子で、

「まあそもそも有名人であるが故、誤報やなりすましの線も否定はできぬが、ヤツの目撃情報がちらほらと出ている。自称『戦争虐殺者ウオークリミナル』とやらが何にどこまで嚙かんでいるかまではこちらでも把握できておらぬが、ふん、現場で相手にする場合は気をつけろ。矛と盾をぶつけ合うのは結構だが、同じ現場に一国の未来を担になうオリヴィア様が立つ事を忘れるな。傷一つあれば愚殿の首を刎はねる。いいか、このレイチェル＝ワームウッドは本当に『そうする』から肝に銘じるんだ。くだらぬ個人の主義信条より、まず姫の御身を優先しろ。殺せる時には確実に殺して安全を確保せよと言っているのだ、馬鹿でも分かるな？」

　これには首を縦にも横にも振らず、恭きよう介すけは自分の思考に没入していく。

　彼は口の中で呟つぶやき、情報をまとめていく。

「……なるほどね。女王の凶暴性そのものに何より魅了されていたスプラッタマニアなら、確かにその死や敗北は受け入れがたい、か。ようは、斧おのを持って人間を追い回す無敵のモンスターがありふれた銃弾で返り討ちされてしまうようなものなんだから。『白き女王』が盤石であると意地でも証明するか、女王すら殺した『色彩なき童女』へ鞍くら替がえするか。『戦争虐殺者ウオークリミナル』もまた、転換期で揺れていてもおかしな話ではない訳だが」

「はいそこまで」

　と。

　シンセアリアが柔和な笑顔のまま、大きな胸の前で両手の掌てのひらを叩たたいた。

　胸の谷間に収まった銀色のロケットをキラリと輝かせながら、

「これで大体の情報共有は済みましたね。恭きよう介すけ様さま、外から船ごとぶっ壊さずに潜入してきた時点でご存知でしょうが、ここには無関係な見学者や操船クルーなども多数乗船しております。問題解決の折には一応の配慮をしていただけますと」

「……人を一体何だと思っているのかな殿下は」

「あら。こちらはむしろ『あの』恭きよう介すけ様さまがこうして今、わざわざ敵方に遠慮しているお姿が珍しくて仕方がないのですけれど。例の内戦の時は召喚儀礼でレーザー列車砲の警備部隊を壊滅させた上、それを使ってレプリグラスでできた飛行空母を首都上空目前でガンガン落として不時着させていたような？」

「敵対する側に回っていたとはいえ、元をただせばどれもこれも我々Ｆ国の備品だぞ！　我が君主の恩赦があったから見逃したものの、本来なら飛行空母などは艦載機も込みで一機三〇〇〇億ほど請求してもよいのだからな。良いいかこれは辺境の円じゃないぞ世界で信用されているユーロの話でだ！　まったく愚殿という男は、ふん、根っこの信条はどうあれ全体として行動がやり過ぎなんだよッ!!」

　花粉症でもないのにもう咳せき払ばらいが止まらなかった。

　それはそれ、これはこれである。恭きよう介すけとしては全力で話題を変えるしかない。

「……というか、殿下。Ｆ国って正式名称はフランギルド永世中立王国でしょう？　その割には、その、随分と兵器の蓄えが多過ぎるような気がするのですが」

「何を言う、我が君主に弁明の必要などあるものか。永世中立とは無抵抗主義の自殺待ちを示す言葉ではない、自分からは攻撃しないでおいてやるという意思表示だ。我らが誉れ高きＦ国はいざ他国から武力攻撃を受ければ騎士階級とは別に、総員で戦う国民皆兵制だぞ。金勘定にうるさい職業軍人だの徴兵されぬと覚悟も決まらぬ連中だのとは愛国心が違う」

「えと、そのう、そんな暑苦しい話ではなく、わらわは御免被るのですが民の皆さんが国と王家を守ると言って聞かないので、形だけ国民皆兵制にしているつもりだったのですが……。そもそもレプリグラス絡がらみは自国生産ではなく、ＮＡＴＯ側の尖せん兵ぺいとしてワルシャワ関係の解体後も西欧経済圏への影響力浸透を窺うかがう東側諸勢力を牽けん制せいしたがっていたアメリカさんからの押し売り、いいえレンタルですしね。保有兵器は多過ぎても周辺国から危険視されるので取り扱いが面倒だというのに、まったく……。今回、戦争の気配を察したクアッドモータースがメンテを切り上げて早めに国へ帰った時点で、もうまともに動かせませんよ。まさに宝の持ち腐れです」

「何もかも……ああもうよそからやってくる者は皆これだから!!　どいつもこいつも腑ふ抜ぬけの馬の骨ばかりだ、ふん、当然愚殿もな傭よう兵へいッ!!」

「骨の話をしているなら臓ぞう腑ふが抜けているのは当然ではないか……」

「ちょ、ぐでっ、我が君主の前でっそうやって人の揚げ足ばかりっ、恥をかかせ、きぃぃぃぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!!」

　何事もパーフェクトなのも善よし悪あしだ。少々話を逸そらし過ぎてしまったらしい。

　グラマラスな金髪の美女は、大きな胸の前で合わせていた両手を離して二つの掌てのひらで押おし留とどめるようにクソ真面目なメガネ騎士をなだめつつ、

「どうどうレイチェルちゃん、大変よくできましたをあげますから下がってよし。同じ王家の者を守る召しよう喚かん師し同士だからって、あんまり仲良しアピール全開で密着されちゃうとやきもち爆発させちゃいますよう？」

「なっ、我が君主！　公の場でそのように軽率な発言は控えていただきたい。心というのは目に見えぬ故、たとえ冗談であっても周囲へ誤解を招く危険性は常に……!!」

「母ではなく、主に唇を尖とがらせて不機嫌になりつつあるヴィアちゃんが」

「うおお純粋な分だけ面倒臭い……ッ!!　違うのです姫よこの命はただ国家元首より拝命した任務を正しく全うしただけでありこのように薄汚れた傭よう兵へいと心を通わせたつもりなど毛頭ございませんッッッ!!!!!!」

　多分気軽な悪態がもう許せないのだろう。

　オリヴィアはますますほっぺたをお餅のように膨らませながら、

「そうかそうか仲良しさん、でも良いいもんね。これから私はお兄ちゃんと一緒にお母さん達の目の届かない暗がりに向かうんだから。いくらでも差をつけられる。そこで好きなだけお兄ちゃんとイチャイチャしてやる」

「あー、そうなると私もそっちについていった方が楽しそうですねえ。ヴィアちゃんには純粋な部分を全部お譲りして、その代わり、他の足りない部分は全て母が補って差し上げますけど？」

　恭きよう介すけが何か言う前に、勝手に騎士様の殺意が極まった。

　もうカチカチ鳴る犬歯の辺りから火花でも飛び散りそうな勢いで、

「……傭よう兵へい、愚殿。よもや真に受けてはおらぬだろうな？」

「誰か僕を得体のしれない大きな流れから回収してくれ」

「ふん、よろしい。同じ場所に立ってはいても、住んでいる世界そのものが違う事をゆめゆめ忘れるな。まったく。この船はすでに敵地であるが故、今すぐ姫との契約を解除させるのも憚はばかられるが、しかしどうしてよりにもよってこんなどこの馬の骨かも分からぬ傭よう兵へいなどと……」

「おすわり、まて。お兄ちゃん、もう仲良し自慢ばっかりのレイチェルは放っておいてさっさと行こう？」

「この命は哀かなしゅうございます……!!」

　ぎゅっと両手の拳を握って耐え忍ぶ騎士の苦労がいまいち見えていないらしいオリヴィアが、何か見せつけるように恭きよう介すけと腕を組んだ。

　飾りボタンで彩られた少女の薄い胸元から何かが落ちた。

　元が軽くて足元も絨じゆう毯たんだ。まともな音の一つもなかった。……もうみんな忘れがちだが、今は潜入の真っ最中なので可能な限り痕跡は残したくない。恭きよう介すけは思わぬ落とし物を拾い上げようと床に目をやり、そして固まった。




　業界最薄が売り文句となる例のゴムであった。




　空気が固まった。

　今踏んづければ隠せるか!?　真剣にそう思った恭きよう介すけだったが、ふと顔を上げると、シンセアリアとレイチェルの二人もばっちり見ちゃっていた。リカバリーの暇もない。

「あら」

「ならぶちゃえっ!!　愚殿ッ、だってそれは、がはごほッッッ!!!!!!」

[image: ]

　あまりに噴き出しっぷりに思わず背中をさすってしまった恭きよう介すけだったが、キッ!!　と睨にらまれただけだった。

「愚殿、改めて尋ねたい。それが何をするためのものか分かった上での暴挙かッ!?」

「あらあら、ぷっくく、レイチェルちゃんのマジメがひどすぎる……。私も是非お聞きしてみたいものです。ええ、ええ。他ならぬ恭きよう介すけ様さまご自身の口からご説明をお願いしてもらえますでしょうか。これってなーに？」

「（……いや待て僕に実装された恭きよう介すけ脳のう。正解＝生存か？　ちゃんと考えろ、瞬発的にイエスアイノウと言い放って血の海以外の一体何に繫つながるというのだ。ここは生存率を基準にするべきだが。となると敢あえてボケるか、または無言を貫くのも一つの選択では……？）」

「あらあらまあまあ、そう来ますか。くすくす、上級者の恭きよう介すけ様さまはそらっとぼけて言い出しっぺのレイチェルちゃんの口から直接言わせたいようですよ？　それの正しい使い方を。顔を真っ赤にして恥ずかしそうにもじもじさせたいようで」

「愚殿ッッッ!!!!!!」

「このクソ殿下マジメちゃんを盾にして自分だけ安全な高みから火に油をッ!!」

　と、オリヴィアはオリヴィアでいまいち事の重大性が理解できていないのだろう。無邪気な顔で自分の落とし物を拾い上げながら、

「あっ、これこれ。お兄ちゃんに連れ込まれたレジャールームにあったオモチャだ」

　言い訳のようでいて、言い訳になっていなかった。

　全部が全部、単語の並びが凶悪過ぎる。

　多分レジャーやオモチャという響きに二重の意味がある事にも気づいていない。

「まあ、どうやら母の出番はなさそうですね。でも残念。きちんと後の事まで考えていただけるのであれば、むしろ配慮されない方が余計な手順を省けたというのに」

　でもって口元に手を当てて笑うシンセアリアは、明らかに潜入の手順や事の顚てん末まつを理解した上で火にたっぷりと油を注いで風まで送ってくださった。

　こいつ慈悲の心でやりやがった。

「これは、ひょっとしたら順序が逆転しているのでアンフェアかもしれぬが……」

　誤解が誤解を生む中で。

　Ｆ国を守る騎士は一度だけ深く頷うなずくと、躊ちゆう躇ちよなく宣告した。

「……傷一つあれば首を刎はねると、そう言ったはずだよな？」










　　　　４




　召しよう喚かん師しと依より代しろの関係も千差万別だが、『ガバメント』アワード９１３『国家と結婚した花嫁ノーブルブライド』ではブラッドサインは召しよう喚かん師しが、励起手榴弾インセンスグレネードは依より代しろが預かる事になっていたようだ。おかげでいきなり被召物マテリアルが呼び出されて大パニックになる事態だけは避けられた。

　長物摑つかんで振り回す騎士様の足をしれっと引っ掛けるシンセアリアに恭きよう介すけは会え釈しやくだけしてから、オリヴィアを連れて多少の混乱に見舞われたパーティ会場を後にする。小さく舌を出して手を振っていた国家元首サマの様子を見る限り、公衆の面前で派手に転んだあの騎士も相当苦労しているようだ。後で菓子折の一つでも贈った方が良いいかもしれない。

　そう。

　確かに大変メンドクサイが悪い事は何一つしていないのだ、あの騎士様は。マジメな人が馬鹿を見る世の中なんて絶対に良くない。プラマイをゼロにする必要がある。

　礼服の恭きよう介すけはクロークから小さな書類カバンだけ引き出すと、ドレスを纏まとうオリヴィアと一緒に再び船内の捜索に戻る。

「……ここは大麦かな。ライ麦やコーンのシリアルは少しクセがあるからビギナー向きではないし。米粉は逆にプレーン過ぎてしっかり食べている実感が湧いてこないかも。グラノーラ、アサイー、チアシード、キヌア……あの辺りの応用編はもってのほか、あれは基本のスピリットを十分に学んでからでなくては意味がない訳だが。うん、やっぱり贈り物はベーシックに立ち返るのがベストか」

「お兄ちゃんなにブツブツ言ってるの？」

「小さなパッケージを六つくらい、こう、桐きりの箱に詰めて高級感を演出して……。うふふ喜んでくれるかなあレイチェル」

　いったん場が動いてしまえば後は早い。

　恭きよう介すけとオリヴィアはレストランやショップが並ぶ商業エリアに戻ったのち、食事ワゴン用の小さな業務エレベーターへ向かう。

「ようやっとの本番な訳だが……」

「お兄ちゃん、何だか老ふけ込こんでるね」

「誰のせいだと思っているのかな」

　雑居ビルにあるターンテーブル状の地下駐車場と同じような、上下にスライドする特殊な扉をこじ開け、そのまま縦に長いシャフトをハシゴで降りていった。これで厳重なセキュリティゲートを通らずに最下層、トイドリーム社を支える巨大なＶＦＸ制作スタジオに忍び込める。

「まったく、最初からこうしていれば良かったんだ」

「あのタイミングでお母さんとは思わなかったよねえ。まあお母さんの事だから、ひょっとしたら何か引力みたいなのを持ってるのかもしれないけど」

　権力者や支配者にある種独特の引力があると言われてしまえば恭きよう介すけには反論できなかった。これはもう理屈の話ではない。生まれ持った才能を妬み、躍起になって仕組みを解明しようとする社会学の教授達には分からない話だろう。それは、ある。何しろその先の先の先に、二つの世界の全てを歪ゆがめる『白き女王』が待っているのだから。

　エレベーターから外へ這はい出でてみると、最下層はこれまでとは空気が違った。全体が薄暗く、わざと照明を控えてあるのだ。意図は何だろうか。常に画面と睨にらめっこしているＶＦＸ制作スタジオなので、外からの光が液晶モニタの表面で反射したり、明るさに差がある部屋と通路を行ったり来たりする事で瞳孔を不要に拡縮させるなどで、制作スタッフ間の『色の見え方』にズレが生じるのを避けているのか。

　加熱と冷却。熱と戦って鋼の質を整えていく刀鍛冶の現場では、作業の最中に仕事場の扉が開閉しただけで室温がわずかに乱れ、刀全体の出来がダメになるという。ＶＦＸ映画制作の最前線では、それが色や光の分野に置き換えられている訳だ。

　とはいえ実際、色彩を専門に取り扱う画家やイラストレーターの全員が全員、そこまでこだわるかどうかは分からない。

　ただ少なくとも、一本の映画に三〇〇億もの巨額を投じるトイドリーム社では、色味の一つを取ってもこのレベルで徹底するものらしい。夜食のために上へ上がるのではなく、ルームサービスを頼んで持ってきてもらうのも、専用の環境の外に出て感覚をリセットする回数をできるだけ減らす目的があるのだろう。セキュリティゲートの頑丈さ自体、外から入り込む余計な光を排除するためでもあったのかもしれない。

　恭きよう介すけはいったん薄暗い通路の様子を観察してから食事ワゴンの搬入室に戻り、持っていた書類カバンの留め具を外していく。

「オリヴィア、着替えの時間だ。この分だと作業服より私服の方が目立たないようだ。普段着に戻そうではないか」

「はいはい。そもそも服装関係なく、私くらいの歳としだと目立っちゃわないの？」

「さっきそこでおでこに冷却シート貼った八歳程度の女の子が歩いていた訳だが。学歴や年功序列ではないんだろう。それにしても、あれが一本三〇〇億円を支えるトップランナーとは恐れ入る……」

　特に男女で区切る仕切りもないので背中合わせで着替えようとした恭きよう介すけだったが、上着を脱いだ時点でオリヴィアががっつりこっちを見ている事に気づいたので、アマテラス恭きよう介すけはエレベーターシャフトの中に引っ込んでしまった。

　太陽を失ったオリヴィアが金属のドアの向こうから何か言っている。

『お兄ちゃーん。反省してるから出てきてよう』

「衣きぬ擦ずれの音が聞こえない訳だが。素すっ裸ぱだかで待ち構えているのは分かったからさっさと着替えて」

『チッ』

　ややあって、もう一度声が飛んでくる。

『お兄ちゃーん、終わったよう』

　恭きよう介すけが岩戸を開けると、学校の水着の上から飾り襟や花柄のパレオ、麦わら帽子などで着飾ったオリヴィアが、指先を使って小さなお尻の食い込みを直していた。すぐバレる裏切りはかますものの、言えば大慌てで着替えてくれる辺りは素直な子である。

「では脱ぎ散らかしたものをこちらへ。書類カバンの中に詰め込むから」

「はい」

　いきなり恭きよう介すけの手の中に小さな布切れがドカンと投下された。

　ちょっとしたおまんじゅうくらいの塊は、くっしゃくしゃに丸まったパンツであった。

「オリヴィア……」

「レジャールームできちんと穿はけと言ったのはお兄ちゃんでしょ、リクエストしたんだから自分で面倒見なさい。うふふほっかほかでしてよ？」

　完全に悪いた戯ずら好ずきの小悪魔の顔であった。

　素直と思った三〇秒前の自分をぶん殴ってやりたかった。こういう所を見ると、やっぱり彼女はシンセアリアの血を色濃く引いているのかもしれない。恭きよう介すけはすっかり無の表情になって書類カバンへドレスや下着、履き物などをぶっこんでいく。

　音のない空間に押し潰されたのか、何だかオリヴィアが内股でそわそわし始めた。

「あり？　不発かな」

「……シンセアリアを参考にしても、全ての人間がなびく訳ではない事を学んだ方が良いい訳だが」

　あの女の娘を引き連れて行動開始だ。

　セキュリティゲートの内側、立入禁止区域へ潜り込んだので、先んじて入手した図面は全くあてにならない。全部空白のエリアなので、自分の足で調べていくしかなさそうだった。

　先ほどまでの上層エリアと違って、こちらでは通路が何度も複雑に折れ曲がっていた。人の出入りよりも機材の置き方を優先しているからだろう。基本的にはガラス張りで中のオフィスもよく見えた。一人のスタッフが扇状に広げた複数のモニタと睨にらみ合あっていたり、ペン型の機材の他に掌てのひら一つで操れるショートカット用のキーボードの設定をいじくっていたり、ＶＲ用のゴーグルを引っ掛けて頭をふらふら揺らしたりしている。システムアトランティスで作った映画の背景は内部を自由に歩き回れるレベルの精度を保つ、だったか。

　こちらから見えるという事は、向こうからも見えているはずだ。にも拘かかわらず大きな騒ぎにならないのは私服が効果を発揮しているのか、あるいは単純に連日の作業で現実世界に興味がなくなっているのか。

　オリヴィアは意味もなく恭きよう介すけの背中に張り付いて無駄にコソコソしながら、

「なんか変なの食べてるね。小鳥の餌みたいな……やっぱりせれぶりちーな万能食？」

「チッ。……基本のシリアルを何にも会え得とくしないままいきなり応用へ手を出しやがって……」

「映像関係の人ってみんなブルーベリー食べてるイメージあったのにな。目を大切にするっていうか」

「あれ実際に視力の回復効果あるんだっけ？」

　少なくとも、肉眼での目視照準を最重要視する召しよう喚かん師しの間では出回っていない。

　と、金髪二本三つ編みの少女はガラス張りのブースよりも、自じ分ぶん達たちがいる通路の方へ注目を始めたようだった。

「こっちのは何だろね？　石像、とかじゃないみたいだけど」

「工業粘土。三次元工作機械で作ったクレイモデルではないかな。データの産物が間違っていないか確かめるための実物テストだよ。自動車とかレプリグラスとかの開発現場でもあんなのを作るという話は聞いた事があるけど」

　通路の真ん中、四角い台座の上に鎮座する粘土の飛行空母の横をすり抜けながら、恭きよう介すけはそんな風に答える。

　……合成樹脂を使う３Ｄプリンタなども広く一般に普及したおかげで機材の単価は安くなったが、自動車開発モデルまでクオリティを釣り上げた場合、あの粘土の塊一つだけでも何百万円もするはずだ。流石さすがはトイドリームの映画産業、この方面で金に糸目をつけるつもりはないらしい。

　何度も直角に折れるクランク通路。『戦争賛同動画のオリジナルデータ』を求めている恭きよう介すけ達たちからすれば、むしろそうした不自然な出っ張りのある空間の方が狙い目だった。時折ゾンビのようにふらつく足取りで通路をさまよう天才達の横をすり抜けつつ、ツールナイフを使って手早く鍵をこじ開けていく。

　冷蔵庫くらいの大きさの機材が墓標のように整然と並んでいる部屋だった。

　スーパーの野菜コーナーにも似た容赦のない冷気に、ほとんど水着同然のオリヴィアが自分の肩を抱いてぶるりと全身を震わせていた。

　彼女は口元から白い息を吐きながら、携帯端末と機材をケーブルで繫つなげている恭きよう介すけの背中に話しかける。

「お、お、お兄ちゃーん……。目的のものは見つかったー？」

「いいや、ここにはないようだ。でもこれ……もしかして」

　ケーブルを引っこ抜いた恭きよう介すけは、震えるオリヴィアを伴っていくつかの部屋を回っていった。全方向から太いコードが繫つなげられた大きな金属球体、高級クッキーのように格こう子し状じようの枠の中に小さなプロセッサを隙間なく敷き詰めたもの、強化ガラスの冷却プールに沈められた箱。一つとして同じ装置はなかったが、いずれも恭きよう介すけの表情は曇ったままだ。

「う、うおお。寒暖の差がお股に……。お、お兄ちゃんまだー？」

「おかしいな」

　明らかに長引くであろう言葉を恭きよう介すけは放った。

　もじもじしているオリヴィアの個人的なクライシスなんぞ考えず、

「……機材のスペックを考えると、一本三〇〇億を支えるほどの処理能力があるとは思えない訳だが。ここにあるのは端末と中継機材だけではないか。ネットを介したクラウドサービスと同じで、ＶＦＸ制作用のシステムアトランティス自体はこの船にはないのか……？」

「あとどれくらい続きます？　もうっ、ここが広いプールの中であったなら、私はこっそり背筋を震わせながら解き放たれた顔をしているかもしれない……っ」

「よそとやり取りしているとしたらどこだろう。通信塔を経由して？　いいや、そんな広範囲へばら撒まくような方式は使わないはず。直通、万に一つも傍受の心配のないホットラインを構築しているとしたら……そうか」

　考えを改め、新たな仮説に従ってさらに作業へ没入していく恭きよう介すけ。

　一方のオリヴィアは恭きよう介すけの視界の端でひらひら手を振った後、何かを諦めた顔になり、そして背中を丸めてこそこそと機材保管庫を出ていく。

　ややあって、

「やっぱりそういう事か……。おやオリヴィア、どこへ行っていたのかな？」

「はー、そうか防災袋の中にアレがあったか。決断の時は近いかもしれぬ」

　お互い非常にシリアスな顔で話し合う。

「つまりここには制作スタッフと遠隔操作用の画面があるだけで、システムアトランティス本体はよその場所にあった訳だが。いくつか大容量のコンピュータはあるし、これだけでも国内企業では手が届かないレベルなんだけど、みんなよそとの通信を中継するための機材みたいだね」

「あれ？　でもそれ、わざわざ船の形のスタジオを用意する意味なくない？　だって一ヵ所に固定のスパコンを置いておくと妨害が怖いから常に移動しているって話でしょ。ジャングルだか砂漠だか知らないけど、そっちの本体を攻撃されたら意味がないんじゃあ……」

「そうだね。だからホットラインは構築しているものの、メインフレームもやっぱりこの船についてきている訳だが」

「……？」

　怪け訝げんな顔をするオリヴィアに、恭きよう介すけは人差し指を下に向けた。

　そして言った。




「つまり、潜水艦。この船から真下に向けて、水中でも高い干渉力を維持できる地球磁場コイルを使ってデータのやり取りをしていたんだね」




　しばし、ぱちぱちとオリヴィアは無言で瞬まばたきを繰り返していた。

「ちきゅう、じば？」

「もの自体はそう珍しいものでもないよ。元々、潜水艦を見つけるための対潜ブイは一〇〇〇メートル程度なら水中に隠れている艦を割り出せるらしいし。こいつは巨大なコイルを海に落として、地球全体の地場、地磁気の乱れから潜水艦の位置を特定する。応用すれば、互いに危険な電波や音波を発しなくても、艦内で鋼線を張り巡らせた鍵盤を叩たたくだけで『磁気のわずかな乱れ』を検知できるようになる訳だ。現代のテレパシーという訳だね」

　説明しても、いまいち反応が薄い。

　話のスケールの大きさに認識が追い着かないのかもしれない。

「潜水艦単体で話が完結しないのは、容積の問題ではないかな。海の上に浮かべる船と中に沈める潜水艦とでは、どうしても潜水艦の方がコンパクトになってしまうからね。……正確には規格外に大きな潜水艦も造れるんだけど、海水をかき分ける音が一定以上大きくなると位置情報丸見えで意味がなくなってしまう訳だが」

　だから貴重なシステムアトランティスを海の中に隠してから、膨大なスタッフの作業場や生活空間を切り離した船を別口で用意した。

　……つまり、本当にいざという事態に直面した時には、目立つ海上にいるスタッフを犠牲にしてでもメインフレームをひっそりと安全に逃がす構成だ。

　恭きよう介すけはゆっくりと息を吐いて、

「小型潜水艇で乗り付けてきたのは幸運だったね……。オリヴィア、そういう訳でこの船にはもう用はない。どうにかして真下の原潜を目指そう。問題のオリジナルデータはそちらにある訳だが」

　と、その時だった。

　ばづんっ!!　という太い音と共に、船内照明が真っ赤なものに切り替わる。あれだけ光量を抑えてスタッフの目に気を配っていた最下層でもお構いなしの警報だ。

　潜入がバレた……のかもしれないが、恭きよう介すけには特に心当たりがない。

　だとすると、

「オリヴィア、僕の見てない所で何かやった？」

「まっままままだやってない!!　確かに防災袋の中に携帯トイレはあったけど、包みの開け方分からなくて四苦八苦してる内に気が逸れて大丈夫になってたし。だからほら飛んでも跳ねてもぜんっぜん平気だしっ。だから私は何もやってないッッッ!!!!!!」

　何を顔が真っ赤になるくらいムキになっているんだか分からないが、ようは休憩所で何か動かしてそこに違和感を覚えられてしまったのだろう。神経質な人間は長テーブルにある椅子の並び一つ、据え置きの塩や砂糖の小瓶の置き方などにも異常にこだわったりするものだ。

　ジャングルでの足跡や折れた小枝などとは似て非なる、屋内潜入特有のルールがある。テリトリーの侵害を示すようなサインを残すな。平たく言えばその辺にあるものを無闇に触るなという話だが、少々教育が足りなかったか。

　舌打ちしてケーブルを引っこ抜き、恭きよう介すけは首を軽く鳴らした。潮時だ。どっちみち、システムアトランティスがないならこの船に用はない。

　割と本気の涙目なオリヴィアが蚊の鳴くような声で尋ねてきた。

「……お兄ちゃんどうしますか？」

「ここまで来たら安全でクレバーな策なんかない訳だが」

　恭きよう介すけは短く息を吐いて、背中に手を伸ばす。

　レプリグラス製ブラッドサイン『林檎の蛇フオスフオロス』を取り出し、安心させるように麦わら帽子に包まれたオリヴィアの小さな頭を軽く撫なでてから、

「強行突破で逃げ切ろう」




　　　　５




　ドアを開けた直後、通路の角から紺色の制服を着た警備員と鉢合わせた。

　外に面した窓がなければ目撃されないとでも思っているのか、普通にフルオートカスタムの拳銃を握り込んでいる。

（チッ！　今度こそ、船の制服を借りているだけの『イリーガル』系の兵隊か!!）

　しかし恭きよう介すけはまともに取り合わなかった。

　鋼鉄でできた水密扉の角度を調整して盾にした直後、容赦のない連射が襲いかかってきた。四角い台座の上にあった、一体分で何百万もするクレイモデルがバラバラに砕け散るが、恭きよう介すけが気にしているのは横殴りの雨のような鉛弾ではなかった。そんなものは多大な水圧に耐える構造の水密扉一枚あればどうとでも防げる。

　重要なのは馬鹿馬鹿しいほどド派手な銃声だ。

　密閉空間で撃てば当然そうなる。そして自らが発した音の壁に全身を叩たたかれた警備員がそのまま昏こん倒とうしてしまった。

「行くよオリヴィア」

「あれどうやったの、跳弾？」

　そんな危ない真似まねはしない。こちらもブラッドサインを使って『白しろ棘とげ』や『花弁』を取り扱う関係で、空間把握を得意とする召しよう喚かん師しだ。音波がどこをどう反射するかを織り込んでオブジェクトの位置や角度を調節すれば、凹面鏡で太陽光を集めるように一点へ集束させる事もできる。強力な非殺傷兵器へ変じてくれる。

　敵と遭遇するたびに近くのドアを開け、天井の配線パネルをブラッドサインで突いて落とし、様々な方法で音波の乱反射へと介入していく。

　そのたびにバタバタと面白いように屈強な警備員達が床へ崩れ落ちていく。死にかけの昆虫のように手足を震わせる敵に近づき、拳銃を遠くへ蹴飛ばしてから先を急ぐ。

　相手が飛び道具を使う以上、追われている状態で元の食事用ワゴンのエレベーターシャフトを使う訳にはいかない。狭い竪たて穴あなで梯子はしごを上っている最中に下から拳銃を乱射されたら逃げ場を失うからだ。そうなると、狙うは真正面のセキュリティゲート。まさに強行突破しかない。

　と、そろそろ向こうもタネに気づいたらしい。

　頭にヘッドフォンみたいな耳当てをつけ、銃身より一回り太い消音器を銃口にセットした警備員を見て、恭きよう介すけはオリヴィアを小脇に抱えた。

「ひゃっ」

「静かに」

　適当な角を曲がって無音の銃弾を避けてから、手近な配電盤を開けてヒューズをいじくる。直後に高圧電流が漏出し、凄すさまじい火花の音と共に角の向こうからの銃弾の嵐がピタリと止まった。何しろ原子力エンジンまで持ち出して膨大な電力を確保している制作スタジオだ。余剰電力だって十分な破壊力がある。

　先行した味方の犠牲を目の当たりにしても、敵方が怯ひるむのはせいぜい数秒から十数秒程度だ。

　根本的な解決にはならない。

　恭きよう介すけはオリヴィアを抱えたまま、手近なドアを蹴破る。多目的会議室、とは名ばかりの娯楽室だった。映画館のようなスクリーンで大掛かりな音響と映像に身を包まれながらずらりと並ぶエアロバイクを漕こぐ事で、アドレナリンなりドーパミンなりをバンバン出すための部屋らしい。

　飛び交う銃弾に対し、照明を落として真っ暗闇にする事で照準から逃れる恭きよう介すけに、抱えられたままのオリヴィアがいまいち緊張感の足りない声でこう提案してきた。

「さっさと被召物マテリアル呼び出して全滅させちゃえば？」

「確かにあれは『イリーガル』だけど、まだ一般兵だよ。分厚い装甲で覆われたレプリグラス操兵ですらない。そんなの使ったら殺してしまう訳だが」

　別の出口から再び通路へ飛び出しながら、恭きよう介すけがそんな風に答えた。

　加えて言うなら、ここは海面より低い位置にある、窓もない密閉空間だ。一番恐ろしいのは分厚い緊急隔壁を下ろして全ての道を塞がれた上、大量の海水をぶち込まれる展開だった。被召物マテリアルや防護円の恩恵は一〇分間しか保たないので、この手の戦術には対応できないのだ。最初の音波カウンターを耳当てや消音器で対応してきたように、向こうが思いつく前にとっとと海上へ逃げてしまいたいので、あまり一ヵ所に留まって戦う選択肢は選びたくない。

　非殺傷の枷かせを自分に課した場合、基本的に主導権は敵側が握る。散発的に反撃して警備員の数を減らしつつ、恭きよう介すけ達たちは追い立てられるように場所を移していく。

（……なるほど、この方向は）

　恭きよう介すけが何かに気づきつつ、敢あえて誘いに乗る。

　分厚い防音扉を体当たりで開け放ち、中に飛び込むと三〇メートル四方の広大な空間が広がっていた。照明が赤なので分かりにくいが、元はと言えば床も壁紙も全部真っ白で統一されていたはずだ。

「合成撮影スタジオ、か……」

　船の最後尾。あのパーティ会場の真下に位置する場所だ。

　すでに相手は待っていた。

　片方はへそ出しの黒い革のジャケットにタイトスカートを纏まとう、胡う散さん臭くさいほどの記号で固められた、ショートヘアにグラマラスな女性刑務官。もう片方はいっそコミカルな白と黒のシマシマ模様でできた囚人服に足首には鎖付きの鉄球を引きずった、紫に染めたウェーブの髪の幼い少女。いずれも罪の香りが漂うのは、やはり『イリーガル』系のペアだからか。

　馬鹿馬鹿しいほど太い葉巻をくゆらせる女性刑務官の手の中で、トンファーがくるくると回っていた。みるみる内に長さが伸び、一五〇センチを超えるブラッドサインへと変じていく。

　同じ高アワードのよしみで、その特徴から恭きよう介すけには思い当たる節があった。

『イリーガル』アワード８８７、『有刺鉄線アイゼンローゼン』。

　見た目の派手さに反して、職務には忠実なのだろう。何しろ決死隊になると分かっていながら、敵と味方の区別もつかない『イリーガル』アワード９９９の直轄警護を請け負っているのだから。

　葉巻を咥くわえた口から出てきた言葉は一言だけだった。




「勝負」




　掌てのひらに収まる火酒の小瓶の口に扇情英字新聞イエローペーパーを丸めて挿した独特の励起手榴弾インセンスグレネードへ、太い葉巻の先端が押し付けられる。濡ぬれた紙の栓に青い炎が点つけられる。

　そのまま投げ放たれた。

　床に落ちて破裂する前に、恭きよう介すけは指で真上に弾いたガラスのペレットをブラッドサインの横振りで弾丸のように撃ち出す。レプリグラスでできた『林檎の蛇フオスフオロス』の餌だ。ビンが割れれば即人工霊場が展開されるなら、意味のない行為だったのかもしれない。ガラスの砕ける音が炸さく裂れつする。

　だが違う。

　恭きよう介すけのペレットは宙にあった火炎瓶のすぐ横を突き抜け、召しよう喚かん師しや依より代しろも無視して、そのまま壁にまで突き刺さったのだ。いいや、正確にはそこに埋め込まれた強化ガラスの窓を。

　制御卓のレバーを叩たたいた直後、変化があった。

　ガンガンガン!!　と次々に真上で何かを叩たたくような音があった。最下層からパーティ会場だった最上層までの床が真っ二つに割れ、船を縦に貫く巨大な吹き抜けに変じる。さらに真下で何かが唸うなりを上げた。目の細かい金網の床のすぐ下にあったのは、直径三〇メートルもの巨大なプロペラだ。

　上のパーティ会場に足を踏み入れた時、わずかに軋きしんだような感覚があったのもこのためだ。

　瞬間的に暴風が吹き荒れた。

　重力を忘れた恭きよう介すけ達たちの体が真上に舞い上がる。

　ものの一瞬で一〇メートル以上。

　自動車や飛行機の空気抵抗を調べるための風洞実験施設を縦にしたような設備だが、その正体は高密度ＶＦＸと役者の動きを合成させる際に空を飛ぶような演技をさせるための、巨大な屋内スカイダイビング施設だ。船の上という限られた空間を有効利用するため、一つの空間を区切ったり繫つなげたりする事で、小さな複数のスタジオから大きな一つのスタジオまで組み替える機構が用意されていたのだ。

　当然ながら、地面に落ちようとしていた火炎瓶も同じ。

　地面にぶつかって火酒の小瓶が割れない限り、人工霊場は展開されない。

「くっ!!」

「寡黙なようだが、もう少し驚いてくれても構わないよ」

　すでに真上のパーティは幕を下ろし、食器やテーブルもいったん片づけられていたのは幸いだった。

　下から烈風を浴びせる屋内スカイダイビングでは空気抵抗がコントロールの全てだ。体を大きく広げて風を受け止めれば上昇し、逆に折り畳んで抵抗を減らせば下降する。左右で手足の広げ方を変えれば、意図して竜巻のようにスピンする事もできる。

　足場の有無など関係ない。

　ぎゅるんっ!!　と勢い良く回転した恭きよう介すけが体ごとブラッドサインを振り回し、問答無用で女性刑務官の側頭部を狙う。

　まだ状況に慣れていない召しよう喚かん師しは無防備に急所をさらしていたが、そこに人の頭よりも大きな鉄球が割り込んできた。弾はじかれて、気づく。上下逆さまになったシマシマ囚人服の少女がカポエラのように両足を回転させ、鎖付きの鉄球をブラッドサインにぶち当ててきたのだ。防御行動が終わっても紫色に染めたウェーブの髪の少女は体の回転を止めない。そのまま宙にあった掌てのひらサイズの火酒の小瓶を叩たたき割わろうとしているのだろう。

「にゃろっ!!」

　と、そこへ真上からオリヴィアが流星のように墜落した。シンセアリアの話ではフィギュアスケート選手用の強化プログラムを受けていたらしいので、高速回転やバランス感覚に優れているのかもしれない。その小さな両手には鎖付き鉄球に負けずとも劣らない鈍器。オリヴィアは普段肩に下げているバッグほどの大きさもある南なん京きん錠じようを、太い鎖ごと振り下ろしていたのだ。

「っ」

　鉄球で弾いて体への直撃こそ避けたものの、受けた衝撃までは殺せない。

　空中でオリヴィアの体を受け止めた恭きよう介すけと違って、向こうの依より代しろにはセーフティがなかった。弾はじかれた勢いを殺せず、近くにあった壁に背中から激突してしまう。

　場合によっては骨折すらもありうる、屋内スカイダイバーにとっての典型的な失敗例である。

「ファン!?」

　女性刑務官が名前らしきものを叫んだが、シマシマ囚人服は応じなかった。意識がないのか、四肢を大きく広げたまま死んだ魚のように真上へ浮上していく。

　そして依より代しろを失って孤立した召しよう喚かん師しの末路は一つだ。

　恭きよう介すけは宙にあった、扇情英字新聞イエローペーパーを口に挿した火酒の小瓶を手に取り、

「返す」

「くっ!?」

　相手には身構える暇もなかった。

　頭に掌てのひらサイズの小瓶の角を振り下ろされた女性刑務官が、ガラスの砕ける音と共に一発で意識を刈り取られる。

　全く熱のない青白い炎と共に今さらのように人工霊場が展開され、恭きよう介すけ達たちは烈風の流れを無視して一番近くの壁に垂直へ吸い寄せられていった。モニタリングルームは各階層のスタジオにあるらしい。召しよう喚かん師しを片腕で抱え、依より代しろをオリヴィアに預けて、恭介は今や足元に位置する強化ガラスにレプリグラス用のペレットを一発撃ち込み、レバーを操作して風を止める。

「九〇秒しか保たない。二人を回収してとっととスタジオから脱出しようではないか」

　強化ガラスをブラッドサインでぶち抜いてモニタリングルームの中へと飛び込むと、『チェイン』待機状態だった人工霊場が消えていく。あのまま吹き抜け状になったスタジオに残っていたら何十メートル墜落していた事か。

　ここは最上層のモニタリングルームなので、奇くしくも最下層からも脱出できた事になる。

「この船の真下に隠れている潜水艦を目指すんだっけ？」

「ああ。レジャールームに置いておいた荷物を回収したら、さっさと小型潜水艇まで戻ろう」

　オリヴィアからの確認に、恭きよう介すけも頷うなずいた。

「本番はそれからだ」














行間　一









　インターフォンが鳴った。

　ひきこもり少女愛あい歌かのマンションは、城しろ山やま恭きよう介すけや緑リユウ娘ニヤン藍ランといった知り合いの他に、毎日決まったタイミングで人が訪ねてくる。一つは昼下がりに指定しているネット通販関連、もう一つは午前中にやってくる全長五メートルの猛獣ホワイトライガーのお世話係だ。

　愛あい歌かが暮らしている高級マンションの中でも常に三日分ほど冷凍肉が備蓄してあるものの、やはり恒常的な補給は欠かせない。

　このおかげで、ひきこもりの割に愛あい歌かは朝昼晩の時間感覚が正常に保たれていた。

　マンションのくせに玄関とは別に用意された搬入口から、プロ野球球団も支えられちゃうくらい有名な乳酸品をお届けしてくれるお姉さん感覚で大きな台車を押して作業服の女性がやってくる。

「おはようございます、正規アワード８７０」

「……んっ……」

「こちらが本日分となります。廃棄用のボックスはいつも通り預からせていただきますね」

　そう、一日に何十キロとバカスカ肉を食べるホワイトライガーも生き物なので、食べ物と表裏一体でトイレの都合もあったりするのだ。

　もののついでと言わんばかりに、作業服の女性は猛獣をざっと眺めて、

「目ヤニの有無や瞳の充血、歯茎、耳の付け根、爪に、体毛も油も……うん、大丈夫なようですね。今日も健康そのものです」

「……ちゃんとこちらでも見ているのでご心配なくなのです……」

「ふふ。この子の歯磨き、上手になりましたね、正規アワード８７０。専門の歯石除去については三日後にオーラルケアの予定です。他、機材を持ち込んでの定期健診は二ヶ月後になりますが、気になる事があれば何なりとご相談ください。アロマや温感療法を駆使したストレスケアや、指圧、低周波などを利用した全身マッサージにも対応しておりますので」

　下手するとそこらのサラリーマンよりも至れり尽くせりのホワイトライガーであった。都会で猛獣が生きていくにはイロイロあるらしい。高級レストランやコンサートのＳ席など稀き少しようなサービスを奪い合うのはまだまだ凡庸、必要と感じたら自分のための新しいサイクルを丸ごと作らせてしまう辺りが真のセレブ愛あい歌かちゃんなのか。

　流れで作業服の女性を見送ってから、愛あい歌かはそれ自体が冷蔵庫と同じ構造を組み込んだ、一辺二メートルのサイコロ状の保冷コンテナからもはや棍こん棒ぼうみたいな生肉を取り出していく。コンテナの一面が分厚い爪研ぎボードに交換してあるのがポイントだった。つまりこれくらいなら一日保てば良い方だ。

「……おらー、ライガー。魅惑の骨付き肉のご到着なのです……」

　床に丸まっているだけでちょっとしたソファのような塊になっていた猛獣が、のそりと身を起こした。しつけのなっていない犬とは違うので、食べ物を見ただけで飛びかかるような真似まねはしない。

　保冷コンテナから取り出したばかりだと冷たいのでお腹なかを壊してしまう。愛あい歌かは生なま肉にく棍こん棒ぼうを何本も積んだパーティ用の大皿を、人間用とは別枠で用意してある特注サイズのオーブンに詰めて軽く温めておく。その間、シマシマビキニの少女は事前に用意しておいた動物用ミルクを哺乳瓶に詰めてホワイトライガーの口元にあてがって気を逸そらしておいた。……とはいえこちらも猛獣用、二リットルのペットボトル以上の特大サイズだ。

　紳士淑女の猛獣界（？）ではガゼルだのヌーだの、野生の生息域にいる本格仕様のお肉を求める愛好家も多いらしいが、愛あい歌かと共にいるホワイトライガーはホワイトタイガーとライオンの掛け合わせで、そもそも自然界には存在しない規格外の肉食獣だ。この辺は特に気にせず、普通にパートナーの反応を眺めてオーストラリア産の肉牛の赤身をセレクトしている。我が家のホワイトライガーの場合、脂の多い霜降りよりもこちらの方が好みに合うらしい。

　ベルにも似たオーブンのタイマー音にホワイトライガーの肩がびくりと震えた。好奇心のカタマリみたいな瞳が愛あい歌かの顔とオーブンのドアを行ったり来たりしている。もしかすると、パブロフの犬のように食べ物とタイマー音を絡からめて何か刷り込んでしまったのかもしれない。愛あい歌かはオーブンから温めた骨付き肉を取り出すと、ライガーを連れて巨大なダイニングまで歩いていく。

　まだ食べない。

　許可が下りるまで渾こん身しんの力で待ちをキープするホワイトライガーである。

　愛あい歌かは大皿をフローリングの床にゆっくりと置き、しっかり三歩下がってから、

「……それでは召し上がれーライガー……」

　ガッッッ!!　と。

　飛びかかっての咀そ嚼しやく音おんはもはや小さな爆発にも似ていた。ちょいとした拳銃弾くらいなら受け止められそうな分厚い塊のはずなのだが、肉どころか骨までバリボリ嚙かみ砕くだいている。本人にその気はなくとも迂う闊かつに接触しただけで愛あい歌かくらいなら吹っ飛ばされかねない勢いだ。

　愛あい歌かは愛あい歌かで、冷蔵庫からゼリー飲料のパックを取り出す。

　ビキニのボトムに包まれた小さなお尻で冷蔵庫のドアを押して閉めつつ、両手を使ってプラスチックのキャップを回す。

　そもそも自分でご飯を作れないシマシマビキニの食生活は、一言で言えば『贅ぜい沢たくで悲惨』だ。緑リユウ娘ニヤン藍ランが作ってくれる場合も、基本的には運動する人にとってのベスト配分なので、ひきこもり少女のバランスとは嚙かみ合あっていない事もある。なので朝昼晩のどれか一つは足りない栄養素を補うパートにあてがう癖ができていた。ライガーが超特大の骨のオモチャを通じてビタミンやミネラルを補給していくのと同じ理屈である。

「あむ」

（……今だけプロテイン増量中とか言われても、ガイドの動画を観ながらヨガマットの上でゴロゴロする以外は特に運動しないので私にはあんまり意味がないのですが……）

　椅子ではなくダイニングのテーブルそのものに腰掛け、ゼリー飲料の飲み口を咥くわえたまま、愛あい歌かはスタンドに立てかけてあったノートサイズのタブレット端末を手に取る。何しろ広いマンションなので、『コンピュータのある場所』まで歩いていくのがもう面倒臭い。結果、あっちこっちにあるパソコンやモバイルは全て同期させてあり、どれを取っても同じデータを覗のぞけるようになっていた。セレブなひきこもりの本領発揮である。

　画面に表示されているのは、地理のテキストだった。

　ひきこもりになるならないは当人の自由だが、それは勉強しなくても良いという免罪符にはならない。恭きよう介すけの言葉には頷うなずけるところもあったので、毎日が夏休み状態の愛あい歌かの予定表にも『勉強』というコマが存在する。

　どんな人生の隙間に落っこちようが、馬鹿と呼ばれて喜ぶ人間などいないのだ。

　タブレットの画面の中では大雑把な世界地図が描かれており、そのあちこちに赤い光点が打ってあった。国や地域を問わず、全世界を覆い尽くすように。

　問題文にはこうあった。




『財政破綻、人口流出、環境問題、犯罪激化等で疲弊した世界中の地方都市を再生する名目で大手民間企業が資本協力を行う、慈善政策がある。これを主導する企業名は何か。

（ヒント）

　国際再生都市の名前そのものにあてがわれているよ！』




　愛あい歌かはしばし沈黙し、タブレットの表面から指先を離した。

　ゼリー飲料のパックを口元から離し、そっと小さな息を吐く。トイドリーム35、という街の名前を見るだけでも分かる。世界中の子供達に夢を与える最大の巨大企業は少女にとって壮絶なトラウマの素でもあるが、どう目を逸そらしてもその名前は勝手に飛び込んでくる。それくらい普及が進んでいるのだ。

「……トイドリーム、ですか……」

　小刻みに震える指先で必要な答えを打ち込み、それからテキストアプリを閉じる。

　いったんタブレット端末をテーブルのスタンドに戻すと、やがて彼女は別の精密機器を手に取った。

　トイドリーム社がやり手のプロバイダやＳＮＳ企業を丸ごと買収して作らせた、キャラクター商品のスマートフォンだった。

　……それも、存在しないはずのヒロインが大きく取り上げられた、おそらく今でも残っている現物は世界でもこれ一つという。

　トイドリームキャラクターのイラストやアイコンを唯一好きなだけ貼り付けられる、アソートメッセージと呼ばれるメールとチャットの中間くらいの位置あるアプリと連動した連絡帳は、たったの一件のグループと数人分のアドレスしか登録がなかった。

　高度なセキュリティ以前の問題として、おそらく世界人口七〇億のほとんどが、そんなアドレスが存在する事自体知らないはずだ。

　誰もが羨む『ある一族』の、身内のためのメールリンク。

　秒刻みのスケジュールの中で生きているトイドリーム会長の私用モバイルへ秘書を通さずに連絡を入れる事ができる、直通のホットライン。

　恭きよう介すけやオリヴィアは外から豪華客船を改装した移動基地を攻めて、白銀資源戦争の真実を突き詰めて食い止めようとしているらしい。

　だが、それとは別の線が存在する。

　内側の中の内側から、ダイレクトに会長へ切り込んでいく道が。

「……、」

　しばし連絡帳を弄んでいる愛あい歌かは、そこで低い唸うなりを耳にした。

　彼女の相棒のホワイトライガーが、テーブルの上へ顔だけ出していた。わざわざ身を乗り上げるまでもない。全長五メートルの巨きよ軀くを持ってすれば、床の上に座り込むだけで頭一個飛び出てしまう。

　天板にそっと顎を乗せ、テーブルの上に腰掛ける愛あい歌かを下から見上げるような格好のおねだりホワイトライガーに、シマシマビキニの少女はくすりと笑って猛獣の頭の上へ掌てのひらを置いた。

「おかわりなのですか、ライガー。仕方のない子ですね……」

　小さなお尻を浮かせてテーブルから降りた愛あい歌かだったが、その手はキャラもののスマホを摑つかんだままだった。

（……そろそろ、私もこの戦争に立ち向かうべき時ですか）

　追加の肉が詰め込んである保冷コンテナへ向かいながらも、シマシマビキニの少女は人差し指の腹を画面の一点へ置く。

　ある連絡先に、そっと触れる。




　全人類の記憶から消失した少女。

　一族直系の孫娘。アイカ＝トイドリームもまた、静かに動き出す。
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　ドバンッ!!　と、勢い良くレジャールームのドアを蹴破る。

　状況が変わったのだ。

「オリヴィア、出るよ!!」

「えっ、あ？　まだ着替えてないけどお兄ちゃん!?」

　恭きよう介すけはバッグの肩かた紐ひもを片方だけ引っ掛け、オリヴィアの細い手を摑つかんで半ば振り回すようにして再び通路へ飛び出す。『着替え』は逃走中に追っ手の目を眩くらますのに有効だが、すでに相手側から捕捉されている場合、メリットを得るにはいくつかの条件が必要だ。

　一つ、街中や駅構内などある程度の人混みがある事。二つ、着替えている最中に追い着かれてしまっては元も子もないので早着替えに徹する事。

　今は環境が揃そろわない。

　パンパパン!!　と直線的な通路に乾いた銃声がいくつか響く中、一番近くの階段に飛び込む。バッグにいくつか指先大の穴が空いたが、鉛弾は押さえ込んでくれたようだ。恭きよう介すけは備え付けてあった消火器を蹴落として階下から迫る警備員の顎を砕き、もんどりうって倒れた大男のすぐ傍そばをすり抜けてさらに下へ。

（迷わず銃を使ってくるのが『イリーガル』、訳が分からずうろたえているのが一般人。ひとまず同じ制服を着ている連中の区別はこんな所か!!）

　頭の中で計算し、暴力のレベルに階層を設けていく。どちらにせよ、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』の城しろ山やま恭きよう介すけに殺害の選択肢はないが。

　向かうべきは右舷側、船本体とヤジロベエのような追加フロートの隙間。小型潜水艇を使って海の中にまで逃げ込んでしまえば追っ手は撒まける。

　甲板のある地階へ。

　恭きよう介すけは階段と通路を結ぶ連結口で立ち止まり、壁に寄り添い、そして足音が近づいてきたタイミングでブラッドサインを横殴りに振り回す。警備員へラリアットでも当てたように首を支点に薙なぎ倒たおし、呻うめく中年男の顔を蹴って完全に気絶させる。

　通路に出ると、そこで恭きよう介すけはビクリと体を震わせた。

「お兄ちゃん……？」

「……、」

　不安げなオリヴィアの声に返事をせず、恭きよう介すけはゆっくりと振り返る。

　長い長い通路の先に、すでに召しよう喚かん師しと依より代しろのペアが待っていた。

『イリーガル』アワード７４９、『轢れき殺さつ処しよ刑けい人にん』。

　言うまでもなく三大勢力のその一角の長、『戦争虐殺者ウオークリミナル』の子飼いだ。

「ちえっ、何人連れてきてるんだよっ!!」

　ぷくうと内側から頰を膨らませてオリヴィアが叫ぶ。

　馬鹿デカい鋼鉄の鉄道レールはブラッドサインのつもりか。錆さびた鉄塊を片手で肩に担かつぎ、首からバズーカ砲のようなレンズをつけた一眼レフカメラをぶら下げ、黒い覆面を被かぶった上半身裸の大男。そして傍かたわらに立つ依より代しろは西洋人形のような幼げな少女だった。タイトスカートのスーツを纏まとうその姿のモチーフは、車掌か運転士か。クリップボードで留とめた時刻表のようなものをめくっている。彼らは本来であれば同じ『イリーガル』内での鉄の掟おきてや血の結束を破った者をスケジュール通りに淡々と狩り殺す召しよう喚かん師しだった。『イリーガル』の外に出てこないためアワード自体を稼ぐチャンスには恵まれないものの、元来の実力は概算でプラス２００と見積もっても構わない。

　脅威となるのは錆さびついた金属レールのブラッドサインでも、彼らが好んで呼び出す『神しん格かく級きゆう』、ガルーダやスレイプニルなど古今東西の神獣でもない。

　処刑の執行役は確実に結果を出す。

　一般社会における裁判長のように間違いなど許さないし、許されない。

　ガガガンガン!!　と派手な音が連続した。直線通路の左右の壁で等間隔に並ぶ全てのドアが蹴破られ、先ほどまでの警備員とは異なる黒服の男達が顔を出してきたのだ。

（もはや裏うら稼か業ぎようの出番を隠す気もない、か）

　当然、一人ずつ順番に戦ってくれる訳がない。

　向こうの狙いは明確だ。まず逃げ場のない直線通路で黒服達が前後から押し潰すように挟撃を行う。それで倒せれば問題なし、ダメだったとしても命懸けで足止めに徹する。

　その後は、

「本日は中央特快冥途線にご乗車いただきまことにありがとうございます。間もなくドアが閉まります、無理なご乗車はご遠慮くださいませ」

　スーツを纏まとう小さな少女の口から、奇妙に平へい坦たんな声が飛んできた。

　彼女は筋肉の塊のような覆面大男の背中へリスのようによじ登り、その太い首に縄跳びをかける。馬の手綱、いいやこれも『電車ごっこ』の一環か。肩車のように飛び乗った小さな少女のマイクパフォーマンスは呪歌の応用、つまりそういうトランス導入方法なのか。間近で耳にしている上半身裸の大男の筋肉が得体のしれないドーピングでもしているように二回りも三回りも膨らんでいく。

　城しろ山やま恭きよう介すけは舌打ちする。

　トドメの一言があった。




「それでは出発進行」




　ドッッッ!!!!!!　という爆発めいた大音響が炸さく裂れつした。

　もはや敵も味方もない。一直線に長い通路は暴走列車の線路そのものだった。自分から突撃を命じた黒服達を錆さびた鉄道レールで薙なぎ倒たおしながら、筋肉の塊が容赦なくこちらへ向かってくる。配下を使って標的の動きを止め、自じ分ぶん達たちで確実に敵を倒せればそれで良し。完全に人的損耗を織り込んだ計画だった。

　直線通路で何をしても回避できない。

　今から励起手榴弾インセンスグレネードを投げ込んでも、起爆までの三秒を待たずに轢ひき潰つぶされる。

「オリヴィアこっちだ!!」

　ブラッドサインで一番近くの黒服の眉間を突いて気絶させる。

　長い直線通路に固執しない。オリヴィアの手を引きながら向かって右側の部屋に飛び込んだ直後、巨大な塊が通路を突き抜け、暴風が吹き荒れた。当然、その一回では終わらない。わずかなラグを使い、恭きよう介すけはそのまま窓まで走る。元々甲板のある地階なのだ。窓を開けて外に出れば、そのまま目的の右舷サイドデッキに到着だ。

　当然ながら、外に出たのでエアコンの防御が消えた。

　海の上だからか。むわっとした湿度の高い八月の炎天下が再び顔を出す。

『イリーガル』側も黙って一ヵ所には留まっていない。すぐにでも同じように各部屋の窓を使って一〇〇人以上の黒服達と召しよう喚かん師しのペアがこちらのサイドデッキにまで押し寄せてくるはずだ。このサイドデッキ自体も長い直線なので、状況は変わらない。

「お兄ちゃん、潜水艇ってどこに停とめていたっけ!?」

「もうすぐだ。四〇メートル先!!」

　と、その時だった。

　構造上の問題というよりは装飾の意味合いが強いのだろう、一定間隔で立っている柱の陰から、ゆらりと人影が顔を出した。




　シンセアリア＝ハイランドとレイチェル＝ワームウッド。

『ガバメント』アワード９１３、『国家と結婚した花嫁ノーブルブライド』とすれ違う。
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　特に言葉はなかった。

　当たり前のように交差して、そして彼かの女じよ達たちは足止め役を買って出た。

「あら、あら、あら、あら」

　雪や氷か、ガラスや水晶か。ミントのアイスクリームのように涼しげな青いドレスと長い金髪を海風にたなびかせるシンセアリアは楽しげに囁ささやいて、大きな胸の前で二つの掌てのひらを合わせて微笑ほほえんでいた。

　依より代しろとしての拘束具は、王位継承の象徴であるガラスと合金の王冠ではない。今は失われた家庭の思い出を全て込めたロケットの方だ。

「やっぱり恭きよう介すけ様さまに預けておいて正解でしたねえ。ふっふふ、殿方に手を引かれて戦場をエスコート、か。なっかなか実際にできる経験ではありませんもの♪」

「あんなもの。ただ無計画に右往左往しているだけではありませぬか」

　レイチェルは腰の辺りで緩やかに腕を組み、整った鼻から息を吐いた。武装したメガネの騎士は交差した手の指先でとんとんと腰に差したバトルフックを叩たたきながらも、

「……ふん。ただまあ、約束通り姫には一つの傷も許しておらぬようだ。最低限の及第点、底の底くらいは評価してやっても構わぬか」

「うふふ」

「何ですか我が君主？」

「いえいえうふふ♪　レイチェルちゃんのカワイイ鼻息が出る時はあの合図ぅ。ふんふん、わふわふ、わんわんわん。うふふふふふふふ♪♪♪」

「仰おつしやられたい事があるのならはっきりとですね……ッ!!」

　ドカドカドカッ!!　と。

　たくさんの足音と共に、複数の窓からわざと個性を潰した黒服達が湧いて出てくる。最初彼らはシンセアリア達を無視して獲物の恭きよう介すけとオリヴィアの背中を追い駆けようとしたが、

「待て国辱」

　銀が閃ひらめいた。

　インテリ系のメガネではなく、アスリート系の肉体が表に出る。

　いつの間にか腰から抜き放たれたバトルフックが二メートル弱まで伸び、Ｊの字の先端が黒服の首に引っ掛けられたのだ。軽く手前に引いただけで首に縄を掛けて馬で引きずり回される哀れな罪人のように、黒服は床を転がされる。

　警戒の空気が満ちる前にさらにバトルフックがバトンのように軽々と振り回され、あるいは黒服が足首を引っ掛けられて上下逆さまにサイドデッキの床へ落ち、あるいは別の黒服がズボンのベルトを摑つかまれて手すりの向こうの海へと放り投げられた。

　ようやっと場の緊張が現実に追い着く。

　黒服達が新たな敵性を認識した時には、すでに一〇人以上が昏こん倒とうさせられていた。時代遅れの銀の装甲に、自らの足運びに制約を与えるような、ワインレッドで長めのタイトスカート。だが現実の話として、あっという間に戦果の山を築いたレイチェル自身は特に気負った様子もなく、とんとんと自分の肩の辺りをバトルフックで叩たたき、メガネの奥で片目を瞑つぶって言い放つ。

「ふん。くだらぬ傭よう兵へいがどうなろうが知った事ではないが、その傭よう兵へいを引き連れ一国の姫が外遊なさっている事実を忘れてはおらぬだろうな。社会勉強の時間だ。然しかるべき筋も通さず我らが姫の前に立つ蛮行がどのような末路を招くのか、その腐り切った骨身の奥まで染しみ渡わたらせてくれる」

「うふふツンデレツンデレ♪　ああ、ああ。オリヴィアちゃんといいレイチェルちゃんといい、Ｆ国がどんどん潤っていく！　私の目に狂いはなかったようですね。一度は断られましたが、やはり恭きよう介すけ様さまにはきちんとした国家功労金章を差し上げるべきでしょうか」

「我が君主ちょっと黙ってろ……ッッッ!!!!!!」

　ドンッッッ!!　という衝撃波じみた音と共に、窓というより壁全体をぶち抜いて筋肉まみれの覆面男がサイドデッキに飛び出してきた。口元から蒸気じみた吐息を洩もらし、錆さびた金属レールのブラッドサインをぶら下げているのは『轢れき殺さつ処しよ刑けい人にん』の召しよう喚かん師し。一方、後からゆっくり出てきた依より代しろの小柄な少女がクリップボードで留とめた書類に赤ペンで印をつけていた。あのタイムテーブルが向こうの精神を戒める拘束具か。

　奇妙に平へい坦たんな声が場を支配する。

　全てにおいて優先されるのは、時間と、正確さ。

「お急ぎのお客様には誠に申し訳ありません。ただいま中央特快冥途線では遅延が発生しております。大至急原因を特定、復旧いたしますのでしばし車内でお待ちください」

　びき、びき、ばき、ぼき、と。

　呪歌の応用、そのマイクパフォーマンス。彼らの間でしか通じないトランスによって脳内麻薬を完全にコントロールされているのか、石炭を放り込まれた蒸気機関のように大男の内部でエネルギーが暴れ回るのが見て取れる。震える筋肉が自身の骨格をも軋きしませ始めていた。

　特定と、復旧。

　指揮下にある黒服達もまた、躊ちゆう躇ちよなく懐ふところから拳銃を抜いた。

　パン!!　という乾いた音と共に。

　しかし、

「はい残念♪」

　シンセアリアが騎士の顔の前に差し出した手の中で、プラチナの懐中時計に似た時限式の励起手榴弾インセンスグレネードに鉛弾がめり込んだ。リューズを回して危険な針を合わせるまでもない。素材だけ見れば安価な合金とガラスとその他た諸もろ々もろ、しかし王おう室しつ御ご用よう達たしの職人達の腕でもって限界以上に価値を高めてもらった装飾品を中心に、一辺二〇メートルの立方体を包む人工霊場が展開されていく。

　ここまでが、前ぜん哨しよう戦せん。

　いよいよ召しよう喚かん師しと依より代しろの本領が顔を出す。

　シンセアリア＝ハイランドは舌なめずりすら交えながら、戦闘の高揚に肌を上気させ、今まで抑えていた甘い毒のような蠱こ惑わくをゾクゾクと放出していく。

　必要以上に長い耳をピコピコと揺らし、胸元のロケットをギラリと輝かせながら、

「遠慮も容赦も不要です、わらわが大きな胸を貸してあげましょう。ドンときなさぁーい♪」

「我が君主の前に立つとはすなわち国家の最終防衛線と相対するのと同じ事。外患ども、一国を完全に攻め滅ぼすほどの火力と覚悟がなければ逆に踏み倒されると心得よッ!!」
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　サイドデッキを走る恭きよう介すけ達たちの方にもいくらか黒服達が喰くらいついてきた。シンセアリア達も完全に全員を引き付ける事はできなかったようだが、これでも十分だ。人海戦術の密度さえ薄くなればブラッドサインを使った棒術で殴り倒して先へ進めるし、何より第一線の召しよう喚かん師し『轢れき殺さつ処しよ刑けい人にん』の相手をしなくても良いのは大きい。

「オリヴィア、ここだ、飛べッ!!」

「う、うええ改めて覗のぞき込こむと高……ひゃんっ!?」

　逡しゆん巡じゆんを待ってられないので恭きよう介すけは小柄なオリヴィアの体を抱え上げ、そのまま躊ちゆう躇ちよなく手すりから飛ぶ。海面まではざっと一〇メートル弱、三階分ほどか。

　船本体と追加フロートの隙間にある、養殖場のように区切られた海へと落ちる。オリヴィアの体を抱えたまま、両足の力だけで海面へ顔を出す。ヒートアイランドですっかり温められた都会の海はじっとりと汗ばんだ人肌のようで、肌に張り付く衣服はどうしようもない満員電車にも似た不快感を与えてくる。

「ぷはっ。オリヴィア、そっちに上がるんだ。係留してあるロープを外したらすぐ小型潜水艇で海の底を目指そうではないか」

「……おにいちゃんの、おひめさまだっこ、ぱやー……」

「オリヴィアッ」

　海面激突時に顔面でも打ったのか。恭きよう介すけは短めに叫んで二本三つ編みの少女を目の前の現実に引き戻すと、少女の小さなお尻を押して、紡ぼう錘すい形けいの小型潜水艇へオリヴィアの体を押し上げる。

　ずぶ濡ぬれのままロープを解き、流線形の保護カバーを真上に上げると、少女と共に小型潜水艇の中へと潜り込む。再び閉めると、そのまま機首を下に向けて海水を割り裂いていく。

　黒服達も気づいたのか。

　真上、サイドデッキの方からいくつもの銃声が鳴り響く。海面を突き破ってきた鉛弾が、まるで白い気泡でできた槍やりのように分厚い水の層を貫いていく。

「お兄ちゃん、冷却シートは」

「今度はいらないよ。むしろ寒さに震える羽目になるかも」

　それでも海の中に入ってしまえばこちらのものだ。キラキラと光を乱反射させる海面に向けて闇雲に撃つだけでは、当たるものも当たらない。

　そして深く潜っていくにつれて、つまみをひねるように光が落ちていく。そう、海水の透明度は完全な一〇〇・〇％でない以上、層が厚くなれば太陽すら遮られてしまう。

「？」

　地軸のわずかな傾きが日照時間に狂いをもたらして夏と冬を作るように、陽の恩恵がなくなれば変化は早かった。

「お兄ちゃ、なんかこれ、えっ、涼しくなってきた……？」

「今までビニールハウス状態だったからね。逆に言えば、陽の光が遮られてしまえばこんなものだよ。僕ぼく達たちは熱を溜ため込こむ表層海水に直接触れている訳でもないし。普通のダイバーよりも変化は早いはずだ」

　恭きよう介すけはいくつかボタンを操作してライトを点灯させつつ、

「……見える範囲に原潜はないか……。この分だと一〇〇メートル以上潜る必要があるかもね」

「ううー、ぐっしょぐしょ。着替えなくて良かったの、お兄ちゃん？」

「暇がなかったので以下略。八月なら風邪も引かないだろうしね」

　特にシンセアリアやレイチェルを心配する声はなかった。彼かの女じよ達たちの技量についてはＦ国の内戦でまざまざと見せつけられてきた。彼かの女じよ達たちを殺せるのは災害でも犯罪でもなく戦争だけだ。『イリーガル』頂点のアワード９９９『戦争虐殺者ウオークリミナル』本人ならともかく、護衛戦力程度にやられるとは思えない。

　そして今回のブルーフィルムの核となるのは豪華客船ではなく原子力潜水艦の方である以上、超高確率で『戦争虐殺者ウオークリミナル』は本丸の海の底で待っていると見るべきだ。

「こんなにライトぴかぴか光らせちゃって、向こうから気づかれないのかな？」

「潜水艦は光より音や磁気を重視するから、普通のライトはかえって死角になる事が多いんだよ。空気中より音が伝でん播ぱする速度はかなり速いはずだしね」

　恭きよう介すけがそう答えた直後だった。




　ゴォッッッ!!!!!!　と。

　真っ白な気泡の尾を引きながら、すぐ横を潜水艇より大きな魚雷が突き抜けていった。




　戦争が始まった。

　無骨な鋼鉄の筒には、スクリューのようなものはついていない。化学薬品を合成させて、空気の力で直接本体を押し出している。

　近接信管こそ作動しなかったので素通りだったが、いきなり周辺の海水を引っ張られたせいで、恭きよう介すけ達たちの乗る小型潜水艇も大きく揺さぶられる。

「……お兄ぃぃぃちゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん……？」

「ライトのせいではない。水を割る音を捕捉されたんだろう、エンジンを切っても完全に音は消せない訳だが」

　しかし低い声を出すオリヴィアはもう少しだけ考えてみるべきだったのだ。

　そもそも完全にロックオンされた状態で魚雷を放たれていたら、回避のチャンスなどなかった。恭きよう介すけ達たちの乗る小型潜水艇のすぐ横を突き抜け、全然関係ない場所で爆発を巻き起こした以上は、必ずそこに何かしらの理屈が存在する。

「変温層。……海水の温度は一律ではなく、潮の流れに従ってマーブル模様になっているからね。そして温かい水と冷たい水とでは、音の伝わり方も変わってくる訳だが。こういう境目は特に音波がおかしな乱反射を起こすから、ソナーも使い物にならなくなる訳だ。音波式だろうが時限式だろうが、土台となる位置情報データが狂っていれば当たらない」

「そっ、それなら安全に下へ向かう事が……？」

「どうだろうね。変温層があると分かれば対策を講じる事もできるし、何より今の一発で海水も搔かき回まわされたから、イタリアンドレッシングみたいに一時的に混ざってしまったかもしれない。つまりそう何度も使える手ではない訳だが」

　さらに降下を続けながら、恭きよう介すけは崖のように迫る棚に小型潜水艇を寄せていく。

　立て続けに三発ほど魚雷が突っ込んできたが、やはり恭きよう介すけ達たちを捉えきれない。岩場を使って自分の出す音をわざと乱反射させ、ズレた位置に音源があるよう錯覚させたのだ。

「……見つけた」

　一発当たれば浸水など関係なく爆風でぐしゃぐしゃにひしゃげる極限の状況だが、恭きよう介すけは眉一つ動かさない。

　岩棚と岩棚の間にあるＶ字の隙間へはめ込まれたように、葉巻型の大きな影があった。小型潜水艇のライトに浮かび上がってきたのは、全長一〇〇メートル弱の漆黒の船影。識別番号こそ削り取ってあるものの、まんま軍用品であった。米海軍サンフランシスコ級原子力潜水艦。三年前にロシアと結んだ戦略兵器プラットフォーム削減条約に従って退役したはずだが、どうやら民間にひっそり払い下げられたようだ。当初は交戦能力を全部破壊した上で売却されたのかもしれないが、その後改めて別ルートから部品を仕入れて修理されないとは限らない。そもそも動力に原子力エンジンを使った船が取引されている時点で規格外、前ぜん代だい未み聞もんの大問題である。

「そういえば春に公開してた『ゴーストシップセバスチャン』の主役もしゃべる潜水艦だったよね、お兄ちゃん。赤ちゃん潜水艦がお母さんを捜すために七つの海を大冒険するヤツ」

「何をやっても大ヒットかあのじいさんは……」

　そうこうしている間にも小型潜水艇は海底で待つ原潜へ寄り添うように接近していく。音波を使った敵影探査は水の中では絶大な効果を発揮するが、一つだけ意外な弱点がある。密着されると把握できなくなる、というものだ。理由は言わずもがな、自分自身の巨体が撒まき散ちらす音に敵の反応が紛れてしまうからである。

「さて、それでは改めてお宅訪問と行こうではないか」

「んえっ？　お兄ちゃん、来たのは良いいけどどうやって乗り込むの？　この保護カバー開けたら海水が雪崩なだれ込こんでくるんだよね」

「リューさんに用意してもらったのは『イリーガル』が深夜の裏取引に使うための小型潜水艇だからね。暗い海でアームを使って荷物拾いしたり、他の船とドッキングする機能については事欠かない訳だが。相手のハッチのフォーマットなんてお構いなしにね」

　莫ばく大だいな水圧や爆圧に耐えるため全体を分厚い外殻で覆ったサンフランシスコ級だが、実際にはつるりとした一枚板ではない。通常の潜望鏡を伸ばす艦橋に取り付けられた乗員用ハッチの他、バラストタンクの給排水口、正面の魚雷発射管や上面に一二基ほどある垂直発射マスドライバーなど、意外とあちこちに継ぎ目を作る『窓口』が用意されている。

　一番頑丈なのは当然ながらストレートに乗員用ハッチ。

　恭きよう介すけは操縦桿のグリップにある感圧センサーの調子を確かめ、二本のアームを試しに動かしながら、

「……よし、よし。流石さすがは『イリーガル』の密輸用。万に一つもツメで防水パッケージを引っ掛けて傷つけないよう、相当繊細にできているようではないか。ふうん、こうすると物を摑つかめるのか」

「お兄ちゃん、そんな岩の塊どうするの？」

「出入口がないなら自分で作ろう」

　恭きよう介すけは涼しい顔で言ってのけた。




「軽く音を鳴らせば向こうは勝手に外殻が開いて魚雷発射のプロセスに入る。注水のタイミングで自分から不純物を飲み込んでくれるさ。後は目詰まりを起こした魚雷発射管が勝手に吹っ飛んで風穴を空けてくれる訳だが」




　　　　４




　バムッッッ!!!!!!　という凶悪な爆発音と共に、巨大な鋼鉄の塊である潜水艦全体が不気味に揺さぶられた。

「誤爆です、三番発射管破裂!!」

「閉鎖状況は？　ポンプと充塡剤用意！　敵は時間だ、とにかく水を中に入れるな!!　船体バランスに留意ッ!!」

　当然ながら潜水艦の乗組員にとって一番恐ろしいのは海水だ。魚雷や機雷による船体の破壊も、岩場に腹を擦りつけての座礁も、スクリューに網やワイヤーが引っかかっての航行不能も、諸もろ々もろの理由での酸欠も、全ての死は海水と繫つながっている。全くないとは言わないが、炎や煙に巻まかれたり爆風に吹き飛ばされたりするケースは珍しい。そもそも『ありえない場所で人間が活動している』のだから、不自然な生存環境を崩して海の底とはどういう世界かを思い出させてやるだけで、簡単に命を奪う事ができる。環境を自然に戻す事で、殺す。地上で銃弾や砲弾を撃って『不自然に命を奪う』のとは感覚が違う。

　しかし、だ。鉄骨や分厚いゴムのシートなどの充塡剤を持ち寄って破れた魚雷発射管の大穴を塞ごうとしたクルー達だったが、そこで彼らは眉をひそめた。

　確かに海水は流れ込んできているが、少ない。

「……何だ？　魚雷の残骸か何かが詰まっている、のか？」

　どぶ川の壁面に空いた丸い下水口くらいのちょろちょろとした水量に、若いクルーが発射管の奥を覗のぞき込こもうとした時だった。

　ゴンッッッ!!　と。

　ウォータースライダーの出口のように飛び出してきた城しろ山やま恭きよう介すけの靴のかかとが、無防備に顔を近づけたクルーの鼻っ柱を叩たたき潰した。

　彼は細長いブラッドサインをくるくると回し、

「はい到着、と」

「うっ、うわあ。うわあああああッ!?」

　クルー達が具体的行動へ出る前に、恭きよう介すけは棒術を駆使してさっさと若い男達の首の後ろ、側頭部、腹の真ん中などを打ち据え、速やかに意識を奪い取っていく。

　遅れてもそもそ魚雷発射管から出てきたオリヴィアは、

「びちょびちょー……。あれ、ちゃんとくっついていないんじゃないの？」

「ま、きちんとしたハッチではないから限界はあるのかもね」

　恭きよう介すけ達たちは破れた魚雷発射管の傷口に、小型潜水艇の腹をコバンザメのように大きな吸盤で張り付けてから、座席部分をどかして底を開けていた。そして潜水艇と潜水艦を繫つなげ、破れた魚雷発射管を潜って艦内に侵入したのだ。

　魚雷を撃ってきたのは『イリーガル』から出向してきた防衛部隊だろうが、さて、そもそも設備は誰が用意したのか。トイドリーム社が部品調達して回復だけさせていたのか、それとも『イリーガル』が今回の件に合わせて機能を復活させたのか。

（……何にしても、元から秘匿されていた潜水艦の中なら一般の目を気に掛ける必要はない訳だが。これまで以上にえげつない連中が出てくると見るべきか）

「あちこち張り付く。うー、おまたの辺り気持ち悪い」

　何やら難しい顔でパレオに包まれたお尻の辺りに指を入れて水着を直しているオリヴィア。と、両足の付け根の辺りから透明な液体が内うち腿ももを伝っていった。

　金髪二本三つ編みの少女は恭きよう介すけの視線に気づいたようで、顔を赤くして小さな口をもにょもにょさせながら、

「……いっておきますけどねおにいちゃん、これはただのかいすいですよ？　なにもおかしなことではありません」

「分かってる」

「あれえ、おっかしいなあ。日本の水着は変なトコに穴が空いているから胸元から入った水は抜けやすいって話だったのに。ちゃんと機能してんのかーこれー？」

「そのトンネルに手は突っ込まなくても良いっ。それよりオリヴィア、こいつでみんなを縛って」

　いまいち羞恥の基準点が読めない少女へ恭きよう介すけは適当に結束バンドの束へ投げてから、

「全員の手足を封じたら、この部屋から連れ出すよ」

「へえー、お兄ちゃんって和風なロープだけじゃなくてこういうのもイケるんだね」

　大変不当な評価を受けつつあるが、今は言い争いをしている場合ではない。

　充塡剤で穴を塞いでいる訳ではないので、チョロチョロであったとしても浸水は確実に進んでいく。恭きよう介すけとオリヴィアは気絶したクルーの両手を後ろに回して縛り上げると、通路へ放り出す。誰もいなくなったのを確認してから、鋼鉄の扉を外から閉じて丸いハンドルを回す。

「潜水艦って普通にエアコンあるんだね。もっと蒸し暑くて排ガスだらけだと思っていたのに」

「サンフランシスコ級は原潜だから、常にタービンは回っている。バッテリー式と違って完全に電力消費をカットして無音状態を保つ事はできないし、遠慮をする理由は特にないんだよ」
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　室温は弱冷房といったくらいで、スーパーの野菜売り場のようだった上の豪華客船より居心地は良いいくらいだった。

　基本的に潜水艦のドアは全部水密扉なので、完全閉鎖してしまえば浸水はあの一室だけに留とどめる事ができる。あれくらいの容積なら艦のバランスが狂ってひっくり返る恐れもないだろう。

　一点だけ注意しなくてはならないのは、あの魚雷装塡室が海水で埋まってしまうと、外に待機させてある小型潜水艇へ戻るルートがなくなる事だ。帰りは別の手段を考えるか、本格的な潜水服を手に入れて水没エリアを進む必要がある。

「……それにしても」

　水密扉の閉鎖を終えた恭きよう介すけは、改めて通路へ目をやる。

　サンフランシスコ級は量産品だ。複数の造船所で同型艦が造られてきた関係で、正確な図面を入手する機会も多い。しかし、トイドリーム社に『イリーガル』の手が加わった段階で、どこまで増改築が進んでいるかは未知数だった。過信はできない。

　いくら何でも、プレーンな正規品はこんな内装ではないだろう。

　鈍色に輝く無骨な通路はあちこちで折れ曲がっている。そしてその壁や天井にはびっちりと、大きな紙が貼ってあった。長い銀の髪はツインテール、白いウェディングドレスを肉抜きし、さらに各所へ銀の装甲を取り付けたようなその装束。

　言わずもがな、『白き女王』の肖像だ。

　励起手榴弾インセンスグレネード炸さく裂れつ時じは機械的なカメラやセンサーが全て使えなくなるため、全て手書きだった。警察などでは今でも手配犯の似顔絵をプロの手で描いているのと似たような、不思議な感慨を突き付けてくる。

　白銀資源戦争を起こしたい連中は、そもそもＦ国近辺にある巨大な山脈に眠る、結晶構造に奇跡の確率で不純物の混じった特殊な珪けい素そ鉱床を狙っているらしい。火の粉を被った国や地域を後から東欧枢軸という大きな箱に投げ込む、とんでもない仕組みを作ってでも。

　最新鋭のレプリグラス技術と古来からあった浄じよう瑠る璃り方ほう式しきを融合させた、『白き女王』を永続召喚させる人じん造ぞう依より代しろを作りたい。

　殺害報告が上がり、絶対的な立場が揺らぎつつある『白き女王』を今一度盤石のものにする、強力なアンカーを作るために。

　そういう意味では、確かに人形の参考例として様々な角度から『白き女王』を映した肖像は必須かもしれないが……。

　だが、恭きよう介すけの背筋に得体のしれない怖おぞ気けが走っているのは、単に大量の『白き女王』の美貌で空間全体が埋め尽くされているからではない。

「……なに、これ？」

　海水で濡ぬれた体をぶるりと震わせ、オリヴィアも絶句していた。

　両目は抉えぐり取とられ。口の部分にいくつもの刃物傷が走り。そもそも真っ赤なペンキで×印を書き殴られ……。

　どれもこれも、肖像は破壊されていた。

　ブラッドサインを握り直す恭きよう介すけがオリヴィアを腰の横に引っ付けたままゆっくりと歩を進めていくと、靴底が砂利のようなものを嚙かんだ。通路の床と壁が接する角の部分に、バレーボール大の大理石の塊が転がっている。徹底的に彫刻刀か何かで表面を削り落とされた、石像の生首だと気づくまで時間が必要だった。

　執しつ拗ようという言葉では足りないほどの、執着。

　単に憎いのとも違う。転換。愛情からかき集めてきたはずのものを、一つ一つ自らの手で破壊して回るような、ぐちゃぐちゃの感情の渦が密閉された空間全体を支配している。酸素濃度自体は変わっていないはずなのに、不気味な息苦しさが透明な壁のように迫ってくる。

　女王の殺害、その混乱期。

　信仰の土台を破壊された者達の奇行、破壊行為。

　本棚のラインナップや部屋の間取りが持ち主の人間の精神構造を暴あばく……という都市伝説は昔から長らく語られてきた。実際には学問というより民間伝承に近いものだが、そうと分かっていても恭きよう介すけは小さく呟つぶやいてしまう。

（トイドリーム社の……？　いいや違うか、それなら船の内装を整える段階で光源や気温湿度に配慮する。これは『イリーガル』が後から持ち込んだものだな。大切に飾ってあったものを壊したのではない。壊して撒き散らすのも込みで一つの風景を作るために、わざわざ自前のコレクションを持ち寄ったんだ）

「……ふうん、べったりだね。この分だと完全に憎み切っている訳でもなさそうだが」

「うええっ？　見るからに殺意の塊っぽいけど……」

「勝手に死んだ『白き女王』に憎しみをぶつけながらも、同時に心のどこかでは願っている。何かの噓うそだと言ってくれ。だからここには殺された『白き女王』の肖像しかない。殺した側の『色彩なき童女』についての資料が見当たらない訳だが」

　わざわざ『ここで壊す』ために、大切な品々を抱えてやってきた訳だ。ただ憎いだけなら、遠路はるばるコレクションを運んでくるとも思えない。そもそも荷物に加えないはずだ。

「んん？　それって結局どっちなの。『白き女王』が愛いとしいの、憎たらしいの？」

「ダブルスタンダードのまま突き進んでいるのではないかな。推理小説の犯人当てと一緒で、一人に決めていない。誰にも彼にも予防線を張っておく事で、どんな答えがやってきても『俺は最初からそう思っていた』と言い張れるようにしてしまうんだね」




『白き女王』が愛いとしいのか、憎いのか。

『白き女王』と『色彩なき童女』、どちらに着くのか。




　……この景色を作った人間は全ての可能性を頭に浮かべているが、一つに決めていない。よく考えているように見えても、実際には状況に流されようとしているだけだ。決まってしまったのだから、仕方がない。俺は最初からそう思っていたから大丈夫。本人は全能気取りかもしれないが、一歩離れた視点から観察してみれば、全ての希望を失った人間が瞳に暗い影をたたえたまま、風に流される風船のように辺りを漂っているようにしか思えない。

　故に、先を読みにくい。

　究極的には、転んだ拍子に道端の小石に頭を打って死んでしまったとしても『全部計算通り』とドヤ顔で笑ってしまうような人物像なのだ。自分で自分がどう動くかも分かっていない人物を、他人である城しろ山やま恭きよう介すけが先読みしなくてはならないときた。下手にきっちり計画犯罪を企てる連中よりも、よっぽど面倒極まりない。

「……、」

「お、お兄ちゃん。ここにヘンテコ動画のオリジナルデータがあるんでしょ。さっさとシステムアトランティスを壊して帰ろうよ。あんまり長くいたくない、これ作った人間なんか見たくもない。絶対に、こんなの絶対に、Ｆ国のみんなに関わらせちゃいけない空気だっ」

「いいや」

　恭きよう介すけは首を横に振った。

　豪華客船や空母ほどではないが、潜水艦だって運用にはかなりの人数を要するはずだ。にも拘かかわらず、初手の魚雷装塡室以外でクルー達が押し寄せてくる様子がない。

　何故なぜ、来ないのか。

　誰が、人を払ったのか。

　総括して、城しろ山やま恭きよう介すけは静かにこう結論づけた。

「もう手遅れみたいだ」

　カツン、という硬く響く足音があった。

『イリーガル』アワード９９９、『戦争虐殺者ウオークリミナル』。

　召喚儀礼を束ねる三大勢力の一角、その頂点。個人の起こす犯罪が戦争の領域にまで片足を突っ込んでしまうほどの、世界最大規模の凶悪犯。

　写真の通りだった。

　過去五回、魂を削るような闇討ちの時と、同じ。

　その正体は……。




　適当に整えただけの五分刈りに、可もなく不可もなくな背丈。

　チーム名すら入っていない雑な野球の練習着を纏まとう、特徴の薄い少年だった。




　この場合、拍子抜けと考えるのは間違いだ。

　すでに『戦争虐殺者ウオークリミナル』は多くのレコードを叩たたき出だし、『イリーガル』の頂点に君臨し、現実としてあの『ガバメント』アワード１０００、暴君エルヴァスト＝トイドリームと真っ向から戦うほどの実力があると内外に知らしめているのだから。

　むしろ。

　ありとあらゆる犯罪組織の頂点に立つ人物とは、つまり誰の隣にでも立っている少年Ａだった。その事実の方に戦慄するのが正解なのである。

　野球少年を思わせるような五分刈りの少年Ａは、まるで何かの象徴のように黒いサングラスを掛けていた。

　鼻の所にブリッジのない、定規にも似た形状の邪悪な目線隠し。

「よーう、恭きよう介すけちゃん。どうしたの、元気してるうー？」

「……、」

「はっはは！　毎度お馴な染じみ入いり刈がる太た郎ろうだよん。さあて恭きよう介すけちゃん、影武者がたくさんいるのかな、それともスタントの達人なのかな。そんな風に悩んでるう？」

　銀行や郵便局の書類の手本並に分かりやすい偽名で吼ほえる『イリーガル』の頂点に、恭きよう介すけは靴のかかとで何かを蹴った。

　リフティングのように持ち上げたのは、落ちていた拳銃だ。

『あの』城しろ山やま恭きよう介すけが、躊ちゆう躇ちよなく引き金を引いた。

　パンパンスパン!!　という立て続けの銃声と共に、銃口を向けられた『戦争虐殺者ウオークリミナル』よりも間近にいたオリヴィアの方が両手で耳を塞いでうずくまっていた。放たれた弾丸は真まっ直すぐのものもあれば、分厚い鋼の壁を乱反射するものもあった。複数の角度から時間差をつけて放たれた鉛の凶器が、全体として包み込むような格好で少年Ａへと突っ込んでいく。

　乾いた音がいくつも連続した。

「ううッ……」

　気恥ずかしげな、大人しい少女の声の呻うめきがあった。

　入いり刈がる太た郎ろうと名乗る首領の傍かたわらに、同い年程度の少女が立っていた。ツインテールともまた違う、ウェーブがかった赤みの強い栗くり色いろの髪を頭の後ろで二つに縛っただけの、化粧っけのない少女。スタイルこそ優れているものの、本質的には消え入るような文学少女。しかし素体の印象に反して服装は燕尾服のようなベストをつけた真っ白なバニースーツだ。

　いいや。ウサギの耳や扇情的な網タイツなどより、よほど強烈なモチーフが別にある。

　赤面涙目で身を縮めている少女の背中から、大きくバサリと空気を叩たたく音があった。プラスチックのように硬質で、それでいて滑らかに動くモノ。あくまで既存の動植物をモデルにしているなら、白鳥の翼か。ただしどす黒い赤で染め上げられたそれは、むしろ堕天使を彷ほう彿ふつとさせる。まるで血の色で埋まったウェディングドレスを見るような、陰惨で冒ぼう瀆とく的てきな色彩だった。そして傘のように大きく広がったそれらが、恭きよう介すけの解き放った鉛弾を全て受け止め、弾はじき飛とばしていたのだ。ウェーブがかった赤みの強い栗くり色いろの髪を二つに縛っているのも、背中を大きく開いて赤黒く色を変えた白鳥の翼の可動域を確保するためか。ミクロな格子の集合体なのだろう、見た目以上に大きく広がる。

　一体何が詰まっているのか、両手をお腹なかの辺りで合わせたまま、あまり高級感のないトートバッグを摑つかんでいた。ひょっとしたら、コンビニのパンのシールでも集めて手に入れたのかもしれない。おかげで意外と大きな胸が二の腕を使って外側から押し潰される格好になってしまっている。

「や、ぁ！　こない、でっ!!」

　そして肩を縮めてきゅっと両目を瞑つぶった、楚そ々そとした挙措とは裏腹に。

　猛烈極まる勢いで、どす黒い血の色に変じた白鳥の翼が振るわれていた。

「……、」

　さらに恭きよう介すけは無言で乱射して、酸化した血の色の翼が竜巻のように振り回されるのを確認する。

　全弾撃ち尽くした拳銃を恭きよう介すけは未練なく放り捨て、

「……依より代しろの骨格にレプリグラスを直接埋め込んでいるのか。いざ召喚儀礼の戦闘が始まってしまえば、レンズやセンサーは僕ぼく達たちを捉えられない訳だが。つまり、それを操っている依より代しろ自身も。念のための奇襲対策のためだけに、拒絶反応や感染症、機械的な誤作動のリスクまで背負わせるだなんて」

「あんまり責めるなよ泣いちゃうぜ？　レプリグラスは『ガバメント』の象徴だ、技術で劣るウチからすりゃあ富のステータスなのさ。犯罪組織はカンバンを大事にする。核兵器も、ステルス戦闘機も、そのものにゃあ興味はないんだ。手に入らないものは何もないって謳うたい文もん句くに莫ばく大だいな価値があるんだよ。我ながら不思議なもんだが、黒社会だって信用が第一だからな。ははっ!!」

　横一直線、まるで定規のようなサングラスで目線を隠してにたにたと笑いながら、個性の乏しい顔の少年Ａは告げる。

「それに重要なのはそこじゃあない。俺をぶっ殺す勢いで攻撃して、側近がきちんと鉛弾を止めるか否いなかテストしやがったな？　たとえ優れた部下だって、替えの効く影武者相手に身を挺ていするなんて真似まねはしない。とーなーるーとー、今ので確信ってのを覚えちゃったかな？」

　びくりと肩を飛び上がらせたのは、恭きよう介すけではなくミスマッチな衣装を着せられて羞恥に震える二つ縛りの堕天使の方だった。

　それを見て、恭きよう介すけはわずかに目を細める。

「……なるほど。今まで着眼点を間違えていたのかもしれないね」

「おっ、こっちの方に注目するようになったか。幼馴染おさななじみを改造しちまったのは間違いだったかもな。これでも元は借りてきたホラー映画を一人で観みれないっつって俺の部屋に転がり込んでくるようなヤツだったんだぜ。ちょっといじっただけで見る影もなくなっちまったけど」

「その子の根底にあるのは愛情ではなく恐怖だ。『戦争虐殺者ウオークリミナル』。あなたは周辺全体に凄すさまじい犠牲を撒まき散ちらす戦争そのものだが、一番近く、破壊の中心たる依より代しろの座にまで密着すればこの広い世界で唯一確実に被害を避けられる。さながら、台風の目のように。……表面上見える従順さは、人質事件の際に自分の身を守るため犯人の感情の機微を読み取ろうと必死になるあまり、感情移入し過ぎて仮初めの愛情に発展してしまうストックホルム症候群に近い。形だけの影武者相手にできる反応ではないだろう。実力が伴わなければ発生しない訳だが。そうなると、やはり影武者ではなくスタント説の方か」

　ぶるるっ、と。

　縮こまる少女の震えが爆発的に膨れ上がった。

「ううう……。ううううううッ!!」

　まるで鎖に繫つながれたみすぼらしい犬のような唸うなり。余計なタネを明かすな、台風の目を奪うな、という恨みがましい視線があったが、当の少年Ａは偽りの信頼関係と糾弾されても堪えた様子もない。

　いいや。

　最初の最初から、信頼などという言葉の意味が分からないのかもしれない。

　五分刈りの少年Ａは、そもそも依より代しろの方など見てもいなかった。

「聞かねえーのかよ？」

「何が？」

「ほれ、定番の質問ってもんがあるだろう。何でこんな事をやらかしたのかーとか、トイドリーム社の社しや外がい取とり締しまり役やくに手駒を放り込むためにどんな下準備をしてきたのかーとか、ブルーフィルムとかいう動画を使って白銀資源戦争を起こしてどうすんのかーとか、まあそういう？　答え合わせ的なヤツ？？？」

　恭きよう介すけは鼻から短く息を吐いた。

　一笑に付したのだ。

「……どうせまともな理由ではないんだろう？」

「とんでもない」

　くくっ、と聞く者の神経を逆さか撫なでするような声色で、特徴のない少年は横一直線のサングラスの奥で笑っていた。

　そのまんま、呪じゆ詛そのような言葉が垂れ流される。

「レプリグラスを使った人じん造ぞう依より代しろ。ま、アンカーってよりはクロックアップかな。被召物マテリアルはこことは違う世界から一時的に呼び出して取り扱うモノだ。つまり、呼び出し方が間違っていれば力をロスするし、その逆もありうる。特殊な珪けい素そを使った人じん造ぞう依より代しろもそういう事。素のままで殺されちまったらしい『白き女王』を、今度は人間の技術で外から補強する。感じとしては、パンデモニウムで行っていた実験と似たようなもんか」

　あの計画を主導していたデルタストン家は、『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』の全てにまたがって勢力を広げていた特殊な集団だった。その関係で、『イリーガル』の元にも技術情報が流出していたのか。

『白き女王』では、足りない。

　僕ぼく達たち私わたし達たち賢く優れた人間の頭脳があれば、もっと高みに押し上げてやれる。

　……『女王の箱庭』から人類は何も進歩していないのか。あるいは戦争の記憶のように、途中で途切れて危機感がリセットされてしまったのか。

　気づいているのかいないのか。

　コールタールのように重たい声が、続く。

「普通、これくらい考えるだろ？　普通、これくらいできるだろ？　普通、できるならやっちまうだろ？　だから、やった。理由なんてそんなもんだ、大仰なねじれなんか何もないよ。普通に考えれば誰だって分かるだろ？？？」

「……、」

「狂人のたわごととでも思ったかな。なあ恭きよう介すけちゃん、アンタは普通って言葉に夢を持ち過ぎている。悪名高い魔女狩りで身内を売って暗い笑みを浮かべていたのは誰だ？　間違ったトレーニング法を広めるだけ広めて何の責任も取らなかったのは誰だ？　今現在もカルテルの麻薬収入を熱心に支えているのは誰だ？　……歴史を暗く澱よどませるのは、特殊な頭を持った独裁者やシリアルキラーなんかじゃあねえ。麻薬王だって一人きりじゃできる事は限られちまう。本当に恐ろしいのはな、世界中に拡散している顔のないＡなんだ。恭きよう介すけちゃん、いつでもアンタを監視している、アンタが思いも寄らないＡなんだ。何百万人殺そうがしれっとした顔で私わたし達たちは時代の被害者ですうーなんて言えるクソ野郎どもなんだよ」

『白き女王』は絶大だが、彼女は何か特別な意図をもって狂わせている訳ではない。

　周辺にある世界人類全体が、勝手に歪ゆがんでいく。

　しかし、だ。

「『白き女王』なんか関係ねえーよ」

　壁や天井、とにかく景色の一面に貼り付けられた女王の絵画をズタズタに損壊してきた五分刈りの少年Ａは酷薄に笑っていた。

「ヤツがいてもいなくても、人類なんか最悪だよ。勝手に別の象徴見つけて拝んで暴走して被害を撒まき散ちらすよ。かくいう俺も『白き女王』の信奉者だ。無責任だからな。ワンクールごとに俺の嫁が変わっていくようなもんさ。ははっ、もしも最強の座に赤き女王だの青き女王だのが腰掛けていたら、何にも疑問を抱かずに拝み倒してんだろうなあ」

「……それで例のダブルスタンダードか？　クロックアップとやらが成功して『白き女王』が補強されても、できなくて『色彩なき童女』の信仰が惑星を埋め尽くしても、どちらに転がろうが計算通りと笑うために」

「どうでも良いいんだよ」

「自分の人生なのに？」

「俺は単純に、壊れないものが欲しかった。戦争をぶつけても揺るがないものを自分の支えにしたかった。ハーケン打ち込んで命綱にテメェの体重預けるためにゃあ、とにかく硬い岩盤ってのが必要になってくんだろ。だから信仰した。『白き女王』じゃねえぞ。この世には、自分よりも強い何かがある。自分は大いなる存在とやらに支えられるってな。それは赤でも青でも良いい。今そこにいるのが白だったから、そのまま信じた。それだけさ」

　おかしなものだが、犯罪組織の人間にも信仰心はある。

　例えば敵対者を始末するギャングの壊し屋だって首から十字架をぶら下げ、背中一面に聖母マリアのタトゥーを入れている。自分で決めた道を外れれば思わぬしっぺ返しがやってくると、形のない漠然とした不安に襲われながら日々生きている。

「基本はトイドリーム社を焚たきつけてブルーフィルムをばら撒まき、白銀資源戦争を成じよう就じゆさせる事だ。そのどさくさで永続召喚のための『女王の似姿』に使える大量の結晶資源をチョロまかす。自前の人じん造ぞう依より代しろ・クロックアップで落ち目の女王にテコ入れするためにな。……だが実際、クロックアップの成否なんかどうでも良い。俺おれ達たちはさ、知りたいんだよ。今、世界のてっぺんにいるのは何色なのか。『白き女王』を補強してトップを維持できるならそれでも良いいし、補強してもダメなら『色彩なき童女』とやらに鞍くら替がえする。一つのモノやコトになんか固執しねえ。今期の勝ち組が誰なのかさえ教えてくれりゃあそれで構わねえんだ。勝手に信仰して、勝手に消費して、勝手に放棄する。普通の人間ってなあそういうもんだ。前からずっとファンでした、ゼッタイ優勝するって信じていました、わたしぃ今最強にハマっている野球チームはここだってアフィブログで熱烈応援していますぅ。ただの機械的なビジネスなら、まだ可愛かわいい。もっとおぞましい、そしてどこにでもいる自覚のない人間なんてのはさ。選ぶだの捨てるだのに、いちいち責任なんか感じないんだよ。自分さえ気持ち良くなれるなら、自分の記憶だってねじ曲げちまうようなグロ生物なんだ」

　きゅっと。

　傍かたわらにいたオリヴィアがずぶ濡ぬれの恭きよう介すけの上着を小さな手で摑つかんでいた。言いようのない怖おぞ気けが走っているのは、彼女だけではないらしい。『戦争虐殺者ウオークリミナル』のすぐ隣。無理矢理に扇情的な装束を着せられ、肉体まで改造された依より代しろの少女の震えの質が変わっている。

　愛であれ、憎であれ。

　これまで『白き女王』に固執してきた人間は何人も見てきた。

　アザリア＝マゼンタレイン、紅べに小こ道みち楓ふう希き、ビヨンデッタ＝シロヤマ、姫ひめ川かわ美み夏か、飽浦あくら大たい咲さく、エルヴァスト＝トイドリーム……そして直近ではオリヴィア＝ハイランドやドクトルＳも。

　粘質で狂的でどうしようもなくて、それでも、彼らは自分が突き進んだ道に命や人生を懸けていた。

　だけど、こいつは違う。

　得体のしれない感覚を否定せず、恭きよう介すけは吐き捨てるように呟つぶやいていた。




「狂っていても気持ち悪いし、狂ってなくても最低だ」

「ははっ！　人間なんてグロ生物の極みをどんだけ高みに置いてんだよ恭きよう介すけちゃん!!」




『戦争虐殺者ウオークリミナル』は真横に手を伸ばしていた。

　文学少女のような依より代しろ。彼女が正面で両手を合わせるような格好で手にしていた素朴なトートバッグから、柄付き手榴弾を抜き取ったのだ。マラカスか先の膨らんだ棍こん棒ぼうのような爆発物、その柄の下にあった紐ひもを引っ張ってからこちらに向けて放り投げてくる。

　潜水艦の中は狭い。

　ブラッドサインを振り回してホームランするのは難しい。そもそも何の超常も使わない通常戦闘だと、己の肉体をも改造した依より代しろとの真っ向勝負になる。あのどす黒い赤で染め上げられた硬質な白鳥の羽は、真正面から拳銃弾を連射しても全弾躊ちゆう躇ちよなく撃ち落としてきた。常に一定の距離をキープするのが難しい入り組んだ潜水艦の中であんな怪物が懐ふところへ飛び込んできたら、猛ラッシュを浴びて大打撃は避けられなくなる。ならば励起手榴弾インセンスグレネードの破裂を待ち、召喚儀礼での戦いに応じるのが最良だ。

　とでも思ったか。

「オリヴィア!!」

「んえっ!?」

『待ち』に入った小柄な少女の手を摑つかんで引き寄せつつ、近くの分厚い水密扉へ手を伸ばす。潜水艦のものは豪華客船よりさらに分厚い鋼鉄の扉だった。大きく開け放って盾にした直後、飛んできた柄付き手榴弾が破裂する。

　そう。

　ありふれた爆風と対人用の金属片をしこたまばら撒まいて。

　盾を使わずにただ人工霊場の展開を待ち構えていたら、逃げ場のない狭い空間で破壊の面に全身を叩たたかれていた事だろう。海水をたっぷり吸い込んだ合成繊維くらいしか身に纏まとうものがないオリヴィアなど、破片が一つ掠っただけでごっそり血肉を持っていかれるところだ。

　一方、当たればラッキーくらいの感覚しかなかったのか。粉ふん塵じんの向こうから気の抜けた声が飛んでくる。

「チッ、汚よごれきった頭で読みやがったかあ。やっぱ蛇の道は蛇かよ。普通の人間ってなあおっかねえなあ？」

「『イリーガル』が……ッ!!」

「ははっ、そうだよ。俺おれ達たちは何も特別製なんかじゃねえ。人間なら誰だって持っている素直な悪意そのものだ!!」

　ヤツの信条は所属する勢力の名前が全部示している。何しろ相手は全世界の犯罪集団を束ねる悪の頂点。土台、正々堂々と一騎打ちなど望むべくもなかったのだ。盾にした鉄てつ扉ぴの陰でヘアスプレー大の励起手榴弾インセンスグレネードを足元に落とし、恭きよう介すけの方から勝負を挑んでいく。

「っとと」

　バム!!　という破裂音と共に人工霊場が展開された途端、扇情的な堕天使の体がよろめいた。カメラやセンサーが一切通用しなくなったため、肉体と機械の接続が断たれたのだろう。

　パートナーの依より代しろすら肉体をごっそり改造し、自身も騙だまし討うちを好み……だがそれは、『戦争虐殺者ウオークリミナル』の腕が劣っている事の証明にはならない。

　一辺二〇メートル。

　しかし実際には入り組んだ潜水艦の中では移動の自由はほとんどない。未いまだかつてない超接近戦での召喚儀礼が幕を開けようとしていた。

「さよなら戦争。今日こそ、今度こそ。あなたの振ふり撒まく虐殺に終止符を打つ……!!」

「ははっ!!　密室箱詰めデスマッチかよ。そして気取ってんじゃねえぞ反則野郎、まるで自分一人だけが人間を外から観察してるような口くち利ききやがってよおッ!!」
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　ヒュヒュン！　という風を切る音が複数あった。

　一本一五〇センチに届くブラッドサイン。それが『戦争虐殺者ウオークリミナル』の右と左の手でそれぞれ高速回転する……どころではない。

　二本の棒の間で、誰の手も触れていない三本目が宙を泳いでいる。

　厳密には、二本の棒で三本目の側面へ常に触れ、引っ掛けるようにして持ち上げているのだ。

「デビルスティック？」

　お手玉とは似て非なる動きにオリヴィアが怪け訝げんな声を出したが、相手の搦からめ手てにいちいち付き合っている暇はない。右に左に次々と互いの棒を持ち替え、どれが三本目かも分からなくなるジャグラーの幻惑の中でも、すでに実時間は動いている。

　六×六×六。合計二一六の赤い『花弁』を立方体の形にまとめた『薔薇ばら』。

　空間中に開いた総数三六のスポット。

　その出現と同時に、潜水艦内を白い落雷が突き抜けた。恭きよう介すけと少年Ａ、双方から恐るべき勢いで『白しろ棘とげ』が打ち放たれたのだ。一撃で赤い立方体が粉々に砕け、狭い通路の中へ無数の『花弁』がばら撒まかれ、乱反射していく。

　両者の依より代しろもまた、獲得した『花弁』に応じてその姿が一変していく。

　オリヴィアはコスト１、高音、『始祖の黄ｓ』。

　堕天使はコスト１、高音、『始祖の黄ｓ』。

　共に同じ、半透明の黄色い粘液状の被召物マテリアルだ。

《お兄ちゃ、これ同格……ッ!?》

「ならここから変えていけば良い訳だが」

　向こうも考えは同じなのだろう。キリキリキリキリ!!　と『戦争虐殺者ウオークリミナル』の両手、さらには虚こ空くうでもブラッドサインが高速回転している。

　勢い良く回る二本の間をかい潜くぐり、三本目が真まっ直すぐ突き抜けた。その先端で握り拳大の白い光の塊が打ち出される時を待つ。

《早っ!?　『白しろ棘とげ』の初期ストックは三つしかないのに!!》

　一度に大量の『花弁』を取られてしまえば勝ち目はなくなる。そして『白しろ棘とげ』で『白しろ棘とげ』をぶつけて直接スポットへ打ち落とす、相手が突いた『花弁』にこちらの『花弁』をぶつけて所有権を奪い取るなど、各種妨害行動を取ればカウンターを決める事もできる。

「ッ!!」

　しかし。

　ギリギリで恭きよう介すけは踏ふみ止とどまった。

『戦争虐殺者ウオークリミナル』のブラッドサインから突き出されたのは『白しろ棘とげ』などではなかった。そういう形に丸めて整えた軍手に過ぎなかったのだ。判断時間はコンマ何秒あったか。誘いに乗って『白しろ棘とげ』を打ち放っていたら無駄弾に終わるところだった。

「ははっ!!　簡単にゃあコケねえか!!」

『戦争虐殺者ウオークリミナル』は三大勢力の一角、『イリーガル』の頂点だ。アワード９９９として、常に敵対する『ガバメント』の１０００に到達した別の頂点、エルヴァスト＝トイドリームと単騎での決戦を可能とした組織の長でもある。そして同時に、顔のない恐怖の隣人は戦争そのものを体現する。

　これが意味しているのは何か。

　定規のように横一直線のサングラスで目線を隠す少年Ａは、正攻法の一騎打ちなど一ミリも頭にない。徹底的に搦からめ手て。とことんまで幻惑。勇み足を招き、相手の自滅を誘い、本領を発揮するチャンスを与えず泥沼へと沈めていく。目の前の敵が格上だろうが大軍勢だろうがお構いなし。誤解が誤解と分かった時にはすでに惨さん憺たんたる被害が一面を埋め尽くしており、誰も彼も振り上げた拳を下ろせなくなる状況を作る。

　もはや最初のきっかけなどどうでも良くなるほどの、どうしようもない戦争。

　言ってみればフェイントのスペシャリストだが、プロサッカー選手を見れば分かる通り、目線や足あし捌さばきで高度な誘いを仕掛けるにはまず優れた基礎技術が必要となる。フェイントは弱者の牙ではない。あくまでも強者の持つ爪や角の一つでしかないのだ。

　一番の反則とは。

　つまり、地道に努力を重ね正攻法で最強の座を手に入れておきながら、その全てを卑ひ怯きような騙だまし討ちにのみ注そそぎ込こむ事なのだ。優れた彫金技術が偽にせ札さつの原板へと化けていくように、犯人を追い詰めるための鑑識技術がマフィアの報復を容易にするように、万人を信じ込ませる演技力を振り込め詐欺に使うように。楽して儲もうけるための努力を惜しまない、という矛盾した状況を邁まい進しんする、外法の中の外法なのである。

　考え、恭きよう介すけは舌打ちした。

「……どこまで行っても『イリーガル』、言葉の通りではないか」

「気づいているかよ恭きよう介すけちゃん、そうやって蔑んで線引きしているアンタも俺おれ達たちから言わせてもらえば立派な悪なんだがなあ!!」

　そして当然ながら、基礎ができているのでフェイントに失敗しても普通に強い。

　空振りしているのにチャンスを持続する、その厚み。

　個人も組織も関係なく、全ての犯罪に関わる者が余さず欲ほつする『安定』の体現者。

　ガカカッ!!　と立て続けに反射音が炸さく裂れつし、恭きよう介すけと少年Ａが次から次へと大量の『花弁』をスポットへ落としていく。被召物マテリアルもまた形を変えていくが、『規き定てい級きゆう』ではらちが明かなかった。あっという間に戦闘のフィールドが『神しん格かく級きゆう』へと飛び抜けていく。




　セト。

『神しん格かく級きゆう』コスト３、音域高音。

　エジプト神話における王おう位い簒さん奪だつの悪神。善神オシリスの殺害者。砂漠の死の象徴である渇きを支配する黒き神格。

　ロキ。

『神しん格かく級きゆう』コスト４、音域中音。

　北欧神話におけるアース神族内部からの内通者。神々の敵対者を多数生み出し、その話術で敵味方を共に混乱させ、最終戦争ラグナロクでは悪の軍勢を率いてアースガルドへ進撃した虚言の神格。

　プロメテウス。

『神しん格かく級きゆう』コスト10、音域中音。

　ギリシア神話における文化英雄。神々の秘義であった火を盗み出して地上の人々に与えた事で、のちにパンドラの箱の不幸を全人類へ振ふり撒まく結果をもたらした博識にして浅薄な神格。




（チッ、『花弁』を溜ためるだけ溜ためていきなりコストを跳ね上げてきたかっ!!）

　いきなりの落差もまた、『戦争虐殺者ウオークリミナル』が得意とするフェイントの一環か。

　定規にも似た横一直線のサングラスで両目を覆う少年Ａが取り回す『神しん格かく級きゆう』はいずれも神々の側にありながら天界・神界全体を裏切った者達。しかしその裏切りがなければ今ある神話や宗教の形は完成しなかった必要悪の悪神達。

　ブラッドサイン式がなければこの時点で秘されるべき存在。

　それがこうも網羅されるのもまた、『イリーガル』お得意の冒ぼう瀆とくなのか。

「ふっ!!」

　恭きよう介すけも恭きよう介すけで、一つの神に留まらない。次々と『白しろ棘とげ』で叩たたいた『花弁』をスポットへ叩たたき込こみ、被召物マテリアルを組み替えていく。




　ヴァルトラウテ。

『神しん格かく級きゆう』コスト９、音域高音。




　北欧神話におけるヴァルキリー九人姉妹の四女、その意味は戦場の勇気。実際、長女のブリュンヒルデ以外は目立った活躍を見せない姉妹達だがブラッドサイン式においては問題ない。実際の神話宗教の中での序列と、全てを文字と音域で支配する召喚儀礼で引き出せる強さレートの間には誤差が生じるからだ。力の引き出しやすさ、とでも表現すると分かりやすいか。この方式だと、コスト４の主神オーディンとコスト８の愛馬スレイプニルでは三つ巴を無視したコストならスレイプニルがダブルスコアとなってしまう。

　コスト９の戦乙女とコスト10の文化英雄。

　先の落差に振り回された結果、単純な数価なら負けているが、三みつ巴どもえの相性勝負で恭きよう介すけとオリヴィア側が強引に喰くらいついていく。

　ゴォアアッッッ!!!!!!　と太い鎖に繫つながれた大男が吼ほえた途端、大罪人の象徴である炎が全身の節々から吹き荒れる。

《にゃろっ!!》

　しかし炎は獲物を食いそびれ、長い十字槍と菱ひし形がたの盾を備えたヴァルキリーが、直後に空気へ溶けるように消えていく。伝承にはこうある。四女ヴァルトラウテは世界の危機を長女ブリュンヒルデへ伝えるため、あらゆる神々の目を盗んで一人で姉の下を訪れた、と。

　全方位に撒まき散ちらされる炎が壁や床を埋め尽くす『白き女王』の肖像を炙あぶり、変色させていく中、オリヴィアの操るヴァルトラウテが真正面から業ごう火かの津波をすり抜ける。上半身裸の大男の眼前に突如現れた戦乙女が右手の十字槍へ力を込めるが、

「ダメだオリヴィア!!　外壁を打ち抜くな!!」

《ッ！》

　少女の息を吞のむ音が恭きよう介すけの脳裏に直接響く。

　急きゆう遽きよ、左手の菱ひし形がたの盾がボクシングのフックのように解き放たれ、スコップの先端のようにプロメテウスの頰骨を抉えぐりにかかった。勝手に暴走する被召物マテリアルの手綱を操って標的のいる方向へ矛先を合わせる程度でなく、極めて高精度で被召物マテリアルの指の一本一本まで完全に支配するオリヴィアでなければできない動きだ。

　重金属と神々の骨格とがかち合う恐るべき大音響と共に、炎を盗んだ大罪人の巨体が回転しながら吹っ飛ばされた。浸水時には壮絶な水圧に耐える構造をしているはずの内壁が、クレーン鉄球の一撃でも浴びたようにそのままぶち抜かれる。

　左のスイングではなく、右のスイングで飛ばしていたら外壁に大穴が空いて大量の海水が雪崩なだれ込こんできていた。防護円も一〇分しか保たない以上、恭きよう介すけ達たちにとっても命取りになる。

　起き上がりを待つまでもない。

　さらにヴァルトラウテの十字槍が真横に振るわれ、濡ぬれた薄紙を猛獣の爪で引き裂くような破壊が巻き起こった。しかしもう一度プロメテウスの全身から爆発的に炎が吹き荒れ、その圧でもって十字槍の軌道を無理矢理真上へ逸そらしにかかる。

　ベコベコと鋼鉄の壁や扉が不自然に膨らみ、そこらじゅうでオレンジ色の火花が散らばった。各所の溶接が破断し、留め具のネジやボルトが弾はじけて銃弾のように空気を引き裂いているのだ。

　被召物マテリアルの形は一つではない。

　こうしている間にも恭きよう介すけも少年Ａもブラッドサインの先端で『白しろ棘とげ』を打ち出しているが、壁が破れドアが吹き飛ぶごとに、狭かった通路から戦場に広がりが生まれる。嚙かみ潰つぶしたような傷口さえ、『白しろ棘とげ』や『花弁』をぶつけた時の反射角を大きく変える。実戦にこれと決まった定石など存在しない。リアルタイムで変貌していく戦場を見据え、彼らはまた別の神々を呼び出していく。
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　恭きよう介すけはコスト12、音域低音。アステカ神話における翼を持つ白き大蛇。

『戦争虐殺者ウオークリミナル』はコスト14、音域中音。メフィストフェレスなる名前を後から付けられた、出典不明の悪魔。




（単純なコストでも、三みつ巴どもえの音域でも……っ）

「踏んだな？　勇み足の地雷を」

　キリキリキリキリ、と三本のデビルスティックを回しながら、五分刈りの少年Ａは嗤わらう。

　破壊が吹き荒れた。

　分厚い配管や壁が、まとめて抉えぐられていく。

　被召物マテリアルを超高精度で操るオリヴィアが大蛇の頭を床まで伏せていなければ、五指を開いた横薙なぎの一撃で空間ごと引き裂かれていた事だろう。振り抜いた後の無防備な硬直を狙った大蛇の牙が悪魔の横っ腹へ喰くらいついていくのを観察しながら、恭きよう介すけは違和感を覚えていた。

　わざわざ『イリーガル』の頂点が直接顔を出しているのだ。基本的には、『戦争虐殺者ウオークリミナル』は自らの計画を成じよう就じゆさせる方向で動いているはずだ。

　にも拘かかわらず、少年Ａの破壊には迷いがない。ＶＦＸ制作機材システムアトランティスごと内装を破壊してしまえば一石二鳥の恭きよう介すけ側と違って、防衛を担になう『戦争虐殺者ウオークリミナル』は事情が変わってくるはずなのに。

（……まさか……？）

　しかし、その直後だ。

　おそらくは『戦争虐殺者ウオークリミナル』にも想定できていなかった事態が発生した。




《……い……ま……》




　じりっと。

　頭の後ろ、奥の奥。青白い電気的な火花で脳細胞をじんわり焼かれていくような焦燥が恭きよう介すけの魂を揺さぶっていた。

　今は『イリーガル』の頂点、アワード９９９との戦闘中だ。

　他の何に思考のリソースを割り裂く事も許されない極限状況の中、しかし見えない釣り針で魂を引っ掛けられたように、強引に吸い寄せられる。




《に……。さ……》




　鼓膜ではなく、ノイズのように脳髄そのものに響き渡る、掠かすれた何か。

『白き女王』とは似て非なる存在。

　城しろ山やま恭きよう介すけがここまでの危機感を覚える者は決して多くない。

　だとすれば。

　考えられるのは。

（ヤツを殺した




《にーさま》




　身構える暇もなかった。

　水深二〇〇メートル以上の海の底。そんな座標の数字など何の意味もなかった。

　潜水艦の分厚い外壁が、いきなり外から幼げな手でぶち抜かれた。
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「おっ」

　軋きしんだ音があった。

　定規のようなサングラスで目線を隠す少年Ａ、『戦争虐殺者ウオークリミナル』もまた、殺しの嗅覚でもって異常事態を察したのか。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおアアアアアアアアアアアアアッッッ!!!???」

　直後に、砕け散った。

　ガラスの器を床に落としたような甲高い音と共に、一〇分のリミットなどお構いなしに人工霊場が容赦なく破壊されたのだった。

　ドクッン!!!!!!　と。

　胸のど真ん中に金かな槌づちでも打ち込まれたような衝撃が、恭きよう介すけの魂を苛さいなむ。

「うっ、ぶ……？」

　体をくの字に折り曲げる。

　防護円も、被召物マテリアルも、神秘の全てが搔かき消きえていた。『戦争虐殺者ウオークリミナル』については三本のデビルスティックすら虚こ空くうに失っている。恭きよう介すけだけではない。人工霊場の中で戦っていた全員が同じ痛みを共有していた。

　ただの人間に戻った依より代しろの少女達からも、甲高い悲鳴があった。

（まずっ、い……!!）

　ギリギリギリ、と奥歯を嚙かみ締しめて呼吸を整えながらも、恭きよう介すけは必死に意識を繫つなぎ止とめ、思考を回していた。

　眼前の外壁。そこから伸びた幼げな、柔らかそうな掌てのひら。

　ずっ……と。

　手が、真下へ降りていく。プリンかヨーグルトの壁でもいじくるように、莫ばく大だいな水圧に耐える原子力潜水艦の外殻が直線状に抉えぐり取とられていく。

《にーさま、そこ》

「ッッッ!!!???」

　直後に、超高水圧のウォーターカッターのように白い奔流が壁の傷口から吹き荒れた。今はもう何でも弾いてくれる防護円も存在しない。恭きよう介すけはとっさに真横へ転がり、サメの歯にも似た鋭い鉄片まみれのブレードを回避していく。

　避ければ終わりではない。

　潜水艦の内部を膨大な海水が埋め尽くしていけば、誰も生き残れない。

《待ってにーさま》

　縦に開いた傷口に、もう一本手が差し込まれる。まるで閉じる前の電車やエレベーターの扉を強引にこじ開けるように二本の腕で傷口が広げられていく。針の穴一つでも沈没の危機なのだ。それを。メキメキミシミシという不気味な音と共に、子供一人が直接通り抜けできるほどの大穴が開いてしまう。




『未み踏とう級きゆう』コスト21、音域なし。

『ただ一つの目的を貫徹する色彩なき童女aie・a・oio・ei・ueo・ioa・e・uai・ee』。




　第三の召喚儀礼を終わらせた、第四の召喚儀礼のその象徴。

「くそっ、ボロボロではないか……」

「お兄ちゃ」

　気にするな、とずぶ濡ぬれのオリヴィアが続けようとしたのを、恭きよう介すけは遮るように言葉を重ねていた。

「僕が創った。僕が世界に埋め込んだ。僕がこの手で『白き女王』を殺す、それだけのために!!　どうしてこのどうしようもない世界の救世主であるはずのあなたが、そんな風にコワれてしまうんだ!!」

《……、》

　返事などなかった。

　女王極刑に成功した。実際にできてしまった事で心に強い衝撃を受け、砕けてしまった幼い少女とは、もうまともなコンタクトも通じない。

　たとえるなら、常に威厳を振りかざして理不尽な家族ルールばかり押し付けてきた父親を試しに殴ってみたらわんわん泣き出してしまったところを目撃してしまうようなもの、なのだろうか。それが神、あるいは神以上の絶対的存在だとしたら……？

　見た目は一〇歳程度の少女だろうか。

　長いウェーブの髪は、頭の横に一部猫のような尖とがりをつけていた。同様に、腰の後ろには独立した生き物のようにうねる尻尾もある。ワンピースの水着のような装束と、腰からぐるりと囲むような無数の刃物や銃器でもってドレスのシルエットを作り、背中に一二の分厚い書物の後光にも似た形で輪状に配した超越者。色彩らしい色彩は持たずその滑らかなシルエットはそのまま奥の風景を透かしており、胸の中央ではクリオネのような光が不規則に明滅している。

　持ち得る武装の全てが、『白き女王』の殺害に足る究極の神器だ。人に向けて扱う得物ではない、という前提条件もまた、タガが外れた今となっては虚むなしいものだ。

　ここは水深二〇〇メートル以上のはずだ。

　そして外から『色彩なき童女』はやってきた。

　にも拘かかわらず、その装束はおろか髪の毛先に至るまで、一滴の海水すら付着していなかった。弾いて、飛ばす。ありふれた物理現象による侵害など一切許さない。彼女自身がある種の聖域と化しているかのようだった。

「どうしてこの局面で出てきた……？」

　懊おう悩のうする恭きよう介すけの口から洩もれ出でている言葉は、自らの思考の確認なのか。それとも彼ですら処理しきれない問題が表に飛び出てしまっているのか。

「……何を基準に二つの世界を渡り歩いているんだ、『色彩なき童女』!!」

　理屈があるのか。

『白き女王』の永続召喚と同じように、またぞろどこかの誰かが『色彩なき童女』へ自由を与える大掛かりな仕掛けでも施しているのか。

　それとも、ないのか。

　最大最悪の邪悪を殺して壊れた存在には、もう一切の論理が通用しないのか。

（……ダメだ、諦めるな）

　歯を食いしばって、誘惑に耐える。

　理解を放棄し、自分にとって都合の良いい殻に閉じこもる道から、全力で。

（必ず何かある……。僕が生み出して、僕が埋め込んだ。僕以上に『色彩なき童女』の詳細を知っている人間なんかいないではないか。張本人である僕が解き明かす事を諦めたら、本当に手の施しようがない災厄になってしまう……!!）

　廃はい墟きよに捨てられた人形のように同じ事を呟つぶやいている『色彩なき童女』の真意は、おそらく誰にも分からない。

　揺らした尻尾をゆっくりと立てているという事は、何かしら興味でもあるのか。だが基準となる感情が読めない。

　善悪好悪、何の興味だ？

《にーさま、にーさま》

「チッ!!」

　派手に舌打ちしたのは恭きよう介すけではなく『戦争虐殺者ウオークリミナル』の方だった。

　ロングスカートのシルエットを形作る武装の一つ、単純構造の水中銃が蠢うごめいた。先端にある三又の銛もりがビタリと獲物を見据える。少年Ａは全世界の犯罪集団の頂点、『イリーガル』の首領だが、人工霊場の中にいなければ生身の人間であるのは変わらない。

『色彩なき童女』は、チラリと横目で見る事もなかった。

　愛だったのか憎だったのか。それすらも分からないまま、ひとりでに引き金が動く。

「……ッッッ!!!???」

　爆音が炸さく裂れつした。

　オリヴィアと対たい峙じし、全身汗まみれで痛みに耐えていた文学少女が、どす黒い赤で染め上げられた白鳥の翼で空気を叩たたいた音だ。嚙かみ砕くだかれた内壁の隙間をかい潜くぐるようにして五分刈りの少年Ａへ突撃したのだ。自らの身を挺ていする格好になるが、最新鋭のレプリグラスも形無しだった。何かがひしゃげる音と共に、翼が片方、容赦なく三又の水中銃にぶち抜かれ、ねじ切られていく。空中で分解し、大量のガラスやプラスチックに似た鋭い破片が通路に散らばっていく。

（いいや。わざと間に一枚挟んで、軌道をわずかに逸そらしたか……）

「オリヴィア!!」

　ザアザアと足元を埋めていく大量の海水に足を取られながら、恭きよう介すけは恭きよう介すけで自分の依より代しろの下へと走る。超高精度で被召物マテリアルを操るＦ国王家の依より代しろだが、やはり励起手榴弾インセンスグレネードの恩恵がなければ子猫や雛ひな鳥どりにも似た柔らかい少女でしかない。

　半ば飛び込むような格好でオリヴィアの胴を摑つかみ、そのまま床を転がる。二人して海水まみれになるが、不快感に眉をひそめる余裕もない。ぎぎぎぎちぎちぎち、と壊れた最終兵器が首を回し、小さな顔に垂れた前髪の隙間から覗のぞく眼球でもってこちらを捕捉する。

　良い兆候だ、と恭きよう介すけは考えた。

　わずかに『戦争虐殺者ウオークリミナル』を視界の端で捉えるが、いちいち言葉を交わしているほどの余裕を『色彩なき童女』は与えてくれない。水着が海水を吸っているせいでうっかりしていると滑りそうなオリヴィアの細い胴に腕を回したまま身を起こし、脇目も振らずに手近な水密扉を潜くぐり抜ぬけていく。

　分厚い扉を閉じ、丸いハンドルを回して閉鎖していくと、脇に置かれたオリヴィアが青い顔で叫んでいた。

「あれ何なの!?　どっどどっどうしようお兄ちゃん！」

「ヤツの執着がこちらを向いている間なら安心だ。僕が逃げれば『戦争虐殺者ウオークリミナル』達が瞬殺される事はない訳だが。『イリーガル』達が藪やぶをつつかない限り」

「まず自分が生き残る方法を考えようよっ！　じゃ、じゃああれを引き付けるだけ引き付けてから潜水艦を離れるのね」

「概おおむねは」

「け、けどシステムアトランティスとかいうのは？　この潜水艦にあるコンピュータを壊さないと、白銀資源戦争を勧める戦争賛同動画を止められなくなるんでしょ。クロックアップとかいう人形を作るために、私の生まれたＦ国も東欧枢軸扱いされかねない。あの『未み踏とう級きゆう』の破壊に任せるつもりなの？」

「そもそも乗組員から犠牲を出したくないのに、潜水艦そのものを真っ二つにさせてどうするんだ」

「今から迷路みたいな艦内を捜索する……とかじゃない、よね？」

「それなんだけど」

　言いかけた時だった。

　バタバタバタ、と派手な足音が響いてきた。ここは閉鎖した水密扉の前で、つまり行き止まり。鋼でできた通路の角や階段の辺りから、ショットガンを手にしたクルー達が顔を出す。

　無警告で銃口を向けられた。

　やはり『イリーガル』系の、依より代しろを割り当てられなかった兵隊達か。

　恭きよう介すけはオリヴィアの手を引き、すぐ近くの船室へと飛び込む。それから舌打ちした。二人して頭から海水を被かぶっているので、どこへどう隠れても濡ぬれた足跡が残る。

　銃声がいくつか炸さく裂れつし、ピンボールのように散弾が通路を散々跳ね回った後、今さらのように若い男の声で警告が飛んでくる。

「止まれっ、その部屋から出るな、止まれよちくしょう！」

　明らかにマニュアルが頭から飛んだ、支離滅裂な文言だった。その焦燥と恐怖を受け取り、恭きよう介すけはわずかに目を細める。散々撃たれておいて、甘いかもしれない。それでも彼は腕の中でオリヴィアを抱き抱えたままこう叫び返していた。

「死にたくなければ水密扉に近づくな！　相手は『未み踏とう級きゆう』だぞ、その気になればバターみたいに切り裂ける訳だが!!」

　息を吸う音があった。だが怒りと混乱の叫びは返ってこない。

　ドゴッ!!　バゴォ!!　と。

　立て続けに破壊の大音響があった。恭きよう介すけ達たちが逃げ込んできた、閉鎖された水密扉から、ではない。すでに一度耳にした事のある音色だった。最も分厚い外殻が濡ぬれた紙のように引き裂かれ、内部へウォーターカッターにも似た超高水圧の海水の塊が雪崩なだれ込こんでくる、そんな潜水艦そのものの悲鳴。それがクルー達を直接叩いている。

　もはや迎撃のげの字もない。

　しまいにはぶつぶつと平へい坦たんな声まで聞こえてきた。

『───、……』

『尋常……ざる……、……手を……たまえ』

『……ぐず、尋常ならざる戦を勝利に導く「白き女王」よ、ひっく、脆もろき人の子の魂へ手を差し伸べたまえ……うええ……』

　まさかここに来て、女王の死を知らないなどとは言わせない。どこの誰の手でもたらされたものかについても。

　それでも超越存在にすがるくらいしか、心の安定を保つ手段はなかったのか。

　まるで集団自殺直前の儀式のような、逃げ場のない重圧がのしかかってくる。

「お、お兄ちゃん……」

「……、」

　恭きよう介すけが慎重に通路へ顔を出して観察すると、外壁側の壁がいくつか引き裂かれ、ブレード状の白い奔流が噴き出していた。そしてその近くでは、水の塊に打ちのめされたクルー達が転がっている。

　ひらひら、と小さな手が壁の中からこちらに振られていた。

　その手が引っ込む。

　ヤツは水密扉を破らずに、外殻の大穴から外の海へと抜け出して、新しく風穴を増やしていったのだ。『白き女王』を殺害した『色彩なき童女』からすれば、水圧も酸素も関係ないのか。

　早くも床一面に薄い膜のように広がっていく海水をびしゃびしゃと踏みつけながら、オリヴィアを伴って恭きよう介すけは通路を進む。仰向けに転がるクルー達は胴体を覆うようにセルロースナノファイバーの防弾ジャケットを着込んでいた。植物繊維を利用した鋼の五倍の強度とされる特殊素材だが、その真ん中が超高水圧の放水でべっこりとへこんでいる。

「うう……」

　掠かすれたような呻うめき声があった。

　まだ息がある。だがラッキーなどとは思わない。そもそも最強の中の最強を処刑した『色彩なき童女』を前にして、当たり前の幸運などが通じるはずがない。生身の人間が規格外の『未み踏とう級きゆう』から逃げ切れるはずもない。この結果には理由がある。

『色彩なき童女』はわざと手加減している。

　というより、城しろ山やま恭きよう介すけの流儀に従っている。

「……まさか、僕を助けているつもりなのか。あれで？」

　挨拶するように軽く振ってから死の領域へと引っ込んだ、先ほどの小さな手の動きを思い出す。一方的に自分の愛を押し売りしてくる『白き女王』とはまた異なる、奇妙に壊れた従順さを見せていた。

「お、お兄ちゃん。立ち止まって考える時間はなさそうだよ」

　ずぶ濡ぬれの自分の体をよじって両腕で抱き、雑巾でも絞るようにぎゅうと水着から海水を溢あふれさせながら、オリヴィアは不安げに話しかけてきた。

　こうしている今もざあざあと大量の海水が雪崩なだれ込こみ、放っておけば潜水艦は浮上もできなくなるだろう。バランスの崩れた状態で無理に艦を動かしてもひっくり返るだけだ。巨大な鉄の棺かん桶おけの中で酸欠を待つしかなくなる。これで同じ向きを見て援護射撃をしているつもりなら、やはり味方の背中を撃つ暴走兵器とみなすしかない。

「おい。起きるんだ、おい！」

「ぐう」

「充塡剤とポンプの用意は？　これ以上『色彩なき童女』に外殻を破られたら収拾がつかなくなる訳だが。そうなる前に壁の穴を塞いで入り込んだ海水を外へ捨てるんだ。早く!!」

「……何で、お前なんかに、命令されなくちゃ……」

「あれはこちらで引き付ける。この潜水艦からよそへ逸そらそうではないか。交換条件としては不満かな？」

　クルーからは沈黙があった。

　驚きがあったのか、まだ疑問を捨てられないのか。

「『色彩なき童女』の行動パターンには不明な点も多いけど、とりあえず僕に執着しているはずだ。これ以上船に被害が広がる前に潜水艦を離れたい訳だが。この船は米海軍サンフランシスコ級の払い下げだったね。戦闘艦としての機能が回復しているのは近づく時に見た。海中直接発射式のマスドライバーはどうなんだ？」

「……、」

「サンフランシスコ級は量産型だ、基本的な図面やスペックは分かっているから誤魔化さなくても良い。欲しいのは最大で水深二〇〇〇メートルから直接打ち上げて大気圏の外まで飛ばす巨大なレールガンだ。スーパーキャビテーションを利用すれば抵抗の強い海中内でも音速以上の速度を叩たたき出だせるからね。サンフランシスコ級なら潜水艦上面に垂直発射式のプラットフォームを一六基備えてあるはずだ。『色彩なき童女』の手で船を真っ二つにされてから僕ぼく達たちを追い出そうとしてももう遅いぞ。表向き、書類上は存在しない潜水艦なんて救難信号を出せない。どこかの国が勝手に気づいたとしても、国際問題に巻き込まれるのを恐れて救助隊は動かさない訳だが。いったん鉄の棺かん桶おけになったら、もう生存は絶望的と見た方が良いい。みんなの見ている前で、大人の対応とやらで」

「そっ」

　打つ手なし。

　分かっていても反射的に嚙かみ付つこうとした若いクルーの声に応じるようであった。

　ゴゴンッッッ!!!!!!　と。

　もう一度分厚い外殻を『色彩なき童女』のぷにぷにした柔らかい掌てのひらがぶち抜いてきた。悲鳴を上げるオリヴィアを恭きよう介すけが手元に引き寄せる。すんでのところで巨人の剣のような超高水圧の放水が二本三つ編みの金髪少女の顔面を食いそびれ、壁かべ際ぎわの太い鋼管をごっそり千切り取っていく。

　城しろ山やま恭きよう介すけに対する敵意や反発心。

　これだけで『色彩なき童女』が動くとしたら、やはり最悪だ。引き金がバカになっている。

　青い顔をしたクルーは、へたり込んで体を震わせながら両手を挙げていた。

「分かった、分かった！　アンタ達たちの言う事に従う。あの化け物を早くよそへやってくれ!!」

「マスドライバー」

「持ち主のトイドリーム社から提供された図面はあてにならん！　俺おれ達たちが自分の足で摑つかんだ情報だけだぞ。復旧しているのは一六基の内、半分の八基だけだ。とにかくスペースを使うから、全部が全部復旧させたら新しく機材を置く空間がなくなっちまうらしい!!」

　あっ、とオリヴィアが素っ頓狂な声を上げた。

「そうだよお兄ちゃん、システムアトランティスはこの潜水艦にあるんでしょ。どうするの？」

「……、」

　話すっ!!　とすっかり裏返った声が飛んできた。

「この潜水艦にはシステムアトランティスはない。ここもまた、ただの中継施設なんだ」

「えっ？」

「光ファイバーで繫つないだアンテナブイを遠く離れた海上に上げているだけだ。そこから軌道上とコンタクトを取っている。システムアトランティスは大気圏外、宇宙ステーションの中だ!!」

　オリヴィアは驚いた顔をしていたが、恭きよう介すけは違和感を消化した程度の感想しかなかった。この潜水艦を守るはずの『戦争虐殺者ウオークリミナル』が、船の内壁の破壊については全く配慮をしていなかったからだ。絶対に壊してはならない機材を抱えているとしたら、こんな対応にはならない。船が水浸しになった時も、酸素の有無より機材の故障を気にするはずだ。

「豪華客船、深海ときて……次は宇宙がくるのお……？？？」

「直接ミッシングプリンセス号のアンテナ塔から衛星電波をやり取りしなかった理由は……ああ、そういう事か」

「宇宙空間は地上の誰にも手出しできないように見えて、実際にゃあさほどアドバンテージはない。ミサイルサイロからの弾道ミサイル一発で撃ち落とせるし、今はもう民間会社だって宇宙進出を始めている時代だからな。だからまず宇宙ステーション……トイドリームop-01にシステムアトランティスを隠した上で、地表の衛星通信施設も潜水艦の形に整える事で地球儀から消えた。宇宙と海底。これなら検索エンジンの衛星地図でも見つけられない。二重のカムフラだったのさ」

「ならちょうど良いい。海中直接発射式のマスドライバーで潜水艦を離れつつ、そのままトイドリームop-01とやらを目指そうではないか」

「おいっ」

「まだルールに従うのかな？　みんなで一緒に鉄の棺かん桶おけに入りたいなら止めはしないけど」

　方針は決まった。

　恭きよう介すけがびしょ濡ぬれの床に落ちていたショットガンを手に取ると、若いクルーの肩がびくりと動いた。しかし恭きよう介すけはそのまま全てのショットシェルを抜き取ってから、空っぽになった銃をクルーの胸板へ押し付ける。

　恭きよう介すけが片目を瞑つぶって両手を挙げたのを見て、オリヴィアも真似まねするようにバンザイした。

「花を持たせてあげよう」

「……、」

「予備の弾を込めたりサイドアームの拳銃に持ち替えたりするのはそちらの自由だが、壊れてしまった『色彩なき童女』の動きは僕にも予測がつかない訳だが。海水の恐怖については先ほど学んだな。下手に刺激して取り返しのつかない事態に発展した場合、一〇〇人以上の乗組員の運命についてはあなたが責任を持つべきだ」

　そんなこんなで。

　ホールドアップしたまま堂々と艦内を歩いていく恭きよう介すけとオリヴィアを発見し、分厚いゴムのマットや鉄骨など充塡剤を抱えて走る乗組員達が怪け訝げんな目をしながらすれ違っていった。言わずもがな、若いクルーが後ろから散弾銃を突き付けているので、捕まって連行されているように見えるのだ。

「ううー」

「オリヴィア、手は下ろさない。さっきからお尻の辺りもぞもぞしているけど何やってるの？」

「きもちわるいよう。水に濡ぬれて冷え切った日本のすくーる水着を着た事がないお兄ちゃんにこの悩みは分からないよ。はっ、張りつくー……」

　そんな条件を提示されたら多分一生痛みを分かち合う機会はなさそうだと恭きよう介すけは諦めた。

　海中直接発射式マスドライバー。元々は戦略兵器である原子力潜水艦の要となる部分だったのだろうが、今は通信艦に改修されている関係で、こちらの重要度も落ちているようだ。とりあえず装備は残してあるが、使う機会がない。おかげで垂直電磁気力管の装塡室にもろくに警備担当要員はいない。

　誰もいない鋼鉄の部屋に入ると、恭きよう介すけは挙げていた手を下ろし、

「サンフランシスコ級なら多目的プラットフォームだ。つまり撃ち出すものは通常爆薬やＡＢＣ兵器だけとは限らない訳だが。補給物資を積んだコンテナや兵員そのものを撃ち出す形でも運用されてきたはず。僕ぼく達たちがそのまま乗り込んでも問題ない」

「はー。タオルか何かない？　もうっ、こう、とにかくカラダ拭きたいっ！」

　布切れは見つかるのだが、どれもこれも機械油まみれだ。

　一方、ここまで案内させられたクルーはオドオドした調子で、

「……乗り込むのは勝手だが、どうやって撃ち出すんだ。まさか俺一人でガッチガチ警備の戦闘指揮所を制圧しろなんて言うんじゃねえだろうな」

「そこまで求めていないさ。多目的プラットフォームと言ったではないか。平和利用に使っているというお題目の下、サンフランシスコ級はかなり引き金が軽くできている。戦争映画にあるような、一回限りの発射コードを読み上げて鍵を二つ同時に回す必要なんかないんだよ」

「マジかよ……」

「自分がどこで働いているか理解は追い着いたかな。こいつが軍縮条約を盾に早期退役を迫られた本当の理由だよ。壁にあるガラスケースから耐爆のブリーフケースを持ってきてくれ。千切れた配線を繫つないでシステムを回復させるための復旧キットだが」

「おいおい、次はどんな魔法を使うんだ」

「配線を繫つないでから特殊な手順を踏むと艦内の全システムをリセットできる。ブリーフケースの点検用ラップトップからの操作一つで、戦闘指揮所の許可を迂う回かいしてマスドライバーを撃ち出せるようになる訳だが」

　ぱちぱちと若いクルーは両目を瞬まばたきさせていた。

　言われた事の意味を理解するのに、しばしの時間がかかったようだ。

「せ、戦略兵器を軌道に乗せるための多目的プラットフォームなんだよな、これ……？」

「ロシア側が激怒した理由が分かったかな。それでは行動開始だ」




　　　　７




　ゴッッッ!!!!!!　と。

　潜水艦上面に並ぶ垂直電磁気力管の一つから、巨大な投げ槍が飛び出した。




　　　　８




　どうしようもない重圧が二人へ襲いかかった。

　海の中から発射されようが、全長一〇メートルの鉄塊はさしたる抵抗もなく音速をはるかに越える勢いで海面を目指す。一般に水と空気では抵抗力がまるで違うが、スーパーキャビテーションなど一部の特殊な条件を利用すれば、水中でも抵抗を軽減しての超高速移動が実現する。

　海面を突き破ると弾体先端のスーパーキャビテーション用カップが分離し、空気抵抗用に装よそおいを変えた弾体がそのままの勢いで白い雲をぶち抜いていく。

　そう、通常のロケットと違って下から順に使用済みのブースターを切り離していく訳ではない。マスドライバーの場合は最初に打ち出した初速が全て、追加の加速はないからだ。その代わりに海中、低空、超高空と流体の状況に合わせて先端に装着した複数のカップを取り外して交換していく事で摩擦のロスを最少に抑えるようにできているのだ。

　これを兵器として扱う場合は、各種の爆薬やＡＢＣ兵器などのカートリッジを詰め込む他、いくらでも使える海水を注入して重さを稼いだ上で弾道飛行させたのち、目標座標へ落として隕いん石せきや小惑星同様の安価な大質量兵器として運用する事も想定されていたらしい。

「んいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ!!」

「オリヴィア、我慢だ。目的地まで五分もない訳だが」

　しかし、だ。

　めぢめぢめぢめぢっっっ!!　と軋きしんだ音が鼓膜に響いた。

　分厚いエアロックの隙間の部分から、何かが生えていた。それは酸化した血の色で染め上げられた白鳥の羽根だった。オリヴィアの小さな体を抱いたまま舌打ちする恭きよう介すけの目の前で、どす黒い色彩が真下に落ちる。硬質な輝きに次々とデッドボルトが切り裂かれていき、そして分厚い扉そのものが虚こ空くうへと投げ飛ばされた。

　待っていたのは当然、

「『戦争虐殺者ウオークリミナル』……!!」

「あァそぼォぜェェェ!!　恭きよう介すけちゃんよォォあォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!!!!!」

　一体どうやって追い着いたのか。

　白鳥をベースにしたどす黒い赤の翼を片方毟むしり取とられた文学少女によって、残った翼で全身をくるまれた少年Ａが吼ほえていた。もちろん地球脱出速度下の弾体にただ張り付いているだけなら空気摩擦で全身を焼き尽くされてしまう。レプリグラスでできた翼を細かく動かし、流体の動きを完全にコントロールして『逃がして』いるのだろう。それでもじりじりと髪を焼くような嫌な匂いが鼻につく。

　一方の恭きよう介すけ達たちも自じ分ぶん達たちを保護する分厚いエアロックを投げ捨てられたせいで絶体絶命だ。今のままでも摩擦で焼かれてしまうし、電離層より高い熱圏まで突入すればいわずもがな。仮にそこを抜けたとしても、待っているのは真空の宇宙だ。

　このままでは未来はない。

　閉塞した状況を打開するために必要な鍵は。

「……、」

　ゴンッ、という鈍い音が響いた。

　恭きよう介すけの手から、ピンを抜いた励起手榴弾インセンスグレネードが落ちた音だった。人工霊場さえ展開すれば召しよう喚かん師しは防護円が、依より代しろは被召物マテリアルの強きよう靭じんな肉体があらゆる死を遠ざけてくれる。

　それに『色彩なき童女』の横よこ槍やりのせいで、先ほどは決着がつかなかった。

　恭きよう介すけは凄すさまじい重圧の中で背中からブラッドサインを抜き取り、そして静かに言った。




「いい加減にケリをつけようではないか、クソ野郎」




　ゴォアアアアッッッ!!!!!!　と。

　直後に莫ばく大だいな摩擦によって、視界の全てがオレンジ色に輝いた。














行間　二









「おっ」

　トイドリーム35の高級マンションで愛あい歌かの背中がぐっと下へ落ちた。ソファ代わりにしている五メートルの猛獣、ホワイトライガーがまだピンポン鳴る前からドアの向こうの来客の気配を察知して耳を伏せ、脅おびえて一回り以上体を小さくしたのだ。こうなると相手は大体予測できる。時間的にはお昼のタイミングだが、ネット通販の段ボールがやってくるにはまだ早い。

「たっだいまー第二の我が家よ」

「……出たな妖怪株価ＢＢＡなのです……」

「ひいきにしているお店から杏あん仁にん豆どう腐ふ持ってきたんだけど、一人で全部食べちゃって良い？」

　わーい、と両手を挙げて態度を一変させる愛あい歌か。

　改造チャイナドレスの美女、緑リユウ娘ニヤン藍ランは勝手知ったる顔でリビングを横断し、キッチンスペースに向かう。この女、特に恋人でもないのに台所に何が置いてあるかについては自分でご飯を作れない愛あい歌かよりもよっぽど詳しかったりする。

「はやくっ、はやくっ」

「こらこら、空すきっ腹ぱらにデザートだけ入れても美味おいしくいただけるものですか。こういうのは食後に出すのが至高なのよ。冷凍庫の中にご飯のストックを保存していたわよね。こいつをレンジで戻して……お昼はテキトーに炒チヤー飯ハンで良いいわよね？　スープとかあんかけとかは洗い物がめんどいし」

「……やった、かにチャーハンなのですっ」

「そんな贅ぜい沢たくなもの冷蔵庫に入ってない。あなたパチモンのカマボコ使うと怒るでしょ。そうね……でも海鮮で、エビカニ系だと……おっとコンビニのおつまみサクラエビを発見、まさかこれ夜食用なの？　とにかくこいつをメインに使うか。後は小ネギとタマネギと、ニンジンに、シイタケ、溶き卵もあれば十分かしら」

「野菜多くないですか。ネギ系二つ被ってるし……」

「こんなのでも火を通したエビの殻からは色々滲にじみ出でるの。こいつの自己主張がデカ過ぎるから、全体の味や食感を調えるにはこれくらい必要よ」

　そして改造チャイナドレスの上からエプロンを着けた緑リユウ娘ニヤン藍ランは、一度料理を始めてしまえば早くて正確だ。余計なアドリブなどは加えず適温適量、時と計けい仕じ掛かけの人形のような精密動作で火に掛けた中華鍋をガシャガシャ振っている。

　……両手を塞いだまま猛獣に背中を見せ、食欲を刺激する良いい匂いを漂わせるエプロン追加装備の緑リユウ娘ニヤン藍ランだが、全長五メートルのホワイトライガーはますます体を小さくするばかりだ。改造チャイナドレスの美女は鼻歌混じりでお昼ご飯を作っているだけなのだが、獣の本能は知っている。実は油断していない、ではない。油断していても普通にヤバい。多分あの状態でも後ろからじゃれつこうものならカカトで顎をヤラれる。競走馬の後ろ脚よりハードな一撃で、だ。

　本人自身はいたってリラックスしたまま、お盆を持って緑リユウ娘ニヤン藍ランはリビングへ戻ってきた。出来上がった炒チヤー飯ハンはしっかりドーム状に盛り付けてあり、てっぺんにメインのサクラエビが乗っかっている。ついでにジャスミンティーとデザート枠の杏あん仁にん豆どう腐ふサマまでついてきた。改造チャイナドレスの美女は片手の五本指の腹でお盆の底を支え、細い腰を折るようにしてダイニングのテーブルへ料理の皿を並べていく。一つ一つの挙措に華があった。その蠱こ惑わくでもって隙を作る、暗殺者としての習性が骨の髄まで浸透しているのだ。

「お待たせさん」

「……ん？　ちょっとガーリックさんの香りがしてませんか、これ」

「最初っから味付けされてるコンビニ売りのおつまみサクラエビを使ったからでしょ。元はと言えばあなたが買ってきて、真夜中にネットしながら胃袋に詰め込んでいたものの余りよ？　これくらいなら、ほら、濃い目に淹いれたジャスミンティーで中和できるし」

「……そういう話なら。それよりお金の話はどうなったのです……」

「実はあなたの方が興味持ってない？」

　後ろに手を回してエプロンの紐ひもを解く改造チャイナドレスの美女は呆あきれたように息を吐いて、

「私はもう考えを改めました。古い経済基盤を守ろうとしても指の間からこぼれていく一方で、どうにもならないわ。時代は戦争特需！　お姉さんは白銀資源戦争に焦点を合わせて商売を始めます。目指せパサッパサの乾パンと同じ体積の純金が取引されるおめめぐるぐる世界ッ!!」

「……お兄ちゃんが関わっているあの案件で？　予測可能な範囲に収まると……？」

　そこらの料理番組と違って、愛あい歌かは人様が作った炒チヤー飯ハンを口に含んでもいちいち長々とした講釈を垂れたりはしない。

　しかしどれだけ上辺の態度が素っ気なかろうが、椅子に座ったシマシマビキニのれんげの動きが止まらなくなってしまえば、緑リユウ娘ニヤン藍ランとしては勝利を確信できるものだ。

「んふーふー☆」

「……何ですか藪やぶから棒に。テーブル下で足の指使って人の太ふと股ももむにむにしないでくださいよ……」

「あらあら、あなたは恭きよう介すけちゃんと違って防御が薄いわねえ」

　緑リユウ娘ニヤン藍ランはぼんやりした少女のシマシマビキニの腰の横にある蝶ちよう結むすびが解けるか解けないか、くらいの位置でくいくいと微調整を繰り返しながら、

「でもって、その恭きよう介すけちゃんが一枚嚙かんだ時点で何がどうなろうが戦争は不発で終わるでしょ。最初から破裂する事が分かっているバブルなら、それはそれで利用価値があるわ。弾はじけ飛とぶ寸前までの間に危機感を煽あおって煽あおって煽あおって煽あおりまくって売って売って売って売りまくる」

[image: ]

　ハレー彗すい星せいの尾が地球の酸素を丸ごと奪っていく、というデマが横行した時代はどこにでもある『空気』に莫ばく大だいな値札がついて、自転車のゴムチューブさえ飛ぶように売れたらしい。この馬鹿騒ぎから地球人口が正気に戻るまでに、何枚の契約書にサインさせられるか。緑リユウ娘ニヤン藍ランはそういう話をしているのだ。今なら世界の果てにある誰も見向きもしない荒れ地を最後の避難所と呼んで言い値で売り飛ばせる。全部終わって平和な時代になってから乾パン詰めた段ボールの山に部屋を圧迫されて途方に暮れたり、全く意味のないコールドスリープ施設の工事が始まったり、という何とも間抜けな状況に陥りそうだが、それは彼女の知った事ではない。

　この手の煽あおりビジネスについては深夜アニメ後の通販番組で散々耐性をつけてきたのか、シマシマビキニの愛あい歌かは呆あきれたように息を吐いて、

「……白銀資源戦争を後押しする動画を作っている船の周辺で『イリーガル』の影がちらついているとの情報もあるのですが。不発で終わる前提で良いいんですか、そっちは……」

「セクションが違うもの」

　もりもり食べているのにお上品さが崩れない、そんな反則技の塊みたいな改造チャイナドレスの美女は気楽なものだった。

「そもそも『イリーガル』はギャング、義ぎ俠きよう、カルテル、会党、マフィア、秘密結社、果てはサタニストや魔女のカヴンまで、ありとあらゆる反既得権益の集合体よ。利害による横の繫つながりはあっても、ピラミッドのような縦の繫つながりなんて誰も求めちゃいない。近代法よりも古来からの鉄の掟おきてや血の結束を重んじる勢力ではあるけれど、それだってあくまでも団子状でまとまった『同胞』の中でしか通じないものだわ」

「つまり？」

「現場に『イリーガル』の誰がいようが、プラスの顔見知りでない限りは私の知った事じゃないわ。たとえ今のトップが倒れても、『イリーガル』って大きな枠組みそのものが消えてなくなる訳でもないし。その程度で全部瓦が解かいしちゃうなら、あれだけ一掃計画に熱心な『ガバメント』を相手取って長年宿敵なんて続けてられないでしょ。どこの個人や組織が潰れようが関係ないの。蜂の巣みたいにさ、ダメになった小部屋だけ塞いでおしまいよ。それ以上の勢いで、次から次へと卵が孵かえってくれれば問題ない。……ちなみに、『イリーガル』の中に女王蜂はいないわよ？　いつの時代だって、大きな正義から理不尽に弾はじかれた小市民が巨悪として花開くのだからね」

　くすくすと緑リユウ娘ニヤン藍ランは妖しく笑っていた。

　そう、今となっては『イリーガル』の精鋭である改造チャイナドレスの美女も、かつては『ガバメント』の頂点と一番近しい距離にいた依より代しろなのだ。

　しかし、逃げ込んだ先へ特段の恩を感じている訳でもない。

　悪女はあくまで悪女。

　快く出迎えてくれた『イリーガル』から望まれた役目を、存分に彼女は振る舞う。

「むしろ今代のトップ……『戦争虐殺者ウオークリミナル』だっけ。あいつは私の肌には合わないわね。とっとと恭きよう介すけちゃんが闇討ちしてくれれば枕を高ぁーくして眠れるんだけど、いまいち最後の詰めが甘いみたいだからなあ。いいや、目眩ましであってもあの行為は許せなかった、って方が正しいのかしら」

「……めんどくさいのですね、そっちも……」

「両方経験した身から言わせてもらえば、『ガバメント』とおんなじくらいにはね」

　ポン、という軽い電子音が鳴ったのはその時だった。

　リビングのテーブルの上に置いてあるキャラもののスマホからだった。

「あら。こんなタイミングでネット？　食事中にお行儀悪いわね」

「……人様のビキニの紐ひもに足の指でちょっかい出してる女が何を言っているのです……」

「戦争直前で報道関係からＳＮＳまでみんなやかましいし、暇ひま人じん達たちは学校でも会社でも例の戦争賛同動画ブルーフィルムに首ったけでしょ。トラフィックは過密気味なんだから通販の決済とか動画ダウンロードとかは危ないんじゃない？　途切れ途切れじゃ困るでしょ」

「……ひきこもりからこれを取ったら何が残るというのですか。大丈夫、パケットに小細工を弄しているので怪獣が海からやってきたってこの通信が弾はじかれる事はありません……」

「ははあ、警察消防関係のスクランブル枠を割り当てているのか。やっぱり『ガバメント』ね」

　シマシマビキニの少女は炒チヤー飯ハンをすくうためのれんげを口に咥くわえたまま、キャラもののスマホを手に取って指先で操る。

　やってきたのはトイドリーム童話のキャラクターを自由自在にちりばめる事のできる、特殊なアソートメッセージだ。

　ただし機能の九割九分を無視した、一切の装飾がない簡素な文面でこうあった。




『どなたかは存じ上げないが、少なくとも一族の者ではないようだ。他にこのアドレスを知っているとなると上級の保守点検スタッフか。

　容疑者は限られている。

　現在、退職者を含めてリストの上から順に潰している最中だ。

　あなたが自ら名乗り出るまでの時間で、情状酌量の裁量を決める。こちらが先に見つけ出した場合は、当然ながら一切ないのであしからず。

　グアンタナモの収容所は過去に一度だけ取材に出かけた事はあるが、とても童話に使える素材ではなかったよ。


マイケルアンゼ＝トイドリーム』






　水着の少女はそっと息を吐いた。

　先に送ったアソートメッセージの返信だ。別に匿名ではなく、アイカ＝トイドリームという署名も残しておいたはずなのだが、やはり、それでも分からなかったらしい。

　世界で一番幸せな少女のキャラクターイラストを添えても。

　彼自身がたっぷりと愛情を注いでデザインしたであろうその一枚を目の当たりにしても。

　元から分かっている事でもあった。

　普段、深夜アニメやテレビゲームの感想を掲示板やＳＮＳに書き込んでも反応は一切ない。一定以上アワードを稼いだ召しよう喚かん師しや依より代しろは直接視界に収まらない限り、一般人の認識から消えてしまうのだ。よってネット越しの活動は基本的に『取るに足らない誰か』という扱いで捨て置かれてしまう。

　誰もが参加できる掲示板ならそれでも問題ないだろうが、無菌室のように部外者を排除したホームネットワーク内でそんな『誰か』が顔を出せば、当然不審がるだろう。

　無反応ではいられない。

　今は、それで良いい。

　愛あい歌かはわずかに目を細め、咥くわえていたれんげの先をぴこぴこと振りながら、やがて返信に返信を返していく。

『私が誰かについてはすでに明記していますが、あなたには分からないでしょうね。そして今は関係ありません。

　あなたはやり過ぎた。

　今すぐ白銀資源戦争から手を引きなさい。

　これはもう情状酌量が通じるような段階ではありません』

　どうせこんなアソートメッセージをいくら連投したところで相手は取り合わないだろう。冷たいルールによって七〇億人の記憶から消失した少女に、ポッと出の奇跡など起こらない。愛あい歌かもそこには期待していない。今のは単なる撒まき餌えだ。相手が喰くらいついてくるまで何通でもメールを送り付けるつもりだったが、迅速に反応が出た。

　ポンポンポン、と柔らかい電子音がいくつも鳴り響く。

（……上級の保守点検スタッフ、となると）

「ヒエログリフ、ですか」

「んえっ？　セキュリティの話？？？」

　今のは水みず際ぎわで防いでいる逆探知攻撃の警告ポップアップだ。愛あい歌かはコンピュータ任せでざっと攻撃手段を解析し、その特徴から相手を割り出した訳である。

　トイドリーム一族のホームネットワークと言っても、家庭の話はある意味で米国本社のメインフレームよりも重要なアイデアやビジネスの坩る堝つぼだ。当然、普通のプロバイダ契約や自分で立てたプロキシサーバ程度の話では済まない。絶対に専門の情報管理企業が最優先で保守している。

　同社は独自の暗号構築技術で有名な情報企業。強度自体は下手すれば一国の大統領の公用モバイル以上かもしれないが、愛あい歌かは愛あい歌かでいくつかの裏技を持っている。

　一つ目はトイドリーム直系という肩書き。

　そして二つ目は単一国家の枠組みを超えた世界の警察『ガバメント』としての権限である。

（ヒエログリフは政府行政や法人契約専門の高度情報セキュリティ警備企業なのです。あったあった、『ガバメント』の下部組織として登録済み。さ・て。レポートはテキスト抽出終わりましたし、ちょちょいのちょいと）

　このヒエログリフを叩たたけばトイドリーム一族のホームネットワークを丸裸にできるが、愛あい歌か自身は映画に出てくるような凄すご腕うでのハッカーではない。そして高度情報セキュリティ警備企業のファイアウォールを突破するのに、わざわざそんな事をする必要もない。

　今度は数千数万のアドレスが詰まったノートサイズのタブレット端末を手に取る。

　先ほどとは別口へ、事務的なメールを一通送りつけてやれば良い。

『正規アワード８７０、「専守防衛HIKIKOMORI」より要請。

　重要度最大。

　仲介人としての秘匿作戦行動リストを含むローカルネットワークが情報攻撃にさらされています。水みず際ぎわで阻止していますが、高い専門技術を持つ集団からの攻撃なのでいつまで保つか確約はできません。

　最悪の場合、多くの召しよう喚かん師しや依より代しろ、そして依頼人の……つまり「ガバメント」を支える皆様の本名や住所など危険な情報が流出するリスクがあります。どの作戦を誰が命じ誰が行動したかが外に洩もれれば、遺恨による報復行動の選択肢も浮上するでしょう。

　至急対策を。

　想定目標は高度情報セキュリティ警備企業・ヒエログリフ。これは同じ「ガバメント」内からの組織的な攻撃となりますが、一大勢力の内部闘争や「イリーガル」など他勢力と裏で繫つながっていた可能性にも留意を。

　想定目標を算出した根拠については、添付のレポートを参考にしてください』

「……よし」

　ヒエログリフから一方的に攻撃を受けている事自体は本物だ。テキストデータとして抽出したレポートの英数字を専門家が読めばジャッジは下る。後は『ガバメント』の精鋭が徹底的なサイバー攻撃でヒエログリフを丸裸にしてくれる。

　ヒエログリフ自体も米系の行政や企業を守る一流だが、所詮『ガバメント』全体では下部組織。本気の精鋭が重い腰を上げれば、結果など火を見るより明らかだった。

　頼んで四分で連絡が来た。

『制圧完了。対象企業内イントラネット全域の管理者権限マスターキーを差し上げます。盗まれたデータがないかどうか、指定の方法にて検索確認作業を行ってください。人名その他の文字情報を打ち込んでも入力データはどこにも保存されませんのでご心配なく』

　ひとまずこれで第一段階は突破。

　アメリカの思惑や『イリーガル』の暗躍などどうでも良いい。結果として、中心に立つトイドリーム会長はどのように歪ゆがみ、白銀資源戦争を後押ししてしまったのか。

　その片へん鱗りんは、ホームネットワークの中で少女を待っている。

「それでは第二段階、おっ始めますか……」
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　潜水艦の垂直電磁気力管から解き放たれたマスドライバー弾体は、ついに灼しやく熱ねつに焼ける大気圏を飛び越えていた。

　漆黒の世界に、遮るもののない満天の星。

　そして眼下に広がるのは、地べたで暮らしているだけでは絶対お目にかかる事のない青い色彩。大空が足元に見えるという異常事態だが、恭きよう介すけも少年Ａも気にしている余裕はない。

　ブラッドサインが閃ひらめき、鋭く打ち出された『白しろ棘とげ』が真っ赤な『花弁』をいくつも叩たたいて吹き飛ばした。

　そう。

　彼らはこの真空中、全長一〇メートル以上の円筒の側面に張り付いて、こんな中でも召喚儀礼の死闘を演じていたのだ。

　定規のようなサングラスで目線を隠した首領は、もはや爆笑し過ぎて呼吸困難に陥りかけているようにも見えた。

「いっひっは!!　やっぱ怖えな、人間ってのは普通に怖えッ!!　こっちは奇襲仕掛けてる側なんだぜ、構わずついてくるかよ恭きよう介すけちゃんよお!!」

「……、」

　ところで、恭きよう介すけは扉が破られた際、弾体の床に励起手榴弾インセンスグレネードを落としていた。つまり人工霊場の基準面は内部の床であって、外部の側面ではなかった。

　ではどういう事か。

　いわずもがな、古い足場が壊れない限り、新しい足場は設定されない。度重なる激闘で弾道軌道を突き進む弾体そのものが端からボロボロと崩れ始めているのだ。

　互いの被召物マテリアルはすでに『神しん格かく級きゆう』を飛び越え、『未み踏とう級きゆう』の域に到達していた。




　オリヴィアは『未み踏とう級きゆう』コスト17、音域高音。

『「七色」で埋め尽くす液化の捕食者hb・e・wuz・vc・a・weq・ei・lvz』。

　ＣＤの表面のように輝く半透明の液体でもって、ギリシア彫刻のように完全なバランスを保った美女が屹きつ立りつしていた。長いポニーテールを左右に振っているように見せて、実際には頭の先から足の指までその全てが消化液でできた捕食者だ。




　真っ赤な堕天使は『未み踏とう級きゆう』コスト18、音域低音。

『星の海を泳ぐ奇怪なる「鈍色」の軟体en・a・hf・ei・ja・o・cd・a・to・jok』。

　見た目こそあられもない裸身の少女だが、腰から下はくすんだ鉛のような輝きを持つ巨大なタコの脚で埋め尽くされていた。伸ばし、締め付け、圧あつ搾さくし、体内へ取り込む。吸盤のついた無数の脚の全てが獲物の自由を奪い、そして少女の中心でもって必殺の咀そ嚼しやくを見舞う。




　……一見すればコストでも三みつ巴どもえの音域でも『戦争虐殺者ウオークリミナル』の方が有利。しかし実際、もっと深く戦況を眺めてみれば一変する。五分刈りの少年Ａは罪や裏切りと深く結びついた被召物マテリアルを好んで取り扱ってきた。城しろ山やま恭きよう介すけは『イリーガル』頂点の纏まとっていた余裕や遊びを剝ぎ取ったのだ。

　ゴッッッ!!!!!!　と、二柱の『未み踏とう級きゆう』が太い円筒の側面で激突を繰り返す。

　半透明の粘液でできた美女が腕を前に伸ばし、自らの体積を犠牲にしながら超高水圧のビームを解き放つ。軟体少女は無数の脚をくねらせて人間ではありえない軌道を描いてこれを回避し、クロスカウンターを見舞うが、すでにそこに粘液の美女はいない。全体積をビームのように解き放ち、射出先で渦を巻いて再び女性のシルエットが屹きつ立りつしていた。さながらワイヤーショットにも似た移動手段でもあるのだ。

　ブラッドサインの先端に『白しろ棘とげ』を番つがえて戦場を見据えながらも、恭きよう介すけは自覚していた。

　足場が悪い。

　そもそも時間をかけ過ぎた。

　バガッ!!　と、空振りしたタコの脚がマスドライバーの弾体を大きく抉えぐり、無数の亀裂を走らせた。質量の大部分が燃料というロケットと比べると撃ちっ放しのマスドライバーは頑丈な方だが、それでも限度は存在する。あっという間に円筒がバラバラに砕け散り、基準となる足場が失われていく。

　人工霊場に支配されていると分かりにくいが、ここは無重力の宇宙空間だ。

　地面や空気がないので摩擦がない。よってブレーキが利きかない。無数の破片は勢いを殺さず、そのまま散弾銃にも似た勢いでばら撒まかれた。破片の一つへサーフボードのように足を乗せ、新たな人工霊場を展開させていた恭きよう介すけだったが、

《どっどどどどうするのお兄ちゃん宇宙の果てまで飛ばされちゃったら帰れなくなるよそもそも防護円は一〇分間しか保たないよ!!》

「問題ない」

　眉一つ動かさずに恭きよう介すけが呟つぶやいた途端、それが見えた。

　巨大な柱を軸に据え、そこから垂直にいくつもの支柱が伸びた特殊な構造体。さらに支柱にも垂直に刺さった薄いパネルが複数並んでいた。太陽光発電パネルだ。全体を見ればアルファベットのＨに近いシルエットだが、いくつもの枝葉が繫つながって直角に直角を重ね、大小の四角い枠がいくつも重なって見えるその構造体は、さながら釣堀のようでもあった。

　いわずもがな。

　元々恭きよう介すけ達たちが目指していた、宇宙ステーション・トイドリームop-01だ。

《ぶつかるよお兄ちゃんッ!?》

「それで正解だが」

　その時、恭きよう介すけや少年Ａが身を委ねていたのはマッハいくつの世界か。




　直後に無数の散弾が宇宙ステーションに突っ込んだ。

　いくつもの太陽光発電パネルが砕け散り、恭きよう介すけ達たちはステーションの主柱を突き破る。




　防護円はこういう時でも優れた結果を残してくれる。

　ステーションの外壁を突き破って中まで潜り込み、内部の床を次の基準面に指定した恭きよう介すけには、傷らしい傷は一つもない。

　そしてここが限界だった。

　一〇分間。リミット超過。

　光の粒子が弾はじけ飛とぶような光景と共に、人工霊場も防護円も粉々に吹き散らされていく。『壁でも天井でも、常に戦いを仕掛けた側の召しよう喚かん師しが足を着けた面が足場となる』という条件も消失し、恭きよう介すけの前髪がぶわりと上がる。無重力、という得体のしれない感覚がその場の全員の体を包み込んでいた。

　被召物マテリアルから元の小さな少女に戻ったオリヴィアはその場でくるくる回りながら、

「あわ、あわ、あわ、あわ!!　くっ、空気！　酸素があーっ!!」

「オリヴィア、そのチューブの先についたカップは飛行士のための無重力トイレだよ」

「えっ、これトイレなの？　うう……ダメだよ安心するとぶり返すー……」

「？」

　すんでのところでお姫様のファーストキスを死守しつつ、恭きよう介すけは自じ分ぶん達たちが突き破った大穴へ目をやった。必須酸素を含む人工空気で加圧した宇宙船やステーションの外壁が破られると、映画でお馴な染じみの巨大な掃除機で吸われるようなあの現象が起きるはずだが、実際にはそうならない。分厚い透明なビニールに似た何かが穴を塞いでいた。内壁の壁紙はすぐに剝がれるようにできていて、『映画のようなバキューム現象』が起きた場合には、排水溝を塞ぐ大量の落ち葉と同じ仕組みで自動的に応急手当するセーフティが用意されていたのだ。

（この辺はどこも一緒か。宇宙開発には無駄な装飾を加える余裕がないから、どこの国が造っても似たような船や施設になりがちだって話だったけど……。この分だと、図面はなくても探索に苦労はしなさそうだね）

　元々一〇分間しか猶予はなかったのだ。

　目的地である宇宙ステーション・トイドリームop-01への、ホールインワン。それもできるだけ戦闘を引き延ばし、ここへ到着するまでの間に決着をつけないように。他に、恭きよう介すけ・オリヴィアペアだけでなく『戦争虐殺者ウオークリミナル』側の命も見捨てない方法は思い当たらなかった。

「さて」

「っ!?」

　煽あおっているのは扇情か羞恥か。燕尾服のようなベストをつけた真っ白なバニースーツに、片方だけのどす黒い赤で染め上げられた硬質な白鳥の翼。格好に反して文学少女のように存在感のない依より代しろが、ステーションの床にへたり込んだまま、それでもぎゅっと召しよう喚かん師しの頭を意外と大きな胸の辺りで抱え込んで恭きよう介すけ達たちを睨にらみつけていた。

　そう。

　定規のような横一直線のサングラスを掛ける少年Ａは、依より代しろの腕の中で気を失っていたのだ。

「……無理もない。防護円に守られながら召喚儀礼で戦い始めるまで、あなた達は生身のままあれだけの水圧や空気摩擦にさらされ続けてきたではないか。その翼で身に降りかかる流体をできるだけ逸そらしてはいたようだけど、軽減はできてもゼロにはできないだろう。正直、生きているのが不思議なくらいだ。早く手当をしないと」

「さわら、ないでっ!!」

　一層強く召しよう喚かん師しの頭を抱き締めながら、ウェーブがかった赤みの強い栗くり色いろの髪を二つ縛りにした大人しそうな少女は必死に首を横へ振った。

　無重力の中でそれだけ派手な動きをしてもウサギの耳が外れないのは、よほど特殊な留とめ方かたをしているからか。……あるいは、その耳も含めて人体改造の一環なのか。

　途切れ途切れの言葉は、普段決まった人物としか話をしない弊害だろうか。

「誰にも、さわらせない。やり方なら分かっているもの。あなた達の手なんか借りない。よけいな事なんかっ、させない!!」

　叫ぶだけ叫ぶと、依より代しろの少女は白い衣装の胸元から目薬よりも小さな瓶を取り出した。

　有事の際の気付け薬だろうか。

　中には透明な液体が躍っている。

「……大丈夫。すぐにいたいのなんかなくなるからね……」

　キャップを外し、真珠の粒のように丸まって無重力空間に飛び出そうとする薬液に四苦八苦しながらも、彼女はそれを口に含んでいく。

　一度こちらへ視線を投げ、それから何かを振り切るように少年Ａの両の頰へ触れて顎の位置を調整すると、瞳を伏せて一気に唇と唇を重ねていた。

「おおっ」

「オリヴィア」

　恭きよう介すけは短く名前を呼んだが、そこでふと今さらのように疑問が浮かび上がってきた。

　大丈夫。すぐにいたいのなんかなくなるからね。

　意識のない状態から活を入れる気付け薬なら、むしろ逆だ。目を覚ます事で痛みを思い出してしまうのだから。
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　なら、あの言葉の意味は？

　というより、そもそも小瓶の中にあった薬液の正体は……？




　ごぷっ、と。

　直後に、唇と唇の隙間から、奇妙に赤黒い血の珠たまが宙へと逃げていった。




「くそっ!!」

　叫び、恭きよう介すけはブラッドサインを摑つかみ直なおして壁へ背中を押し付けた。いわずもがな、無重力での反動を抑えるためだ。そのまま槍やりのように鋭く依より代しろの少女へブラッドサインの先端を突き出そうとするが、

「お兄ちゃんっ!?」

　ゴッキィィィンッッッ!!　という鈍い音が炸さく裂れつした。

　瞳を閉じ、口の中に含んだ薬液を最後の一滴まで召しよう喚かん師しの喉奥へと流し込みながら、文学少女の背にあったどす黒い赤の片翼が恭きよう介すけのブラッドサインを叩たたき落おとしていたのだ。

　召喚儀礼を使わない単純な戦闘であれば、人体改造まで施した彼女の方が上だ。無重力下では体重移動によって威力を生み出す平素の格闘術も使えない。硬質な翼の振り一つで殺傷力を生み出す少女の独壇場だ。

　ジャギッ!!　と凶悪な音を立てて恭きよう介すけ達たちにどす黒い赤の翼を突き付けて警告しながら、瞳を伏せた少女のほっそりした腕が伸びる。果たしてそれは、少年Ａの意志によるものなのだろうか。がくがくと、独立した大蛇のようにのたくる両手の手首を押さえ込んでいく。

　生命の脈動が、緩やかに薄れていく。

　最後の痙けい攣れんまでたっぷりと楽しんだ堕天使は、完全に動きを止めたセミの抜け殻のような誰かから、ようやく柔らかい唇を離した。己の肩を抱き、ぶるると背筋を震わせて、何かしらの背徳的な余韻に浸っている。何もない空中でくるくると回り、背中から壁にぶつかったその姿に、『イリーガル』の首領としての重みはなかった。

　かつては幼馴染おさななじみだったと、五分刈りの少年Ａは言っていた。

　彼の血で真っ赤な艶を得た唇を歪ゆがめてうっすらと笑う少女は、別人のようだった。

「……うそ、でしょ。どうして……？」

　青い顔で啞あ然ぜんとした声を出すオリヴィアに、死の香りを漂わせる妖よう艶えんな美女は意外と大きな胸を上下させ、奇妙に抑揚のない声で即答した。

「理由が必要……？　こんな体にされた私を見ても、まだ足りない？」

「……、」

「台風の目と、そちらの召しよう喚かん師しは言ったよね。その通り。私は一番安全な場所から、ずーっと救助の時を待っていた。今やらなかったら、次がいつになるかなんて分からない。私はやっと嵐の山小屋から外に出て、山を下りる事ができたの」

　かつては幼馴染おさななじみだったのに。

　いや、だからこそか。

　愛が憎に転じる瞬間を、恭きよう介すけもまた知っている。それはなまじ、最初から憎ぞう悪おだけの繫つながりしかない人間よりも深く重く憎み抜く事になるだろう。

　恭きよう介すけは目を細めて短く尋ねた。

「これから、どうするつもりかな？」

「『前例』に従うよ」

　無重力下で大きな胸を浮かばせながら、感情のない声で遊離した依より代しろが答えていく。

　最初から想定済みだったのか。ずっとずっとそれしか考えてこなかったのか。

「犯罪集団は報復社会なんだけど、私はその外に向かうわ。緑リユウ娘ニヤン藍ランは『ガバメント』の王を殺した功績をアピールして『イリーガル』でも厚待遇で招かれた。なら、私は逆に『イリーガル』からよそへヤツの首を持っていけば良い。ちゃんと考えているもの、大丈夫、私は大丈夫……」

「……、」

　考えているようで、考えていない。

　その心の輪郭を思い浮かべて、恭きよう介すけは思わず重たい息を吐いた。

　……彼女が誰より憎んでいたであろう、『戦争虐殺者ウオークリミナル』の少年Ａとそっくりだった。上手うまく出し抜いたつもりかもしれないが、だとすれば、どちらにとっても悲劇でしかない。世間を震しん撼かんさせた連続殺人犯の背景を追っていったら、彼らもまた幼い頃にひどい虐待を受けていた。そんな救いようのない話を聞いた時のような気分になった。

　城しろ山やま恭きよう介すけは、今ここで起きた事態について思案する。

　無重力に慣れていないのか、まるで命綱を求めるようにオリヴィアが恭きよう介すけのパーカーを小さく摑つかんでいた。

「お、お兄ちゃん。この人どうするの……？」

　真っ赤に染め上げられた硬質な白鳥の翼がどうだろうが、励起手榴弾インセンスグレネードを投げてしまえば一瞬で決着はつけられる。相手は依より代しろだけなのだから、被召物マテリアルを呼び出せないのだ。

　しかし恭きよう介すけは首を横に振った。

　ここに来るまでに、すでに二発も使っている。手持ちは心こころ許もとない。

　何より、

「宇宙ステーションは複数箇所で破壊が広がっているはずだ。オートメーションの修復作業は対症療法に過ぎないから、時間稼ぎ程度のものにしかならない訳だが。ここに置いておいてもバラバラに自壊するステーションと一緒に宇宙を漂うだけだ。……連れて行こう」

　純白のバニースーツを着せられた誰かは、ゆっくりと小首を傾かしげていた。

　正常な時の流れから一人置き去りにされている彼女は、ひょっとしたらそれでも構わないのかもしれなかった。生きたい、生き残りたい、しかし、生きて何をしたいのか。そこまで思考が追い着いていなかった節もある。

「……、」

　抵抗も闇討ちの気配もなく、無重力下で髪や胸を嬲なぶらせながら、奇妙なほど体を弛し緩かんさせたままゆったりと従ってくれる毒婦。そんな彼女と共に恭きよう介すけ達たちは改めて宇宙ステーションを眺める。素朴なトートバッグやその中身にももう興味はないのだろう。先の膨らんだ棍こん棒ぼうのような励起手榴弾インセンスグレネードを無重力中に放り出してしまっている。

　オリヴィアは恭きよう介すけと毒婦の間にぐりぐりと頭を押し付けて割って入り、何やら自分の体を盾にするような素振りを見せながら、

「これだけ大騒ぎになったのに、誰もやってくる様子がないね。お兄ちゃん」

「気密が破れて人工空気が外に洩もれただろうに、警報の一つも鳴らない。おそらく今は無人ではないかな」

「ええっ、宇宙ステーションってお高いんでしょ。管理人さんとかいないのかな」

「今はもう作業ロボットに保守点検を任せられる時代だよ」

　わざわざ人工空気で内部を満たしたり、飛行士のためのトイレなども用意されているので、常に滞在環境自体は整えているのだろうが。

　ここへ来た目的は、トイドリーム社のＶＦＸ制作マシン・システムアトランティスを破壊する事で戦争賛同動画・ブルーフィルムによる世論操作を防ぐためだ。一話一〇分、全部合わせたって一時間もない。たったそれだけで歴史の流れを変えてしまう究極の動画の拡散を止めるため。

　恭きよう介すけ達たちは床を歩くというより、壁に手を突いて空中にある自分の体を押し出すような格好で通路を進んでいた。宇宙ステーションと聞くとさぞかし異形の風景をイメージしそうなものだが、実際には学校にある長い直線廊下をイメージすると分かりやすい。等間隔に扉がついていて、そこから先は主柱に対して垂直に刺さった支柱が繫つながっている訳だ。

　真空中からひとまず密閉された屋内に入った安あん堵ど感かんからか、オリヴィアはオリヴィアでようやく無重力の不思議感覚に目を向ける余裕もできたようだ。彼女は独立した生き物のようにうねる自分の二本三つ編みを興味深そうに眺めながら、

「あれ？　なんか水着の内側がもぞもぞする。……んひっ、ちょ、ちょ、お兄ちゃんが触っているんじゃないよねっ？」

「何でだよ」

「じ、じゃあ何これ！　虫でも入った!?　謎の宇宙生物がカラダを狙っているッ!!」

「そんな訳がないだろう。無重力中でも人工空気で満たされているから、肌と水着の間にある気泡が動いているのではないかな」

「くっ、くしゅぐったいよう……」

　身をよじるようにして耐えるオリヴィアだったが、その時だった。呆あきれたような恭きよう介すけの顔のすぐ近くを、透明な宝珠のようなものがゆっくり横切ったのだ。

　無重力空間を漂う液体だ。

「ッ!?　どっ、毒!!」

　先ほどの吐血や痙けい攣れんを思い出したのか、ビクリとオリヴィアが身を強こわ張ばらせる。その途端に、同じような宝珠がたくさん広がっていった。

　恭きよう介すけは貴重な酸素をため息のために消費しつつ、

「ただの海水だよ。オリヴィア、あなたの体はずぶ濡ぬれになっているのを忘れたのかな？」

　ちなみに手を引かれるばかりの文学少女は、ヘリウムを詰めた風船のように逆さになって中空を漂っているだけだった。あらぬ疑惑を突き付けられても、水滴が頰にぶつかっても、反応らしい反応は何もない。

　目を見開いたのはオリヴィアの方で、

「えっ、それはそれで困る！　ごにょごにょ、だってこれは私の体と水着の隙間にあったものであって、とっとにかくお兄ちゃん食べちゃダメ!!」

「別に口に入っても害があるものではないし、僕の方だって条件は同じだよ」

「おや？　じゃあこの中にはお兄ちゃんのも……それはちょっと食べてみｔ……いいや!!　ここはアウトです、名残惜しいけど渾こん身しんの力できっちり線を引いておこう!!」

「？」

　複数の太陽光発電パネルが砕かれたせいか、微妙に頼りなく明滅する照明の下、あちこちの『部屋』を覗のぞいていく。こちらは支柱からさらに垂直に刺さった構造体。ワゴン車くらいのサイズのドラム缶のような円筒容器が接続していると考えれば良い。

「ふしぎー、体の中の血とかってどうなっているのかな」

「隙間のない管の中なら結構普通に循環するものだよ。何だかんだでバッテリーや冷却装置、ロケットブースターには液体が使われているしね。まあ、一つの袋に入った胃液とかは結構怪しいものだけど」

　無重力活動は慣れないと胃液が喉に向かう事での逆流性食道炎や食道と気管の使い分けに失敗した事での肺炎や気管支炎などに陥る羽目にもなりかねないが、短期間の滞在ならさほど影響は出ないだろうと恭きよう介すけは判断する。

　宙に浮かばないよう寝台にベルトで固定された寝袋が並ぶ仮眠室や、何かしらの品種改良中なのか植物プランターの並ぶ実験室などが見て取れる。

　そんな中にある一室は食堂なのか。オリヴィアは透明なパックの中に詰められたハンバーグやほうれん草とトウモロコシのバター炒いためなどの宇宙食を物珍しそうな目で手に取りながら、

「みんな出来合いばっかり……。ベッドもトイレもあるのに、台所はないんだね」

「密閉されたステーションの中では火は怖いし、鍋の中に水を張る事もできない訳だが。シャワーだって特殊ジェルのシャンプーを使うようだしね」

　やはり、人はいないようだった。

　二重の窓から外を覗のぞくと、向かいのシャフトの外壁にサソリに似た作業ロボットが張り付いているのをようやく見つけた。サイズは畳一枚以下。多脚で壁にしがみつき、長い尾の部分が精密なマニピュレータとなっているらしい。おそらくステーション内外には他にも様々な機械がひしめいているのだろう。

「宇宙開発も人件費削減の時代、か……」

「ん？　なんか世知辛い話してる？」

　単純に気配や物音の有無だけでなく、ゴミ箱を覗のぞいても宇宙食の空パッケージが詰め込まれている様子がない。寝袋は奇麗なものだし、特殊ジェルのシャンプーも在庫が全部揃そろっていた。生活の痕跡らしきものは全く見当たらなかった。

　恭きよう介すけは強力な紫外線対策の施された分厚いガラスの向こうに目をやり、

「……あと、調べていないのは向かいのシャフトか」

「宇宙って東西南北も上下もないんだよね。こんな迷路みたいなトコを行き来してる人ひと達たちって、自分の居場所をどうやって人に伝えるんだろ」

　ぎぎぎぎみちみちみち、と建物が軋きしむような音が響いたのはその時だった。

　音自体は決して大きなものではなかったが、心臓に悪い衝撃を与えるには十分だった。傍かたわらにいたオリヴィアが青い顔して恭きよう介すけの腰に引っ付いてくる。

「な、な、なんか聞こえたよ？　ステーション自体がさっきのでねじれてるとかじゃないよね。バラバラになったらやだよ!!」

「いや、これは……」

　恭きよう介すけが呟つぶやいた時だった。




《……さ、ま……》




　脳髄の奥の奥に響く、ノイズのような何か。

　すでに潜水艦で一度経験してきた恭きよう介すけやオリヴィアは、それだけで全身の神経を緊張に炙あぶられる。

　現実から遊離した燕尾服のようなベストをつけた真っ白なバニースーツに硬質などす黒い片翼の堕天使だけが、ゆるりと首を傾かしげていた。小さな動きだが、無重力の下ではそれだけで意外と大きな胸がちょっと暴れる。

　さしもの恭きよう介すけも苦い顔で、

「備えろオリヴィア」

「う、うそでしょ……？　ここ宇宙だよお兄ちゃん、地の果ての外まで出てるのにっ。あいつあの野郎こんなトコまで追い駆けてくるっていうの!?」

　金髪二本三つ編みから宝珠のような水滴を撒まき散ちらしながら、両目を見開いてオリヴィアはわななく。対する恭きよう介すけは、迫り来る恐怖を自らの糧かてにするべく観察を続けながら、

「『白き女王』の殺害に手が届いた存在なんだ。小さな惑星のスケールでなんか語れるものか」

　そして誰に追われていようが、やるべき事は変わらない。この宇宙ステーションにあるＶＦＸ制作マシン・システムアトランティスを破壊して戦争賛同動画の配信を食い止めなくてはならないのだ。恭きよう介すけは放っておけば何世紀でもその場に漂っていそうな文学少女の手を摑つかんで、オリヴィアと共にトイドリームop-01の直線通路を通り抜け、まだ調べていない別の支柱へ飛び込んでいく。真っ白なバニースーツを着た依より代しろは、まるで子供の持つ風船のように為なすがままだ。無重力の中、逆さに浮かんでいてもウサギの耳が外れる様子はない。

「見つけた」

　恭きよう介すけがそう呟つぶやいた。

　まだ『部屋』に入る前だった。扉から通路に向けて、太い通信ケーブルのようなものが飛び出しているのだ。それらは通行の邪魔にならないよう壁かべ際ぎわでまとめられ、隣の部屋、そのまた隣の部屋へと繫つなげられていた。まるで電池と電池を導線で繫つないで電力を高めていくように。

　一つ一つの『部屋』は、ワゴン車程度のものだ。

　システムアトランティスという、一本当たり三〇〇億の映画産業を支える巨大なコンピュータを収めるにはスペースが足りなかったのだろう。複数の『部屋』に小分けした上で、その全てを通信ケーブルで繫つないで並列システムを組み上げていくしかなかったのだ。

　実際に『部屋』を覗のぞき込こんでみると、スーパーの野菜売り場のようにひんやりとした冷気が漂ってきた。狭い古本屋のようにぎっちりとスチール棚が並べられている。床に直接ボルトで固定されているらしい。そしてその全てに四角い機材が詰め込まれており、緑色のパイロットランプが星の海のように瞬またたいていた。

「……これ、全部？」

　オリヴィアは直線通路にずらりと並ぶ扉に目をやって、

「軽く見積もっても二、三〇はありそうだよ。どうやって壊すの？　こんなふわふわの無重力じゃパンチキックも力が乗らないっぽいし……」

「別にそんなのに頼る必要なんかない訳だが」

　恭きよう介すけは適当に嘯うそぶきながら、

「この手の大型機材は必ず冷却装置がついている。そんなに特別なものではないよ、普通のエアコンや冷蔵庫と一緒だね。ここを止めてしまえば、後は自前の放熱で勝手にハードウェアを壊してくれるはずだ」

「具体的には？」

　オリヴィアの質問に恭きよう介すけは辺りを漂っていたマイナスドライバーを手に取り、壁にあった配電盤に突き刺した。大型機材そのものにしては、ラベルに書かれたボルトやアンペアが少な過ぎる。つまり、システムアトランティス本体とは別枠の冷却装置だ。何かしらの配線が接触不良でショートしたのか、恭きよう介すけの一撃を浴びた直後に低く唸うなるような音が止まってしまう。

「これでシステムアトランティスの寿命は勝手に尽きる訳だが。念のため、サブの冷却システムが存在しないかだけ確かめたら……」




《にーさま、まだ》




　寸断。

　正常な時間の流れに直接割り込むような、不自然極まりない声が突き刺さってきた。

　直後、恭きよう介すけ達たちの見ている風景が一変する。

　ゴッッッバッッッ!!!!!!　と。

　恐るべき爆音と共に宇宙ステーション・トイドリームop-01の支柱そのものが猛犬に嚙かみ砕くだかれた空き缶のようにめくれ上がる。システムアトランティスを収めている『部屋』が熱暴走を待たずに次々と虚こ空くうへ放り出されていった。そして恭きよう介すけの眼前に広がるのは、無限の星々。そう、宇宙そのもの。生身の人間がそのまんま体感してはならない死の絶景が間近にまで迫っている。

　潜水艦の時と同じだ。

『ただ一つの目的を貫徹する色彩なき童女aie・a・oio・ei・ueo・ioa・e・uai・ee』。

　再びヤツがやってきた。

　この真空中、水着やレオタードにも似た薄着でも一切構わず。

　長い髪も、その一部を耳のように尖とがらせた髪も、猫のように細長い尻尾も、一切傷など許さずに、だ。

「うおおあッ!?」

　さしもの恭きよう介すけとて思わず絶叫していた。

　潜水艦の時も大穴は死の象徴だったが、あるいは宇宙のインパクトはそれ以上だ。

　ようやっと、思い出したようにステーション内部を満たしていた人工大気が動き出す。まるで巨大な掃除機で吸い込むように、破れた大穴へ向けて全てが集約されていく。当然ながら、外へ放り出されたらおしまいだ。防護円や被召物マテリアルの恩恵がなければ、召しよう喚かん師しも依より代しろもただの人間なのだ。

　バサバサバサバサ!!　と洞窟の中で無数のコウモリが懐中電灯を嫌って暴れ回るような音があった。わざと脆もろく作られた壁紙が剝がれて次々と壁の大穴へ向かっていくが、先ほどと違って今度は規格外の『未み踏とう級きゆう』が待ち構えている。一〇歳程度の少女は、指一本動かさなかった。ロングスカート状に展開した無数の剣や槍やりが閃ひらめいた途端、充塡剤は細切れにされ、大穴を塞ぐ事なくそのまま宇宙へ突き抜けていく。

「お兄ちゃ……ッ!!」

「チッ!!」

　恭きよう介すけよりも少女達の方が保たない。覚悟を決めた恭きよう介すけはブラッドサインを振り回し、凄すさまじい速度で通路を突き抜けるボルトをさらに打ち据えた。野球のノックのように飛んでいったボルトは火花を噴き出す配電盤に接触し、致命的なショートを起こした機材が電気的な爆発を巻き起こす。

　外へと吸い出されていく大気より、爆発によって押し出す力の方が上回った。

「ぐううッ!!」

　ようやっと恭きよう介すけ、オリヴィア、逃避する文学少女の三人が壁の大穴から遠ざかる。さらに無重力下で身をひねってブラッドサインを摑つかみ直なおした恭きよう介すけが、その先端で壁の一点を鋭く突く。強化ガラスの保護カバーを突き破った長い棒が真っ赤なボタンを強く押した直後、恭きよう介すけ達たちと『色彩なき童女』の間にギロチンのような勢いで隔壁を下ろしていった。

　意味なんてなかった。

《あぶな、にーさま》

　分厚い隔壁のど真ん中を幼げな掌てのひらがぶち抜いた。

　ボッッッ!!!!!!　という炎が酸素を吸い込む音と共に、掌てのひらの一点を中心にして隔壁全体がオレンジ色に輝いていく。溶けた金属となった残骸は無重力下で無数に分かれ、それぞれが宝石のように奇麗な球体の形を取った。そのまんま人工空気の流れに吸い出されて宇宙ステーション・トイドリームop-01の外へと飛ばされていく。

　再びの暴風。

　わずかに稼いだ時間で太い通信ケーブルを手繰り寄せた恭きよう介すけは、オリヴィアと『イリーガル』の依より代しろの腰へ命綱を巻きつけるので精一杯だった。

　恭きよう介すけ自身はそのまま流される。

　まるでブラックホールの中心に立つ『色彩なき童女』へと引っ張られていくように。

　ブラッドサインを鋭く天井へ突き刺してブレーキを掛けようとするが、勢いを殺せない。そのまま大穴のある、『色彩なき童女』の方へと吸い込まれていく。完全に接触したらおしまいだ。たった一度、指先や髪の毛先が触れただけで生身の恭きよう介すけなど文字通り肉片レベルで吹き飛ばされるだろう。

（くっ……!!）

　無理を承知で励起手榴弾インセンスグレネードを投げるか。

　空回りする思考がそんな無意味な選択肢まで並べ始めた時だった。




　すっ……と。

『色彩なき童女』が、そのまま恭きよう介すけのすぐ横をすり抜けていったのだ。




「……、は？」

　疑問が頭を埋め尽くすが、『追い抜いた』恭きよう介すけの体はほとんど自動的に動き続けていた。天井に突き刺していたブラッドサインを引き抜き、今度はその先端を壁に当てる。そのまま滑るように大穴へ向かい、わざと脆もろくした壁紙を次々とめくり上げていった。大量の鳥が羽ばたくのに似た音と共に大量の充塡剤がばら撒まかれる。恭きよう介すけと大穴の間に、『色彩なき童女』はいない。そのまま次から次へと大穴へ大きく広がった壁紙の群れが殺到し、ようやっと地獄の掃除機が動きを止めてくれる。

（それにしたって、何が……っ）

　恭きよう介すけは振り返り、そして戦慄する。

『色彩なき童女』は恭きよう介すけではなく、太い通信ケーブルを腰に巻いて命綱代わりにしている少女達の方へゆっくりと近づいていったのだ。壊れてしまった『未み踏とう級きゆう』の行動基準は不明。潜水艦ではこちらに助力する素振りも見せていたが、照準の壊れた戦略ステルス爆撃機が頭の上を飛び回っていて、安心する兵士などいない。

　一言もなかった。

　二人の少女と対たい峙じした『色彩なき童女』が、無造作に右手を引く。

　鉄拳か、手刀か。

　先ほど、その柔らかそうな掌てのひらにぶち抜かれた隔壁がどうなったかを思い出す。

　今まさに起ころうとしているのは、誤爆だ。味方の頭に爆弾が降ってくるという究極の理不尽に対し、恭きよう介すけは思わず馬鹿馬鹿しい事を叫んでいた。

「待てっ!!」

　直後、であった。

　信じられない事が起きた。




　ビタリ、と。

　五指を揃そろえ、オリヴィア達たちに向けて貫手を放とうとしていた化け物の動きが、本当に止まってしまったのだ。




　意味が分からなかった。

　というか、『色彩なき童女』自身がそのままの姿勢が小首を傾かしげていた。

「ど、どういう、こと……？」

　オリヴィアが当然と言えば当然の質問を放ったが、答えられる者などいなかった。

　恭きよう介すけもまたごくりと喉を鳴らす。

　ブラッドサインを手にしたまま暴風の収まったステーション内をゆっくりと漂い、『色彩なき童女』へと近づいていく。隣に並ぶ。追い越して、オリヴィア達たちと共に正面から幼げなその顔を覗のぞき込こむ。

《……、》

　感情らしい感情は何もなかった。

　恭きよう介すけがひらひらと顔の前で手を振っても、首を傾かしげたまま、まともな反応は返ってこない。

　いいや、

（『待て』という命令を忠実に従っている、のか？）

　ありえない。

　そう思ったが、恭きよう介すけは次のテストを重ねてみた。

「おすわり」

《？》

　ぺたりと、であった。

『白き女王』を躊ちゆう躇ちよなく殺害した『色彩なき童女』はそのまんま、トイドリームop-01の床に小さなお尻を押し付けてしまった。正座をハの字に崩したような女の子座りで、だ。

　こちらを見上げる『未み踏とう級きゆう』は特に言葉を放たなかったが、腰の後ろの尻尾が一度上の方へ伸び、そこからゆっくりとカーブを描いていた。あたかも？マークの語源となった尻尾の動きにも見える。未成熟な少女の上目遣いは確かに物語っていた。

　意図を説明してほしい、と。

　敢あえて無視して、恭きよう介すけは右手を差し出してみた。

「お手」

　もはや疑いようもなかった。

　あの『白き女王』の体を引き千切った小さな手が、危なげなく恭きよう介すけの掌てのひらの上にポンと置かれたのだ。建設重機のアームのような禍まが々まがしい膂りよ力りよくはどこにもない。掌てのひらから伝わるのは、体温高めの柔らかい女の子の肌の感触でしかなかった。

（待てよ。だとするとやっぱり……）

　目を白黒させているのは恭きよう介すけだけではなかった。

　邪魔になってきた命綱を腰から外したオリヴィアは、恐る恐るといった調子で恭きよう介すけの背中に引っ付きながら、

「すっ、すごい……。なんか命令聞いてない、この子……？」

「いや」

　ぎぎっ、という分厚い繊維の束を引っ張るような音があった。

　ぎぎぎぎぎぎぎぎみぢみぢみぢみぢ、と不気味な音が連続するたび、座り込んで右手を差し出していた『色彩なき童女』の小さな体が不規則に振動する。明らかに束縛から逃れようとする前兆だった。やはりどこまでいっても暴走した最終兵器。安定性など期待できない。
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　先ほどの死の紙一重を思い出したのか。泡を食ったオリヴィアが恭きよう介すけの背中に顔を押し付けたまま、腹話術師のように叫んでいた。

「わっ、わあ!!　ボク恭きよう介すけダヨ待ッテ止マッテイイ子イイ子シテアゲルカラチョット落チ着イテーッッッ!!!!!!」

　トドメになった。

　ばぢんっ、と凶悪な電気の火花に似た音と共に、側頭部を狙撃でもされたかのように『色彩なき童女』の小さな頭が真横に振られる。

　とっさに恭きよう介すけは手を引っ込める。

『色彩なき童女』が小さな五指を握り締めるだけで空間が圧あつ搾さくされ、光すらも歪ゆがめられ、溶けたチーズのように引き延ばされた風景が一瞬だけその拳の中へと集約されたような錯覚すら生じた。

（もはや小規模のブラックホールかっ!!）

　緊張の汗が珠たまとなって虚こ空くうに浮かぶ。一瞬でも判断が遅れていれば、恭きよう介すけの肉体はどこまで破壊されていたか分かったものではない。

《にーさま離れて》

　半はん端ぱに言葉がある事が、かえって迷いの森へ引きずり込んでくる。

　結局ぶつ切りの単語はあっても、そこにどんな感情が込められているか理解できない。ストレートに受け取っても、深読みしても、どちらにしても火傷やけどを負うような気がしてならない。

　こんな怪物相手に励起手榴弾インセンスグレネードを投げて勝負を挑んでもどうにもならない。とにかく恭きよう介すけはブラッドサインを槍やりのように構え、そして鋭く突き出した。

　目の前の『色彩なき童女』に、ではない。

　脇を通して、後方へ。自分の意志を失って風船のように漂う、真っ白なバニースーツに赤い翼の堕天使に向けて、だ。

「えっ？」

　素っ頓狂な声を出したのはオリヴィアだった。

　ドッッッ!!!!!!　と重たい音が炸さく裂れつする。『色彩なき童女』は目の前にいるはずの恭きよう介すけやオリヴィアの横をすり抜け、完全無抵抗の依より代しろに向けてその小さな手を突き入れたのだ。寸前で彼がブラッドサインを使っていなければ、無防備な依より代しろはそのままぐしゃぐしゃにひしゃげていただろう。下手に回転を加えないよう、体の中心、おへその下辺りを的確に突いていた。なまじ無抵抗なのも功を奏して硬質な片翼を振り回すようにして、想像以上に遠くへ飛ばされた文学少女がギリギリで『色彩なき童女』の爪の先の外へと逃げ延びる。

『未み踏とう級きゆう』の幼げな輪郭から、怒りの感情が立ち込める事はなかった。

　淡々と。

　流れ作業で次の一撃を放つべく、一歩二歩と『イリーガル』の依より代しろに向けて距離を詰めていく。

「な、何で……!?　何が起きているの、お兄ちゃん!?」

「チッ。そもそも『色彩なき童女』は間違った照準機能のまま、僕を守るために行動しているような素振りを見せていた。この仮説が正しいなら、ヤツが宇宙までやってきたのにも意味がある訳だが。『色彩なき童女』のイカれた援護射撃の結果として周りへどれだけ被害を撒まき散ちらすとしても、大前提として僕の危機を感知しないと行動を始めないんだ」

　だとすると、だ。

『色彩なき童女』が恭きよう介すけでもオリヴィアでもなく、今はもう誰とも契約していない無防備な『イリーガル』の依より代しろへ真っ先に向かったとすると。

「唐突だとは、思っていた」

　短く区切るように、恭きよう介すけは言った。

　わずかだけど、違和感はあったのだ。

　……喉に通しただけで致命傷となる猛毒を、口移しで与えるか。

　……獲物が吐き出した血を唇につけたまま、放っておくか。

　何より。

　あの城しろ山やま恭きよう介すけが、敵対者とはいえ消えゆく命を前にして、ああも諦めがつくものか。

　もしも言葉にできない違和感を覚えて無意識に警戒し、ブレーキを掛けていたとしたら。

　その正体は。




「『戦争虐殺者ウオークリミナル』の毒殺。刺殺でも射殺でもなく、傷を検分しにくい毒殺。あれが口に含むと色が変わる塗料を使った、単なるブラフだとしたら？　僕ぼく達たちの意識の外に逃れた少年Ａは未いまだに虎こ視し眈たん々たんと物陰から僕ぼく達たちを狙っている、つまり絶賛危機継続中という訳だが!!」




　ごんっ、と鈍い音が鳴り響いた。

　垂直に繫つながった別の通路から投げ込まれた、先端の膨らんだ棍こん棒ぼうにも似た柄付き手榴弾。呆ぼう然ぜんとしていた依より代しろがトートバッグを力なく放り出していたのにも意味があったのか。いっそ潜水艦の時と同じくただの爆薬であってくれ、と恭きよう介すけは願っていた。だが違う。今度の今度こそ召喚儀礼で使う励起手榴弾インセンスグレネード。そのまんまストレートに人工霊場が展開されていく。

　炸さく裂れつ地ち点てんに、追い詰められた毒婦が吸い寄せられていく。

　別口から集結したのはやはり、

「『戦争虐殺者ウオークリミナル』……！　馬鹿っ、この大馬鹿野郎が!!」

『白き女王』すら昆虫の脚を毟むしるように殺していった規格外の『色彩なき童女』相手に、よりにもよって召喚儀礼で戦いを挑むなど愚の骨頂だ。挙げ句、『戦争虐殺者ウオークリミナル』が張り巡らせた人工霊場には、恭きよう介すけやオリヴィアまで取り込まれている。こんな状況で互いの被召物マテリアルをぶつけ合って戦うような真似まねをしたら、『色彩なき童女』に飛びかかってくれと言わんばかり。出口のない檻おりの中で互いに剣を持って、横目でチラチラ檻おりの主である猛獣を眺めながら決闘するようなものである。

　ある意味、少年Ａ以上に依より代しろの方も複雑だ。

　結局、狂える召しよう喚かん師しに寄り添う涙目の文学少女の本質はどこにあったのだろう。

　愛情か、恐怖か。

　共に地獄へ落ちても構わないのか、そこが台風の目で逆に一番安全だからか。

　純粋な愛情を追い求めるにしても、恐怖から逃れようと醜く足あ搔がくにしても、とことんまで極めてしまえば最終的に行き着くところは同じなのかもしれない。

　強盗犯と人質が、奇妙な縁で手を取り合うように。

　一周回って、と呼ぶだけでは足りず、メビウスの輪にも似たねじれを感じるが。

「……ふざけんなよ恭きよう介すけちゃん」

　この召しよう喚かん師しにして、この依より代しろ。救いようのないドロドロの比翼連理。

　相棒が望むなら人体改造すら是とした毒婦へと獰どう猛もうに笑いかけ。

　そして、少年Ａは改めて言い放つ。

「『色彩なき童女』がどうだの、そんな話はしてねえんだよ。国と国とが戦う戦争の真っ最中に地震や噴火があったからってお開きになるか？　そんな訳ねえ。始めちまった以上は引き分けなんてありえねえんだ、戦争ってのは!!　よそがどうだろうが、俺おれ達たちは殺し合わなくちゃならねえんだよ!!」

　もう舌打ちしかなかった。

　今の『色彩なき童女』は不機嫌な猫だ。刺激しないよう被召物マテリアルを出し惜しみすれば、『戦争虐殺者ウオークリミナル』からの苛烈な攻撃を避けられなくなる。だが全力全開で勝負に応じれば『白き女王』すら瞬殺したあの規格外が飛びかかってくる。

　八方塞がり。

　まさに予測不能のデスマッチ。

　ここから先の戦いには、もう防護円が守ってくれるから一安心、などという定石すらも通用しない。『色彩なき童女』はそこにいるだけで第三のルールを破壊していく。

「どっ、どうするの、お兄ちゃん!?」

「……、」

　城しろ山やま恭きよう介すけは静かにブラッドサインを構え直した。

　初期ストック三。『白しろ棘とげ』の一つを手に取り、ブラッドサインの先端へと番つがえていく。

「そうだよ、それで良いい」

　ヒュヒュン!!　人工空気を鋭く切り裂く音があった。『戦争虐殺者ウオークリミナル』の少年Ａもまた、虚こ空くうから三本のデビルスティックを取り出す。
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　舌した舐なめずりすら交えながら、黒社会を束ねる首領は宣告した。

「互いにありったけの銃も砲も全部突き付けて、真正面から思う存分撃ち合おうぜえ、恭きよう介すけちゃん。閃せん光こうと爆音、体を貫く振動!!　ははっ！　頭ん中全部空っぽになっちまうくらいのトリガーハッピーってのに溺れなくちゃあ戦争じゃねえからなあッ!!」




　　　　２




　ルールが違った。

　まず大前提として、この勝負には勝たなくてはならない。『白しろ棘とげ』を打って『花弁』をスポットに叩たたき込こみ、獲得した文字を並べて被召物マテリアルを異界から呼び出す。コストと三みつ巴どもえの相性を使って相手の被召物マテリアルをねじ伏せ、戦闘不能に持ち込んでいく。

　ここは外せない。

　地球への落下コースに巨きよ大だい隕いん石せきが乗っかったとしても、頭に押し付けられた拳銃の威力が下がる事はないのだから。

　しかし一方で、派手に動き過ぎれば『色彩なき童女』の注意を引く。ヤツはヤツで恭きよう介すけを助けにきたつもりかもしれないが、照準が完全に壊れた爆撃機などあてにならない。敵味方問わず仕掛けてくると見るべきだ。自分の頭の上に爆弾が落ちてきてから後悔しても遅いのだから。

　手持ちのカードでは『色彩なき童女』は倒せない。

　未み踏とう級きゆうの『大三角』を持ち出したところで、有効打は与えられない。

　よって『色彩なき童女』は無視。

　いかにしてヤツをかわしながら『戦争虐殺者ウオークリミナル』側の被召物マテリアルへクリーンヒットを当てていくか。

　あるいは。

『色彩なき童女』を『戦争虐殺者』に押し付け、両面同時攻撃で逃げ場をなくすか。




　そういう勝負になる。




「ふっ!!」

　定石通り立方体の『薔薇ばら』へ最初の一打を打ち込んだ『戦争虐殺者ウオークリミナル』に対し、恭きよう介すけは全く関係ない床に向けて『白しろ棘とげ』を打ち下ろした。鋭くバウンドした『白しろ棘とげ』は背中側から『色彩なき童女』の両足の間を潜くぐり抜ぬけ、彼女の顔の前へと飛び出していく。

《？》

　幼げな目線が動く、いいや、誘導される。

　あたかも猫じゃらしに反応するようだった。ほっそりとした手が何かを摑つかむように虚こ空くうへ伸びた途端、

「ははっ！　初手からえげつねえッ!!」

　ゴッッッ!!!!!!　と、空間が裂けた。

『規き定てい級きゆう』だろうが『未み踏とう級きゆう』だろうが、『色彩なき童女』からまともに一発もらえばその時点で即死だ。赤い粘液状の被召物マテリアルに姿を変えた堕天使の少女は全力で後ろへ飛ぶ……というよりは、後方にある全然関係のない酸素ボンベを攻撃するよう矛先を調整する事で、究極のジョーカーの小さな手から逃れようとする。

　宇宙ステーション・トイドリームop-01の直線通路……いいや、支柱そのものが、真ん中からへし折れた。

　恭きよう介すけは防護円、オリヴィアは緑の粘液となって難を逃れているが、そうでなければ丸々宇宙へ放り出された時点で即死していた。

　そう、今度の今度こそ何もない真空中へ放り出されたのだ。

《うっ、うああ、うああああ!?　おにいっ、お兄ちゃん!!》

「冷静に、オリヴィア。人工霊場が展開されている間なら大丈夫だ！」

　彼女が混乱するので口に出せないが、逆に決着がつけばそれまでだ。勝った側には九〇秒の『チェイン』待機時間があるが、負けた側は一発で防護円も被召物マテリアルも奪われ、無防備なまま真空中に身をさらす羽目になる。

　青い地球が足元いっぱいに広がっていた。

　たった一〇分の不死、そのなんと頼りない事か。もしも何かの間違いで重力に引かれてしまえば、もう逃げられないのだ。死の大気圏に焼かれて塵ちりも残らず消滅させられる。

　不幸中の幸いか。

　励起手榴弾インセンスグレネードを投げて人工霊場を展開したのは『戦争虐殺者ウオークリミナル』側だった。つまり人工霊場は、ヤツが両足を着けた足場を基準にする。ステーションが真っ二つになった場合は、少年Ａの立っている側を基準に一辺二〇メートルの立方体が作られる。恭きよう介すけ達たちは真空中に投げ飛ばされても、この壁に守られている間は永遠に続く宇宙を旅する心配もなく、戦闘を継続できる訳だ。

　今は『花弁』とスポットの位置に集中すれば良い。

　トイドリームop-01の断面、千切れたトンネルのような直線通路に留まるしかない『戦争虐殺者ウオークリミナル』よりもこちらの方が視界は大きく開け、様々な『花弁』を狙い撃つ事ができる。

　問題なのは、

（潜水艦では、最初の一手で『色彩なき童女』は人工霊場を砕いてきた。アレは、いつでもできる。こんな真空中でいきなり神秘を奪われたら僕ぼく達たちには為なす術すべもない訳だが……！）

　早期決着が必要だが、功を焦あせれば悪目立ち。

『色彩なき童女』を直接刺激しないよう、わざと離れた人工霊場の境界線の壁面へ『白しろ棘とげ』を叩たたきつけて大きく迂う回かいさせながら、しかし恭きよう介すけは風景全体に違和感を覚えていた。

　眼下。

　青い地球に、おかしな輝きがある。

《なに……あれ？　私の国がある東ヨーロッパの辺り……？？？》

「オリヴィア」

《あのもくもく、雲じゃ、ない……？　なにか、何か猛烈な土つち埃ぼこりッ!?　そ、それに、オレンジ色に輝いているのって、もしかして炎なの!?》

「オリヴィア、この戦闘に集中するんだ!!」

　人工衛星からアマゾンの熱帯雨林を撮影すると、焼畑や森林火災で燃え広がる炎がしっかりと見えるらしい。だがそれは最低でもヘクタール規模の大火災があってこその話だったはずだ。

　何かが起きている。

　東欧で、オリヴィア＝ハイランドが生まれたＦ国を巻き込む形で。

（システムアトランティスは無事に破壊して、全四回に分けて世論誘導するはずだったブルーフィルムはご破算になった。……それでも、押し切ったのか？　くそっ、米議会が白銀資源戦争のゴーサインを出したか!!）

　戦争賛同動画・ブルーフィルムの絶対性は失われた。

　こうなってしまえばシステムアトランティスを破壊したかどうかは鍵として機能しなくなってしまう。

　戦争は、政府の決定があってから部隊を派遣するとは限らない。事前に現場待機していた連中がサインと共に動き出したとしたら、タイムロスなく即時攻撃が始まるリスクもある。

（やり方を、変える……）

　もはや一刻の猶予もない。

　事前に食い止めれば良いという段階は越えてしまった。

（たとえ悪魔と呼ばれようともッ!!）

　恭きよう介すけは辺りに散らばる、畳よりも大きな壁材を蹴って立方体の人工霊場の中を切り裂くように突き進んだ。

　有利な位置に立って『白しろ棘とげ』で大量の『花弁』を獲得するため。

　ではない。




　ゴォッッッ!!!!!!　と。

『戦争虐殺者ウオークリミナル』と『色彩なき童女』の間に割って入るように。




　もちろん。

　今は敵対する召しよう喚かん師しと死闘を演じている真っ最中だ。恭きよう介すけは『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』の異名を冠するが、自ら勝負を放棄して敵を庇かばったりはしない。

　むしろ、逆なのだ。

『イリーガル』の首領もまた、自ら演出したチキンレースであっても、だからこそ、『色彩なき童女』の恐ろしさは理解していただろう。その上で、適切に距離を取って嚙かみ付つかれないよう、間合いを細かく調整した。

　その中間地点、危険極まる地雷原へ、城しろ山やま恭きよう介すけが無造作に突っ込んだ。

　彼が踏んで破裂させれば、その爆風は安全圏にいたはずの『戦争虐殺者ウオークリミナル』まで巻き込んでいく。

「こいつ……ッ!!」

　吼ほえる暇も与えなかった。

　照準の狂った爆撃機が、ついに動く。

《やる、にーさま、たたかう》

　無造作に、にゅっと、華きや奢しやな両手が伸ばされた。ブラッドサインで辺りを漂っていたステーションの破片を突いて反動で軌道をねじ曲げた恭きよう介すけを食いそびれ、得体のしれない力で満ちた十指が『戦争虐殺者ウオークリミナル』の防護円へそっと触れる。

　列車の高圧線に接触したような、恐るべき爆音と火花が炸さく裂れつした。

「ぐォォああああああああああああああああああああああああああああああああっっっ!?」

　ルールも何もあったものではなかった。

『白き女王』が支配していた第三の召喚儀礼など、とっくの昔に破棄されていたのだ。

　第四の洗礼を浴びた『戦争虐殺者ウオークリミナル』が錐きり揉もみ状に回転する。

　だがそこで終わりではない。

　三本のデビルスティックを自在に操る召しよう喚かん師しは、極限の激痛と意識混濁の中、高速回転を続けながらも要点、核心をしっかりと摑つかんでいた。

　どこまでいっても、これは被召物マテリアルと被召物マテリアルをぶつけ合う召喚儀礼の勝負。

　そして城しろ山やま恭きよう介すけは『色彩なき童女』にかまける事を優先した。本来最優先で行うべき被召物マテリアルの錬成を怠っているのだ。

「アホ、が……ッ。残念だぜ恭きよう介すけちゃんよお。テメェが寄り道してる間に、こっちはもう『神しん格かく級きゆう』だっつの!!!!!!」

　ルンペルシュテイツヒェン。

『神しん格かく級きゆう』コスト15、音域中音。

　大仰な名前に反して、呼び出されたのは親指ほどのサイズの小人でしかない。それも世界的な神話宗教に根差した神格ではなく、童話の中に妖精としてわずかに名残を残す存在でしかなかった。

　だが神は神。

　いっそ馬鹿馬鹿しいほど大仰な名前の羅列は、あくまで文字数のコストで引き出す力の大きさを決定づける召喚儀礼の中においては、オーディンやゼウスなど一神話の頂点に立つ主神よりも役に立つ。

　未いまだ『規き定てい級きゆう』の中でもがく恭きよう介すけ側がわがどう『白しろ棘とげ』を打ち出しても、この戦力差は覆くつがえらない。

　確かに『戦争虐殺者ウオークリミナル』は『色彩なき童女』に抗あらがう術を持たないが、恭きよう介すけ側がわだって少年Ａ側からたった一回クリーンヒットをもらえばその時点で全部ご破算になる。

「ははっ……」

　一発と一発。

　西部劇の決闘のような、たった一度の攻撃の交差で全てが決まる。

「まさかドローンとサイバー攻撃が暗躍するイマドキの時代に、こんな古典の戦争を楽しめるとはなあ!!」

　定規のようなサングラスで目線を隠す少年Ａは自前の依より代しろに命令を飛ばそうとして、しかしそこで気づく。

　肝心要の標的、オリヴィア＝ハイランドが操る被召物マテリアルはどこへ行った？

　わずかな空白に膨大な意味が雪崩なだれ込こむ、まさにその一瞬前で。

　ゴッッッ!!!!!!　と、『戦争虐殺者ウオークリミナル』の真上から重たい衝撃が走り抜けた。

「なっ!?」

《ふぬーっっっ!!》

　敵対者には聞こえていないだろうに、恭きよう介すけの頭の中でオリヴィアの声が響き渡っていた。

　宇宙ステーション・トイドリームop-01の屋根をぶち抜くように、巨大な槍やりのような『規き定てい級きゆう』が飛び出していた。当然ながら防護円に守られた少年Ａは普通の方法では傷つかない。が、励起手榴弾インセンスグレネードを投げた側である『戦争虐殺者ウオークリミナル』の足場が余波を浴びて崩されれば人工霊場は基準面を失ってしまうし、単純に視界を揺さぶられれば混乱が生じる。

　それにしても、ここまでやるか。

『神しん格かく級きゆう』に『色彩なき童女』。どちらか片方の攻撃が掠った時点でジ・エンド。にも拘かかわらず、最前線の弾幕下へわざわざ自分から突っ込んでくるか。

　狂気の沙汰だが、だからこそ『戦争虐殺者ウオークリミナル』の虚を突く事に成功する。

　そしてその一瞬があれば。

「ただ一つの目的を貫徹する色彩なき童女aie・a・oio・ei・ueo・ioa・e・uai・ee」

《にーさま、なに、にーさま》

　意味があるのか、単なる反射行動だったのか。

　極大の危機を前に、恭きよう介すけは無造作にブラッドサインの先端を幼げな少女の鼻先へ突き付けた。そのまま猫じゃらしでも操るようにちょいちょいと動かしながら、

「かかってこい」




　ゴォォアッッッ!!!!!!　と、真空の宇宙空間さえ圧あつ搾さくされた。




　全力で首を振って恭きよう介すけが避けた直後、防護円ごと少女の掌てのひらで引ひっ叩ぱたかれた『戦争虐殺者ウオークリミナル』が隕いん石せきのように吹き飛ばされ、延長線上にいたルンペルシュテイツヒェンを押し潰し、召しよう喚かん師しと依より代しろをいっしょくたに宇宙ステーション・トイドリームop-01の奥深くまで埋め込まれていった。




　　　　３




　基本的には、最初に宇宙ステーションに乗り込んだ時と同じだ。

　撃破された少年Ａと依より代しろは人工空気で満たされたステーション内部を漂っている間は無事だろう。むしろ問題なのは恭きよう介すけ達たちだった。『チェイン』待機時間は九〇秒しかない。かといって、『色彩なき童女』相手に人工霊場を張り直すのは、自ら衣服を脱いでライオンの檻おりに入っていくようなものだ。

　一秒一秒が、すでに惜しい。

　防護円に守られた恭きよう介すけと巨大な槍やりの形を取るオリヴィアとが、急いでトイドリームop-01のエアロックを潜くぐり抜ぬけていく。

「ぶはっ!!」

　すっかりズタズタにされた宇宙ステーションの中で、恭きよう介すけはようやっと大きく息を吸う。ステーション全体が不自然にねじれ、どこか一方向に向けて傾きつつあるのが分かった。宇宙へ放逐されるにせよ、大気圏に焼かれるにせよ、ここはもう保たないだろう。

「……お兄ちゃん……」

「敗北状態の『戦争虐殺者ウオークリミナル』を縛り上げようではないか。そうしたら次は姿勢制御用のコントロールルームだ。まだ何も終わっていないぞ。『色彩なき童女』は真空の宇宙を気ままに漂っているんだから」

「私わたし達たち、今何をしているの……？」

　泣き出しそうな声があった。

「白銀資源戦争は始まっちゃった。ここでのびてる黒幕なんてお構いなしに!!　あそこを見てよ、こんな所からでも分かるくらいごうごう炎が上がっている!!　動画がどうとか『イリーガル』がこうとか、もうそんな段階じゃなくなっちゃったじゃない。なら私わたし達たちのゴールはどこにあるの!?」

「決まってる」

　しかし恭きよう介すけは吐き捨てるように言った。

　にーさま、というあの危機感を煽あおる声は今のところ聞こえてこない。今も生身で周辺の宇宙を気ままに漂ってはいるが、直接的な恭きよう介すけの害がなくなったからだろうか。

　壊れているのは照準だ。

　引き金そのものに指をかけない限り、『色彩なき童女』は暴発しないのか。

　……あるいはそれすらも、『白き女王』の信奉者と同じく甘い見積もりでしかないのか。

「だったらその戦争を止めてやれば良い。オリヴィア、僕達には神話の神々を超える者達を自在に操る術があるんだぞ」

　あまりにもあっさりしすぎて、逆にオリヴィアにはリアリティが追い着かなかった。

　笑っているのか泣いているのか分からない、くしゃくしゃの顔で彼女は呟つぶやく。

「……言葉で言うのは簡単だよ」

　呻うめくように。

　嗚お咽えつを漏らすように、不安定に揺らぐ声色で。

「私だってそうしたいよ……。だから海の底まで潜って、宇宙にまで飛び出して、ここまで頑張ってきた。でもダメだったじゃん!!　ヘンテコな動画がああだこうだの話はどこ行ったの!?　あれを止めればっ、戦争にならずに済むって話だったじゃないッ!!」

　ゲームのルールは向こうが決めて、それを阻止するためのゴールはこちらで決めた。

　ただしこれは審判が見守っているスポーツ大会ではない。

　踏み倒す。

　力で踏み倒して、強引にコマを進める。

　現実は意外なほどにいい加減で、強者にとって都合良くできていて、多くの理不尽がまかり通る。正論で荒くれ者を論破しても舌打ちと共に煙草たばこの先端を押し付けられる。これもまた、どうしようもないリアルだ。『白き女王』にあれだけ振り回されてきた恭きよう介すけには、それが痛いほど良く分かる。

　しかし、恭きよう介すけはそこで折れなかった。

　何故なぜか？

「……理不尽に抗あらがう力は一つだけだ」

　上から目線でアドバイスを送るのではない。

　今のオリヴィアは、恭きよう介すけと同じだ。ルールを守ってきちんと逆転したはずなのに、目の前で勝ちを持っていかれる理不尽。そのどうしようもない徒労感に心を折られかけているだけだ。

　同じ目線で乗り越えた者には、分かる。

　そんなものはまやかしだ。一過性の気の迷いだ。本当の本当に心の奥底、魂の部分にある気持ちは折れたりしない。

　絶対に。

「いいかいオリヴィア、一番純粋な気持ちを思い出せ。あなたは何のためにこんな最果ての先までやってきた？　僕に言われたからか。お母さんに期待されているからか。違う。あなたの理由は、あなたが持っている。そこさえ履き違えなければ、あなたは戦える。相手が誰であるかは関係ない」

「そんな精神論が何の役に……ッ!!」

「見ろ」

　遮るように、城しろ山やま恭きよう介すけは言い放った。

　何度も何度も砂の味を嚙かみ締しめてきた少年は、だからこそ躊ちゆう躇ちよなく言えた。

「見るんだ、オリヴィア。人間の原動力を。神々の奥に潜む者なんかではない、地に足を着けてこの世界で生まれた僕ぼく達たちの原動力を思い出せ！　それだけで世界は変わる。くだらない奇麗ごとなんかではない。これは厳然たる事実にして経験則、僕はそうやって、あの絶望的な『白』を相手取ってここまでやってきた!!　それでは根拠が足りないかッ!?」

　恭きよう介すけがその指で示したのは、この宇宙ステーションならどこにでもあるモニタの一つだった。システムアトランティスの設置が第一だが、衛星ではなく巨大なステーションである以上は、他にも様々な観測や実験を行う複合施設としての色合いもあるはずだ。

　だから、当然のようにあったのだ。

　はるか天空からの目で地上の様子を睥へい睨げいする、観測衛星としての側面も。

「え……？」

　オリヴィアは最初怒りの瞳で追従して、それから驚きの空白で思考を埋め尽くしていった。

　だって、目の前にある全てがおかしい。

　無理矢理に戦争へコマを進めた米軍よりも、なお理不尽。

　画面に表示されているのは視点こそ慣れないものの、彼女の良く知る場所だった。紙に書いた地図のように真上から眺めているのは、東欧、Ｆ国。多くの山々に囲まれた石造りの街並み。黒い雲にも似たヴェールの正体は、どこかから流れてくる黒煙か。世界経済を牛耳る側からすれば取るに足らない小さな生活域だが、オリヴィア＝ハイランドにとっては何より大切な原風景そのものだった。

　そこに。

　黒い汚れの向こう、ちょっとした広場や大通りを埋め尽くすように。

「う、そ。どうして……」

　明らかに旧式と思おぼしきライフルを手にした中年男性がいた。護身用としても迫力に欠ける拳銃を摑つかんだ主婦もいた。無理矢理に改修した戦車の周りにはオリヴィアと同い年くらいの子供達も集まっていた。正規訓練を受けた軍人とは思えない。そこらのドアを開けて次から次へと合流していくのは、明らかに花屋の主人や教会のシスターなど、ありふれた民間人のはずだった。

　多くの旗が振られていた。

　Ｆ国、フランギルド永世中立王国を示す国旗であった。

「ばか、ばか、ばか!!　戦う意思なんて示したら、それこそ引っ込みがつかなくなるっ!!　私わたし達たち王家の人間を独裁者だと指差して両手を挙げれば、命くらいは助かるチャンスもあるのに!!」

「Ｆ国は国民皆兵制だ。いざ他国からの攻撃があれば、特別訓練を受けた騎士団の他に一般民衆も武器を取る事になる。レイチェルも言っていただろう？」

「そんな仕組みの話は知ってるよっ!!　そうじゃない、誰もそんな話なんかしてない！　そもそもＦ国はもう終わりなんだよ、だったらＦ国の仕組みになんか従わなくても良いじゃん。カビの生えた王家の伝承なんて知った事じゃない。命なんか懸けなくても、両手を挙げて新しい時代に受け入れてもらえば済むかもしれないでしょうッッッ!!!!!!」

　青い顔で叫ぶオリヴィアだが、当然ながらこちらの声など届かない。

　表を埋める群衆とは別に、石造りの街並みの屋根を疾走する影がいくつもあった。こちらはＦ国の真髄、召喚儀礼を支える騎士団だろう。

　超大国とケンカをすればどうなるかなんて、誰でも分かる事だ。

　それでも彼らは両手を挙げなかった。

　答えなんて一つしかなかった。




「オリヴィア。あなた達母娘の帰る場所を守りたいからに決まっているだろう」




　今度こそ。

　今度の今度こそ、もうオリヴィアは反射的な罵声も出ないようだった。

　そもそも、だ。君主のシンセアリアも王女のオリヴィアも、今はＦ国の外へ出ている。無理して国土を死守しなくても、最悪、その血の連なりは守る事ができる。

　だから、人ではないのだ。

　形式的な専制君主制を守るだけでは飽き足らないのだ。

　オリヴィア＝ハイランドが故郷へ帰ってきた時に、目の前いっぱいに瓦が礫れきの山が広がっているのでは忍びない。色々な思い出の詰まったＦ国の風景を守りたい。

　それだけだ。

　そんな形のない気持ちの問題で、これほど多くの人々が命を差し出すと示したのだ。

「……分かんないじゃん」

　震える声で、オリヴィアはそう言った。

「召喚儀礼にどっぷり浸つかった騎士団とか侍従衆ならともかく、普通の人ひと達たちは私わたし達たちの顔なんか覚えてる訳ないじゃない。表通りを歩いている時は気軽に挨拶できても、目を離したら忘れてしまう程度じゃない。これは心が温かい冷たいじゃない、そういうルールなんだもの。なのに、どうしてそこまで……っ」

「そうだよ、オリヴィア」

　恭きよう介すけもまた、奇麗ごとで否定しなかった。

　何かしらの奇跡が起きて理屈もなく思い出した。そんな馬鹿げた美談にはまとめない。

　虚飾で誤魔化す必要はどこにもない。

「だから彼らは、顔を見た事もない誰かのために命を投げ出そうとしているんだ。あなたがさっき言っていた、カビの生えた王家の伝説とやらをよすがにして。必死に守るべきものの輪郭を摑つかもうと、絶対に叶かなわない努力を続けて足あ搔がいているんだよ」

「……、」

　薄型画面にすがりついて沈黙するオリヴィアに、恭きよう介すけは改めて語りかける。

「……大国が一いつ気き呵か成せいに攻め込む戦争なら、短期決戦を見越した電撃戦になるはずだ」

　破滅を予言するのではない。

　具体的に危機を乗り越えるためには、まず現状を正しく把握する必要がある。

「制空権を確保するのは当然として、一番最初は通信網を破壊、次に巡航ミサイルやロケット砲の斉射で主要防衛施設を破壊、そして最後に生身の兵士や戦車の大軍が補給線を切断して標的の都市や要塞を孤立させる訳だが。大国の戦争というのはさ、正面切っての殴り合いではないんだ。いかに多くの敵を殺すかではなく、いかに味方の兵を死なせずに事を収めるかを基準に計算している。つまり、そもそも敵に全力を出す選択肢なんか与えないように戦局を進めていくのが常道ではないかな。ワシントンＤＣで戦う政治家の敵は外国の将軍や英雄なんかではなく、お茶の間でテレビを観みている有権者の皆さんという話だね」

「……それが、それが何だって言うの？」

　振り返りもせずに、オリヴィアは呟つぶやいていた。

　画面の向こうの展開から、目を離せるはずもなかった。

「ようは、私の生まれたＦ国が好き勝手に叩たたかれていくだけって事でしょ……？　何にも悪い事なんかしてない、東欧枢軸なんて聞いた事もないのに……」

「今はまだ第一フェイズだ。狙われているのは天然の城塞、Ｆ国を囲む山脈だ。Ｆ国は多くの山に囲まれた内陸国だろう。通信網の破壊って言ってもいきなり大虐殺が始まる訳ではない。山の尾根に沿って設置されたレーダーサイトや斜面を走る高圧線の鉄塔なんかが優先的に破壊されていくはずだ」

「だからっ」

「……分からないかな？」

　恭きよう介すけはこちらに背を向けるオリヴィアの肩越しに画面へ直接指先で触れ、衛星写真の注目すべき所を切り替えていく。

「なら二酸化炭素分布で確かめてみよう。派手な黒煙は見えているけど、実際に都市部で出火は見られない。これは天然の要塞、山側から流れてきているものだ。つまり、第一フェイズでやられるのは無人施設なんだよ。広範囲の山火事だから見た目だけなら衝撃的だけど、実際の人口密集度はゼロ。この段階なら、まだ人的被害は出ない訳だが。派手に燃えているのは誰もいない山間部だろう。今ここで僕ぼく達たちが食い止めれば、いわれなき火の粉を被かぶせられたみんなを死なせずに済ませられるんだ!!」

　呼吸が詰まる音が、確かに聞こえた。

　こちらに背を向けたまま、山火事の映像を眺め続けていたオリヴィアの小さな肩が、びくりと震える。

「ほんとに……」

「ああ」

「ほんとに、Ｆ国のみんなを助ける事ができるの……？」

「ああ!!　僕ぼく達たちなら、僕とオリヴィアなら助けられる。たすけてと叫ぶだけではない、今度はオリヴィア、あなたが僕と一緒に『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』として駆けつけられる!!」

　間近にはいる。だが肩に手は置かなかった。

　今必要なのは、弱った魂を甘やかす事ではない。

　そんな間違いを犯したら最後、彼女はぐずぐずに腐り果ててしまう。『白き女王』の甘言やそのカリスマが、多くの人に見境なしの安心感を与えていったのと同じように。

　だから、

「振り向けオリヴィア、自分の力でッ!!　僕と共に『フリーダム』アワード９０３の生き様を全うするなら、その目で現実を見据え、その手で現実を変えてみせろ!!」

　ぐしっ、とオリヴィアは小さな手の甲で自分の目元を擦っていた。

　重力のない宇宙ステーションの中、宝石のような涙を散らして彼女はもう一度きびすを返す。始まってしまった破滅を映す頑健から、城しろ山やま恭きよう介すけの顔へ視線を移すために。

　目と目を合わせる。

　その意志の力を、確認する。

「……どうすれば良い……？」

　一国の姫は、今一度過酷な現実と立ち向かう。

　いいや。

　その顔はもう、助けを求めるだけの絵本のお姫様ではない。

「何をするつもりなの、どうしたらみんなを助けに行けるの？　早く言って、早くッッッ!!!!!!」

「知れた事。先にルールを変えたのは向こうだ。だったら僕ぼく達たちも動画なんかに囚とらわれず、フェイズそのものを変えてしまえば良い」

　かつて、復ふく讐しゆう狂いのビヨンデッタは自らを囁ささやく悪魔と自称していた。

　ではこの時、涙に暮れる少女の求めに応じた城しろ山やま恭きよう介すけは何だったのか。

　とにかく少年は、血の海で酔いしれる悪魔よりもおぞましい正答を提示した。

　躊ちゆう躇ちよなく。

「最短ルートでショートカットする。このトイドリームop-01を落として、直接白銀資源戦争とやらに乗り込んでやろうではないか」

　召しよう喚かん師しと依より代しろは再び動き出す。

　彼らが背にした液晶画面の中では、フランギルド永世中立王国の尊厳と矜きよう持じを示す大きな旗がいくつも翻ひるがえっていた。

　国旗の端にはスプレーや太い油性ペンである文言が書き殴られていた。

『たすけて。そう願うからこそ、私も戦う』

　少年と少女は同時に告げた。




「「こちらこそ、仰おおせの通りに」」




　もう、たすけてとはすがらない。

　オリヴィア＝ハイランドは一国を守るために戦う、真なる切り札と化す。














行間　三









　分厚い洋書とメルヘンな絵本とが奇妙に同居する豪華客船ミッシングプリンセス号の執務室では、白髪の老人が重たい息を吐いていた。

　元はパーティの壇上に立つため本式の燕えん尾び服ふくを纏まとっていたが、今は蝶ちようネクタイを外し、堅苦しい上着も脱ぎ捨てていた。

　それでも気分は回復しない。

　革張りの椅子から立ち上がろうとしても、接着剤で張り付いたように体が持ち上がらない。だから真正面にある薄型の液晶画面から目を逸そらす事もできなかった。

『こちらＤＣ、ホワイトハウス前になります！　先ほど白銀資源戦争について正式にゴーサインが発表されましたが、記者団からの質問時間はなく、すぐに報道官は退席されてしまわれたようです。異例の対応ですがこちらについて情報筋の話では……』

　……何故なぜこうなった、と老人は自問する。

　全四回の予定だった戦争賛同動画ブルーフィルムは、諸もろ々もろの不具合で第一回後は散布計画が頓挫した。むしろ失速の匂いを嗅ぎ取って強引に作戦行動を前倒ししたのだろうが、今のままゴリ押ししても民衆は世界の流れについていけない。白銀資源戦争が完勝で幕を下ろしたとしても、待っているのはブーイングの嵐だろう。空港の滑走路が半分しかできていないのに、スケジュールが狂うからという理由で飛行機を飛ばそうとすればどうなるか。自明の理である。

　出来レースだったはずのババ抜きに狂いが生じてきた。

　ありもしない『東欧枢軸』が悪役にならないなら、汚よごれきったジョーカーは戦争を仕掛けた側に回ってくる。実際のややこしい戦争と違い、民衆のイメージでは戦争とは善と悪が戦うものと相場が決まっているからだ。そして『歴史上一度も負けた事がない国』はどうあっても自分のレコードに泥がつく事を認めない。すると、最後にババを摑つかまされるのはどこの誰か。

　最初にどこの誰が言い出してメンバーを集めたのかなど、もはや関係ない。

　米国は、トイドリーム社に踊らされていた事になる。

　だから我々は何も悪くない、と。

「……、」

　己の城が、一切関わりのない所から崩れていくのを目の当たりにするようだった。長年の苦労が実を結びせっかくビバリーヒルズの一等地に建てた豪邸が、訳の分からない地盤の崩落と共にバラバラに砕けていくような。

　何故なぜ、と心の中でもう一度だけ繰り返した。

　しかしこれまでとはわずかにニュアンスが違う。白髪の老人は、ふと頭によぎったのだ。自分はどうして、この白銀資源戦争を成功させたかったのか。今まで行為に没頭していたが、思い返してみればそもそも何故成功させたかったのかが分からない。

　いくら考えても自分の中に理由がないのなら、それは外から注入されたものだったのか。

　思案する老人は、ポンという柔らかい電子音を耳にした。

　液晶画面からではない。

　家族のために用意していた、私用のスマートフォンからだ。大手のプロバイダやＳＮＳ企業を丸ごと買収して作らせた、トイドリームキャラクターのイラストやアイコンを唯一思う存分ちりばめる事のできるキャラクターモバイル。

　メールとチャットの中間のような、アソートメッセージに着信があった。

『いい加減に、思い知りましたか？』

　短い文章だった。

　だがどういう訳か、一緒に添付されている見た事もないヒロインのアイコンが、白髪の老人の頭の隅をちくちくと刺激する。それが何なのか自分でも処理できないのに、いいやだからこそ、抑えの効かない焦燥感を募らせる。

　いくら考えても、彼には答えを出せないだろう。

　ミッシングプリンセス号という名前の真意も思い出せない今の彼には。

『あなたは自分の描いた絵本や映画のモチーフ、Ｆ国が実は悪党どもの巣そう窟くつだったと政府高官から囁ささやかれた事で、自分の作品まで汚されたような気分になってしまった。だからあからさまな資源戦争にまで手を貸した。

　ダイアティックグループ、という言葉があります。人は個人より集団になった方が犯罪的短絡行動に走りやすい、とする心理学の定義ですね。身近なところでは、ハンドルの見えるＳＮＳより匿名の掲示板の方が暴力的な発言に陥りがちと説明すると分かりやすいでしょうか。

　あなたは「白き女王」を正しく認識できていない。

　よって、その殺害を直接知る立場でも、混乱に襲われる位置にもいない。

　ですがあなたがそこまで大胆な行動に出た背景には、もしかしたら「白き女王」殺害による漠然とした不安や混乱が一般社会まで広く浸透してしまった事も影響したのかもしれません。

　ただし。

「東欧枢軸」の実際のところはどうだったのかは、すでにお分かりのはず。

　私はあなたに同情はしません。リテラシーを含めてあなたの判断にはあなたが責任を負うべきです。自身の影響力を認識した上で意図して悪意ある情報を拡散させようとしたのなら、そこに情状酌量の余地はありません』

　本来なら、顔も名前も分からない相手から一方的に糾弾されてもさして心には響かない。彼は世界的な童話作家。ありふれた通販サイトを覗のぞけばそれこそ数億単位のレビューで溢あふれ返かえっているのだ。日頃から受けている圧が違う。

　なのに、だ。

　ドッと背中一面から嫌な汗が浮かぶのが分かる。これは、これだけは、どうしても受けて流す事ができない。たとえるなら、そう。自分の子や孫の前で間抜けな痴態をさらしてしまうような、どうしようもない恥の感情が全身を内側から爆発させていく。

『読み手の感情を操り他者を害しようと考えた時点で、今のあなたに童話を描く資格はありません。それが多くの人の命を奪う戦争に絡からむとなればなおさらです』

　駆け引き抜き、譲歩なしの糾弾に、老人は視界まで揺らぐ。

　単なる不可解な画像アイコンの話ではない。

　目元に涙を滲にじませ、こちらに指を突き付ける、小さな少女の幻影すら脳裏をよぎった。

　そんな少女などいないはずなのに。

『残念です。もしかしたら、ひょっとしたらと思っていました。何かの拍子に全ては元に戻って、私はあなたの手で完成し、広く世に笑顔を届ける一冊になる日がいつか来ると。

　ですが、これで確定ですね。

　私は永遠に完成しない。この童話は、未完のまま終わりそうです』

「ま、て……」

　音声入力用のアプリを立ち上げている訳でもないのに、老人は思わずキャラクターモバイルへ呟つぶやいていた。続々と押し寄せる謎のアソートメッセージを食い止めようと、震える唇でもってスマホへ叫びを放つ。

「まさか、いや、そんなものがあるはず……。君は何だ？　私は『幻の少女』になど関与していない。あれは熱心なファンの間で語り継がれてきたウワサに過ぎなかったはずだ。それともまさか、まさか本当に存在したとでも言うのか……ッ!?」

　頭の片隅の違和感が最大限に膨張する。

　何かを摑つかみかけている。そんな確信がある。

　だがあまりにも儚はかない輪郭は、無慈悲に突き付けた。




『今日をもって筆を折り、速やかに退陣なさい。人の笑顔を作る行為を忘れた童話作家など、トイドリームの風上にも置けません』




　もしも。

　銀の弾丸で真まっ直すぐ心臓を撃ち抜かれたとしても、ここまでの衝撃には襲われないだろう。

　老人にはその確信があった。

　人差し指の先どころか、わななく唇すら言葉を作れない。

　自分が。

　ひどく遠い場所に理想を置き去りにしてしまった寂せき寥りよう感かんを、ようやく実感する。

　長い時間が必要だった。

　アルコール依存症の患者でもここまで指は震えないだろう。これではスケッチ一枚どころか、たった五インチの画面に指を置く事もままならない。ゆっくりと時間を掛けて深呼吸し、ほうほうの体でスマホを落とさないよう摑つかんでいるのが精一杯だ。

　改めて。

　音声入力用のプログラムを起動して、詰まった呼吸も無視して何とか声を絞り出す。

　高性能のプログラムでも、三回以上読み取りに失敗するほどだった。

『だが戦争は始まった。今さら私の首一つで責任を果たせるとも思えない』

『ええもちろん。私がそうなるように「ガバメント」の権限を利用して後押ししましたから。主に環境保護団体の土地購入と影響調査の準備をちらつかせる格好なのです。とっとと土地の所有権と採掘権を掌握しないと滅法メンドイ事になるぞ、と』

　意味不明な言葉の羅列があった。

　そもそも『ガバメント』が何なのかも理解できない老人に、さらに着信が続く。

『米国は絶対に負けません。いいえ、どれだけ劣勢だろうが、いかなる状況であっても負けたという結論を出してはならないと考える勢力です。

　たとえ一回二回戦争を食い止めたところで、汚名を雪すすぐためずるずると追加の作戦が立案実行されてしまっては意味がありません。

　ですから、この一回で全ての膿うみを出し切る。

　その上で世界最強の軍隊を現場で食い止める事ができれば、初めて白銀資源戦争という大きな歯車の動きを止める事に繫つながるでしょう。小さな戦術の話ではなく、大きな戦略の話で勝つためには、これ以外に有効な解決法などありません』

『ムチャクチャだ。戦争を止めるために戦争を起こしたとでも言うのか、君は』

『ええ、ですが心配はいりませんよ』

　気兼ねのない返答であった。

　それで老人は思い知る。

　自分がデザインした覚えのないヒロインのアイコンを使う誰か。自分の掌てのひらから決定的にこぼれ落ちてしまった幻の少女。彼女には、自分よりも近しい位置に立つ誰かが存在する事を。

　ひょっとしたら。

　こんな事さえしなければ、彼は彼女の一番近くに寄り添っていたかもしれなかったのに。

　そして切り札に背中を預ける少女はこう告げた。




『こちらも最強のエースを揃そろえています。相手が誰かは関係ありません。助けを求める者の命を背負ったかの存在が戦闘行為によって敗北を喫する事など、万に一つもありえませんので』




　ぱたん、と。

　遠く離れた高級マンションではキャラクターモバイルを裏返し、画面が見えないようテーブルの天板に置いた音が一つあった。まるでそっとカードを伏せるように。

　五メートルの猛獣をソファ代わりにするシマシマビキニの少女が、いつも背中を預けている深い毛並に小さな顔を埋めていた。改造チャイナドレスの美女は言う。

「どうしたの、いきなり感極まって。感動の超大作でも転がってた？」

「……なんれもにゃいれふ、ばかやろう……」

　この顔だけは。

　誰にも見られたくなかった。
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　八月とは思えない、吐く息も白い早朝だった。

　国の主要農産物が小麦でも牛肉でもなく、稀き少しよう価か値ちを極めた高山植物の栽培と出荷というのだから、それだけで身が引き締まるような冷気を想像できるというものだ。

　周囲を険しい山々に囲まれた東欧の小国。

　Ｆ国。

　オレンジ色の朝焼けと地表を舐なめる分厚い霧の層とかがぶつかり合って乱反射を繰り返し、辺り一面は一種独特の景色を作り出していた。見渡す限りの大地にきめの細かい砂金を敷き詰めたような絶景が広がっているのだ。

　この国でなければならない理由は特にない。

　たまたま鉱脈に近かった。後になってから抵抗されると面倒だった。だから、先んじて潰す事に決めた。どっちみち、火の粉を被かぶった国や地域は全て邪悪を極めた『東欧枢軸』扱いだ。国際条約に基づいた戦争行為をキープする限り、攻め込んだ米軍が糾弾される事はない。

　トイドリーム社に協力を仰いだ実際の対外政策の進捗など知った事ではないが、上からそういう風に聞かされているので現場の軍属は粛々と行動するだけである。

　その国境線のすぐ外では、胴体のあちこちからアンテナロッドを伸ばした電子情報管制機が優雅に遊覧飛行を続けていた。いわゆる『インターネット時代の戦争』の移動拠点である。そもそも空飛ぶ司令室がこんな最前線を飛んでいる事自体、ある種のふてぶてしさが感じられた。

　大型旅客機と同サイズの航空機の中は無数のコンピュータとその技師がたらふく詰め込まれていたが、それとは別に高級軍人達が集まる貴賓室があった。

　彼らはテーブルの上に地図を広げ、小さな駒を動かしながら内緒話を続けていた。

「フェイズ１は順調に進行中。東欧枢軸の通信・情報網は送電線と並行して的確に寸断できています。有線、無線共に効果あり。やはり小国ですな。それなりに近代改修を施した戦車を並べているようではありますが、航空戦力については抵抗らしい抵抗はありません」

「西、バースフォーク要塞。北、イリジニカ大トンネルシェルター。フェイズ２で地じ均ならしを終えましたら、こちらにそれぞれ陸軍の一個師団を投入し、険しい山々に囲まれた東欧枢軸の城門を真正面からこじ開けます。同時に東からは比較的緩やかな尾根を通って特殊コマンドを浸透させる予定です」

「……チッ。海兵隊め、こんな山奥にまで手柄の横取りにやってくるか」

「一両日中にはケリがつくでしょうな。隣接する小粒な国家から脇腹を刺されないよう、そこだけ牽けん制せいしておいてください。いきなり周辺国が弱気と人道主義を履き違えて『我が国の領空の通過を認めず』などと言い出しては輸送機補給ラインの乱れによるタイムテーブルの遅延が生じます。ま、こちらは軍事ではなく政治の話かもしれませんが」

「紳士的に振る舞うよう末端の兵にまで言い含ませておけ。単にモラルの話じゃない、私は社会学のテキストに則のつとった話をしている。戦後のテロが激化するかどうかはここにかかっているからな。高尚なアメリカ式を押し付けるのではなく、現地の国民性に配慮してテキスト通りに対処しろ。私はお茶の間を敵に回して議員連中から睨にらまれるのはごめんだよ」

　勝つ事が前提の戦いだった。

　いかに敵を多く殺すかよりも、いかに味方を死なせずに事を収めるか。

　リアルタイムの戦況報告も、最初から分かり切っていた情報の確認作業でしかない。そもそも彼らにとっては、イレギュラーな報告を受ける事自体が屈辱なのである。敵と味方の両陣営の思惑がぶつかり合うのではなく、予定はこちらで全て決める。それが超大国の戦争だった。

「バースフォークは良いいとして、イリジニカの大トンネルシェルターは米ソの最終戦争を想定した冷戦時代の遺物だったな」

「正常に機能していれば、民間人を避難させているはずです。内部のフィルターやパッキンは老朽化したままですので密閉性は保てていないでしょうな」

「誰もＢやＣを使えなどという話はしていない。人道条約を盾に取られると戦後補償が面倒だ。通常火力でぶち抜く準備はできているか」

「こちらも遺物を使いましょう。五〇〇ミリ重砲を用意してあります」

「グラードキラーか。化石だろうが何だろうがしっかり運用しろ。敵からの反撃などどうでも良いい。弾詰まりでタイムテーブルが遅延するなどありえんからな」

　こちらもまた、人の口から直接言げん質ちを取っているだけ。

　作戦行動を上から眺めている立場の人間が、平和主義者と揉もみ手ての笑顔で交渉して予算をもぎ取って用意した兵力を把握していないなど考えられない。結局のところ、彼らは責任というボールを投げたり投げ返したりしているだけなのだ。唯一懸け念ねんされる、味方側のヒューマンエラーが発生した場合、誰がそれを背負い込むかで駆け引きしているに過ぎない。

「極めて小規模ではありますが、Ｆ国には未確認戦力もあるようですが……」

「ふん。カビの生えた騎士団とやらに何ができる。馬に乗って弓を引けばステルス爆撃機が落ちるのかね」

　召喚儀礼という言葉も分からず、認識を外され、漠然とした組織名のみ頭へ残す事ができればその時点で僥ぎよう倖こうという彼ら一般軍人には、その程度の危機感しか持続できない。

　だから、目に見える形で顕現するまで分からない。




　ゴォッッッ!!!!!!　と。

　直後に電子情報管制機のすぐ横を何か大質量の塊が突き抜けた。

　それは膨大な摩擦で火の玉のように燃え盛る、巨大な宇宙ステーションそのものだった。




　あれだけ優雅に大空を飛んでいた天空の作戦司令室が、風に揺られる木の葉のように大きく揺さぶられた。もんどりうって机の角に頭を打つくらいなら御の字。中には乱気流に巻き込まれたように、天井に体を叩たたきつけられた高官さえ出てくる始末だ。

　ややあって、機体が制御を取り戻す。

　全員が全員床に投げ捨てられ、自じ分ぶん達たちが手にしていたブラックコーヒーやシングルモルトを頭のてっぺんから被る羽目になった。そんな中、人生で初めて床を舐なめたずぶ濡ぬれの高級軍人、その一人が床にボルトで留とめられたテーブルにしがみつくようにして震える声を絞り出す。

「な、なにが……何が起きた……っ？」

　そして教育の行き届いた部下はこんな時でも適切に回答していた。

　敬礼しながら彼は言う。

「戦争が始まったようであります、サー」
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　豪華客船ミッシングプリンセス号。

　時差の関係で、日本はそろそろ昼時を終える。

「ふう」

　Ｆ国君主、シンセアリア＝ハイランドは奇妙に長い耳をピコピコ動かしながら、額の汗をハンカチで軽く拭っていた。

　依より代しろである彼女が被召物マテリアルから元に戻っている理由は明白だ。

「……ま、ざっとこんなものですか」

『チェイン』が途切れていた。

　次々と敵対する召しよう喚かん師しを倒して倒して倒し続けて、気がつけば数時間。人工霊場は最大でも一〇分しか保たない、というセオリーを考えれば破格となる長期戦闘だが、シンセアリアが取った行動はハンカチ一つであった。雪や氷、ガラスや水晶。涼しげなドレスの印象のままだ。

　依より代しろとしてのスタミナが違う。

　サイドデッキから始まった戦闘は少しずつ場所を移し、今彼女が立っているのはカジノフロアだった。『イリーガル』系の召しよう喚かん師しや依より代しろ達たちは、あるいはルーレットのテーブルを真っ二つにして目を回し、あるいはスロットマシンに頭から突っ込んで全身を痙けい攣れんさせ、思い思いの場所で敗北状態に陥っている。それにしても暖炉を模したエアコン通風孔に頭から依より代しろを突っ込ませたのは失敗だったかもしれない。おかげで船内なのに冷房の効きが悪くなっていた。

　ペアとなるメガネの騎士、レイチェル＝ワームウッドは先端をＪの字に整えた銀の棒、バトルフックを取り込んだブラッドサインで自分の肩をとんとん叩たたきながら、

「所詮は目先のアワード集めに奔走して召しよう喚かん師しとしての本質を見失った挙げ句、その蒐しゆう集しゆう作さ業ぎようすら半はん端ぱなところで挫折した程度の外患、国辱の輩やから。我らに敵かなう道理はございません」

「レイチェルちゃん」

「何でしょう？」

　大きな胸の前で両手の掌てのひらを合わせ、シンセアリアは柔和に微笑ほほえんだ。

　涼しげな青いドレスを纏まとう美し過ぎる国家元首は、そのまま核心を突いた。

「ひょっとして此こ度たびの非公式視察、君主であるわらわを戦争から遠ざけるための建前だったんでしょうか？」

「……、」

　レイチェルはわずかに沈黙し、そして首を横に振った。

　何かを諦めるようにして、彼女は再び口を開く。

「Ｆ国君主のある場所が、我らＦ国の礎いしずえとなるべき場所です。あなた様さえご健在であれば、国はいくらでも再建できましょう。馬の骨が姫を連れ出していたのも僥ぎよう倖こうでした」

「Ｆ国最後の砦とりでが聞いて呆あきれる物言いですねえ……」

「実際の戦争は、召喚儀礼だけで語れるものではございませぬ。むしろ、ありふれた鉛弾の大軍勢の方が恐ろしい。戦争とは結局のところ、人口、技術、資源の三本柱なのです。この辺りは、どこぞの馬の骨と懇意にされた関係で説明を受けていたのでは？」

　そこまで言うと、レイチェルは改めて国家元首へ向き合った。

　シンセアリアの前で膝を突き、頭こうべを垂れたのだ。

　主の前で跪ひざまずき、アスリート系の引き締まった長身をこれ以上ないほど縮めて。

　しかし躊ちゆう躇ちよなく、告げる。

「……Ｆ国再建の暁には、この逆賊の首を差し出しましょう。次なる時代に、この命の居場所は必要ありませぬ。どうぞ爵位登録名簿から穢けがれた名を消して、断頭台にこの首を乗せてくださいませ、我が君主。ここにいるのは単なる罪人。騎士レイチェル＝ワームウッドなど、最初から存在しなかったのです」

「冗談じゃないわ……」

　声の質が、ゆっくりと変じていく。

　おそらくは娘の前では一度も出した事のないものへと。

「どうせＦ国騎士団全体の総意、いいえそれ以前に多くの民の嘆願書でもあったでしょうに。あなた一人の独断専行にして全ての罪を被る必要がどこにありまして？」

　びくりとレイチェルの肩が大きく震えた。

　頭を下げたまま、彼女はしどろもどろになって、

「いえ、それはっ、違います。今回の件はこの逆賊が一人で計画した愚行であって……!!」

「噓うそがつけないのはあなたの美徳です。言葉が詰まったところで恥じる事はありませんよ」

　ただし、と。

　シンセアリアは付け足して、

「何が善で何が悪か、誰を裁いて誰を許すかは、国家の主権者であり罪人に対する恩赦の権限を有するわらわが握っています。レイチェル＝ワームウッド卿きよう。確かに私はあなたに騎士としていくつかの権限を貸与していますが、ここで一つ質問しましょう。貴様一体いつから王権神授の全てをないがしろにできるほど偉くなった？」

「……、」

　嚙かみ締しめた。

　だがレイチェルは頭を上げない。

　嚙かみ締しめて、嚙かみ締しめて、嚙かみ締しめて、そして蚊の鳴くような声で告げたのだ。

「……しかし、恐れ多くも恩赦を賜たまわっては、この命一人、あなた様の特等席に相乗りして生き残る事になります。己の首を差し出さねば、散りゆく覚悟を決めて逃がしてくれた国の皆に示しがつかな

「くどい」

　一蹴であった。

　一地方の騎士のプライドなど、一国の君主が命令を曲げる理由になりはしない。

「あなたは、いいえ、あなたを含む騎士団の皆は、ただ民の嘆願を汲くみ取とってわらわの命を優先しただけの事。それでもあなたが罪に対して罰を求めるなら、生き恥をさらしなさい、レイチェル＝ワームウッド卿きよう。国の皆を守らなかった分、国の皆を見捨てた分、国の皆を諦めた分だけ頭の中で描いた結末から遠ざかれ。それが、この私が背中を預ける相棒に与える罰則です。せめて失敗から学び、一層の最強を目指しなさい。簡単に死んで自らの責任から卑屈に逃げおおせるなど、それこそＦ国君主シンセアリア＝ハイランドの全権に賭けて許しません。肝に銘じろ、無知にして高慢なる騎士よ。このわらわが貴き様さま如ごときの命令に屈し、顎で使われる事態など万に一つもありえない」

　しばし、沈黙があった。

　今、震える騎士の魂を焼いているのは、死に場を失った猛烈な屈辱か、あるいは処刑から救われた感謝か。

　レイチェルが城しろ山やま恭きよう介すけに対して顔を合わせるたび必要以上に嚙かみ付つき、同じ王家の者を守る召しよう喚かん師し同士、というシンセアリアの言い分に猛烈な反感を示したのも、羨せん望ぼうの裏返しだったのかもしれない。裏表なく真正面から戦って、それがそのままＦ国王家のためになる恭きよう介すけが眩まぶしくて仕方がなかったのだろう。

　だが、どちらにしても、シンセアリアの知った事ではなかった。彼女は二番でも三番でもなく、常に一番の人材を要求してきた。レイチェルが不断の努力でもって君主の期待に応えたのならば、こちらも全力でもって配下を庇ひ護ごしなくてはならないのだ。

　戦争に正しい答えなどはない、だがそんな中でも選択しなくてはならない。

　仮にシンセアリアがＦ国内部に留まって最さい期ごまで外患と戦う選択肢を選んでも、やはりレイチェルは常に傍そばにいながら包囲される前に国家元首を国外へ逃がす事ができなかった愚か者と歴史家に断じられただろう。元々、この騎士は何を選んでも八方塞がりだったのだ。そんな中彼女は最後の最後で、民の願いを聞き入れ、騎士団の名誉を守り、シンセアリアの命を救って、たった一人で首を差し出す選択肢を選んでいった。

　愚直に育ってくれた、それ故完璧にできてしまったその騎士へ、そっとシンセアリアは笑いかける。

　自分の身に汚れが移るのを嫌ってこれほどの人材を切り捨てるようになったら、その時こそＦ国の終わりだ。絶対王政など解体しなくてはならなくなる。

「心配ありませんよ、レイチェル。あなたが思うような結果にはなりません。あなたの身を焦がす後悔は、そもそも必要のないものです。だから安心して頭を上げなさい」

「？」

「忘れたのですか。事態解決のために動いていたのは私わたし達たちだけではないのですよ」

　生き恥を宣告する事で、けじめはつけた。

　ならばここから先は、いつまでも子鹿のように震える一番の部下を勇気づける番だ。

「何しろ、私の可愛かわいい娘と救国の英雄がタッグを組んでいるんですもの。オリヴィアと恭きよう介すけ様の組み合わせで、ハッピーエンド以外の展開などありえません」

　人差し指を一本立てて。

　柔和に笑って、彼女は確かに言ったのだ。




「今に見てなさい、レイチェル。恭きよう介すけ様さまはそんなあなたを含む、Ｆ国の全てを絶対にたすけてくれますから」
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　落着より少し前の話だった。

　恭きよう介すけとしては、同じ宇宙ステーション・トイドリームop-01に相乗りしている『戦争虐殺者ウオークリミナル』に用はない。依より代しろともども有事の際の非常用ポッドに詰め込むと、バキリ、という枯れ枝を折るような乾いた音を響かせた。

「？？？」

　ポッドの外で首を傾かしげていたオリヴィアは、

「お兄ちゃん、今、何やった？」

「何でもないよ。大丈夫だよ」

　無重力空間でルビーのように揺たゆ蕩たう赤い珠たまに似た液体ごと脱出ポッドの扉を閉じ、中身が小さな少女の目に触れないようにしながら、恭きよう介すけはしれっとした顔でそう答えていた。

　因縁にケリを着けたら、いよいよ恭きよう介すけ達たちも戦争と向き合っていかなくてはならない。

　そう、もはや白銀資源戦争は全ての元凶、黒幕抜きでも進行してしまう。坂道から雪玉を転がしてしまった後なのだ。

　達成目標が変わった。

　戦争そのものを、止める。

　恭きよう介すけはパーカーの後ろにある丸めたフードの中から、ヘアスプレー大の励起手榴弾インセンスグレネードを取り出した。

　金髪二本三つ編みのオリヴィアは首を傾かしげて、

「あれ？　ポケットじゃなくてそこから出てくるって事は、予備の一発だよね。まさかそれで打ち止め……？」

「正直今日は色々あり過ぎた訳だが」

　適切な再突入角度を計算しているとは言っても、こうしている今も巨大な宇宙ステーション全体が大気圏に焼かれてオレンジ色に染まっていた。末端からパーツがめくれ上がって吹き飛んでいき、表面温度は最大で三〇〇〇度近くにまで達する。鉄の融点が一六〇〇度付近と考えれば、その凄すさまじさが伝わるはずだ。

　敵の位置を探るのはそう難しい事ではなかった。

　陸軍の一個師団ともなれば一万人前後の大軍だ。その師団クラスの兵力をいくつも現場に浸透させていたら、待機場所なんて上から覗のぞき放題だ。もちろん平面の地図なら近づく事も難しいだろうが、まさかいきなり頭の上に尖せん兵ぺいが降ってくるとは思うまい。

　恭きよう介すけの手の中で、ガシャコ、という鈍い金属音があった。

　適当な長さで切り落とした鋼管にグリップその他を取り付けて中に液化燃料を注入しただけの、即席の励起手榴弾インセンスグレネード射出機だ。誰が見ても分かるハンドメイドだが威力は十分、何しろ取り扱っているのはロケット用の燃焼剤なのだから。むしろ爆発力を抑えきれずに内側から破裂させてしまわないかの方が大きなハードルだったほどだ。

　壁に背中を押しつけて座り込んだまま恭きよう介すけは蓋でもするように一発限りの金属缶を砲身前部から詰め込み、チューブを使って計算した量の液化燃料を薬室に詰め終えると、

「オリヴィア、おいで」

「ん」

　素直に従ってくれたオリヴィアを適当に抱き寄せると、体感重力に異変が生じてきた。一方向に引っ張られ、加速度的に増幅されていき、歯止めが利きかなくなっていく。林りん檎ごが地面に落ちるのとは違い、軌道上からの降下物は垂直一直線に落ちる訳ではない。渦を巻いて地球の重力に飲み込まれていくようなイメージの方が近く、降下角度そのものも徐々に水平から垂直に向かっていく訳だ。当然、猛烈なジェットコースターに乗せられている恭きよう介すけ達たちが受ける見た目の重力の向きや強さも刻一刻と変化していく。

　すでにこの時点で概算四Ｇ、先ほどの例題に出したジェットコースター級。

　最終的には九・五Ｇ以上に達し、床や上下の感覚も無意味になる計算だった。よって恭きよう介すけはあらかじめ壁に背中を押し付け、小柄なオリヴィアを拘束しておいた訳だ。本来ならシートベルトや固定バーが欲しいところだが、彼らは安全なアトラクションを楽しんでいる訳ではない。黙っていれば勝手に自壊していく宇宙ステーションと共に戦場へ向かっているのだ。自ら体を固定し、最後まで付き合って心中しては意味がなかった。

「んぶっ、んぐえ」

「我慢しなくても大丈夫だよオリヴィア、胃の内容物も体の中で引っ張られているからどれだけえづいても口から出てくる事はない訳だが」

「おにい、うぶ、こりゃもう後でお説教だかん、ね……!!」




《……に、さま……》




　じりじりと頭の後ろを炙あぶるようなノイズがあった。

　この灼しやく熱ねつの大気圏下であってもお構いなし、再突入速度であっても遊覧飛行でついてくる。

　オリヴィアはすっかり青い顔になって、

「ま、ま、まともじゃないよう、あんなの……」

「へえ。僕の危機に呼応して暴走を始めるという事は、やはりこの方向で間違いないみたいではないか。このトイドリームop-01の行き着く先に、僕ぼく達たちの求める敵がいる」

　分かりやすい熱圏を越えた後の方が、むしろ巨大なヤスリで外壁を擦るような音は大きくなった気がした。気圧が増し、空気やチリなどの不純物の密度が高くなってきているのだ。若干ながら、下から持ち上げられるように減速したのもまた、空気摩擦によるブレーキだろうか。

　落下中、緩やかに弧を描いた事で宇宙ステーションもまた角度を変えていく。

　恭きよう介すけ達たちが壁と信じている障害物は、おそらく地上から見れば天井と同じく真上を向いているはずだ。

「オンユアマーク」

　オリヴィアの小さな体を抱き寄せたまま、恭きよう介すけは口の中で呟つぶやく。

　精密な爆弾に取り付けられた時計の針のように。

「一〇、九、八、七、六……」

　太い鋼管を輪切りにしただけの射出機を、真正面に突き付ける。

　地球の重力を基準にすれば、真下、地上に向けて。

「……五、四、三、二、一」

　ゴォッ!!　とステーションのすぐ隣を何か大きな物が突き抜けた。いいや、恭きよう介すけ達たちの方が輸送機なり爆撃機なりの至近を通過していったのか。

　これまでなかった横揺れが発生したが、恭きよう介すけは眉一つ動かさなかった。

　引き金に指を掛け、告げる。




「ゼロ。戦闘開始」




　眼前の『壁』に十字の亀裂が入った。

　オレンジ色に焼ける対放射線航空宇宙素材が莫ばく大だいな風圧でめくれ上がった直後、全ての中心点に向けて恭きよう介すけは躊ちゆう躇ちよなく砲弾を撃ち込む。

　全ては一瞬の事。蠟ろう燭そくの炎を切るように、水平に素早く掌てのひらを通すようなものだ。熱が伝わる前に行動を起こす。一見無謀に思える選択肢こそが、実際には最も安全だったのだ。

　巨大な火の玉にも似た宇宙ステーションは、地表へは直接落着しなかった。

　一点から全てがめくれ上がっていくように、巨大な構造物全体が空中で分解され、散らばっていく。おかげで地球に氷河期が訪れるのは避けられた。

　大仰な衣を脱ぎ捨てた恭きよう介すけ達たちはこの時、すでに別の力によって真下に引っ張られていた。

　一足早く地面へ撃ち込んでいた励起手榴弾インセンスグレネードが破裂していたのだ。

（一万単位の師団が北と西に一つずつ。補給線、情報管理、後方支援、予備兵力その他で概算五〇〇〇単位）

　展開された人工霊場の中心へ、恭きよう介すけとオリヴィアは迅速に飛ひ翔しようしていく。

　地球人類にはありえぬ、宇宙服もパラシュートもナシでの直接降下作戦。

　曙しよ光こうと地を這はう霧とが織り成す黄金の大地が、一瞬にして吹き散らされる。剝むき出だしの戦場がついに顔を出す。

（こちらは北のイリジニカ大トンネルシェルター攻略用前線基地。よし、予定通り。落着座標誤差三・二だが許容範囲と判断）

　全体でおよそ五キロ四方。

　高山の雪解け水が作る不規則な川の流れにも左右されない安定しただだっ広い平原には、巨大な輸送機のための直角に交差する二本の野戦滑走路と、その内角部分に二キロ四方の車両整備基地が敷ふ設せつされていた。輸送機そのものを整備したり荷物を積み下ろしするためのハンガーや管制塔などは滑走の外側に建設されている。

　恭きよう介すけ達たちが降り立ったのは内角にあたる車両整備基地。

　まず相対速度の似通った薄い破片に足を乗せ、人工霊場を展開させ、『白棘』を打って防護円で自分を囲ってから地面に着地。ステーションの破片は砕け、改めて大地に次の人工霊場を張り直す。オリヴィアの少女の体軀もまたドロドロの粘液へと変じていた。

　四つの監視塔、兵舎、通信司令センター、そして学校の体育館より大きな屋根付きの整備場。それらを無視して、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』は無数の戦車や装甲車、移動式のロケット砲車両などがぎっちりと敷き詰められた車両管理スペースだ。

　これら全てを総括して、巡航ミサイルや爆撃機による地じ均ならしが終わるのを今か今かと待ち構えている死の工業製品である。

　そうした鋼の兵器を操る人手もまた生身の人間とは程遠い。米陸軍正式採用、クアッドモータース製レプリグラス『カミツキガメ』に身を包んだ兵士達は、ずんぐり丸まった装甲によって人間らしいシルエットを完全に潰してしまっている。

　三〇ミリの機関砲程度ならゼロ距離で乱射されてもものともせず、銃器を取り扱うのとは別に肩から伸びた追加二本の特殊工作アームを使えば戦車のハッチやシェルターの大扉すらめくり上げるように剝ぎ取れるとされる───そして生身の敵兵やテロリストに直接ぶつける動画が流出してしばしば人道的問題となる───敵軍事施設制圧用装備である。歩兵の身軽さと戦車の重厚さを違和感なく両立させた悪魔の兵器であった。

　空中でバラバラに分解された宇宙ステーションは、太陽光発電パネルの鋭いガラス片やネジの一本すらも凶器と化す。分厚いレプリグラスに覆われた米兵には致命傷にならないだろうが、通常ならそれでも防御行動として屋根のある空間へ駆け込むはずだった。

　しかし、誰もそうしない。

　軍から支給された『カミツキガメ』を過信しているから……ではない。

　突如として舞い降りた死神から目を離せないのだ。

　アレが何だかは知らないが、アレから注意を逸そらせば何か悪い事が起きる。そうに決まっている。インターネットと量産機械が全てを支配するテレビゲームのような最先端の戦場へ、そんな根拠のないジンクスが不気味に浸透・拡散していく。

　そして。

　恭きよう介すけも恭きよう介すけで、居並ぶ工業製品の群れに囲まれながら冷静に観察を続けていた。

　流石は世界最強の軍隊。

　これなら被召物を使ってもいきなり殺してしまう心配はなさそうだ。

（よし）

　ガカカッ!!　と　今も乱反射を繰り返す『白しろ棘とげ』の残像に取り囲まれていく。そこに赤い『花弁』の光が混ざっていく。

　そうしながら、すでに彼の瞳は風景一帯から重要箇所を射抜いている。

（イリジニカを攻めてＦ国の城門をこじ開けるなら、ロケットやミサイルで大雑把に山肌の表面を焼くだけでは意味がない。爆撃機から投下されるバンカーバスターも通用しない訳だが。となると攻略専用のランドマーク兵器は屋根付きの整備場の中。あれが最優先、か）

　敵は世界最強の軍隊、白銀資源戦争第一陣として投入されるのはおよそ二万五〇〇〇人強。

　内、半数が待機する大要塞の中心に城しろ山やま恭きよう介すけは君臨する。

「それでは」

　たとえどれだけの銃口やミサイルが待ち構えていようが、防護円や被召物マテリアルには関係ない。

　好きな時に好きなだけ『花弁』を獲得できる有利なポジションを独占しながら、恭きよう介すけは獰どう猛もうな笑みと共にこう宣告した。




「あなた達に罪はないが、ここで少々眠ってもらうとしようか」




　　　　４




　さて。

　戦争に勝つとは、つまりどういう事だろうか？




　レーダー施設を破壊して制空権を完全掌握する、補給路を断って敵軍を孤立させる、コンピュータを破壊して作戦承認作業を不可能にする……とにかく、人によって様々な状況や段階を思い浮かべると思う。だがいずれもダメだ、と恭きよう介すけは考えていた。もっと即効性が欲しい。彼我の戦力差を考えれば、アメリカ側は元々一両日中にＦ国の侵攻を終える予定でタイムテーブルを組んでいる。多少足を引っ張ったところで、真正面からのゴリ押しで防衛線を突破されてしまうはずだ。貨物列車と同じで、一度動き出した大国は並のブレーキでは止まらない。車輪が火花を上げている間にも、レールの上にあるものを弾はじき飛とばし続けてしまう。

　なので、

「行くよオリヴィア」

《了解お兄ちゃん!!》

　オリヴィア＝ハイランドはすでに尋常ならざる存在に肉体を預けていた。半透明の赤い粘液、どんな熟練者であっても必ず最初に通らなくてはならない『始祖シリーズ』の一つ。コスト１、音域低音。基礎の中の基礎、最弱の中の最弱だが、それでも大きな意味があった。

　そもそも、人じん智ちを超えた被召物マテリアルは通常兵力などものともしない。

『表』の世界最強がどうだろうが、『裏』に潜む異界の住人には知った事ではない。

『敵性と判断、繰り返す敵性と判断!!　発砲問題ナシ、撃てえ!!』

『馬鹿野郎何が問題ナシだっ、ど真ん中で撃ったら同士討ちになる!!　アーノルド、経験不足の大尉の言葉は逆らわない程度に適当に受け流せっ。まず俺おれ達たちで隊列を整えるぞ!!』

『了解サー、言げん質ちは取りました。威力の高過ぎる戦車を引っ込めて歩兵中心に時間を稼がせます。扇状に整えてから戦闘車両による砲弾で駆逐。状況開始です』

　休日のショッピングセンターのように戦車や装甲車は奇麗に並べられていたが、そんな装甲車両が少しずつでも恭きよう介すけ達たちから距離を取ろうとする。衣服の端を引っ掛けられただけで大惨事になる『動く壁』の隙間を縫って現れたのは、分厚いレプリグラスに覆われた歩兵達だった。機関砲や携行グレネード砲程度なら直撃しても問題ナシの『カミツキガメ』だからこそだろう。盾となる遮蔽物の確保よりも、まず恭きよう介すけや『始祖の赤ｂ』に向けて一斉にアサルトライフルの銃口が突き付けられていく。

　警告はなかった。

　というかむしろ、真っ赤な粘液の方が逃げ遅れた『カミツキガメ』に一発ボディブローをかまし、装甲車を下から押し上げてひっくり返していた。

　スパン!!　パパン!!　パパパパパパン!!　と。

　中華街で一斉に爆竹が破裂するような、耳に悪い炸さく裂れつ音おんがとにかく連続した。

　もはやスポットライトの下で踊る主演を彩いろどるバックダンサーでしかなかった。この世ならざる被召物マテリアルもそうだが、防護円に守られた恭きよう介すけもまた、通常の鉛弾でどうにかなる存在ではない。

《えと、全体としてどこを狙うの？》

「基本的には北東の整備場。中で組み立てているであろうランドマーク兵器を叩たたく」

　短く方針を伝えるが、当然ながら一直線には進めない。

　すでに眼前には強大な勢力が迫っている。

「オリヴィア、正面の三〇人ワンセットを一掃」

《んっ》

「それが終わったら四時方向のバズーカ部隊。あれは威力が高過ぎるから、レプリグラスが誤爆で死んでしまわないよう早めに対処」

《お兄ちゃんほんとに優しいよね》

　らちが明かなくなったためか、仲間達の援護射撃で恭きよう介すけを足止めしてもらいながら直接懐ふところに飛び込んで重機のような特殊工作アームを振りかざしてくるレプリグラス操兵もいたが、やはり防護円に阻はばまれてそれ以上は突き込めない。ギリギリとアームを震わせる分厚いレプリグラスの横っ腹をオリヴィアの操る『始祖の赤ｂ』が吹っ飛ばし、続けて命令通りに携行対戦車兵器を構え始めた一群目がけて突っ込んでいく。

　一〇分間の制約は、この場合ほとんど無視して構わない。

　何しろ一万人がひしめく人口密集地帯だ。誰かを指定して人工霊場を展開し、撃破後すぐに『チェイン』状態の九〇秒以内に次の誰かを指定して人工霊場を張り直し……と繰り返していくだけで、ほぼ無限に戦える。錬成していった被召物マテリアルの強さは継続されるので、ひたすら恭きよう介すけ側がわにとって有利な展開が続いていく。

　依より代しろのオリヴィアは次々に形を変えていく。

　巨大な腐った猛犬が、三脚で地面に固定した重機関銃ごとレプリグラス四人組を踏み潰した。

　花びら代わりに無数の刃を咲かせた食人植物が、弾丸のような勢いで鋼の種を飛ばして兵舎の屋根の上で伏せていた狙撃手達を無力化していく。

　ひび割れた全身の隙間から丸々太ったウジを湧き出させる美しい西洋人形が、故障して動かなくなったレプリグラスに肩を貸そうとしたままへたり込んだ別の兵士を見て、ゆっくりとよそへ標的を移した。

「……やっぱり世界最強の軍隊と言っても、全員が全員歴戦の勇者という訳でもないか」

《どゆこと？》

「不景気だからとりあえずの就職先や、よそからやってきた移民が社会貢献して市民権を固めるために入隊するパターンも少なくない訳だが。世界最強の軍隊という事は、よその国の兵士よりも死ににくいとも変換できるからね。本当の精鋭は安売りされない。面倒な地じ均ならしの第一陣なんて大勢いるルーキー達に任せて、映画やゲームに出てくるようなマッチョ達は後から乗り込んでいって歴史に名を残す偉業だけ稼いでいくつもりなのではないかな。レプリグラスに支えられているから、いくらでもいるルーキー達たちでも一定以上の水準までは底上げできるしね」

《……、》

　沈黙の中にピリッとした緊張感が混じる。

　左手一本、あくび交じりで戦争が始まったのだ。それはまあ、攻め込まれるＦ国の人間からすればたまったものではないだろう。

　だが実際に戦争を止めたい恭きよう介すけからすれば僥ぎよう倖こう。

　足元に転がっていた無線機からはこんな声が飛んできていた。

『許容範囲内の損耗で成果を確認。車両団の移動、再配置完了しました。スタローン中尉？』

『……、───』

『総員注目。中尉との通信途絶。以後の権限はこちらで引き継ぐ。撃てえ!!』

　戦車や装甲車がある程度の距離を空けていた。

　開いた空間を埋めるように、恭きよう介すけ達たちに向けて戦車砲や機き関かん榴りゆう弾だん砲ほうが次々に放たれた。爆音と共に汚よごれきった砂すな埃ぼこりが重なり合う格好で咲き誇る。単純な爆風や衝撃波の他、威力を高めるための細かい鉄球や鋭い鉄片が横殴りの雨のように襲いかかる。空間全体を埋める破壊の嵐は、もはや体術で避ける避けないの次元を超えていた。あまりに至近距離での炸さく裂れつだったためか、撃った側の戦車自体にも時折装甲表面にオレンジ色の火花が散る。超音速で飛び交う鋼の爪が複合装甲を削り取っているのだ。

　が、

「オリヴィア」

　たったの一言。構わず砂すな埃ぼこりが内側から吹き飛ばされ、そして戦場には巨大な影が屹きつ立りつしていた。

『神しん格かく級きゆう』コスト８、音域中音。

　最新鋭の戦車すら一段高い位置から睥へい睨げいするほどの巨体の正体は、三つ首を持つ巨大な黒い犬であった。それはｋから始まる、ギリシャ神話において冥界を守る忠実な番犬。あまりにも凶暴な乱らん杭ぐい歯ばの隙間からは、地の底の熱気を連想させるオレンジ色の火の粉がちらちらとこぼれていた。

　その巨体に合わせて人工霊場そのものが大きく膨らむ。一度は後ろへ下がったはずの戦車隊を巻き込む格好で、だ。

　実際に猛攻が始まる前に、まず天に向けての遠とお吠ぼえ一発で、電子の網で管理制御された戦車隊の動きが確かに一瞬ビクリと硬直した。

「冥界の所属という第一印象から恐ろしいイメージもあるかもしれないが、こいつはあくまで番犬だ。確かに摂理を曲げてあの世から這はい出でようとする者には一切容赦はしないけど、それだけではない訳だが」

　そして。

　恭きよう介すけはブラッドサインを肩に乗せ、空いた手で標的の一群を指差して言った。




「まだ命のある者が無闇に冥界へ足を踏み入れ、人生を無為に散らす行いを絶対に許さない。そんな優しい番犬なのさ」




　躊ちゆう躇ちよも何もなかった。

　その時死の番人が命を救ったのは、背に負うＦ国か、それとも相対する米軍か。

　一つの体を共有しているのに、三つの首で互いに競い合うように咆ほう哮こうを発しながら突撃してくる巨大な番犬に、戦車隊ができる事は何もない。履帯で地面を嚙かむ暇もなく複合装甲の塊は上から押さえつけられ、砲塔を巨大な顎で咥くわえられ、そのまんま真上に引っこ抜かれてしまう。車内では、今や剝むき出だしになった兵士達が呆ぼう然ぜんとした顔で天敵を見上げていた。慌ててレプリグラス装備を着直す余裕もないらしい。

　アルミの空き缶のように持ち去られた砲塔が嚙かみ砕くだかれた途端、誰に命じられるまでもなく彼らは両手を挙げていた。

　三つ首の番犬がもたらした破壊はそこまでだ。

　決して戦意を喪失した生身の人間を食い潰す事なく、次の標的へと移っていく。

「オリヴィア三時方向、要撃破」

　砲塔を失い、オープンカーとなった戦車のすぐ隣で、別の戦車がその砲身を『神しん格かく級きゆう』に突き付けていた。砲弾が爆発すれば剝むき出だしの友軍を犠牲にするはずだが、もうそこまで考える余裕もないらしい。

　発射前に番犬の巨大な前脚が落ち、砲身全体が直角に折れる。

　直後に砲弾が解き放たれ、撃った戦車自体を真後ろへ押し出した。暴発のおかげで花のように砲身が開いていた。交戦不能と見ても構わないだろう。

　小休止を終えた恭きよう介すけは再びブラッドサインを構え直し、『白しろ棘とげ』を使って『花弁』を稼いでいく。次々と形を変えながらも、同じくコスト８の中音に落ち着く。ｃから始まる八文字、マヤ神話において地震の名を冠する巨人がサッカーボールのように戦車を蹴飛ばしていく。

　何故なぜそんな意味のない錬成をするのか。

　そもそも、『倒す』だけなら最弱の『始祖シリーズ』だけでも十分だ。数をこなして錬成数を稼ぐのは、当然別の目的がある。

『規き定てい級きゆう』から『神しん格かく級きゆう』に繫つなぐためには、一〇〇回の錬成が必要になる。

『神しん格かく級きゆう』から『未み踏とう級きゆう』に繫つなぐためには、五〇回の錬成が必要になる。

　つまり恭きよう介すけが目指しているのは、

（来たか）

「オリヴィア、真上に注目！　巡航ミサイルがＦ国に向けて放たれている。あれは完全な無機物だから人工霊場の標的に指定できない訳だが。最優先で破壊!!」

『未み踏とう級きゆう』コスト19、音域中音。

『善悪分かつ「紫電」の淑女iu・ao・eu・ei・kub・miq・a・ci・pl』。

　病的に瘦せた美女がボロボロの車椅子に腰掛けていた。紫の髪を風に揺らし、不健康にやせ細った裸身を紫の布でおざなりに巻いただけの、放り投げられた人形のように力の抜けた未み踏とう級きゆう。しかしその力は紛れもなく本物だ。項うな垂だれたまま枯れ枝のように細い腕をわずかに持ち上げ、そのほっそりとした人差し指で虚こ空くうを指差した直後であった。




　ガカァッッッ!!!!!!　と。




　恐るべき紫の閃せん光こうが解き放たれ、天空を引き裂く光の剣がＧＰＳに従ってマッハ一・九で爆発物を正確に送り込む四発の巡航ミサイルを正確に輪切りにしていく。通常、被召物マテリアルは人工霊場の外へは出られないが、飛び道具はそのまま素通りする。頭越しに行われる空爆に対処するためには、遠距離攻撃に特化した被召物マテリアルを呼び出すのが手っ取り早い。

　恭きよう介すけの頭に直接響くオリヴィアの声には、圧倒的な戦果とは別の焦あせりがあった。

《フェイズ１の情報攻撃が終わってフェイズ２の空爆に入ったの？　こ、これじゃほんとに犠牲者が出ちゃうよ!!》

「だからそうはさせないよ。一〇時に警告、高度二万五〇〇〇メートル。あそこを飛んでいるドローンは子持ちだ、お腹なかの航空爆弾を落とされる前に迎撃」

　先も言った通り無人兵器は人工霊場で囲めない。しかし一方で『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』のルールの外にある存在なので破壊に躊ちゆう躇ちよする必要もない。

　……実は一番恐ろしいのは、誰もいない無人の空間に取り残された上で、励起手榴弾インセンスグレネードで誰も指定できないまま三、四〇キロ先から無数のミサイルやロケット砲を叩たたき込こまれ、その爆風でエリア一帯を隙間なく埋め尽くされる悪夢のような展開だった。召しよう喚かん師しや依より代しろは、対処さえ分かっていれば通常火力でもすり潰せる。恭きよう介すけやビヨンデッタといった歴戦の猛も者さが決して一般兵を侮あなどらない理由はこの辺りにある。そう、地下深くにあった『女王の箱庭』だって普通の人間が子供達を管理していたのだから、この辺りは骨身に沁しみていた。

　宇宙ステーションを使った直接降下だって、無意味な演出ではない。人口密集地、そのど真ん中。召しよう喚かん師しの恭きよう介すけにとっては入れ食い状態で人工霊場や防護円を長時間取り回すのが唯一安全に戦える選択肢だったというだけの話だ。地図だけ見て中心に向かおうとしても、何もない平原で挽ひき肉にくにされていたはずだ。

『紫電の淑女』が得意としているのは、必中必殺の飛び道具だ。

　もはや最優先目標に近づくまでもない。

「オリヴィア、北東の整備場！　直接切り裂け!!」

《りょーかい》

　学校の体育館よりも大きな屋根付きの整備場がバラバラに砕け散った。

　ただし『紫電の淑女』の一撃、ではない。

　壁一面のシャッターが開き切る前に、内側から全てが吹っ飛んだ。ギャラギャラと廃材を踏んで表に出てきたのは、あまりにも巨大な鋼の塊。いっそ鉄橋じみた巨大な砲身は、そもそも移動式の砲の範はん疇ちゆうを超えていた。造船所で七〇〇〇トン以上のフリゲート艦を運ぶために使われる、三二輪の特殊運搬車両の上に要塞砲を無理矢理積んでいる、といった格好なのだ。

「グラードキラー、五〇〇ミリ重砲か」

《何それ？》

「専用の液槽砲弾を岩盤へ撃ち込む事で、意図して深層崩壊を起こして天然の要塞を突き崩すための大型兵器だよ。通常、深層崩壊は地下水脈の力で起きる大規模な土砂崩れだが、あいつは崩壊に使う液体そのものを砲弾の形で土地に注入していく。一口に山と言っても組成は色々あるけど、グラードキラーなら全部お構いなしに破壊できる訳だが」

　逆に言えば、Ｆ国のように周囲を険しい山々に囲まれた環境でなければ威力を発揮できない。

　何とも使い勝手の悪い大業物だが、そもそも兵器は取り扱う者の都合でデザインされ、研がれていく。周囲を海に囲まれた島国では海軍が、砂に囲まれた砂漠では陸軍が発達していくものだ。

　そして歴史的に見れば、かつて米ソは世界を破滅させかねない勢いで睨にらみ合あっていた。

　アラスカルートとは別に欧州ルートからワルシャワの防衛網をこじ開けてモスクワへ直接切り込むため、東欧専用の突飛な兵器が開発されていたとしても不思議な話ではない。

　しかし、だ。

　顔を出してしまったのなら話は早い。

　城しろ山やま恭きよう介すけが言い放ったのは一言だった。

「やれ」




　一撃。




『紫電の淑女』は天空に向けていた破壊の指先を、そっと地上へ下ろした。

　五〇〇ミリ、戦艦以上の規格外砲弾だろうが何だろうが知った事ではない。その動きだけで、まるでピンと張ったワイヤーをゆで卵へ押し当てるように鋼の塊が輪切りにされていく。

　あまりにもあっさりとした結末。

　だが最大の功労者であるオリヴィア＝ハイランドは不安そうな声を届けてきた。

《でも実際、どうやって終わらせるの、お兄ちゃん？》

「心配ない」

《大部隊は私わたし達たちのいる北の他に、西のルートにもいるんでしょ。最後の励起手榴弾インセンスグレネードはもう使っちゃった。一〇分間で敵のいない場所を大移動したら人工霊場が解けちゃう。ううん、後方には予備隊員だの何だのが五〇〇〇人くらい残っているって話だったじゃない！》

　もはや破壊は終わっていた。

　残存兵力と呼ぶべき一群へ『紫電の淑女』が指先を向けただけで、既存の戦車や装甲車では盾にならないと判断したレプリグラス操そう兵へい達たちが表へ転がり出てくる。震える両手を挙げて降参のサインを示してくる。

《実際にはそんな話でもない。第一陣、二万五〇〇〇人をやっつけたからって、海の向こうにある超大国そのものが倒れる訳じゃない。グラードキラー？　規格外のランドマーク兵器を壊したって何にも変わらないじゃない。第一陣がやられたら、第二、第三がやってくる。いいや、むしろプライドを傷つけられた分だけ対応は苛烈になる！　戦闘は終わらせられるかもしれない、だけど戦争を終わらせるのは事情が違うんだよ!!》

「良い子だオリヴィア、ちゃんと分かっているではないか。だから風向きは僕達の味方をしてくれているんだよ」

　ピタリと、オリヴィアの声が止まった。

　何故なぜだか車椅子の淑女は体ごと恭きよう介すけの方に向き直って、ほっそりした指先を召しよう喚かん師しの方へ向けていた。砲塔を失ったオープンカーから顔を出した米兵もまた、訳が分からずに首を傾かしげている。

《……にゃんだって？》

「余裕を取り戻せ、オリヴィア。僕ぼく達たちは別に第二次世界大戦のノルマンディーやスターリングラードに立っている訳ではないんだよ。泥沼のベトナムでもない。世界の誰も、正面からの血で血を洗う殴り合いなんて想定してはいないんだ」

　恭きよう介すけは酷薄な笑みを浮かべた。

　かつて復ふく讐しゆうの悪魔をも下した少年は、躊ちゆう躇ちよなくこう言ったのだ。




「これは一方的に超大国が始めた、一〇〇対〇のパーフェクトゲームを想定した戦争だ。なら、勝敗条件だって変わってくるのさ。かなり特殊なものにね」




　　　　５




　大混乱の中にある北の大要塞。

　それとは別に、無音、放っておかれた西の前線基地。

「……一体何をやっておるのだ、あいつらは？」

　胸にしこたま略式の勲章を飾り付けた黒人の大男は思わずそう呟つぶやいていた。新兵時代からの癖が抜けず、思わずぺちりとスキンヘッドにした自分の頭をグローブみたいに大きな掌てのひらで叩たたいて、さすってしまう。

　そう、遠く離れた西側でも、突発的な戦闘が始まった報告は受けていた。

　だが西の城門をこじ開けるために用意された大戦力の全てを任されているその大佐は、阿あ鼻び叫きよう喚かんの通信を受けてもすぐさま増援を送らなかった。マニュアル規則に縛られて決断できない、というのではない。もっとそれ以前の問題がある。

　東洋系の副官が敬礼しながら口を開いた。

「サー。遠足気分で派兵されたルーキー達が実弾のプレッシャーにやられたとしたら事態は最悪であります」

「ＰＴＳＤの爆発的発症に、集団ヒステリーによる暴走か……」

　苦い顔をする指令室の面々だが、そもそも根本的な情報が抜けていた。

　彼らは北の大部隊が突如基地の中で戦闘を始めた事は理解していた。

　しかし、その中心にいるのは召しよう喚かん師しと依より代しろ。

　一般人は超常の存在を視界から外した途端に忘れてしまう、という特殊な条件もある。

　さて。

　ではこれらの条件を加味すると、彼らが見ている世界は何色になるか。

　答えはこうだ。




　遠く離れた友軍が戦っているのは分かる。

　だが、何と戦っているのか、その相手が全く見えない。




「味方同士で勝手に暴れて大要塞の中で犠牲を増やして……馬鹿どもが。その責任だけ私達と共有させる気かっ!?」

「一応、幽霊のような目撃情報もあるようですが」

「それをそのまま本国に報告してみろ、私達まで精神状態を疑われるぞ」

「神話の神々と戦っているという話もあるようですね。あくまでも、見える者には見えるといった類のものらしいですが」

「くどいぞっ!!　安定収入欲しさに銃を握るフリーターどもめ、宇宙ステーションが頭の上に落ちてきた恐怖と混乱でタガでも外れたか！」

　嚙かみ合あっているようで嚙かみ合あっていない会話が続く。

　大軍勢のど真ん中に落ちて、召しよう喚かん師しや依より代しろが多くの兵士達の人混みに紛れてしまうとは、つまりそういう事だ。同じ場所に立って得体のしれない何かと直接戦っている兵士達ですら、目撃情報はてんでバラバラ。しかも奇跡的に残った断片的な証言を繫つなぎ合あわせても、幽霊だの神様だの訳の分からない情報しか導き出せない。

　もちろん報告を受けるばかりではない。西で待機している黒人の大男達も衛星や無人機などで大混乱の北の大部隊を観察している。しかし、人工霊場の内部にいる召しよう喚かん師しや被召物マテリアルはカメラやセンサーで捉える事はできない。

　あやふやな証言に、動かぬ証拠。

　これで相手の正気を疑うなと言われても、無理な相談なのだ。

「[image: ～][image: ～][image: ～]っっっ」

　何にしても、タイムテーブルは崩壊した。

　仮にフェイズ２、巡航ミサイル、ロケット砲、爆撃機などの地じ均ならしを順当に消化したとしても、そこから先には進められない。地上部隊の展開は致命的だ。そして残念ながら、まだまだ空爆だけでは戦争を終わらせられるほど技術は進んでいない。瓦が礫れきの中に潜む残存勢力を奇麗に叩たたいてチェックメイトを決めるためには、地上部隊の存在は必須なのだ。

　そもそも、

「フェイズ２にも支障が生じていますね。巡航ミサイルが原因不明のロスト。全弾墜落という事は事故とも思えません。おそらく北の部隊が対空火器を使用しているではと」

「う」

「あくまでも衛星画像ですが、強引に深層崩壊を発生させるグラードキラーも大破して使い物にならないようです。経緯は謎過ぎますが、あれでは大トンネルシェルターをこじ開けるのは難しいのでは？　爆撃機からのバンカーバスターでは地形条件が合わないようですし」

「うおおおおおおおッ!!」

　どうにもならない叫びが出ていた。

　馬鹿をどうにかしない限り話を先に進められない。

　東洋系の副官は直立不動のまま、

「……仮に一万単位の師団がまとめて暴走状態に陥ったのなら、四割超が交戦不能とみなせます。つまり我々全体は潰走状態と判断されました。いかがいたしますか？」

「どうもこうもないだろ……」

　戦争では二万五〇〇〇の兵士が最後の一人まで殺されたら全滅、とはカウントしない。軍や部隊によってまちまちだが、三割から五割程度がやられてしまった時点で、想定した通りの運用はできなくなったとみなして全軍を撤退させるようにできている訳だ。

「暴徒鎮圧にあたるのも結構ですが、今、北に向かって戦闘を始めれば本国からは我々も含めていっしょくたに暴走部隊とみなされるかもしれません。放っておいて我々だけ撤退するのも一つの手なのでは？」

　もうぶっちゃけてしまうと、米軍の敵はＦ国ではないのだ。

　こんな僻へき地ちの戦争、勝つのが当然、負けるなどありえない。いかに多くの敵を殺すかよりも、いかに少ない損害でタイムテーブル通り戦争を終わらせるか。これが『強者の戦争』のロジックである。

　そんな中で一番怖いのが、米国本土のお茶の間であった。

　あるいは、海外派兵された若い新兵の戦死者の数。あるいは、化学物質などによる謎の健康被害。あるいは、諸もろ々もろのプレッシャーに起因したＰＴＳＤ発症などの精神問題。こうした『社会問題』が戦場カメラマンの手でまとめられてインターネットを駆け巡ると、米本国で猛烈な反戦運動が始まってしまう。ただでさえ爆弾の材料になるとして農家が使う化学肥料まで叩たたかれるご時世だ。合法的に大砲を撃ちまくれると鼻息荒げて国境を飛び出していった高卒や大卒のルーキーどもが、この有り様。若者を襲った悲劇とニュースキャスターが折れ線グラフで掲げる支持率が連動するとみなされたら、こんな戦争吹けば飛ぶように空中分解してしまう。

　本来なら一両日中に終わる、想定戦死者ゼロ名のパーフェクトゲームだというのに、実際には一万人が勝手に暴走して味方同士で撃ち合っている。こんな馬鹿げた話がバレたら、暇人どもからどれほど吊つるし上あげにされるか。

　自意識が肥大するだけ肥大したメイドインＵＳＡの奥様方と舌戦を繰り広げるくらいなら、ウォッカで動くヒグマ野郎どもと第三次世界大戦を始めた方がまだマシだ。ヤツらはどうしようもない強敵だが、戦場のルールを理解した上で戦ってくれる。

（……おしまいだ……）

　結局。

　これは西と東にバッサリ分かれた世界存亡の危機などという話ではないのだ。この戦争に負けたって米国という枠組みが土足で踏ふみ躙にじられる訳ではないし、故郷で待つ家族や恋人が殺される訳でもないのである。

　崖っぷちではないためか。黒人の大男達の決断もまた、腰など据えない。崖のないチキンレースなら、どこでブレーキを掛けようが構わない。

　巻き込まれる前にさっさと後ろへ下がって暴走部隊と手を切るか、誤解を受けても構わないから暴走部隊をこの手で止めるか。

　黒人の大男はグローブのような掌てのひらで自分の後頭部をぺちりと叩たたいてから、

「……総員に通達。未いまだにおしゃぶりを口から外せないクソ野郎どもの横よこっ面つらを引ひっ叩ぱたいて目を覚まさせるぞ」

「大佐」

「暴走部隊を捨て置いて自じ分ぶん達たちだけ健全さをアピールするのは簡単だ。だがあいつらがよそ様まで巻き込んで犠牲を拡大させたら、今度は止められるのに止められなかった罪で吊つるし上あげにされる！　それは、Ｆ国の人間であってももはや変わらんッ!!　作戦行動によって計画的に状況を進めていくのと無秩序な蛮行とでは、同じ殺人行為であっても意味が変わってくるのだ!!」

「……、」

「もしもそうなったら糾弾してくるのは米議会のリベラル派だけじゃなくなるぞ。フリーフェザー、戦争遺族会はどうする？　いいや、もう一国の話じゃ済まない。一八〇以上の国や地域が加盟する国連総会が戦争と人道に対する罪について語り始める羽目になる！　そこまで悪化したら事前の根回しもご破算だ。暴走部隊から民間人を守るという名目ができたら、一度は静観を決めたロシアが首を突っ込んでくるリスクすら否定できん。ここから第三次世界大戦を始めても構わん、だが我々が悪役の側に転がるのは許されんッ!!」

「サー、その先見の明には驚かされるばかりであります。してその心は？」

「私はもう退役した後の老後生活に備えてコロラドに牧場を買ってあるんだ。森では狩猟、川ではフライフィッシング、一日中ゴルフの打ちっ放しも楽しめて、天然のホットスプリングおんせんまで湧き出ている私と家族だけの天国を!!　私は自分の手でコツコツ積み上げてきた夢を全部台無しにされて、沸騰するお茶の間をなだめるためだけにグアンタナモの収容所へぶち込まれるなんて死んでもごめんだからな。私は国家に貢献した、新兵時代から今日ここまできちんとルールを守って戦ってきた。砂漠の国を制圧した時に命令を無視して宝飾店を襲い始めた仲なか間ま達たちと撃ち合ったのは辛い経験だった。それがどうしてキャリアのラストに馬鹿どもの乱痴気騒ぎに巻き込まれた挙げ句、電話ボックスより手狭な独房で豆と塩のスープだけ与えられて長い余生を送らねばならんのだ!!」

　こうして迅速に決定がなされた。

　安全圏に取り残されたまま勝手に人生を左右されそうになっていた西側も、動く。

「使える物は全部出せ!!　ランドＳＤＩ、そうだ炭酸ガスレーザーもだ!!」

「それは西の城門をこじ開けるためのランドマーク兵器では？」

「撤退するには邪魔なだけだ。あんなデカブツ、今からバラして細々と輸送機に積んでいたらとても間に合わん。現場でスクラップにしてから、鹵ろ獲かく解かい析せき不ふ能のうな形に焼損処理する。自分で捨てたと報告するとメチャクチャ怒られるから、どさくさに紛れてかさばる兵器へきちんと始末をつけるんだよ。ほら行くぞッ!!」

　テクノロジーの塊である大型兵器を現場で壊せば厳しい[image: 叱]責を受けるが、激しい戦闘で壊れてしまった兵器を解析不能な形に処理したと報告すればむしろ褒めてもらえる。

　副官からは、半ば以上呆あきれたため息があった。

　成り上がり人生にはイロイロな方便も付き物なのだが、この青年だって何もこんなものが見たくて軍に入隊した訳ではないだろう。

「サー。それにしてもアウトドアに偏った趣味はニューヨーカー気取りの奥方には向かないのでは？」

「気取りと言ったか小僧。それに大丈夫だ、家内にはアマロンのプレミア会員に登録したタブレットを渡してある。通販も動画もやりたい放題だ」




　　　　６




「来た来た」

『未み踏とう級きゆう』まで吊つり上あげてしまえば、それ以上錬成の数をこなす必要はない。『紫電の淑女』をキープしたまま恭きよう介すけはブラッドサインを肩に担かつぎ、地平線の向こうを埋め尽くす膨大な砂すな埃ぼこりを見てそう呟つぶやいていた。

　北と西。

　遠く離れた場所に大部隊が展開されているなら、向こうからこちらへ来てもらえば良い。

「オリヴィア、もう半分が到着するぞ。あれを潰せば僕ぼく達たちの戦争はおしまいだ」

《んえっ？　でも装甲車がちらほらしか見えないよ》

「最初のは斥候偵察。後ろから大部隊がやってくる。大体五〇〇人から一〇〇〇人規模で一塊かな、そいつをいくつかセットで送りつけてきているはずだ」

　恭きよう介すけの言う通りだった。

　少数の装甲車の後に、鋼の壁そのものといった戦車の軍勢が横一面に広がっていた。丘などを遮蔽にする気配もない。おそらくさらに後ろには、レプリグラスを詰めた兵員輸送トラックが群れを成しているはずだ。兵器よりも人員を優先している辺りは、できるだけ被害を小さく抑えてお茶の間の批判をかわしたい米国のお国柄か。例えばこれがロシアなら、むしろ戦車の表面に歩兵をしこたま張り付けて最前列から突撃させていたかもしれない。

「あっちも合わせて潰せば、『訳の分からない報告』に歯止めが利きかなくなって集団ヒステリー疑惑を払ふつ拭しよくできなくなる訳だが。お茶の間はすぐにでも沸騰して戦争を始めたホワイトハウスを吊つるし上あげにしてくれるだろう」

《相手の名誉を奪う戦争とか、お兄ちゃんレイチェルから引ひっ叩ぱたかれるんじゃない？》

　この世で一番安全な戦争に送り出したはずの若者達が傷ついています。聞いていた話と全然違うじゃないですか。

　……改めて文字にしてみると頭の中が疑問符でいっぱいになりそうな言い分だが、超大国、絶対的強者の戦争とはそういうものなのだ。

　最強は最強であるが故、負ける事に慣れていない。

　というより、敗北の認め方を知らない。

《目視で良いいならもう撃てるけど》

「しばらく手前に引っ張ろうではないか、両部隊の距離が近い方が僕は助かる。……へえ、今度のデカブツはレーザー砲台か。西の攻略の要まで持ち出してきたって事は、本国はどうあれ現場は撤退ムードで固まっているのかな」

　砲塔のない戦車は、壊れた車両を拾うための回収車か。それを馬車馬のように見立て、四両も使って巨大な台車を引きずっていた。幌ほろの代わりに乗っかっているのは、さながら四角い鉄塔の中に閉じ込められた円筒形の砲台。元々宇宙空間からミサイルを迎撃するための兵器だったはずなので、地球の重力で砲身がたわんでしまわないよう補強しているのだろう。

《お兄ちゃんって模型に汚れとか迷彩柄とか塗っていくのが好きな人だったっけ？》

「二〇〇〇メートル、うん、良いい頃合いだ」

　基本的に戦車砲は直射で狙うとはいえ、二キロは戦車にとっても近距離だ。向こうが必要以上に接近してきたのはもちろん、衛星やドローンから送られてくる訳の分からない報告にうんざりし、自分の目で確かめたいという心理があったからだろう。

　このデジタル戦争の時代に何を、と思うかもしれないが、自分の体温より気温が二度上がると歩兵の注意は一歩分緩くなる、という報告もある。つまり、注意散漫になって地雷やワイヤーを踏む確率が上がる。人間を完全に排除できない未完成なデジタル戦争などそんなものだ。どうしても紀元前から戦争に付きまとってきた『感情』が顔を出す。

　基本的にどれだけ増援がやってこようが、こちらは同じ事の繰り返し。

　防護円や『紫電の淑女』は、通常の銃弾や砲弾では傷をつけられない。超高精度で『未み踏とう級きゆう』を操るＦ国王家オリヴィアでなければ、かえって相手を殺してしまわない方が難しいくらいだ。唯一怖いのは、こちらはすでに最後の励起手榴弾インセンスグレネードを使い切ってしまった事。つまり、今ある人工霊場を死守するしかない。『チェイン』の九〇秒以内に辿たどり着つけない広範囲に敵が散らばってしまうと、非常に面倒な事になる。

　紙一重、薄皮一枚、まさに薄氷の上。

　人工霊場が解ければ恭きよう介すけもオリヴィアも生身の人間に戻り、ありふれた鉛弾や爆風で命を落とす羽目になるのだから。

　戦闘と戦闘の合間に、恭きよう介すけは補給車両から転がり出てきた戦車砲の砲弾を踏みつけながらこう言った。

「こっちはあらかた片づけたか。では向こうの増援を潰しに行こう」

《『チェイン』は九〇秒しかありませんけど!?　直線で二キロくらいはあるんだよねッ!?》

「文明を学ぶんだオリヴィア、別に徒歩でなければ問題ないだろう」

　ガツッ！　と恭きよう介すけのブラッドサインが地面にあったものを鋭く突いた。

　その足で踏みつけにしている戦車砲の砲弾が躊ちゆう躇ちよなく起爆する。

　防護円に守られていれば間近で爆風を浴びても問題ない。そして召喚儀礼のルールにはこうある。励起手榴弾インセンスグレネードが炸さく裂れつした面が人工霊場の基準面になるが、例外的に、基準面が砕けて壊れた場合は励起手榴弾インセンスグレネードを投げた召しよう喚かん師しが足を着けた場所が次の基準面になる、と。

　爆風で舞い上げられた恭きよう介すけの体が、そのまま垂直に一〇メートル以上飛び上がる。体をひねって天地を逆さにすると、大空に向けた足の裏が何か触れた。




　ゴォッッッ!!!!!!　と。

　意外なほど近くまで迫っていた、大型の輸送機の胴体下に接触する。




　燃料切れが近かったのか、強引に野戦滑走路への着陸を狙ったものの想定外に地上の戦闘が大き過ぎて断念したのだろう。中ちゆう途と半はん端ぱに低空を漂った大型機のお腹を恭きよう介すけは次の足場に指定した訳だ。

　車椅子に座っていると着地の感覚が違うのか、『紫電の淑女』と存在を重ね合わせるオリヴィアが絶叫していた。

《わあっ!?》

「最近導入されたC-1092なら電子制御で着陸作業を支援するから、車輪が出ている状態でも時速三〇〇キロ以上で飛ばしているはずだ。二〇〇〇メートル先なんて二、三〇秒で突っ切ってくれるよ」

　適当に言いながら恭きよう介すけは逆さのまま胴体下を走り、先頭を目指す。

『チェイン』は継続中だが、次の足場を地上に設定するためには、古い足場……つまりこの輸送機を破壊しなければならない。なので先頭部分まで出向いて、丸まった機首を回り込み、分厚い強化ガラス越しに驚きよう愕がくして心臓が止まりかけているパイロットの顔を見据える。

　目視で確認。

　次の一〇分がセットされるのを確かめ、恭きよう介すけはブラッドサインの先端で風防の強化ガラスを破壊する。防護円が邪魔をするので、長い棒の先端を軍服の襟に引っ掛けた。

「オリヴィア、輸送機を破壊」

《最強の平和主義者ね、やっぱりお兄ちゃんは根本の発想が狂ってる》

　呆あきれたような声と共に、紫の閃せん光こうが輸送機を輪切りにした。

　絶叫するパイロットを伴って恭きよう介すけ達たちは再び地上へ。『原因不明の暴動』を鎮圧するため派遣されてきた、西の大戦車隊のど真ん中へと足を着ける。

　基地の外。

　ただただ広い、戦車と相対するにはあまりに不利な、個性のない平原。

　しかし恭きよう介すけは肩に乗せたブラッドサインの先から白目を剝むいて大人しくなったパイロットを適当に振り落とし、片目を瞑つぶって言い放った。

　使用上の注意でも読み上げるように。

「いきなりの未み踏とう級きゆうで申し訳ない。プロでもありえない状況からのスタートだけど、あなた達たちは世界最強だ。きちんと逃げ回ってくれる事を祈っているよ」

　一瞬だった。

　ボロボロの車椅子に腰掛けた病的な美女の指先から、紫色の閃せん光こうが解き放たれる。

　まるで手品のように中の兵士を残して戦車だけが輪切りにされていく光景を眺めながら、恭きよう介すけは戦況について考える。

《あのでっかいのがやっぱり最優先？》

「ちっとも温存する気配がないからきっと使い捨てにされたんだろうけど一応破壊で」

　ガカァッ!!　と。

　巨大な戦術兵器と『未み踏とう級きゆう』の双方から放たれた閃せん光こうが交差したが、結果など最初から分かり切っている。どれだけ高火力だろうが、基本的に物理的な殺傷手段は防護円や被召物マテリアルに傷をつけられない。

　北と西、双方のランドマーク兵器を破壊し、恭きよう介すけが追加の大戦車隊の懐ふところまで潜り込んだ時点で、白銀資源戦争の行方がどうなるかは明白だ。

　後は徹底的に後始末して、『間違った認識』を最大限に活用し、戦争という経済活動を継続不能な状況に追い込んでやれば良い。

　二万もの兵が集団ヒステリーを起こして同士討ちで壊滅したなどという事態が知れ渡れば、希望ある若者達を託された上層部の管理責任が問われる事態になる事間違いなしだ。国際社会もそんな危なっかしい部隊など自国の領土や領海を通過させる事を渋るだろう。最悪、今後全部隊に母性溢あふれるスクールカウンセラーか占い師を常駐させなくてはならなくなる。

《でもさお兄ちゃん、「ガバメント」って世界の警察なんでしょ。アメリカの中にも支持母体はたくさんありそうなものだけど、プロの召しよう喚かん師しや依より代しろって派遣されてないのかな》

「されてるよ」

　恭きよう介すけがあっさり答えると、またもやオリヴィアが沈黙した。

　彼女の焦あせりや混乱の感情だけが恭きよう介すけの頭の中に伝わってくる。

《いやっ、ちょ、ダメじゃんそれって!?　認識の誤差を利用して世界中を騙だます計画なのに、きちんとものが見えるプロが戦場に交じっていたら!!》

「どっちみち、何も知らないお茶の間が沸騰してしまったら流れは変えられなくなる訳だが。実はたった一組の召しよう喚かん師しや依より代しろが世界最強の軍隊を叩たたいていて、神々の向こうにいる存在が大暴れしているから仕方がないんです。……こんなのを軍高官や情報企業の社長が会見で話し始めたらどうなる？　得体のしれない戦争病が安全な米国本土にまで蔓まん延えんし始めたと疑われて、心の病院に連れて行かれるのがオチだろうさ」

《……、》

「真実を知られるかどうかはさして問題ではないよ。それを信じる者が多いか少ないか、注目するのはそこだ」

《……もうお兄ちゃんはちょっとレイチェルにお尻を叩たたいてもらおう。ウチの修練場でいっぺん性根を叩たたき直なおしてもらわないとダメだ》

　何だかおっかない事を言い出しているので、後でお菓子でも渡して懐柔しようと恭きよう介すけは心に決めた。見た目はちっこくても王家の人なので意外と舌が肥えている点にも注意が必要だ。

「……これは禁断のチョコチップシリアルの出番かな。あれはもはや食事の域から片足をはみ出しているので評価に困るが、即効性に優れた魅力で溢あふれているのは事実……」

《お兄ちゃん？　ん？　今どの局面を分析してんの？？？》

　目の前に現れて、ようやく『脅威』の正体を悟ったのか。あるいは、少年一人では帳尻が合わないとなお混乱の中に突き落とされたままか。恭きよう介すけとしては、彼らが本来の調子を取り戻す前にねじ伏せてしまうのがベストの展開だった。よって、待たない。米兵全員が後ろに下がって空爆ドローンや巡航ミサイルで延々と攻撃にさらされる、という『本当の正解』を引き当てられてしまう前に、さっさとケリをつけるに限る。兵ひよう糧ろうや弾薬同様に、時間の枯こ渇かつもまた極めて効果的なプレッシャー材料として長らく使われてきたものだ。

　少年はパチンと指を鳴らして、

「オリヴィア。仕上げの時間だ」

　しかし、だ。

　そこで思わぬ声が恭きよう介すけの頭の後ろを焼きつかせるように響いてきた。




《……にーさま、そこ……？》




　心臓に圧迫があった。

　ここは、ここだけは、さしもの城しろ山やま恭きよう介すけにも読み切れなかった。何しろ相手は『白き女王』を直接殺害し、そこで壊れてしまった『未み踏とう級きゆう』。幼稚で、純粋で、従順で、なのに彼我の差があり過ぎる怪物だ。

　分かっているのは一つ。

　ヤツは『戦争虐殺者ウオークリミナル』との戦闘の真っ最中にいきなり出現し、指先で触れただけで人工霊場を叩たたき壊こわした。通常の、第三の時代の召喚儀礼では召しよう喚かん師しや依より代しろの腕以前の問題として、そもそも決着まで環境が保たない。

（ここでか……ッ!!　もう少し待ってくれれば米の二個師団を完全な形で無力化できたのに!!）

　当然ながら、励起手榴弾インセンスグレネードはもうない。

　一回限りの使い回しだった人工霊場を奪われたら、恭きよう介すけもオリヴィアもそれまでだ。流れが途切れる、一度エンストしてしまった車には二度と火を入れられなくなる。これまでとは違った種類の緊張が襲いかかるのも無理のない話だった。

　オリヴィアもまた、たったの一言で震え上がっていた。

《お、お、お兄、ちゃん……》

『未み踏とう級きゆう』の『紫電の淑女』。最強格の力を存分に引き出せる環境も、あと何秒保つかは全く見えない。

　突破の鍵があるとすれば、

「召しよう喚かん師しと依より代しろだ……」

《？》

「僕ぼく達たち以外の、アメリカ側が非公式に呼びつけていたであろう『ガバメント』系の召しよう喚かん師しと依より代しろ。活路があるとすれば、そこしかない訳だが」
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　そして。

　西と北の中間地点、地図の上では何の駒も置かれていない森の中に、密ひそやかに佇たたずむ勢力がもう一つあった。数はせいぜい五〇人程度。小隊一つ二つ程度だが、Ｆ国騎士団の真実を知るコーディネーターからすればこれでも足りないくらいだった。陸海空海兵隊の四軍で構成される米軍には、召喚儀礼を直接扱う部門を用意できないのがつくづく痛い。おかげで召しよう喚かん師しや依より代しろについては、書類上の派兵数にカウントされない傭よう兵へい枠わくとして協力を取り付けるしかなかった。建国三〇〇年のアメリカは常に世界をリードしてきたが、その歴史の浅さが災いして神秘やオカルトには弱い側面がある。

　そんな神秘の隙間を埋めるべく召集された二五組のペアの中に、彼らはいた。

『ガバメント』アワード５０１、『完全勝利パーフエクトゲーム』。

　リーゼントのマッチョ召しよう喚かん師しマックス＝レイヤードと水着の日焼け痕も眩まぶしい小柄な褐色少女のエリ＝スライドのペアである。

「お、おっかねえ。あれよあれよという間に『未み踏とう級きゆう』ときたもんだ。あーあ、グラードキラーとランドＳＤＩ、二つともランドマーク兵器がオシャカになってやがる。あのままじゃほんとに一万単位の師団が両方とも食い潰されちまうぞ」

「さて、コーディネーターからの指示はまだないが、我々はどう動くべきだろうか」

「あの『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』が何考えてんだかは理解する気もねえが、ボコボコ叩たたかれてんのは召喚儀礼を知らない連中だろ。オレだって相変わらずな米系の軍やモンスター企業のやるこた好みじゃねえが、こいつは話が別だ。ルールの説明もなしに、こんなの不公平だぜ!!」

「……だから上半身裸でガトリング銃振り回すハリウッドヒーローよろしく真正面から突っ込んでくと？　相手はすでに『未み踏とう級きゆう』の代表格である『紫電の淑女』なんだが、よもや『規き定てい級きゆう』のコスト１から立ち向かうつもりかねマックス」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………はいすみません、どうすれば良いですか女史？」

　アメリカは大型トレーラーのバンパーで子供を吹っ飛ばしたって決して自分からは謝らない文化なのだが、マックスのこういう所にメガネのへそ出し調香師は好感を持っていた。自覚のある馬鹿はまだマシだ、少なくとも親に甘やかされるだけ甘やかされて天才病に頭をやられた馬鹿よりは。

　大きな魔女の帽子を被る少女は身の丈を越える、片刃の大きな斧おのにも煙草たばこのパイプにも見えるネイティブインディアンの祭具を地面に突き刺し、ミニスカートとショートパンツに包まれた小さなお尻の方から寄りかかりつつ、

「ヤツは確かに『フリーダム』のアワード９０３だが、城しろ山やま恭きよう介すけとて人間だ。パンデモニウムの一件ではアタシの『香インセンス』の術中にハマっていたのを忘れたのか？　正攻法でどうにもならんのなら、裏から手を回せばよい。魔女の秘術を舐なめるなよ。まず人工霊場を破壊して防護円を取り除いてから、香煙で燻いぶしてヤツの脳髄を幻惑の世界に突き落としてくれる」

「（……根暗なウサギ野郎と同レベルの卑ひ怯きような騙だまし討うちじゃねえか……）」

「マックス。外国の歯医者が怖いからという馬鹿げた理由で子供のように駄々をこねるお前の奥歯の痛みを、一体どこの誰がやさしぃーく緩和してやっていると思っている？　もしも魔女の秘術に疑問があるならアタシはお前の意志を尊重し、ホームへ帰る前にさっさと打ち切ってしまっても構わないのだが」

「イエスマム、全面的に異議なしでありますメガネの金髪褐色グラマラスおねいさん!!」

　よし、と身長一四〇センチ未満の少女は小さな鼻から息を吐いた。首から下げたドリームキャッチャーは、哀かなしいほど平らな胸の真ん中でぴくりとも動かない。

　女性が強い時代なのかもしれない。

　新大陸へ逃げ延びた魔女とネイティブな部族との融合を果たした先にいる少女にとって、東欧の森にはどのような意味があるのか。ネイティブの苦行を取り込んだ過程でへそや舌、果ては衣服の下にまでピアスの針を通したエリ＝スライドはゆっくりと深呼吸してから、

「始めるぞ。城しろ山やま恭きよう介すけから感知されない程度に距離を取り、風上を陣取って『香インセンス』を流す。我々も仕事でやってきたのだ、勝てないから戦いませんは通用しない。結果を出すぞ、もらった金の分だけな」

　しかしマックスから返事はなかった。

　何しろ超大国の思惑に南国の集落が犠牲になっていくのを許せなくて、立場が上だった現場責任者を躊ちゆう躇ちよなく殴り飛ばしたこの男だ。口では何と言っても、内心ではＦ国侵攻そのものに疑問を持っているのかもしれない。あるいは自分が参加すれば適度にブレーキをかけられるとでも。馬鹿は馬鹿でも見ていて飽きない馬鹿。恭きよう介すけも横暴だが米軍も横暴だ。正論だが、両方敵に回したところで自分が孤立するだけだというのに。微笑ほほえましいほど学習の足りない男である。

　と思っていたが、それだけではないようだった。

　ぐらりと揺れたマックスの体が、そのまま真横に倒れてしまう。




「はぁいお嬢ちゃん。ちょいとその調香師としての腕を貸してくれんかねー？」




　ふざけたような言い草とは対照的に、エリ＝スライドの真後ろに張り付いたその気配は白はく刃じんそのものだった。喉笛や心臓に何が押し付けられている訳でもない。だが動けばバッサリやられる。殺意それ自体を警告に使えるほどに研いだ猛も者さ。とっさにエリは頭の中でいくつもの選択肢を思い浮かべるが、間に合わない。『香インセンス』が効果を発揮する前にやられる。

　後ろを振り返る事もできないまま、エリ＝スライドは質問する。

「……お前は？」

「ビヨンデッタ、あるいは『フリーダム』アワード９２０『仇染めライアーキヤツト』とでも」

　最悪だった。

　城しろ山やま恭きよう介すけよりもアワードは上だ。

　かさりと足元のくさむらで小さな葉擦れの音を出した。視線を下げれば、倒れたマックスからこちらへ、何かが近づいてきている。

　水着の日焼け痕も眩まぶしい幼い少女の両足の間を潜くぐり抜ぬけたのは、白い蛇だった。

　そして今さらのようにエリは気づく。辺りはあまりにも無音。同じ森にいる連中も密ひそやかに潰されている。おそらくは城しろ山やま恭きよう介すけの邪魔をさせないために。

「強敵については真正面から勝負を挑む必要はない。ええ、私も全面的に賛成です。ですのでわざわざ励起手榴弾インセンスグレネードなんて投げませんよ。可愛かわいいこの子が獲物の足元からひっそり近づいて牙でがぶりとやってしまえば、迅速に毒が駆け巡ってくれますからね」

「……これでも新大陸ではガラガラヘビと共に暮らす身だ。蛇は慣れている。アルビノのせいで体表の柄など特徴を把握しにくいが、毒を持つ蛇とは思えないぞ」

「なら、現実として倒れた人ひと達たちについてはどう思います？　まさか単なる精神的なプラシーボ効果とでも？？？」

　しゅるりというきめの細かい布を擦るような音と共に、足元からぬめった感触が這はい上あがってきた。比喩表現ではない。一度は両足の間を潜った正体不明の白蛇が、エリ＝スライドの褐色の右足へと巻きつき、健康的な生脚をゆっくりと登ってきている。

　ちろちろと小さな舌を出し入れし。

　得体のしれない牙を見せつけて。

「牙を差し替えたのか。安全な蛇と見せかけて安心させてから、どのような薬液であっても自由自在に詰め替えて標的へ投薬できるようにするために」

「あり？　『こんな所』にまでピアスの穴を空けてるくせに、エクステやインプラントに忌避感情を持つ人だったりします？　かくいう私も半身を人工骨に置き換えている身の上なので、この辺あんまり気にした事はないんですが」

　白蛇は少女の膝を越え、太ふと股ももまで。

　いつでもミニスカートとショートパンツに包まれたエリ＝スライドの中心へ嚙かみつける位置で、猛毒の持ち主は首を傾かしげるような素振りを見せていた。

「マックスは問答無用で昏こん倒とうさせ、アタシはそうしなかった。お前、このアタシに何を期待している？」

「話が早くて結構。ついでに言うとマックスさん？　そちらの召しよう喚かん師しについては大事な人質役でもありますのであしからず。言う事を聞いていただければ、解げ毒どく剤ざいのカートリッジに差し替えた上で、改めてウチの子ががぶりとやってあげますから」

「……、」

「それとも、魔女の腕を信じて自分で解げ毒どく剤ざいにアタックしてみます？　でも難しいと思うなーあれは。まず絶対的にサンプルが足りない激レア薬品ですし」

　エリ＝スライドはメガネの奥で瞳を伏せた。

　大きな斧おのにも煙草たばこのパイプにも見える得物から手を離し、ゆっくりと両手を挙げる。

　瞳を閉じたまま、重たい息を吐いて幼い魔女は呪じゆ詛その声を低く洩もらしていた。

「……城しろ山やま恭きよう介すけマジぶっ殺す」

「はいどうも。ちなみに降参したふりして私を安心させようとしているようですが、会話を引き延ばして『香インセンス』の効果を出そうとしても私には通用しませんよ。抗生物質その他た諸もろ々もろを毎日がぶ飲みしている関係で、元から体内環境はメッチャクチャですので。毒も薬も正常に機能してくれないんですよ」

　ひょいっと気軽に誰かが前へ回り込んできたようだった。

　エリ＝スライドが再び瞳を開けると、真正面に立っていたのは場違いなピンクに染めた長髪にグラマラスな体型の、ウェイトレス服の悪魔。彼女はにたにたと粘着質な笑みを浮かべながら本題に入る。

「調香師として名高いその得意技で、お客様、城しろ山やま恭きよう介すけ専用の励起手榴弾インセンスグレネードを作っていただきたい。今すぐに」

「ヤツの基本構成についてはパンデモニウムの件で覚えているが、細かい条件は？　わざわざ敵に回ったこのアタシの手を借りるのだ。余計な小細工をされるリスクを吞のんでまで、『普通の励起手榴弾』を補充したい訳でもないだろう」

「実は私も細かい条件までは分かりません」

　こちらはペアとなる召しよう喚かん師しの命がかかっているというのに、対するウェイトレスの態度は無責任そのものだった。

「私がお客様から仰おおせつかった任務は二つ。一つ、白銀資源戦争のため事前浸透するであろう米べい系けい召しよう喚かん師しの部隊に紛れ込み、万が一開戦した場合は内側から足を引っ張れ。二つ、『ガバメント』系仲介人の話から高確率で参戦してくるであろう事が推測される『完全勝利パーフエクトゲーム』ペアと接触し、こちらも万が一開戦した場合は何としても調香師エリ＝スライドと協力関係を構築しろ。具体的方法についてはこちらの一存ですので、あまり哀れで可愛かわいいお客様を責めないでくださいませ」

「……それにしてもイラつくほどに弾む胸だな。お灸きゆうの意味も込めて穴だらけにしてやろうか……」

「ぎゅむぎゅむ☆」

　完全に人を下に見ているのか。圧倒的胸格差を見せつけるような格好で、笑顔のウェイトレスは緩く握った左右の拳を顔の高さに寄せ、畳んだ腕の部分を使って分かりやすく両サイドから大きな胸を押し潰していた。

[image: ]

「エリ＝スライドには現場で見て過不足のないカクテルを作って欲しい、との事ですよ。ですので並の調香師では手に負えない、危険であってもあなたの手を借りるしかない。そういう話に繫つながっていくようです。愛いとしのマックスさんのため、頑張ってくださいねっ☆」
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《……にーさま……》




　ノイズがひどい。

　その『声』が恭きよう介すけの頭の中で響くたびに、脳髄の配線が一本ずつ焼けていくようだ。




《……にーさま……》




　限界が近づいている。それが分かる。

　すでに軋きしみを上げている人工霊場は、千切れかけの吊つり橋ばしのように頼りない。そんな中で、恭きよう介すけはひとまずの決着を望んだ。

「オリヴィア!!　ここに残っている戦車隊を撃破できるだけ吹っ飛ばせ！　今すぐに!!」

　ボロボロの車椅子に腰掛けた妙齢の美女の指先が印でも切るように小さく振られ、紫色の光が直線的に景色を引き裂いていった。『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』の流儀に従い、器用に人体だけを避けてレプリグラスの鎧よろいも戦車の装甲板も次々切り裂いていく。もはや縁日で見られる、砂糖を固めたようなカタヌキ遊びを彷ほう彿ふつとさせた。かえって砕いてしまわない方が不思議なくらいの破壊が乱舞する。

　とっくに壊滅したはずだ。

　これで問題ないはずだ。

　しかし恭きよう介すけの顔と言わず全身と言わず、緊張の汗はますます噴き出す一方だった。彼は知っている。ここまでは前ぜん哨しよう戦せん、むしろここから先が本番なのだと。

　躊ちゆう躇ちよはなかった。




《にーさま》




　ノイズまみれの声質がクリアに切り替わる。

　空間を縦に割り、幼げな掌てのひらが一つ。

　メギメギメギメギ!!　という凄すさまじい音と共に、異界に引っ込んでいた存在が、改めて現世へ顔を出した。世界そのものが撒まき散ちらす悲鳴に出迎えられ、いっそ儚はかなげな少女の全身が露あらわとなる。おかげで付随する現象もまたひっくり返った。

『未み踏とう級きゆう』コスト21、音域なし。

『ただ一つの目的を貫徹する色彩なき童女aie・a・oio・ei・ueo・ioa・e・uai・ee』。

　素直で純粋で従順で狂っている彼女は、『白き女王』と違って遊んでくれない。

　初手から全てが崩壊する。

「うォォおおおおあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」

　顕現と同時に限界を迎えた人工霊場が、内側からの圧迫に耐えられず風船のように破裂していくのを、城しろ山やま恭きよう介すけには止められなかった。

　特別な力を失えば、恭きよう介すけもオリヴィアもただの人間だ。

　まず右手が振るわれて少年が死亡し、次に左手が振るわれて少女が死亡する。生身の状態ではそんな結末を覆くつがえせなくなる。




「はぁーいお客様、デリバリー一件お待ちどおさま☆」




　だから。

　いつの間にか忍び寄っていた悪魔からの冗談のような一言は、まさに僥ぎよう倖こうだった。

　想定していた数ある最悪の中でも一番引きたくなかった一枚。そんな状況に投げ込まれたのだから、さしもの恭きよう介すけであっても間に合うかどうかは確約がなかった。ひょっとしたら何かの些さ細さいな偶然が重なってここで途切れてしまう可能性だってあった。

　しかし実際には、間に合った。

　ビヨンデッタ＝シロヤマが投げ込んだ励起手榴弾インセンスグレネードが、人工霊場破裂の瞬間にピタリと合わせて起爆する。後から炸さく裂れつし、融合した人工霊場は速やかにその質を変えていく。

　投げた当人であるビヨンデッタも、その人工霊場から逃げられない。中心に向けて吹っ飛ばされていく。

　癖で銀のブラッドサインにも二つ折りのライフルにも見える得物を構えようとするビヨンデッタに対し、九死に一生を得た恭きよう介すけは叫んでいた。

「出すなッ!!　どっちみち、防護円があっても『色彩なき童女』からの攻撃は抑えきれない訳だが。下手に被召物マテリアルを使えばかえって悪目立ちするだけだ!!」

「チッ。つまりこの閉じた人工霊場の中を生身で逃げ回れっていう、ああそうですかそういう信頼ですか先に言えよお客様ァあああ!!」

　もちろん、ビヨンデッタ以外の人間にこんな命令は絶対出せない。

　最弱とされる『規き定てい級きゆう』のコスト１だって、一方的にレプリグラス操兵を嬲なぶり殺ごろしにできるのだから。

　一方で、だ。

　オリヴィアは被召物マテリアルを完全精密に操るので誤爆の恐れはない。『色彩なき童女』は破壊力こそ絶大だが、恭きよう介すけにしか執着していない。

　……ビヨンデッタ級の召しよう喚かん師しであれば、今この時だけは凌しのぎ切きれる公算もゼロではないのだ。心理的な死角となる一点の端へ、奇麗にハマる事さえできれば。

　だから恭きよう介すけは、目の前の敵に集中すれば良い。

　ビヨンデッタが繫つなげてくれたチャンスをものにすれば、ビヨンデッタを死なせずに済む。

「……ははっ。ようやっとの勝算だ」

　すなわち。

『色彩なき童女』が現れても耐える人工霊場に。

「オリヴィア！　あと少しだ、ここでＦ国を、いいや世界を守るぞ!!」

《大仰で素晴らしい話ですけど説明してもらえるかなっ!?　そもそも真っ向勝負で戦えるようになったって手持ちの「未み踏とう級きゆう」で勝てるの？　相手は「白き女王」すら平然と殺していった壊し屋でしょ!?》

　普通に考えれば、できない。

　たとえ大三角を全部投入したところで、『色彩なき童女』にはトドメを刺せない。

　ただし、

「『色彩なき童女』は不自然な状態で顕現を繰り返していた」

《んえ？》

「……励起手榴弾インセンスグレネードに頼る事もなければ、人工霊場や『花弁』を使って存在を支えられている訳でもない。ブラックホールのように世の理ことわりをねじ曲げていった『白き女王』をも粉砕する存在なんだから何でもありなんだ、と言われたらそれまでだけど、だったら僕ぼく達たちのやるべき事も単純ではないか。歪に召喚されている『色彩なき童女』を、正しい形で召喚し直してやれば良い。ヤツが表に出てきても破裂しない人工霊場の中に閉じ込めてやれば、一〇分間のリミット到達と共に人工霊場が消滅するタイミングで、『色彩なき童女』もまた異界へ引きずり込まれていくはずだ」

　例えば、『雨中の少女』の話で取り沙汰された幽霊は、悪い場に引っかかったせいで正しく退場できなかった死者の魂を指す。こういった存在は励起手榴弾インセンスグレネードを投げて場を整え直すだけで消滅してしまう。

　恭きよう介すけ達たちは、金網の床に立っているのだ。

『色彩なき童女』の場合は場や環境が悪いのではなく、『色彩なき童女』の存在が大き過ぎて、普通のふるいの目を潜る事ができないのだろう。現れる時は強引に異界から網目を広げて体をねじ込んでくるが、現世から特に戻る必要がなければ足を踏み外さないようふるいの目をきゅっと閉じて、強度を高めた上で金網の床に立ち続ける。

　何にしても反則だ。

　だが、分かっていれば正攻法が通じる。

　網目を広げる狭める……そんな特例を許さない。元々あった均一な網の目に、戻す。おそらく一度は強度不足で耐え切れなくなるだろう。ブラックホールが周囲の空間を歪ゆがめるように、『色彩なき童女』は周辺一帯の境界線を巻き込みながら異界へ落ちていくはずだ。だが、ヤツが完全に異界へ落ちた時点で、引き千切られた金網を、もう一度正しい形に修正すれば。エリ＝スライドの『香インセンス』には、そこまでの力がある。

　だから、耐えれば良い。

　たかが一〇分、されど一〇分。一瞬が永えい劫ごうに見えるほどの『色彩なき童女』からの猛攻を、ひたすら耐えるだけで束つかの間まの決着を着けられる。

　ここでトドメを刺せなくても。

　とりあえず、今日のところは。

　同じ人工霊場の中にいるビヨンデッタが何だか両手をわたわたさせ始めた。

「あっ、あっ、あのうー……。なんか大仰な事考えてるかもしれませんけど、今回私は何にもできないですよ？　いやだって被召物マテリアルを呼ぶなって命じているのはお客様ですしッ!!」

「大丈夫だ、そこは期待してない」

「……それはそれで腹立つな。人工霊場を繫つないだ命の恩人に対してこの扱い、ありがとうとごめんなさいが言えない不出来な弟は後で折せつ檻かんの時間ですかね……？」

《ねえお兄ちゃん。未いまだにこの人いまいち誰だか分かんないんだけど、悪魔が正論吐くような時代になったらいよいよ世界は本当におしまいだよ……》

　特殊な励起手榴弾インセンスグレネードに、特殊な人工霊場に、特殊な『未み踏とう級きゆう』に、特殊な戦闘ルール。

『白き女王』が支配していた第三の時代からは何かが違う、新しい戦い。

「それではそろそろ始めようではないか、『色彩なき童女』」

　ひゅんひゅん、という風を切る音があった。

　肩で担かついでいたブラッドサインを真正面の敵へと突きつけて、少年が宣告する。




「僕ぼく達たちの手で作ってしまった、第四の召喚儀礼の戦いを!!」










　　　　９




　勝利条件は一定時間超過。

　何度も何度も何度でも繰り返すが、手持ちの『未み踏とう級きゆう』で『色彩なき童女』を直接倒せるなどと思ってはならない。

　車椅子の美女の指先がふらりと動き、紫色の閃せん光こうが横よこ薙なぎに『色彩なき童女』のほっそりした首を狙った途端、

《それ、にーさま、邪魔》

「おおおおあああああッ!!」

　紫の閃せん光こうが真上に跳ね上がり、『色彩なき童女』を食いそびれた。

　いいや、折れていた。

『紫電の淑女』の枯れ枝のような右腕。

　その手首から肘にかけての骨が、ぼっきりと、直角に。依より代しろの叫びが頭に響く。

《んんんんんィィィいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!!》

《……、》

　ロングスカートのように広がる無数の武器の内、ショットガンに似た何かが火を噴いた。それだけの現象で、『未み踏とう級きゆう』の代表格が戦闘不能に追い込まれる。

　しかし、一撃で『消滅』しなかっただけでも僥ぎよう倖こうだ。

　対『白き女王』専用、ガリガリにチューンナップした弊害が功を奏したか。

　ガカカッ!!　と恭きよう介すけのブラッドサインの先端が『白しろ棘とげ』を打ち放ったのと、『色彩なき童女』が手にしたしおりを肩越しに真後ろへ投げたのはほぼ同時だった。

　幼げな『未み踏とう級きゆう』の背後に控えていた一二の書物の一冊が、肉食獣のようにしおりへ嚙かみ付ついていく。等価交換であるかのように、ページとページの隙間からずるりと何かが飛び出してくる。

　それは世界の破滅だ。

　どうしようもなく強きよう靭じんな耐性を身に着けた黒光りするゴキブリの群れが、まるで一つの塊となって高圧放水のように解き放たれた。全てを貪り食い、全てを疫病に感染させ、全ての生き物から生活の場を奪う究極の害虫が一斉に『紫電の淑女』へと襲いかかる。

　ひとたび巻き込まれれば小さな顎の乱舞によって、分厚いヤスリで全身を擦られたように全身の血肉を千切り取られる事だろう。

（単発の攻撃属性は高音、なら三みつ巴どもえに対応しているのは低音の被召物マテリアル!!）

　激突の直前で文字を並べ替え、恭きよう介すけは新たな『未み踏とう級きゆう』を獲得する。それは着崩した赤の着物とワンピースの水着を組み合わせたような、楚そ々そとした美人。額からは二本の角、長く伸びた髪は世界の運命を彷ほう彿ふつとさせる歯車の群れと絡からみ合あって果ての果てまで張り巡らされている。涼しげに伏せられた瞳が開けば、運命を見渡すどころか決定づけると言われる超越存在。




『未み踏とう級きゆう』大三角、コスト20、音域低音。

『罪過凶事を射抜き見通す「赤眼」の麗人fa・ao・ab・ei・fj・cib・b・du・a・eif』。




「すまん!!」

《何を今さら……》

　明らかに、オリヴィアではない別の声が独立した思考と台詞せりふで応じていた。エリ＝スライド製は励起手榴弾インセンスグレネードというよりもはや小規模な『匣はこ』だ。

　黒い高圧放水のようだった害虫どもの突撃に対し、『赤の麗人』は舞でも踊るように大きな袖口を振り回しただけだった。それだけで、適格な角度で打ち据えられたゴキブリの群れの角度が、ずれる。戦車の砲弾を傾斜装甲で逸そらすように。彼女はそこに留まらない。いつの間にか、封印となる瞼まぶたが開いていた。禍まが々まがしいほどの不吉。『赤の麗人』は何かを正確に見据え、改めてゴキブリの群れの中ほどへ貫手を放っていた。

　ボンッ!!　と途端に水っぽい音が炸さく裂れつし、世界の破滅の一部がごっそりと消滅する。撒まき散ちらされるのは大量の羽根や脚、ぎらつく甲殻に濁った体液。

　当然、『赤の麗人』の方も無事では済まなかった。自ら究極の感染源に触れた事で、着物の袖は溶け落ちて、紫色に変じた指先がぐじゅぐじゅと崩れ、白い骨まで見えてきている。いっそ麻酔のように正常な痛みを感じられないのが、汚染の強さを証明していた。

《うええっ!?　ぎっ、ぎぼちばるい……!!》

《無む垢くなる依より代しろよ、少々お静かに。そして城しろ山やま恭きよう介すけよ、私の一択で凌しのげるほど甘い相手ではないようです》

「分かって、る!!」

　召喚儀礼最大のメリットは、加護を受ける神をインスタントに切り替えられる事にある。

　さらに真後ろへ複数のしおりを投げる『色彩なき童女』を見据えながら、恭きよう介すけも恭きよう介すけで的確に『花弁』の獲得を続けていた。




『未み踏とう級きゆう』大三角、コスト18、音域中音。

『虚ろなる財宝にて世界を満たす「緑」の悪女lu・o・np・e・qo・ei・r・k・a・rum・pl』。




《いっひっひ、良いいのかなあ？》

　ウェーブがかったショートの髪はエメラルドのような輝きを放っていた。幼げな少女の上半身に反して、下半身はあまりにも禍まが々まがしい巨大な蛇。男性原理の象徴である錆さびた杖つえや剣などを寄せ集めて四よつん這ばいの巨人を作り、その上に腰掛けているのは、先ほどまでとは別の頂点。

《あの忌いま々いましい優等生の赤とおんなじ、いかにも処女っぽい匂いのする依より代しろだけど。私の基本にして真髄って『負の産卵』だよ？　こいつは思わぬ体験になりそうだけども》

　減らず口が、止まる。

　世界の破滅が、一度に二つもやってきた。『色彩なき童女』の背後にある書物の内二冊がしおりを嚙かみ砕くだき、左右両サイドに向けて直線的に極彩色の奔流が吹き荒れる。片や人工ブラックホールに指向性を与えて直線的に撃ち出す空くう間かん歪わい曲きよく砲ほう、片やすっかり虐殺された神々の臓物が本来のありようを無視してうろたえる人類へ襲いかかるゴッドハザード・ワン。

　巨大なハサミで世界を切り取るように、左右両側から二つの破滅が迫り来るが、

《弾く》

　びすびすびすっ、と鈍い音が連続したかと思ったら、『緑の悪女』はあろう事か自らの蛇の体に大量の杖つえや剣を突き刺していた。ぶくぶくと傷口が泡立ったかと思ったら、それらは巨大なシャボン玉となって分離されていく。

　まるで内部に悪徳の風景を詰め込んだスノードームだ。

　それらは左右から迫り来る破滅に対し、風船爆弾のように接触すると、次々に破滅して『この世界がまだ知らない悪徳』を撒まき散ちらしていく。あるいは得体のしれない爆弾、あるいは甘美な化学式、あるいは誰にも捕捉のできない暴力組織。破滅と悪徳、概念同士がぶつかり合って必殺の軌道をわずかに逸そらす。恭きよう介すけ達たちのすぐ真上を世界の終末が薙なぎ払はらっていく。

《んっ、んおおお……んぐえええええ……。な、なにか、からだのちゅうしんがぐるぐるしてる……》

《あっはは!!　哺乳類だと産卵の感覚を正しく受け止める事はできないか。どんな玄人くろうとにも味わう事のできない感覚を処女の内から楽しめるなんて素敵な経験積んだねえ☆》

　ガシャガシャガシャ!!　と『色彩なき童女』のロングスカートが蠢うごめいた。先ほど、『紫電の淑女』を散弾銃一発で吹き飛ばした得物の山。それを見て、『白しろ棘とげ』で『花弁』を稼いだ恭きよう介すけもまた次の手札を選ぶ。




『未み踏とう級きゆう』大三角、コスト16、音域高音。

『「黄」の鰓はためきし天空を統べる精霊s・a・so・voz・tix・ei・yw・za』。




　オリエンタルな道服にも似た寝巻を纏まとって三日月のような寝台に腰掛ける、黄色い髪の少女。だが体を預けた寝台そのものは、この世のありとあらゆる生物を粘土のようにこねて詰め込んだような異形の中の異形。

《……起こすなよ鬱陶しい。この私が何より眠りを妨げられるのを嫌っているの分かっててやってるでしょー……？》

「生あい憎にく、『女王の箱庭』の奥底からの生還者に容赦をする理由は特にないではないか。真面目に戦った者はみんな死んだ。生き残ったのは僕も含めて、何かを犠牲に捧ささげた者だけだ」

（それにしても、一つ一つの攻撃に合わせて三みつ巴どもえ重視で防御を固めていった結果、どんどんコストが下がっていく訳だが！　くそ、『色彩なき童女』側から誘導でもされているのか……!!）

　直接砲撃など関係なかった。

『色彩なき童女』のロングスカートを形作る無数の武器からの弾道がことごとくありえない方向へ歪ゆがんでいく。いいや、おかしくなっているのはそれを見ている者達の認識か。彼女は生身の肉弾戦よりも、望む相手を夢の中に落として戦う方が得意な精神戦のスペシャリストだ。

　ありふれた地面から何かが生えていた。

　それは『色彩なき童女』本人だ。一つ二つ、五つ、一〇、いやもっと。まるで黙っていても勝手に生えてくる雑草のようにぞんざいな扱いで、『黄の鰓えら』は自分の手駒を増やしていく。

《……、》

　自分と全く同じ顔に囲まれながら。

『白き女王』の殺害者はこだわらなかった。

　ロングスカート全体が、傘のように開く。そして全方向への一斉射撃が始まった。爆音や閃せん光こうと共に、現実そっくりに作られた風景に巨大な風穴が次々と花開く。童女と世界の境界線の間にあった、無数の『色彩なき童女』ごとお構いなしに。虫食いだらけの世界が一定の限界を迎えた段階でガラスのように砕け散る。

　精神世界を物理手段で破壊する、という暴挙に対し『黄の鰓えら』はうんざりした顔で、

《チッ、叩たたいて起こすとは騒々しい。自分と同じ自分を見ても存在理由は誤作動しないタイプか。どうせなら『白き女王』か城しろ山やま恭きよう介すけを量産した方がデコイの攪かく乱らん効こう果かは高かったかな》

「オリヴィアは？」

《覚悟もないのに私とシンクロなんてするから、眠気と戦っててしゃべる余裕はないみたいだよ。馬鹿馬鹿しい話だよね、現世なんて夢を形作るための素材でしかないのにさ》

　うっすらと笑う『黄の鰓えら』の口の端から、赤黒い粘液が溢あふれてきた。

　精神世界で攪かく乱らんできなければ、彼女は『色彩なき童女』からの攻撃を避けられない。

《……けふっ。三みつ巴どもえに対応して有利に事を運んでもこの威力。しかも着飾っている全身の武器と違って、ヤツ本体は反則技の無属性ときた。やってくれるね、君が作った『未み踏とう級きゆう』も》

「すまない」

《後悔ばかりだね、君の人生は。現世は夢を形作る素材だと言っただろう、それなりにはメンテをしたまえ。そんなだと共に枕を並べて眠っても面白くない》

　ブラッドサインを振るう。

　また別の『未み踏とう級きゆう』へと切り替えていく。

　一分が、一秒が、まるでブラックホールか何かを使って無尽蔵に引き延ばされているようだった。それほどの圧、それほどのプレッシャー。『色彩なき童女』と対たい峙じした『白き女王』はどうだっただろうか、と恭きよう介すけはふと考えた。

　あの『白』は、最後の最後まで笑っていた気がする。

　こんなにも自分自身を研究し尽くしてくれたのか、と。

「残り三分切りました、複数方式の時計で計測していますから歪ゆがみはありません！　お客様!!」

「……、」

　同じ人工霊場の中、生身のビヨンデッタからの声に恭きよう介すけもまた呼吸を整える。

　三分。

　思った以上に、長い。

《……お兄ちゃ、……》

「あと少しだオリヴィア!!　『黄の鰓えら』から受け取った眠気に引きずられるな!!」

　我ながら無茶な命令を飛ばしているという自覚はあったが、恭きよう介すけからしてやれるのはそれくらいしかなかった。

　召しよう喚かん師しには召しよう喚かん師しの戦いがあるように、依より代しろには依より代しろの戦いがある。

『大三角』を取り回すだけでは足りない。『灰かい燼じんの巫女みこ』、『黄金の遊女』、『七色の液化』、『鈍色の軟体』……次から次へと新しい『未み踏とう級きゆう』を呼び出し、『色彩なき童女』の猛攻をしのぐ。

『未み踏とう級きゆう』コスト18、音域中音。

『猛火を倍加して送り返す「枯草色」の踊り子zb・ei・sd・wp・e・be・xu・a・kk・pl』。

　この時オリヴィアが宿していたのは、カフェラテのような色の髪に華きや奢しやなシルエットの少女。格好らしい格好は枯草でできたおざなりや腰ミノや胸当て、後は胸元を彩いろどるドライフラワーの首飾り程度のものか。踊れば踊るほど周囲に枯草が散っていくが、その全ては引火のための材料。自分からは決して火を放たない。その妖よう艶えんな踊りで相手の攻撃を誘いつつギリギリのところで避け続け、炎の使い手でありながら徹底したカウンター狙いの『未み踏とう級きゆう』であった。

　しかし、

《がッ!?》

「オリヴィア!!」

　心臓近く、コアである『人じん郭かく』の辺りを投げ放たれた短槍が貫いていったのを見て、さしもの恭きよう介すけも思わず叫んでいた。

　時間稼ぎ専用、カウンター特化がまるで通じない。『枯草色の踊り子』の起伏の乏しい胸元を彩いろどるドライフラワーの首飾りが、鋭利な刃物で切り裂かれて散らばっていく。

　すぐさま真っ赤な『花弁』を大量に回収して別の被召物マテリアルを呼び出そうとするが、そこで恭きよう介すけも舌打ちする。これまで偏った取り方をしてきたせいで、『花弁』が中ちゆう途と半はん端ぱに足りない。『未み踏とう級きゆう』の名前を記すには、母音aiueoを一列全て取るなどして、新しく『薔薇ばら』の塊を補充させるしかない。

　時間にして数秒のロス。

　だが身動きの取れない『枯草色の踊り子』に向けて、『色彩なき童女』のほっそりした手が突き付けられた。その掌てのひらそのものが、クリオネにも似た不気味な光をゆっくりと明滅させる。キリキリキリ、と軋きしんだ音と共に光がねじれ、得体のしれない鏃やじりのように変化していく。

　間に合わない。

　やられる。

「……ッ!!」

　無限に引き延ばされたようなその時間の中で、ふと恭きよう介すけは自分が無意識の内にある選択を避けていた事実を思い知らされた。

『未み踏とう級きゆう』コスト21、音域なし。

『穢れなき真実の剣持つ「白き」女王iu・nu・fb・a・wuh・ei・kx・eu・pl・vjz』。

　当然のように、使わなかった。

　当然のように、頼らなかった。

　だが、そもそも『色彩なき童女』は『白き女王』を殺すため、ただそれだけのために創り出された被召物マテリアルだ。背中を預ける必要はない。ただ利用して、使い捨てる。この場に『白き女王』を持ってくれば、『色彩なき童女』にとってこれ以上ない撒まき餌えになるはずだった。それに『白き女王』なら『色彩なき童女』に勝てなくても、かなり長い時間保っただろう。

　何故なぜ、そうしなかった？

　ちっぽけなプライドのために、全てを犠牲にしようとした？







　世界の片隅で、何も知らない一般人はこう思ったはずだ。




『圧倒的な力を持った「誰か」が、漠然としたこの不安を取り除いてくれたら』




　白銀資源戦争の成り立ちを知る実力者達も、思わずこう考えたはずだ。




『最強の中の最強と呼ばれる「未み踏とう級きゆう」が傍にいてくれれば』




　あるいはＦ国の中で民や国土を守るべく防衛線を築いている騎士団でさえも、思わず願ってしまったはずだ。




『「白き女王」が共に戦ってくれたらッ!!』




　もう、諦めろ。

　好きか嫌いかなどどうでも良いい。

　最適か最適でないか、それだけを考えれば答えは分かっているはずだろう。

『色彩なき童女』に対抗するためには何が必要か。

　確実に倒せるとは限らない。だけど想定目標を目の前に呼び出せば、確実に『色彩なき童女』はまずそちらへ嚙かみ付つく。純粋な最強にブレを与え、大きな隙を作り、そこから活路が見えてくるかもしれない。妥協しろ。疑似餌でも撒まき餌えでも良いい。全世界の誰がどう考えたってそれが正解のはずだった。

　そして。

　そして。

　そして。

「……、」

　城しろ山やま恭きよう介すけは奥歯が砕けるほど強く嚙かみ締しめて。

　決断する。




『色彩なき童女』とオリヴィアの操る『枯草色の踊り子』の間に、少年はただ割って入る。




　クリオネに似たオレンジの光が、

　。恭きよう介すけの『防護円』を容赦なく砕

《お兄ちゃんッ!?》

　大きく後ろに仰のけ反ぞった恭きよう介すけは、自分を守るものが何もなくなった事実に気づく。敵と味方、互いの被召物マテリアルが激突する人工霊場の中において、頼みの綱の防護円が貫かれ、砕いて、めくり上げられて、コワされた。

　もはや一発が致命傷。

　たとえ味方のオリヴィア側から流れ弾が飛んできても、その時点で即死は避けられない。

　にも拘かかわらず、恭きよう介すけは笑っていた。

　オリヴィアからの声があったという事は、無事に逸そらせた。間に遮蔽物を一枚挟む事で、『色彩なき童女』の一発は依より代しろの操る『枯草色の踊り子』を食いそびれた。前例だってある。少年Ａの依より代しろも自分の翼をわざと犠牲に捧ささげて召しよう喚かん師しを守り抜いていた。

　どんなにリスキーであっても、数秒を稼げればチャンスを繫つなげられる。

『白しろ棘とげ』が跳ね回って無数の『花弁』をスポットへ落とし、新たな『薔薇ばら』がワンセット人工霊場の中央に出現する。ここからどんな『未み踏とう級きゆう』でも自由自在に呼び出せる。

　なら、何を呼ぶ。

『色彩なき童女』を揺さぶり、戦局を変えられる被召物マテリアルは何か。

　並の『未み踏とう級きゆう』ではダメ、『大三角』でも通用しない。

　どれだけ否定しようとしたって、どうしても脳裏にちらつく色がある。

『白』。

　その色が象徴する、恐るべき女王を。

　しかし。

　それでも。

「……ら、ないぞ」

　紙一重にまで迫った、濃密な死の気配。常人ならばこれだけで心臓が潰れていてもおかしくないほどの圧を生身の体で受け止めながら、恭きよう介すけは確かに言った。

　至近。

『色彩なき童女』へ。

「僕は『白き女王』になんかすがらない」

《にーさま？》

「済まなかった、『色彩なき童女』」

　その言葉に、掌てのひらを向けたまま彼女は音もなく小首を傾かしげていた。

　その尻尾が不機嫌そうに、ゆっくりと左右に振られていた。

　壊れてしまった童女には、何を言われているのか分からないのかもしれない。自分の置かれた理不尽な状況を把握できていないのかもしれない。

　そう。

　彼女は何も悪くない。

　誰かの都合で創られて、誰かの都合で殺して、誰かの都合にはなかった壊れ方をして。

　たとえどれだけの脅威だとしても、絶大な力を持っていたとしても、世界を歪ゆがめてしまっても、人々に混乱をもたらしたとしても。

　だけど、全ては城しろ山やま恭きよう介すけの事情なのだ。

　目的を見失って世を彷徨さまよう『色彩なき童女』の咎とがではないのだ。

「……それがどれだけ困難であったとしても、それがどれだけ荒唐無稽であったとしても」

　防護円は、ない。

　だからこそ、死が恭きよう介すけに近づいてくるように、恭きよう介すけもまた死に近づける。

　そっと。

　恭きよう介すけの空いた手が、『色彩なき童女』の頰に触れた。

《まもる、にーさま、にーさま……》

「僕は必ずあなたを救う。救い出す。いいか、これだけ覚えておけ。僕は絶対にあなたを見捨てない。悪い事なんか何もしていない、ただただ迷子になっているだけのあなたの手を摑つかみ、必ず全部元に戻してやる。良いいか必ずだ!!」

　不思議そうな顔があった。

　じっと。

　前髪で隠れがちな、喜怒哀楽の何も読めない瞳で機械的にこちらの顔を覗のぞき込こんできた後、迷子はゆっくりと唇を開いた。

《わたし、は……》

「……、」

《私は、いらない》

　ぎちぎちと錆さびた喉を動かして。

　にーさま。それ以外の言葉の羅列を、他者の頭でも分かるように並べ立てていく。

《……もしも、その言葉がにーさまを苦しめてしまうなら。もしも、その言葉がにーさまを縛り付けてしまうなら。もしも、その言葉からにーさまが逃げられないのなら》

　思えば、『色彩なき童女』の行動原理は常に一択だった。

　城しろ山やま恭きよう介すけを、守る。

　ただし照準そのものが壊れているため、援護を受けている恭きよう介すけ自じ身しんが背中を撃たれてしまうかもしれなかっただけで。

　ならば。

　少年に対する怪物の言葉は、この結論に決まっていた。




《私は、たすけてなんて言わない。にーさまを苦しめるだけなら、救いなんか求めない》




　ああ、と。

　恭きよう介すけはゆっくりと重たい息を吐いた。

　それは考えられる範囲のさらに外にある、最悪の中の最悪だった。

　この少女は、強い。

　恭きよう介すけや『白き女王』とは別の次元で。

『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』にとっては、己の心臓を抉えぐられるよりも悲惨な終わり方だった。

　救いを必要としているはずの存在が、たすけてと言うのを自ら拒んでしまう。

　こんなにもひどい終幕を、城しろ山やま恭きよう介すけは知らない。

　こうならないように、ありとあらゆる手を尽くしてきた。時には真正面から、時には搦からめ手てを使って、半ば隣に立つ少女アリスから無理矢理に言葉を引き出してでも、その承認を得てきた。ビヨンデッタは言っていた、少女達が助かりたいのではなく少年が助けたいだけではないか、城しろ山やま恭きよう介すけはそんな風に狂っているのではないか、と。まったくその通りだ。実際問題、城しろ山やま恭きよう介すけは弱虫なのだ。他人が本来浴びるべき悲惨な末路を、最後まで見ている事ができない。マッチ売りの少女やフランダースの犬の絵本を終わりまでめくる事ができずに、途中で本を閉じてしまうような有り様。それでいて、悲劇は良くない自分ならもっとスマートに立ち回ると結末まで見ていないのに知ったような口を叩たたくだけ。

　だから。

　だから。

　だから、だ。

　いらないと言われて黙って引き下がれるはずがなかった。あなたのために私が地獄に落ちると言われて満足できるはずがなかった。城しろ山やま恭きよう介すけは、怖いのだ。強いから助けに入るのではなく、弱いから受け入れる事ができないのだ。今、悲劇の絵本がクライマックスのページまでめくられようとしている。とてもではないが、正視なんてできないのだ。どうやっても何をしても、この絵本が最後の最後へ行き着く前にバンと閉じてしまわなくては心が保たないのだ。

　本人の意志は確認した。

　承認は下りなかった。

　それが何だ、だったらどうした。彼の中にある、非常にわがままで子供っぽい部分が暴れ回っていた。くだらない自意識を保つための通過儀礼だったはずだ。自分で作ったルールに縛られて本質を見失うなど愚の骨頂だ。もちろん彼の頭の中にある、大人で理性的な部分は理解している。一方的で本人の望まない救いを押し付けたところで、そんなものは悪行にしかならないと。時代劇のサムライが代だい官かん屋や敷しきに乗り込んで居合わせた人間を誰彼構わず皆殺しにしてしまうのと同じ、そこまでやるなんて思っていなかったと罵ののしられるような被害を撒まき散ちらすだけだ。必要な過程だった。絶対に外してはならないセーフティだった。『女王の箱庭』でかの女王を助けるために起こした行動が結果何を招いたかを考えれば、一時も忘れてはならない鉄の掟おきてのはずだった。

　だけど。

　馬鹿は死んでも治らない、のか。

「……だったら」

　ついに、搾り出すように。

　最強の少年の最強ではない部分が、言葉を吐き出した。




「だったら、僕が自分でやる。ルールに違反しようが魂が腐り果てようが、僕があなたをたすけてやるッッッ!!!!!!」




　　　　10




　直後であった。

　セカイがコワれた。




　　　　11




　それは比喩表現でもなければ、ある少年の主観に基づいた話でもなかった。

　どうしようもなく物理的。




「ずるい……」




　声が、あった。

　しかしそれは『色彩なき童女』のものではない。契約しているオリヴィアのものでもない。もっと純粋で、もっと禍まが々まがしい。どうしようもなく美しく、どうしようもなく醜い。城しろ山やま恭きよう介すけの全身にくまなく鳥肌を立てていく、地の底からのおぞましき声だった。




「ずるい……」




　思えば、だ。

『色彩なき童女』は本当に単体だけで、依より代しろも人工霊場も『花弁』もなくこの現世で存在を保つ事ができたか。全て、とは言わないが、どこかに存在を支える構成要素はあったのでは。

　そして。

　褒ほう美び村むらで殺害された際、かの存在は人じん造ぞう依より代しろ・冥めい乃の河かわ葵あおいのふりをして恭きよう介すけ達たちと行動を共にしていた。外見だけではなく、被召物マテリアルでありながら実際に依より代しろとしての機能まで見せつける暴挙を行って。

　できない、とは言わせない。

『色彩なき童女』を身に宿し、その存在を支える。

　あの純白に、そんな反則技ができないなどとは言わせない!!




「わたくしの時は、そのような事は言ってくれなかったのに……ッッッ!!!!!!」




　ありえない光景が広がっていた。

『色彩なき童女』の未成熟な胸元が、縦にばっくりと裂けていた。

　出血らしい出血は何もない。元々は透明だった体でもお構いなし。両手の十指で左右の縁を摑つかみ、まるでうっすらと開いたドアからこちらを覗のぞき込こむような格好で。暗い暗い闇の奥から何かがこちらを覗のぞき込こんでいた。

　初めて、だったかもしれない。

　狂おしいほどの愛情、それが一切存在しない。

　まさに、混じりっけなし。純粋な憎ぞう悪おの言葉が解き放たれたのは。

「……ッ!?」
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　何もかもご破算だ。

『色彩なき童女』の胸の傷から飛び出した、純白の手袋に包まれた掌てのひら。今さらこの至近距離で回避や防御ができるとは思えない。防護円の有無など関係ない、それ以前の話でこの一撃は誤魔化せない。

　一瞬を無限に引き延ばしたような時間の中で、何ができるかを考えた。

　恭きよう介すけの選択は一つだった。

　彼は指先で鉄砲を作り、銃口代わりの人差し指をペアとなる依より代しろ、未み踏とう級きゆうの方へと突き付けながら、

「オリヴィア……契約を解除するッッッ!!!!!!」

《なっ、あ、お兄ちゃん!?》

　何しろ『白き女王』からの最大最強の攻撃だ。召しよう喚かん師し自身どころか、契約で結び付いた依より代しろにまで威力が伝わっていくかもしれない。『枯草色の踊り子』としての強きよう靭じんな肉体よりも、そちらを優先するべきだ。

　よって、切った。

　恭きよう介すけもオリヴィアも、正真正銘ただの人となった。

　そこへ。

　容赦なく。




『白き女王』の右腕が、城しろ山やま恭きよう介すけの心臓へ真まっ直すぐ吸い込まれていった。
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[image: エンディングX-01　青春を甘く見るなよ]
















　今回は、本当の本当の本当に出る予定はなかったのに。

　思わず出てしまいましたわ。
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「はあー、はあー、はあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッッ!!」




　存在を支えるコアである『人じん郭かく』がズレたためか。

　すっかり抜け殻のように動きを止めた『色彩なき童女』。その『色彩なき童女』の薄い胸へ縦に空いた次元の隙間にも似た亀裂の奥の奥から、荒い吐息が続いていた。

　最愛の人を手に掛けてしまった『白き女王』の胸中を渦巻いているのは、一体どのような感情か。結果はどうなろうが、その手で起こしてしまった事実は変わらない。今まで歪ゆがんだ愛情で行動していた『白き女王』が、また一つ壊れていく。

　愛の他に、憎を知る。

　しかしそれでいて、『白き女王』の恋はまだ終わらなかった。亡なき人ひととの思い出を胸に秘めて生きていく、のとは違う。現実問題として、あれだけの事をやってもまだ途切れていなかったのだ。

　確かに、城しろ山やま恭きよう介すけの意識は途絶していた。

　だが、心臓は動いている。脳髄も残っている。

　何かが。

　寸前の寸前で『白き女王』の一撃を弾いて、逸そらしたのだ。

　しっとりとした。

　絶対に『色彩なき童女』ではない超常の存在が、『白き女王』に向けて声を放っていた。

《……どう、思っていますか？》

　そう、今の今まで存在しなかった、第三者の。

　そこは調香師エリ＝スライドの作った人工霊場の中。現世の人間と異界の被召物マテリアルとが交差する世の理ことわりすらねじ曲がった場所。

《自分の攻撃が思ったような成果を出さずに苛いら立だっているか、最愛の人が生き残ってホッと胸を撫なで下おろしているか。答えによっては、私もあなたに対して考えを改めなくてはならなくなるかもしれません》

「あに、うえ……。うェェェあああああああォォォォおおおおああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」

　誰かが。

　何かが、ぐったりと意識を失った少年を抱き抱えていた。

　あるいは『白き女王』よりもなお近しい位置にいる誰か。しかし歴史の闇へと消えていったため、今ある世界のほとんどがその素性を知らない誰か。

　それは、長い黒髪をポニーテールにした美女だった。

　それは、タイトスカートのスーツの上から長い白衣を羽織った教育者だった。

　それは、このどうしようもない世界にあった数少ない善性だった。

　時代の証言者はビヨンデッタ。

　彼女は震える唇を動かして、信じられないものを見る目でこう呟つぶやいていた。




「信楽、真沙美……？」




『教授御前』。

　またの名を『フリーダム』アワード３０００、『世界の果てワールドコンプリート』。

　さてその真の正体まで、ビヨンデッタは気づいていたか。『ガバメント』、『イリーガル』、『フリーダム』。それぞれ１０００ずつ割り振られたアワードのその全てを蒐しゆう集しゆうし尽した、『女王の箱庭』の真なる支配者だという事実まで。

　過去の秘匿大戦において、あの地下深くで死亡していたはずの誰か。

　しかし、アワード１０００を超えた者は現世と異界の所属を入れ替えられるのだ。むしろ、人間のまま現世をさまよっていた方が不思議なくらいだった。たとえ現世の地下深くに逃げ場はなくても、所属を入れ替えて異界へ逃げるという選択肢が残されていたのである。
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《衰えましたね、女王。見る影もないほどに》

「……、」

《今の私は被召物マテリアルになったとはいえ、あくまでも『神しん格かく級きゆう』止まり。本来であれば戦う戦わない以前に、あなたの前に立たされただけで戦意喪失して震え上がってしまう程度の存在でしかなかった。にも拘かかわらず不遜にもこの私があなたの一撃を弾はじけたのは、私が特別だからではありません。今の一撃は、白が象徴する純粋さが足りなかった。今この時に限り、あなたは濁っていた。あるいは『女王の箱庭』で対たい峙じした、狂っていても間違っていても全力で恭きよう介すけ君くんを守り抜く覚悟を決めたあなたなら、私わたし如ごとき吹けば飛ぶようだったはずなのに》

「だって、」

　ずるり、という音があった。

　まるで『色彩なき童女』を脱ぎ捨てるような格好で、銀のツインテールの少女がその美しい全身を現世にさらした。

　ぐちゃぐちゃの顔。

　自分でも感情の整理のつかない、意識を失った恭きよう介すけが見ていないからこそ泣き出す前の子供のような表情をさらけ出して、彼女は呟つぶやく。

「あにうえは。わたくしのあにうえは、あんな風には言ってくれなかった。愛情よりも、正しさを選んだ。そんな人だった、そんな人だったから、我慢ができたのに……」

《我慢をしたのが、そもそもの間違いだった》

　しかし、一蹴。

『神しん格かく級きゆう』だの『未み踏とう級きゆう』だの、そんな小さなくくりの外で、信しが楽ら真ま沙さ美みは女王の上に立っていた。

　かつて、自らを犠牲にしてでも『女王の箱庭』から大罪人の恭きよう介すけを逃がした時から、この関係は変わらなかったのかもしれない。

　女としての格が違うのだ。

《あなたは恭きよう介すけ君くんに相談するまでもなく、悩みを打ち明けるでもなく。勝手に悩んで、勝手に決めて、勝手に壊れた。『色彩なき童女』と違って、その決意を口に出す勇気から、逃げた。強く強く強いあなたなら、実際何とかなったのかもしれない。一人で壊れて全てを壊してしまえば、あの深い深い地下から恭きよう介すけ君くんを自由な外へ逃がせたのかもしれない。だけど、それは逃避です。自分の弱さを赤裸々に明かす事のできなかった、あなたの甘えでしかありません》

「……なら、どうしろと」

　度を越して。

　いっそ無感情だった『白き女王』のメーターが、再び傾く。

　喜怒哀楽の、怒りの方向へ。

「あの掃はき溜だめのような暗い地下で、自分の認識すら狂わされて、誰も彼も愛いとしいあにうえだと信じ込まされて。愛情すらも利用された無数のわたくし達は、一体どうすれば良かったと言うのでございますか!?」

《知れた事》

　対する信しが楽ら真ま沙さ美みは、いっそ憐あわれむようであった。

　これほどの存在を前にして、彼女はゆっくりと首を横に振っていた。

《暴走する前に、一人で決めてしまう前に、あなたはただ恭きよう介すけ君くんにこう告げていれば、問題はここまでこじれなかった。辛い、苦しい、気持ち悪い、穢けがれていく自分を許せない、これ以上は耐えられない》

　重たい息を一つ。

　本当に、どうしてこんなにもねじれてしまったのか。

　半ば少年と少女の運命に呆あきれるような素振りすら見せて。




《総じて言えば、たすけて、と。それだけ告白すれば、あなたは救われたはずだったのに》




　それ以上は、もう許さなかった。

『穢れなき真実の剣持つ「白き」女王iu・nu・fb・a・wuh・ei・kx・eu・pl・vjz』。

　かの存在が、まるで内側から物理的に膨らんだようであった。美しい体を包んでいた純白の装束が波打ち、恐るべき数の兵器が顔を出す。剣、銃、槍やり、弩いしゆみ、斧おの、杭くい、刀、杖つえ、槌つち、鞭むち……。二つの世界を統すべる女王が、その全権でもって目の前の不遜な口を塞ぐ。言葉にならない咆ほう哮こうすら発するツインテールの少女の全身から絶対の決意が放たれていた。

　しかし。

　しかし、だ。

《弱い》

　城しろ山やま恭きよう介すけを抱える保護者もまた、もはや躊ちゆう躇ちよなどしなかった。

《……今のあなたは、まるでいもしない天敵に脅おびえて全身から針を突き出すハリネズミのよう。たとえどれだけ力を誇示しても、呆あきれるほどにその柔らかい本質は震えているのが見て取れる。純粋さを取り戻しなさい、女王。本来のあなた、恭きよう介すけ君くんのためなら笑顔で地球を割ってしまえるあなたなら、こんな私など髪の毛一本で真っ二つにできるのですから》

「黙れ……」

《その無様で弱いところは、戦場で敵対者に見せるような安売りして良いものではありません。本当に世界で一番大好きな男性の前でだけ、そっと懐ふところを開いて広げれば良かったのです。好き好き好きと口では連呼しておきながら、実際には本当の自分を見せられなかった。泣いて叫んでボロボロになって、身も世もなく最強の素顔をさらし続けてきた恭きよう介すけ君くんに対し、あなたは気高いふりをしてどれだけそっぽを向き続けてきたのです？　そんなあなたに、誤解を抱くなというのは土台無理な話なのです。恭きよう介すけ君くんは確かにどうしようもない朴念仁ですが、朴念仁と分かっていながら勇気を出して根気良く説明しようとしなかったあなたにも問題はあった。分かれ、察しろ、これくらい。いくら花も恥じらう乙女だからと言って、それで世界最強の打ちよう擲ちやくを繰り返すのはあまりにも酷だと思わなかったのですか？》

「今すぐっ、黙れェェェえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!!!!!」

　武装が爆発した。

　ハリネズミと一蹴された白が殺到するが、信しが楽ら真ま沙さ美みはその場から動かなかった。

『フリーダム』アワード３０００、『世界の果てワールドコンプリート』が特別なのではない、と彼女は言っていた。

　だから、

《今のあなたは、怖くない》

　断言に、愕がく然ぜんとした顔を浮かべたのは『白き女王』だった。

　信しが楽ら真ま沙さ美みには傷一つなかったのだ。

《私が避けたのではありません、あなたが恭きよう介すけ君くんを傷つけるのを恐れた。そもそも、ハリネズミのような有象無象の武器よりも、あなたの細腕の方がはるかに凶悪な破壊力を実現したはずです。あなたは、心のどこかで躊ちゆう躇ちよしている。憎ぞう悪おのままに恭きよう介すけ君くんを攻撃したは良いいが、急激に後悔の念が襲いかかってきて、それを改めて正当化しようと躍起になっている。愚か、と断じてしまうべきか、幼稚、と微笑ほほえんであげるべきか。恋は落ちるもので、愛は溺れるものです。たとえ言葉でどれだけ飾ったところで、最初から逃げられるはずもないのに》

　まるで見えない鎖に繫つながれた猛犬のようだった。

　歯を剝むき出だしにして低い唸うなりを発する『白き女王』は、しかし目の前の敵に嚙かみ付つけない。それどころか、得体のしれない圧に押されつつある。

《思い出しなさい、『白き女王』よ。一番初めにその胸に抱いた想おもいを》

　手負いの獣に向けて、宣告があった。

　傷ついた少年を抱き抱えたまま、かつて命を賭として子こ供ども達たちを逃がそうとした誰かは、奇麗ごとではなく実際にそこまでできた召しよう喚かん師しは明確に言ってのけた。

　同じく。

　恋した少年のためならば、実際に世界の全てと戦う選択肢を選べた誰かに。

　白。

　その色が示していたのは、何だったのか。

《それができるようになるまで、恭きよう介すけ君くんはおあずけです。女王、望めば何でも捧ささげてもらえた、全世界規模の信仰対象にまで祀まつられたあなたにとっては『手に入らないもの』が一つでも存在する事自体、一秒一瞬が耐たえ難がたい苦痛と羞恥の連続となるでしょう。その絶え間のない餓うえと渇きの中を這はいずって、世界で唯一手に入らないものを常に想おもいながら、自分の胸にある本当の気持ちを思い出していきなさい。そうしなければ、彼の前に立ち塞がるこの私を取り除けません。永遠に。たとえ少年が老いて天寿を全うしようとも、あなたは葬儀に参列する事さえ許されない》

　そこまで言って、信しが楽ら真ま沙さ美みはふと肩の力を抜いた。

　敵対者に向けるものとしてはあまりに場違いな笑顔を浮かべ、こう言ったのだ。




《大丈夫、いつの時代も恋する乙女は最強です。あなたさえその気になれば、こんなのはハードルにもなりませんから☆》
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　それは、取り留めのない夢の話だったのだろうか。

　己の視界すら定まらない中、ぼんやりと恭きよう介すけは天を見上げていた。

　すぐそこに、誰かの顔がある。

　こちらをそっと覗のぞき込こんでいる。

　ぐったりと、力の入らない全身を誰かが優しく抱え上げてくれる。絶対にいるはずのない誰かと同じ匂いがする。『黄の鰓えら』が何かをしたのだろうか。合理的に説明する事のできない事態を、恭きよう介すけはただ漫然と享受する。

　夢でも良いい。

　この人の笑顔を、もう一度見られるのなら。

《恭きよう介すけ君くん》

「ぅ、あ……？」

《恭きよう介すけ君くん》

　いっそ懐なつかしいとまで思ってしまった。

　実の父親は最悪の一言だった。母親と『妹』についてはそもそも記憶を保持できていない。そんな少年にとって『女王の箱庭』は悪夢の象徴であると同時に、ある種の原風景そのものでもあった。姉として振る舞ってくれたビヨンデッタや城しろ山やま京きよう美み、それに親に代わって育ててくれた信しが楽ら真ま沙さ美み。いいや、それだけではない。普段は意識していなかったけど、『女王の箱庭』が崩壊する時にはたくさんの人ひと達たちが恭きよう介すけの身を案じて手を差し伸べてくれた。彼は一人ではなかった。あの時、多くの人と繫つながっていたのだ。

　だけど。

　思い出の中に自我を溶かしてしまう訳にはいかない。

　まだ、やるべき事が残っている。

《大丈夫ですか？　きちんと前後の記憶を繫つなげて処理できています？》

「ああ……」

　信しが楽ら真ま沙さ美みは死んだ、はずだ。

　どれだけ願っても、もう彼女とは言葉を交わせない、はずだ。

《やるべき事を思い出して》

「だい、じょうぶ」

　口に出してみて、思った以上に体が言う事を聞かないのが分かる。本当に今の自分は生死の境をさまよっていて、不穏な幻覚に包まれているのかもしれない。

　搾り出すようにして、恭きよう介すけは言った。

「ちゃんと、分かっている……訳だが。僕が、本当の本当に、やるべき事……」

《それは何でしょう？》

　改めて尋ねられ、恭きよう介すけは口の中に溜たまった唾を飲み込んだ。

　接着剤のように絡からみ付つく唾液は、注意しないと自分の気道を塞いでしまいそうだった。

「僕は……」

《はい》

「僕は……ッ」

《はいはい》

「必ず、『白き女王』と決着を着ける。そして『色彩なき童女』を助け出すッ。そうしないと、僕は、そうしないと、変わってしまった世界と消えていった皆に合わせる顔がない……!!」




《全然違うわばかもん、誰が望んだそんな事》




　ため息混じりで、妙に生々しい声が聞こえた。

　そして小さな子供を[image: 叱]るように、頭のてっぺんにリアルなげんこつが降ってきた。
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　そんな訳で八冊目!!

　鎌かま池ち和かず馬までございます。

　今回はアクション映画で人気が出ると作られる二作目などでありがちな、全世界をまたにかけたワールドツアー大バトルでございます。豪華客船、深海、宇宙、そして東欧Ｆ国国境線。一冊の中で自由自在に世界を飛び回る恭きよう介すけ達たちを楽しんでいただければと。

　前回に引き続いて恭きよう介すけの依より代しろはオリヴィア＝ハイランド。そうなれば今回は彼女の魅力を全力全開でしたためるより他あるまい!!　という訳で集中特化してみました。憑つき物ものが落ちるというか、ブライズメイドにやられておめめがぐるぐるになる前のオリヴィアはあんな感じで無邪気に恭きよう介すけの腰にひっついていたと考えていただければ。……だからこそ、七巻では恭きよう介すけ父ちちに取られて変わり果てたオリヴィアを見て、息子が思わず絶叫したという次第でございます。いかんこの説明だとダンディなドクトルＳがド級の節操なしみたいに聞こえてくるぞ。







　実は当初はＦ国の白銀資源戦争ではなく、南米ディアブル島を巻き込む戦争での決着を想定し、島を取り囲む大艦隊や揚陸してくる海兵隊を相手取って青い水着のアザリア＝マゼンタレインを旗の代わりにしたビーチフラッグ争奪戦を行う予定でした。八月で夏真っ盛りだし、常とこ夏なつの島だし、水着をやらない理由がむしろないッ!!　こほん。それはさておき、レプリグラスで女王の似姿を作る、という題材には最適の配役ですし、何より最初の一巻以来長らく続いてきた女王の汚染から完全に解放された、『本来の可愛かわいいアザリア』を思う存分書き殴るというのが魅力的でしたので。しかし実際にオリヴィアを中心に据えた場合、どう考えても最後の舞台は七巻で言及されたＦ国だろうという訳で宇宙ステーションの落着地点を大きく変更し、今に至ります。必要に迫られたとはいえ八月の魅力をちっとも引き出せやしねえ、ただただ冷えた内陸の山にッ！　不毛、これでは夏休みが不毛!!　……うう、アザリアについてはいつか絶対リトライを。作中の日付は八月四日、僕ぼく達たちの夏はまだまだこれからだ……!!







　変わって出番を獲得したのは、元々何がどうなろうがメインは確定だったオリヴィアよりも母親のシンセアリアだったかもしれません。七巻の時点では（いやまあそういう設定でしたので）割と記号的だったＦ国も、君主のシンセアリアや騎士のレイチェルが顔を出す事で随分と血の通った印象が出てきたのでは？　……ちなみにこの母、『女王』や『陛下』と呼んでしまうと例の銀髪ツインテールと混同が起きてしまうので本人のキャラ付けよりも周りからの扱いが結構難儀しました。出番は少な目でしたが、要所をきっちり押さえてストーリー全般の身を引き締められたのなら良かったのですが、さて。それにしても、どうして『親』とつくとやたら精神的に強いキャラばっかりになっていくのか。美人の姉または生徒会長＝最強の代名詞である電撃文庫系バトル界かい隈わいだと、親と聞くともはや強さランキングの枠外まで突き抜けているように見えるからかもしれません。主人公やヒロインの親と言ったらもう知らない所で三回くらい世界を救っていてほしいですよね！

　保護者という意味では、ラスト近辺で登場したビヨンデッタや信しが楽ら真ま沙さ美みも当てはまります。シンセアリアと比べてみると面白いかもしれませんね。しれっと逆セクハラをかましてくるものの実際には家族の肖像を収めたロケットを外せないシンセアリアは、（男性に対しては）割と身持ちが堅く恭きよう介すけとも一線を引いています。合コンには出かけるがテーブルに並べた料理を食べるだけ食べて絶対に誰ともくっつかないというか、自分から気軽に誘惑しておきながら相手が本気で欲望を見せると幻滅するというか、とにかく非常に難儀で面倒臭いキャラですね。ただややこしいだけでは真意が伝わらないので、お楽しみ要素として私、母、わらわという一人称で女性、母親、君主としての顔を使い分けているところを観察してもらえば『発言の本気度』が分かる仕掛けを用意しておきました。特に一つの台詞せりふの中で一人称が変わっている箇所は要チェック。恭きよう介すけに仕掛けている上辺のモーションより、死を覚悟したレイチェルを[image: 叱]っている時の方が情感が込められているのが分かるはずです。そりゃ実の娘の前で、しかも『母親の顔』で繰り出したモーションが本気な訳ないよね！　という事で。

　……ところがどっこい娘の幸せについては真剣に考えているので、恭きよう介すけとオリヴィアをくっつけようとしているところはガチです。なので母が母がと笑って言っているシーンでも決して油断はできないのが、このキャラの最大の魅力だと思います。『白き女王』や『色彩なき童女』とはまた違った複雑さを楽しんでいただけましたら。







　対して、ビヨンデッタや信しが楽ら真ま沙さ美みは危なっかしいくらい恭きよう介すけとの距離が近い。この辺りは、保護者にはなれても人の親にまではなりきれていないところに起因しているかもしれません。

　関連して、もはや毎度お馴な染じみとなってしまった『最終盤における衝撃の展開』でしたが、今回はいかがでしたでしょうか？　恭きよう介すけがコンパクトに折り畳まれておまんじゅうになってしまう『いつもの』とは趣が違ったのでは。でも、あの『白き女王』を完膚なきまで言葉でねじ伏せるとしたら、恭きよう介すけはもちろん、同格の『漆黒の顎』や実力的には飛び抜けているが人生経験は滅法浅い『色彩なき童女』よりも、まずこの人だよなあという一択でした。この辺りも、非常に距離が近い保護者である信しが楽ら真ま沙さ美みだからこそできた、少年少女の恋愛感情に目線の高さを合わせた上で真っ向からぶつかる展開だったと思います。逆にシンセアリアだとここまでは踏み込めず、奇麗ごとだけ言ってかわしてしまったかなと。

　この展開については滅法厳しいようですが、『白き女王』の恋する恭きよう介すけが見てないところで糾弾してあげたのが信しが楽ら真ま沙さ美みの器のデカさを示しています。弱さを見せつけろ、と説教しているものの、第三者の都合で勝手に暴あばく真似まねはしない。それは、『白き女王』自身が勇気を出して実行しなければ意味がない、と。これぞアワードや『未み踏とう級きゆう』なんぞ関係ない、オトナの女性の持つ強さだと思います。そりゃ女王も恭きよう介すけも、『子供達』では根本的なところで敵かなわない訳ですな。女王極刑の七巻を経て、しおらしくなったツインテールを出すならここしかない！　だってちょっと時間を空けたらすぐチャージされそうだもの、元気がッ!!　という訳で最大のチャンスにこれまでずっと温存してきた信しが楽ら真ま沙さ美みという切り札を叩たたきつけ、全部ぶっこんでみました。まて、おすわり、おて、で全部きちんと反応してしまう『色彩なき童女』とは似て非なるのですが、やっぱり最強格って、ひょっとしたらこいつ（俺だけは）意のままにできるかも、という『甘い見積もり』こそが可愛かわいげに繫つながるのでは？　そういう意味では、常に頂上から降りてこないでツンツンしていた女王は窓口ゼロで、信しが楽ら真ま沙さ美みが喝破した通りだった訳ですね。お前べったりなのは上辺だけで実質的なガードが堅すぎるんだよ!!　と。

　……ちなみに『白き女王』と『色彩なき童女』は似て非なると前述しましたが、この八巻で開示したチョロさのテーマはそれぞれ全く違います。どちらが皆様の琴線を刺激しましたでしょうか？







『最強』でありながら毎回泣き崩れておまんじゅうすらさらしてしまう恭きよう介すけと見比べると、同じく『最強』である『白き女王』の、相手に全く合わせない塩対応っぷりがじわじわ理解できてくるのではと思います。激闘の中で正直に腹の内を表に出してきた恭きよう介すけと、ずっとそれができなかった女王。果たしてどちらが強くて、どちらが弱かったのでしょう。信しが楽ら真ま沙さ美みの再登場によって、皆様の印象もがらりと変わったのでは。そして『白き女王』の甘えについても。分かれ、察しろ、これくらい。いやいや無茶だって!!　さあ、今の今まで恥じらいまくってきた『白き女王』はタメにタメたデレを見せる事ができるのか。もはや最強がどうとかそんなガワの話は誰もしちゃいねえ、ここは本当の勇気が試される場面ですよ、ハリネズミの陛下。







　おっと、気がつけば今回はお話のテーマや構造ではなく、キャラについてしか語っていませんな。自分的にはかなり珍しいあとがきになったような。

　そろそろ八冊目。設定や舞台などが固まってきたという証あかしでしょうか。あるいは人と人との関係が中心になる恋の物語だからこそ、かもしれませんね。







　イラストの依い河かわ和わ希きさん、担当の三み木きさん、阿あ南なんさん、宮みや﨑ざきさん、中なか島じまさん、山やま本もとさん、見み寺てらさんには感謝を。舞台は転々とするわ神話の神様のオンパレードだわ母娘で共通項のある新キャラを作らなくちゃならないわと今回もカオスで、てんてこ舞いになられたと思われます。最後までお付き合いいただき本当にありがとうございました!!

　そして読者の皆様にも感謝を。複雑なようでいて、でも実は少年と少女の恋のお話、いかがでしたでしょうか？　あれを看破したのが恭きよう介すけではなく信しが楽ら真ま沙さ美みだったのが、今回の最大のねじれでもあります。ラブコメっていかにしてすれ違いまくるかが肝要だよね！　そんな訳で、いつもと違う驚きを楽しんでいただけましたら幸いです。




　それでは今回はこの辺りで。




　ビヨンデッタ、『ぎゅむぎゅむ☆』で全部持っていくとは何事か


鎌かま池ち和かず馬ま
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